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_ 三人吉三巴白浪」の大川端の場ぺ弨和十三年十月歌舞伎座所演 
八百屋 お 七、 実は お 嬢吉 三' か'  おとせを 親切 ごかし で 川链 まで 附 
き添つて来たのも、おどせに金かぁるご知つてのこど盜賊の本性を 
あらわして 金を 奪い'  おとせを 川の 中へ 突き >〇 ばし ジット 川面を 見 
据ぇた一瞬特異な 1 舞忮味かた、.、ょぅ 先代 市 村^ 左 H 門の お嬢吉 
三は 柽め跗 の 役 これから あど •か 有名な 「月 も 1 ろに」 の 厄払い： 


ている 

ぉ « 软舞伎.夂软舞伎.遊女软舞汝等 
♦か、名の示寸が如く (; 遊女 !3 ぃ、傾城買 
いを中しとしたことは、いぅまてもなく 
?.: 衆驮舞伎. ?!- 郎软舞伎 !: 至つてもー .¥: 
都の ^ |!;1 遊郭を舞，. |1' とした『 ^ |«-- 任 -:> :1- 
♦か、 1^ 衆 0 熱烈な支持を受けた熱烈な 
. ^| 援をおくら |1 る !: 0け、遊 1|,. 描 ^ はま 
すます ^ 情的になるわけだ：ことに物真 


4- 

ー領減 阿波の 1 ^門」お弓は故6車、 
践 おつる は 現 ft： 川栓 I ^: i « 
島の 家 李 ^ 并主. 1 に仕ぇる」 £ 兵 
受は 1: 当をぅけた身ながら妻の 
お 弓？ 王 人の 刀 ft 諼のため三 1 に 
注み心ならすち圣转の均管に入つ 
ている  >0' 三つの 转 に 別れた ま 
、の孩のおつるが.ー礼となつて ? 
S を a •な？ て お 弓 i 逢う  お 弓 ^ 
わか 孑 >0 £ 0 なから 罪の 身の 実を 
苹 かせぬ こぃぅ « 哀に满ちた|場 

I 


「佐倉宗五 §5 」(東山ぢ荘子 三 £ 
目子别れの場吉右震鬥の当り佺 
宗五®  £、 m l の 女房 おさん 
領主 * 田上 |? 介の * 3: に堪ぇか 
ね' 2 1窮する 1 姓になり代つて、 
名主の 宗五 は将 覃に 1 !^ すへ<意 
を決し、雪の § る日 ^ ぇに泣く妻 
や 子， 供 ご 今生の 別れを する i い う 
« ^ な場 1 不作は1永2年八月、 
三で」 ^ ; 4 か、江戸中村座に書 
£: した全七蓐ものて後の代表作 

似托 c rl ずくし」 という ^ 実 劇を 政 
府当局 者から 強要され てからは、 
一段と 露 # な ものに なつたら しく、 
島 ® 狂言は 禁止に あつて いる ご 世 
話犴言 への 第一の 受難 だとい つて 
ょかろう。 

そこで、 元祿 時代には いると、 
同じ 遊女 買の •王 題 や 場面ち 多少 お 
ちついて、 「やつ I ごと J とい ラ 
ものに なつた 轻演劃 における ァ 
チャラヵ好色副が、-ェじめな恋爱 
劇にまで 推移した と |»1 様である- 
そうして、卸{豕 ^ |^ 物という、 «4 
校の 大きな 劇的 構成の 中の'  重要 
な： J 面 •場面と して、 挿 人され る 
ょぅになったここ、までぐれは、 
りっばな世話犴言に発達したもの 
で、 元 祕の 备 坂 田 薄 十郎 と ^ 作 


家 近 松 門左衛 門と ;: ょる 夕霧 狂言の 如き 
は、 その 最も 代表的な もの だつ たこ 

大 阪巧 町の 名妓 夕霧が、 延宝六 年 ;: 段 
して以來、バレンチノにもおさ^"劣ら 
ない町の話題 -;: 取忖し、その追善と -0- し 
て、 近 松 も 何 M か 筆を 取り、 藤 十郎は 生 
涯 に 十八！ II も 上演した といぅ： この 夕霧 
伊左衛門の 情話 劇は、 けだし 初期の 最も 代 
表的にして副期的な世話狂：： 11 たといぅべ 
きて ある 

そ 11 ;: は藤十郎が、非常にリァルな演 
技 :: 終始した 世話物 役者で あつた こ. こも 
: ;1: 目-さ れむばならない： 「やつし 事-と 
いぅ芸風4彼のため ';: 生れたとさぇいぇ 
る-身分ぁる ^ ^ -こか富商の ^ ^ 那が、 
ぉちぶ |1 て & 子姿 ;: なった.0して、情人 
,: 逢ぃ ;: 来る、そぅして長ゼリフで*备 
をい う、 それら' か 「更に 狂言め かず 


実め きて 面白し-と 評されて いるので あ 

る'' 

四 

つぎに、ぐつと盛ん (: なつたの'か -1:' 中 
(情死) 狂言で ある 情死事件を舞台に 
のぼせた のは、 人形浄瑠璃ょりも 软舞伎 
0 方が 一歩 先き だつ たらしい 

一 曾 根 崎 心中 |;近松世話浄增璃の初 
作として聞ぇてい 4 が、 一大 坂 千日 寺の 
心中 |ゃ「三勝の心中|が京阪の狀舞伎 
に取り上げ. 0 れたのは、ニ三年前のこと 
だった： 宝 永 — 一年に 大阪の 嵐 座に 上演 さ 
れ た -心 中 抱 牡丹-の 評の 中 !: も-町人 
の 世話托 言-と あるから、- 心中 重 井筒 I 
の 中の 文句と い、、 世話 任 言なる ものは、 
:兀悌 の 末、 宝 永のは じめ あたり !: 至つ て、 
ひとまず 大成され たと 見 -: ょい'- そぅし 


正 徳五年 八月 近 松 門左彳 3i 門の 游^した， 争 瑠调生 玉 心 か e 深い 仲た か、 父 五兵衛が 許婚の おき わ c: 祝 首の 盃せ 

中 を IK 舞 •(☆化した もの  _ •ッ 家の 慕 平 次は + 五世 市 村 よ、、 や ごいう こ 此の 脇差 …… 身が 牌に 突 込んで- e' 
羽左浙 門、一. ノ家 五兵衛は 先代 市 川左団 次、 嫁 おき わは  膝詰め談判に’ 誤り 入つ て 御尤も _ e 承知す る， が、 間 
指 羽 左衝 門の 市 衬家祸 茶碗 屋の 位惠平 次は 祖屋の おさ  もな く 罪を 3 巳して、 おさが C： 死 出の 旅へ 


たとぇば、- t R: i^  t か ,.- ： £薄小-执：ザ 
とぃぅょぅな時代 5|:. . || が、 - 

も あつたと 寸 る'.. 

琴叫や卬の舞とぃつたょぅな、^ 
重な |-.-. || 楽で- & 'があいて、つぎの * もまた 
つぎの总もといぅょぅ !; 、金跑をたてま 
わした鉀殿で'ぃかめしぃ上 "1' すがたの 
武家が あらわれて、 「しから ば 拙者が： 
一な どと、 ぎこちない ことば かりい つ 
て、おょそこの世からはかけはなれた、 

4? まぼろしの世界 (: 連れて行かれ、少々 
ならず ぅんざりした ところて、 「， 1|' .大 小 
5 ^とか「お輅ル七」といつたょぅな、 
ぃわゆる ニ 番 n 物の 世話； ii: M (: かわる" 
f'Y 楽 も蛏 快な 通り 神楽と か 松 占 i'll とか 流 
行歌で慕があけられる"舞ム |1 装庹も、出 
てく る 人物 も'  チ ョン マゲ !t あつた !: し 
ても、身近かな農.- 1; .商といつたわけ 
で、急 (: 夜があけはなたれたょぅ !: なり、 
芝居もひし-^と ^ にせまるょぅになる： 
だ から、 狀舞 It . 新派と も、 :: 番目 托 
H が 面 ^:くなけれはと、興行をする方で 
も、兒物も期侍する 


ところで、 その 世話 托：： fl であるが'  世 
話 狂 言と か 世話物と いう：：： a 葉は、 いつた 
いいつ ころから 出来た ものたろう か 
々から M t: している' か、 どうもは つきり 
した ことが、 まだつ かめて いない. 

「ゎが ^ は4フ竹散り果っる、名残りっ 
きせぬ敗側の、こ、 ;± 竹 »| か夜は何どき 
ぞ 、五つ 六つ 四つ 千 H 寺の、 鐘 も 八つ か 
七っの :£ 居'--入'がぅゎさ世話任ー.： |--| の、 


脚色の 補と なるな. りは ■ .1 といら. 乂 か 
'が ある 

こ n ;i 大 ;'|7- 松の ||1: ^ ,> 1|璃「おふさ徳 
IT: ( 衛 、沢 =：g 」 の 逍 行の中 (: ぁる.この 
切演は大阪竹本叱で、( -?- 水. >|1: 年 .七 0 
叫)なのだから、約：.^:£ト半；： |]'! (; ぁた 
る ■つまり' 1|(: 話犴：.：：という.- .-1 葉は、す 
くな く も'  ■ n IL -r  .i-.- 則 力ら たし 力 !; 使わ 
れ ていたと いえる ので ある. 

.兀 米、 世話と いう ことは は、 その 当時 
の世上に起つた話とか事件とか噂話をい 
うの だ' が、 わ. 農. エ.商という ;1: 戶時 
代 まての 四附 級のう ち、 L すなわち 武家 
n 外の 社会 :: おけ る 5;1米小を切化 し /: も 
のを |||: 沾仆 >| と呼んだのでぁる これに 
/: いして'  武 ^ 中沾 (: 取付したものは時 
代 5}:. ' .. なのでぁる狀舞忮と人衫汴塯埚 
とが ^ 衆の浈劇でぁる以ヒ、その中 (: は、 
はじめヵん ^ 衆の3^ !7, 'か織りこまれてい 
たのだか.ぃ、 1«: 站汗'ハという名称はハ' 
キリとつけられていなかつた (: 1ても、 
その.； ^は 1.| *くからあつたのだ、といつ 
てょ いて あろう。 


狀舞伎の始祖とぃゎれる出 -':: 4のお围が、 
^ 装の龃入 (; なつて、条 ^. 女 (; たゎむれ 
るとか、風 |.| || あ，かりの体などを兄せたの 
^ 、当時の民衆生活のいちじるしい ^-: 態 
を ^ 中したものたつた これがす 1 !: 怍 
沾 汗： ,; の 発端 だとい つてょ かろぅ 
食 ^ と忤愁とは \ 間 !: はつきものだ 
その 性 您 lfll !: か、ゎりのぁる ¢^j•• fe :s ^t^! l^.] 
もまた狀舞伎とは切つても切れない闪 ^ 
て 結は れていた茶 ^ 夂にたゎむれる遊 
'1', の描 ,(/ は、後年の濡れ場 (: まて発诚し 


a 


0 


1 


かつて 江戸では $浄 瑠璃と か 荒事の 软 
舞忮が歓迎され'時代世話 ;14 ?5の脚色を 
得意とした津打治兵衛が代表作家とされ 

ていた。 

その江戸での傾向が、ょうやく合理化 
され、世話汪：；3らしい体裁をととのぇる 
ょうになつたのが初^!田治助だつたと 
いつて ょい。 治 肋は 壮年 期 !: 三、 四 年間 
京阪に留学滞在したポもあり、か <1 (: ょ 
つて江戸世話狂言の方如が与ぇられたの 
も | 理 なしと しない 

治助は天明元年にー番目犴言(時4^) 
とニ番目任一;:|!1(世話物)とを分離せしめ 
たという 大きな 記録 ^ のこして いる ('そ 
れは 、「劇場 花 萬 代 背 我」 という、 曾 我 兄 
弟を取り扱つた時代任；：：2を上演した時に、 
名 題は 一本の まま だつ たが、 お 夏 清 十郎 
.お 千代 半 兵 衛 .お 半長 右衛門と いう 三 
つの 世話 狂言を、 一 日替りに 演じた ので 
あつた-つまり 二番目 狂言に 該当する 部 
分が 三 様になつ ている の だから、 曾 我の 
物語(世界)とつな'がつているわけはな 
く、 それぞれ 時代と 世話と が 独立して い 
たことは明らかだ。江戸で名題をニ本に 
しはじめたのは、並木五瓶からでぁるに 
しても、治助 (: ょって実質的には敢行さ 
れ たの だつ た。 


- 新 皿 屋誦月 ij は 河 竹默 阿弥に ょり 明治 
+六年五月市村座に « 卸されたもの. 

援部 主計 之 介の 邸に 妾 奉公に 上つ ている 魚 
屋宗五 卸の 妹 お I. か 1慕する奸臣岩上典 1 
の奸計にか、つて主計之介のため *^ りすてら 
れた その 模様を 朋 S の おなぎから 聴いて、 
宗五部は怒りに燃ぇ'やがて 1 をぁおつて劈 
部の屋 5 へ乗り込むのてぁる 吉右栗門の父 
親、茱五 £ の宗五 §3 '時蔵の女房おはま、松 
緑の三吉か男女 1 のおな.きから話をきく所 


幡随 は长托衛と^并権八とを結びつけ 
た 鈴 ヶ森の 说 型 ゃ、 幡随 rt; 兵 釙坫 進饥板 
を 書いた の も 治 助 だし、 関取の 柞川 とお 
T や 力 さね 与 TV 衛 £_を 审化 したの も 治 ® 
だつ た また '[1 時の江 )->' 劇增の姐门をな 
した俳设も、 111: 話物 !; 適していた ..几柑 
の ^ 上忪助、.四世、五讹の松 4< 辛£郎、 
五世、七世の市川 ^ 十郎、三世沢村，：示十 
郎等、 ^ 実 的 浈抆 !: 技 じた 俳 潑と コンビ 
!: なつたことも治助 (: 幸いしたのであつ， 

前記し /- 並木五瓶は、 |1:. 三の * -/- ては 
ぁり、時代 51;. .-, に「ぺ満 >'; 菜种狎供ーー金 
門五 ||| 桐」「莳人殺し」等もぁるが、むし 
ろ世 1£ 托 -:- :: 1: 傑作、がのこされている.-「五 
大ヵー-梅の市 -|';- 衛/小ぃな '|^ 兵衛|-ニ入 
新兵衛しの如き’ ^ 時の ^ 版汀-一を通じ 
-ての (1; 作だといぅ !; は-.、からない 

五：执は京阪から ;|: :尸 !: 米て'後半生を 
: ^: :一て送っただけら合坪的で：：実的な 
作 |4 は'治肋の作刺；£, |'>| と相；£つて、ま 
すまーす江：尸における世話 ^- :::::の発達をぅ 
ながした そして 鶴；^ 南北 や 瀬 川 如. V 、 
河打默阿弥 ''> を輩出せしめて、 ;|'. :尸世詁 
托： |1 の大农を兒、生此話物なる作群をも 
^:一すに ^ るのてある 

六 

一 …… 1||: 詁ものとは、 ')3 违、负ヵ取、 
または心中情死の犴 |1 、いずれもぬ.1商 

!: か、 りしを いぅ 111. 話生 1|1 話な 

ど «.''. ぇるも、 すこぶる (!: 境 1: 人りし者の 
>■ . フ ことなり-と、 西沢ー 1'1 はいつてい 
る 

また京阪で :± 、時代と世話をー=の ^1;. 
:::: [1 :: ならべる場合 (; は、 ||!] ^: -:- 11 .切犴.：. || 


と哼び 5.1: ー尸ではー番目 1»: «:. ニ一番01托：： >'. 
といぅ：この 11". 戸での称呼も五瓶よりも 
後のこと、即ち文化年度( 71 五卜年.；训) 

か らといぅことになるのではなかろぅか-. 

このよぅに江戸での世話狂：：：：；： (: たいす 
る地なら 一 • 力 よぅやく 5；一 米 よき 作 ^ と 
役者の出稅を恃つだけの阼勢となつたと 
ころへ、作荇 (: 鶴：^{大)南北'役者 (: 
三世 ^ 上 菊 五郎、 五世 松 本 幸 四郎 、 :-:. 1il: 
坂東：.汴五郎、五 11|: - <,- 并 ?- 四郎等'か、饩 
を並べてあ.りわれ、 111: 話 5|;. -::- |} は永 ^ 有の 
大発 K をした の f：'' つた- 

衔北 (: ついては、南北ト直报に交際 0 
あった上なの西沢ー ||1 'が、次のよぅ !: 書 

いている ■ 

「鹤¥南北は、東都近来世話事作りの 
作者 (: して、勝嵌蔵と呼び、托：：；：2边 !: 人 
りて 後、 滑稽 近 化 場を よく 書き、 後 WN1 
をつぎ鶴 ^ 南北とて >-- 作者とはなりけり 
此人 (1|: 裏 !: :.: 予の文- 7: なけれど' ^. --::- :11 !: 
ー流あつて人組みたる出し物なれど、筋 
か らみ合つて新らしく、これを生世話と 
称へて、その敗の人ハハ |: 叶ぅ其上松本 
幸四郎’坂東三汴五郎’ ^:- 并 -^ 四郎’此 
• 一入の 忟者の 呼吸を よく 知り、 二番 n 5H 
■ || を あ. り わせし 事 r( 多し^:- !: も お 染久 
從色忒販'東海近四芥怪談古，ナの当りを 
取れり、 隅 田 川 花 御所 染 (半 四郎女 ;l'f 支) 
は一番の桂作にて、沿花托 |.1 (: も相似た 
る 脚色な りこ | 

京 ^ 生れの  一 a が、 こ n f: けに ^ ^ し 
たことは、南北の 1/;- 大さをよく物語つて 
いる 妙なもので、 ^ じ：ヶの ;^ なが.ら 
京 |^ と ;1: -1とはとかく相 ^ 撥する傾きが 
今に 至る までつ ぐいて いる ir. H では お 
おむ ね 義人 夫 托 ••：： (九 本 肷舞 U) を、 何 
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「文弥 殺し 1-: 守 田 勘 弥の 文弥現 •片岡 仁 左 
衛門の重兵衛"座預文弥は盲目の身の姉の好 
意で 調達して 貰つ た 百 両を懷 中に、 市 名を e 
るべ く〗 讯に 上る 途中 鞠 子の 宿に 泊る こ、 で、 
彼を 覘ぅ 胡麻の 輝に 会ぅ •か、 同宿の 重兵衛 に 
救われ、峠まで同行してもらぅか、重兵衛は 
主家の ために 金子 調達を 迫れて いる 身文弥 
の 百両を 知り 暫く 貸して 呉れ こ顇 むが、 大事 
な 金と 断られ、 遂に 文弥を 殺して 金を 奪ぅ 
哀れな 盲人の 殺し 場默 阿弥の 作 (上) 

河 竹默 阿弥 作 「誠 ^ 因果®」  野 晒 小兵 衛 
は六世菊五郎、中央は先代羽左衝門の因果小 
僧 六 之 助、 左端は、 先代 仁左衛 門の おその。 

因果^^の小兵 1|1 が老病の身に不自由4か 
こつて いる 住居に、 これ も 悪党 仲間に 加わつ 
ている 悴の六 之 助か おそのを 連れて 暇乞いに 
来る 小兵衛は勘当の子ながら流石に親心で、 
せまり 来る 捕手から 二人を 粒うべく、 子の 罪 
を 自分に 引受ける ど いう 昧の 深い 世話 狂言 中) 


て、それは 0-. ? )|;1 托；バょりも.少深く社会 
劇の領域にまで進み、やつし事と心$ 
件とが、おもなる対象 (: なつたといつて 

よいと 田 ^' つ 


しかし’この—：-時からのちにも、 


チ - 


の題名 (: 「傾城.けぃせぃ」を ^- 1たも 
の'が相小 '1 (: 多ぃ けぃせぃ浅間伐.傾城 
;£波の嗚門.傾城三度笠.けぃせぃ.裕忪 
校 等々'」 「けいせい」.がほと4ど「 |||: 話 
托：：：：：」といつた总味 |; まで適 )1] されてい 
たかと 思わ n るは ど. fr 。 

つぎ (: 产ノ え ら “ るの  'が、 -夜沾托'. || で 
ぁる。これは名の如く、評判 (: なった世 
上の出米水を，迅速 (: 脚色し、舞，1 || (: の 
ぼせることて、きゎもの托；)ー：！のことをぃ 


ぅので ある。 速成の ® 物は 一夜 溃 だから、 
こぅぃぅ名称'が京阪てまず中 <1 たのてあ 
る 0 

1夜沾犴 -::- >1 の作者としては、並木正三 
が 聞え ている" かれの ことを しるした 「並 
木正三ー代叫しには’ー夜沾をたくさん 
に 書いて、 ニ 番 E にす えて 上演した こと 
が 兄え ている 

大阪大 宝 寺 町 西側の 锻冶闍 の 娘が、 情 
C の 果てであろぅ、 重傷を 負わされた 事 
件が大阪中の評判 (: なつたので、それを 
|.| 十速ーー冪物に脚色して大西の劇場にのぼ 
せた。 これが. 止 三十 九 七の 時、 寬延 ：兀年 
八：！：： のこと だつ たという。 その後 も、 お 
りく十氏衛の心中ゃぉゎさ茂兵衛の心中 


•る 椴を 土れ  見 
かすて 帯， 濡の C 
1来抱つの £ のもッ 
下で 介ら 川 あ 得な キ 
.( まをね湘の独的て 
場手れをむり伎表い， 
の 土 そ 川 ば. か 舞 代 解 助 
手 崎 浙こあ歌のを之 
土 州 % 、 雨る そ 帯 七 
崎です でる， れも のの 
州 物 絶 助 あ 助ら で そ弥 
CD1 乘氕 之で 之ぜ 中、 勘 
- かい 七の 七满の 川 代 
助川逢猿たるて物激先 
之釉に小い迫し弥の、 
七の！ 6はてて £ 阿子は 
猿 中® 実 っっ® 默津る 
小 女 大は窺 張 背， 森す 
广奥 £ 間をっをではを 
る 仲 会 引手 場 右 得 


を 脚色したり、 「け いせ 
い 天 羽衣」 だの 「i mi 無 
団七 時雨 伞」 ，ォランダ 
人殺しの 芝居 だのを 書 
いた。要するに本格的 
な 世話 狂言 — 銜家騷 
動ヵら1元全 (: 離脱した 
世話物 ！ は、 並木 正 
三 !: 至つ てあら われた と 見られる 

しかし、 正 三の 仕事と しては、 浄墙璃 
敝曲の作法を ^ 用して歌舞忮の時代狂盲 
を 進展せ しめた ことが、 むしろ 主要で、 
世話任言としては、独立したニ番目 0. 言 
としての 端緒を 開いた といぅ 程度の もの 
だつた。この端緒をさら (: 瞍開させたの 
が、 高弟の 並木 五瓶 だつ たので ある" 

五 

ひる*かぇつて、 }1: 戸'はどぅ'たつたかと 
いぅに、 -;1. 戸 !: は京阪 (: おけるほど見る 
に足るものはなかつた''それ (: は京阪の 
主知的、含理的な民性 (: たいして、江戸 
は 主情的で あり、 浪漫的で あつた した 


北の  3 統を i.v つ：'^- 潮 = n 
rf 七 觀 H 弥； とで あへ た 

(!l] v-- :i 默； 一:弥 ょりも 卜 ネの先輩 |: へた 
そぅして 1 -人とも、人 ||.) 北の係なる ^ ん 
郎 A 北の 門系で’人とも沘詁抒' '- ^):' ^ 

i: r いていし 

小问次が：：：：-一へ农たのは、 ^ - ^ ^- ^ *' 
，りで、. L 世 の^- g： 郎 IT 四 郎も歿 し、 

世 ^ れ郎も七找^:十郎も芒ぃたとぃぅフ' 
ラン -7 状態0時だつたので、 wr して ' 1': 
WI 的の 地 (.': :: ケへて -^ 秘寸ることがてき 

• I 
> — 

十 [-1] 次とまず從代し ^ のは如.：；-てあー' 

,、 .へ-=- '|- :- !: 米梭 .;||: 

- J - ^ 一へ ',', ..,. Th—  ) を その ^ 1年 (; |+ $ー * 1!1 
蜍舯， >-'$<'屮 (: «7; フ站怡汗名横桐| 
(切られ，/::) *- ^- れ た 三名ともに非 
常な奸 1;1: を陴した後 ?! (: おぃて特 (: 評 
判こなつた腺 ^ .^; の場は必ずしも小 ^ 次 
中心のものではなかつた.が、演出様式と 
L ては、 11|: ^ ^: .1 の 1'-. || 架的な演 ,,|,1 (: ょる 
ものて あり'  小！ £次 (: ょつて- :1 ||;' され >. -、 
様 ^ と «. てょか*つぅ 

如 .：：丨との提携は五六半にして終り、 !!; 
阿弥とコンビ [: なつた- «!|1 .3-は：：：：：者とし 
ては ^ 秀な杰 '1'1 を持つてお0、綿密 (; し 
て合押的な作風だつたが、人物としては 
狄 1,1: であり、どち. |-) かといぇはヶンヵィ 
フキで あつた ■ .'11 1 1'/ ^ 歧な默 H 弥との 提 
携 :i や- r て ^ -4; なものとな,た 

安政. 卜 ”の ;1: _1人地 -|> 2を切株とし 
て、： '<1. 户は無 ?? 好状態におちぃり、 .1- 丨楽 
的 ?|] 卯的 な 1: 沾他券を肋 1< し：执崦の陬 
{: さぇ ^ 1た !: 兄ぇた その ^ « ^ —な 
ぃし、 ^ ^ 冽 ^ !; +: るー.^11、小 [^ 次と 
默 1:弥とは、物ナごぃ话秘をフ、けて- 


時代を作りあげたの +- (_ へた 
宇都 ?;' 4:. 1义弥 ^ し.. ;11 十僧.小位 
七 之 助. 黑手 組. の肋十ンいざょい沾心/ 

三郎. |1:. -^滿兵 ?|1 .赤垣源蔵.小幡小平 
次 •怪 m fc • 2;汜 物！：  • ftl fT c m H. fll 
IT.I 倚. 御 Ml；- の 五郎蔵. 小 狐扎 三. 女 定九 
郎.上総 .1/ 兵衝.數不の柠我兄. ^ .拷掛 
松 等々 こ“だけの上演ロ銶を兒わたし 
/• -■'、けでも’めざましさが思いやられる 
これ，りのほか :: 舞踊劇もある tf 我 兄弟 
だけが時代犴4で、ほかは全部世話狂 ^ 
であり， しかも 大多 & が 生 世話物で ある 
!: ¥ つては、 大南 北の 後継者て ある こと 
を 思わせる 

けれども、；刖 (: 述べたょぅ !: 、小団次 
は荇楽的な演出を 4+ (; つけた役者だつた 
だけに、默阿弥 (: 至つて、南北の生世話 
も告楽化され'益化された たとえは 傲 
底的に七五調のせりふ、治助 !: も五瓶 (: 
も南北にもその谢脊を兒せた掛調のせり 
ふの 如きが それで ある' ■掛 調の せりふと 
いぅの ^ ^三ん上：：：しの-:^もおぼろ !: 
h 魚の、 かが りもかすむ # の节  J の 
ょぅ :: 、 ^ しいつ • !•> ねと も 形 ^ ぜ り ふと 
も呼はれたもので、近代になつては )1£ 松 
いともいわれている これは節分の夜街 
姒 !; ヶ.つ )1* 払いの言立 (: 似ているからで 
ある む！' C A 、 默阿弥 |±' かりてなく、光 
むした 如. >も呲所 (; 使 «| している 結： J 
は小 [^ 次の\ !: あてはめたのでもあ 0 ぅ 
し、 1-: |||: 詁 5|: . ,, の <|< -然 /' 、どるべき路だつ 
たのてもあろぅ それと いぅの* か、 生 世 
話 汪言は 南北に ょつ て 一 * 完成を 見て い 
るのだから、その後の作者としては洗練 
が 主にな つたわけ である。 


芝居の 独 参 1¢ 」 われる _ 仮名 手 不忠 臣 S - 
六 段 目、 いわゅる 勘 平 切 應の場 勘 平は 実 川 
延若、右は沢村訥子の不破数右 ;|: 門'左は坺 
東しぅか今の勘弥の千螓弥五部 

五段 目 山 ^ 街道で 誤つ て 人を 射 ごめ た e 思 
い込んている^^は'_与|兵衛の死骸か1 
ばれ'ぉかるの身代金を持って * る途中 || に 
逢つ た こ いう 事情を き、、 まさに 自分の 仕業 
ctt 対 铯命の 境地に 追い込まれた 思いで 復を 
切り'  朋 S の 二人に 悲邏を 語る £ いう I 場 


通称-延命 院日當 - の 名て 呼ばれる 享和 
政談 延命 録 」の四羃目'延命院書镑の :4 
延命 院の 日当は その 美貌の 故に 多くの 女性 
に * われて いたか'  寺男の ® 全 と 共 課して 女 
犯の 罪を 重ねてい る 間 !1 となって入り込ん 
ていた奥女中の竹 ;!: は、日当かそのむかしお 
ころ こ 深い 仲た つたこ >0' その おころ か 古 〇 」 
くも 生きて いる ここな £を知 り'  日当に 他の 
女 か あるとは 情ない'® 縁 もこれ きりど 思わ 
せふりを見せる場 1 かこの写真日当は先代 
羽 左 ¥門 、 竹 川は 先代 仁 左 4 3B 
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らる E 子 
え* るが 
捕 かす 房 
で宋に女喝 
*へ由£| 
加 宿 目 i*t た 
て：かを兵し 
し 熊 一房 六り 
見 中 女、 み 
3S 途の w ん 
事の 蒎 るし 
惡り 富れ ぅ 

、送、 わい 
中 |(て追 £ 
の 工宋て る 
人て にいれ 
ニれ いら さ 
ら逢 謀 許 
せに のを 
端 乘藏 田會 
捧こ富 * 面 
宿ぬ か 心の 
谷 九 八 同 後 
槐*眼、最 
，、の ヶて 
くは 馬く 宋 
じ藏 生って 
同 富へ をれ 
た •態 連 
下れこ惡を 

郞當足 

r -71 
、 1 , 
薄邴か 
富 歎ぅ 
だ 者を 
ん作洛 
盗 J1L' 

を 4 の 
金れ 內 
太ら 羊 
場 のれ' 
の兩 入れた 
牢 千に わっ 
大四 牢いな 
81- 、大 £ に 

l AO -r 測 

び 馬 描大 
葉の！ t を宋 
_ しれれ 以 
柳 にら こ {由： 
，小 硪大て 抑 
兩金 捕へ て 
千御， |1 し 
呀のはを£ 
家人 際 の 
軍 ニ 実 も 
上将の 時 ?) 


となく やりた' がらな かつた 南北な ども 
チョボ を あんまり 使つ ていない- '五瓶の 
ょぅな\物 1: して、東西の融和がょく成 
しとげられた ので、 ー既の 書いた もので 
も'  江戸の 作者 や 芝居 !: はと かく 好感を 
W C ていないの. だか ら、 南北 !: はょ ほど 
yi ' を 下げて いた ものと ^ てょ い 

世詁 51-: ::: 1.1 が煦 ^ 階級の生活に取材した 
ものであることは、：：1く !: 確定された.が 
その 中 !: 一般の {取 ^ 生活 物'  俠各 物’ 角 
乃狀 物、 心中 物の 四っを 設定した の も、 
かなり11くからだ'が、南北に至って、屮 
tu: l£ 5!; . r, なる'' シャン： i が 開かれた こと !: 
なつて いる.  一 it は 「筋から み 合つ て靳 
らしく」 とだけ いつて いる、 が、 この 世話 
汪：：：：：1なるものを定義づけるもの、中 !; は、 
一般の 堅 ^ の 家庭 に属さない、 -;? 浪\ 1-: 
活 、ドン 底 階級の 生活を ぇがいた といぅ 
点、 が あげられる 

小ゆすりかたり、巾着切、蜋賊、博徒、 
遊び人、过乏な御家\(ド級武十)、海 
知などが生世話物の、！要\物となる 殊 
に毒婦とか、悪婆といぅ'が如$ 11; 侪は、 
南北._ ||'] 後以降の ;|: '尸 1||: 詁物の特徴といぅ 
べき ものだった 

そ れ :: は五代：= ''' -(| 川 '|^ 叫郎といぅ、た 
いへんな-^ 形' が あつた この卞叫郎と -1/ 
尤 的な 浈枝で吡-リした^代门ト叫郎とは- 
出北の ,!: |||: 詁仆 || のヶ.役れたった馭があ 
るフ ■、いて、 初^上松鉍、ー：：ル：；：：の 
^ 五郎と . ,|^ 7{. 郎、七代= [-« 十郎；，义 
化文政の妞呢文化時代をしょ、てヶ.っ役 
打は多-^済々、優 (; 以版狀舞伎を '|: 倒す 
る !: >11 りた 

屮四郎が七役を：^変りで沾じ’その屮 
に悪婆の1厂のぉ-ぺ'がぁ0、 |-. ^ 叫郎 6;' ぁ 


いずり の 鬼 n の ^ 17-. ハ衛をつとめているお 
必， 人 松； Eh n'lc lll/ の如きをはじめとして' 

^ ^ y- -L- - ^ ^ ^ ^ f- ix- '^ a'i ^ '+ l.' 
なで ||'. :衛'リ述 ,;[: '四：介怿 ^ ^ 々、 ||-) 北 
作る ところの |«: 話ないし ,|': ||1: ^ 5|-: . |1 はま 
さに#銳といぅ (; 他いする 

^ 衆の駔构を以て ^ 衆の. (11] (; 喊開され 
る 芝 ^；' は， その ポィントを 強調し'  in 'lvr 
的 (: !i:, v- する の 必要が あつた くから 
歌舞 じの卟び物であった遊-^物と^ぃ 
の 立 廻りとは’ 濡れ場と なり' ^ 切り 
一 あいそづかし} となり. 段し 垛とな つ 
た。っぃで§寸り場*忮忒、いゎ3る |1|: 
，^ 場な どと いぅ 持 ^ な： J lrli ij 強調され る 
ょぅ !: なつた 

七 

大雨 北の 死は， 文政 最後の 年た る—-. 
年ニ八ニ九年)で、その後のこ十年間は、 
かれと か n o コンビ ^ 者と で 切り ひらい 
た ;11 を怕カ (: ょつて進行していた !: 過ぎ 
な か へ たが ，てこへれ- ^^ のことくにル ^ 
して、世 15 ^: .-- || 1: 少しく別の方 |.|] をとら 
せ / - 役 者、 が あつた それを叫 1||: (>::人) 
-|/ 川 ^' &] 次とする 

この小一:次は七世叫十郎の門处てはあ 
ったパ、大版で修業したので、義\夫托 
,, 的冗出、 .,.- || 楽劇的：：：€出を -4 にっけてい 
た だから、多分五忡{叫郎ゃー：： |||: 幻. 7, 
郎 ^ のょぅな、純：3尖の犮祝技法.てはな 
かつたら しい けれども小枘でゝ ^- 肖バ 
めぐまれて いなかつた ので、 時 代 5!:. .:. || (: 
は 適して いなかつた そこで、 ホ 1||: 詁 5|:. 

:. || の许來的演 1,!,. 、が要 .|,1 された 

この K ん 十 ^ 次の特咒な要-^にらじた 
犴...：： 作者' が-- 入 あつた  ： X とも !: 大- E 


驮 舞 11: 劇 0 「 ||>: 詁もの|と 
いぅの : ^ 、その「時代もの| 
!: 対 1て呼ぶ：：：：3焚てぁ'て' 
软舞伎劇の稗類乂こ .. :-. 

_ 舞踊 ：| です が、 大阼 におぃ 
てこの 三つに 分ける ことが で 
きますー舞則| !: ついては 
n いて、- 時代 もの |とはそ 
0 内界.ニ、多く .^ 政治家.文 
\ •武士な どの 比較的 上® 日 ^ 
級の 歴史上 0 打 ^ な/、 物 V . 
丨とな つて 活躍す るょぅ ;: 描 
かれて いる 芝居を 称する ので 
すが、 「世話 もの」 とは、 ; x: i-l 
:: ^ もない平札な *- 卟の\々 
を、 :|-: \ 公 !: して書いた芝男 
とい ラべき て #) ります  そし 
て 様式 的には、 №1 者は n マン 
チ.. スム 、後者は リアリズムを 
m 抵 :: して創：^::されていると 
まあ、 きわめて 大 ざつ ;^ .: い 
ぇる ので 寸 

しかし、ー此話らの|は、現 
代から いぇば •要する !: その 
時々 の リア リス チ'  クの 通 俗 
劇てぁへて、そ 0 時代，お江 
戸の顷といぇども、現代剷で 
;i あつても， もちろん 高 !?? 的 
な 「砰劇-とはいぇないので 
あります 呪 在の- rr 派 制- 

.こ ^- ノぇ -: ^ 支ぇなぃと田レぃま 


与話 :| 浮名 « « の お 富 
« 上 *§ 幸 


「勧 |悪孝子誉」は明治十年六月新1座 
に！^ された 默阿弥 の ザン切 狂言で、 典型的 
な 動 善 懲悪 劇 

展屋 渡世を していても 正直で 孝行 者の 善吉 
か孫に1せたい心から|枚の瑭物を盜んだ父 
親の 罪を 藩て 労役に 服す る £ いぅ 觖 写真は 
梅 玉の 善吉 XJ、 麽 三の 悴卯之 助 父親の 盗ん 
だ 着物に 見入る 所’ 

横 兵 海岸通りの 道 普 • !« へ出ている懲役人か 
ら ヒントを 得て 書いた XJ 伝えられる 

お 梅. /;:; ちどり 浪 . V.; 夜の 純 等が あ 
る'  た だし叫治ニ十一年 ^ 降ぎ派刺の 
発 中を兄てからは、この叫治 1||: 沾 5(;. .: || た 
る敗切物の靳作は釤を ';|') すょぅ (: なつた 
か く^ ,て、五 |||: ^' 五郎の投後 |||: 詁 5|:. 1| 
は、十五世市付羽左衛 [,,| .六 1|1: ^ 五郎、 
中村祺治郎.十ー |||: 片叫 {-. 左衛 |,,] 等。亦 
Iii R (: ^ 「x li -3- f[ l.- l1 Y.- ^n ^ l^] M t !J; 
じめ奶五郎劇2の |{! 俊 !: ょって継承さ <1 , 
狀舞はの飛要油ロの.っとなってぃる 


八 

この名人小 |-« 次も、維糾 (: 圮きだっ晓 
モ .， fl'- (: 、Kl.A-o iv >M」 ^ L /J そ 

の 死には • か れの世話 ^- :::2*か炎ぃしてぃ 
ると伝ぇられてぃる。「近年世話狂言人情 
をぅがち過ぎ、風俗にか、わることなれ 
ば、以来は万事濃くなく色奴なども薄く」 
せょ と、 その 筋から 通達され たので ある。 
それを 默阿弥 が 小団次 に 話して、 これ か 
らは 時^# でも やり ましょぅと いつて 別 
れたが、それからどつと重態になつて死 
去した という。 

前記した托 @ にょって見ても、濡れ場 
だの 殺し 場 だのは、 相汽 に発賊してぃた 
こと*か明白だから、官葱から倫理性を ® 


んぜ よとの it， 意が 発せられた ので ある。 
相当に濃 -|'/- で ^ 竹な描 ^- が舞ム (| の上 (: 行 
なわれ たことは、 ム rl 本 !: よ つても 想像 さ 
れ る* か、 よく''-^:::: にあ まつた ものと 兒 
てよ かろぅ' 

明治期 (; 入っては、默阿弥及びその高 
弟た る 三世 河 竹 新 七と 竹此 »- Jt 水、 外には 
京阪で活動した、 [«] じく默阿弥の高弟河 
竹 能 進 及び 勝 諺 蔵 ら 四 五の 狂：：：： 2作者 (: 過 
ぎなかつた'けれども、俳優 (: 至つては 
なお版られていた？ 

)1: 戸から東京となつた劇堺 (: は九代^ 
M 十郎 、五代 =势五郎、初代左閟次の、 
いゎゆる聞勒左の三^:後をほかにしては 
三世中5::|:蔵八世 ^ # ')5- 四郎，中村宗 -+- 
郎 、四 世中忖 芝翫 等' が ぁった が、讹詁 
忏- || の中心邮说としては，五 1|): 总五郎、 

三 1||: 沢忖 ||| 之助、七 11|; .!) 川 ^ 蔵を代炎老 

とす“はよいであろぅ 

小 堀 政談. 髪 結 Iff 三. 延命 院.- 111 侍. 
魚段宗五郎.筆：£中氏衛.四千峋.加 ?1 
ぬ 等は 全部 五世 势五郎 を衬象 とした 默阿 
弥の新作世話汗： 14' 、大部分は生世話物で 
ある。 七世団 蔵との 協力 作 も ある 

これまで 触れる 機会、 がな かつた' が、 時 
代世話といぅ托：： || の形式がある これは 
御 家 (驟動)托'. >| など !: よく兄.られるの 
だ、 が、 武家の 中沾と煦 ^ の屮沾と、が :|| 此> 

近松半ニ作-伊賀趑道中双六」 ;3 津の段 

商人姿の重兵衛に荷を担.かしてくれご声を 
かけて出て来た老人は沢井拉五郎を仇1ねら 
ぅ 渡 辺 志津 馬の 馴染を 重ねてい％ 傾城 米 川、 
即ちぉ米の父親平作老ぃの身に重兵衛の荷 
は 重い 平作は時々_£を下ろしては|休みし 
て重兵衛に話しかける 舞台は 本舞台から 東 
の 仮 花道を 通つ て 本 花道へ S、 その 道程を 描 
く 写真は その I 場で 延若の 平作、 寿 海の 重 
兵衛  'や' かて 次の 場で 二人は 親子 £知 れる 


している ものを いぅ  たとえば  一 蔵 
もそのーっで’塩治判-:::’火：^山 ^ 之助 
の場而と、お妤と觔平や々セ ||'. ハ靳の内な 
どの世詁 5|; . ,:; 'が織りこま <1 ているか.ぃだ 
伊违騷動.伊 !1 越.加 ?1 騷 |)] など.たいた 
いそぅで、 これは.. 几 祿联の 形式の 延長 だ 
と^; ノえら n る 

もぅーつ明治期 1: おいて ;.!- .€; すべきは_ 
敗 切托 -.:-' || といぅ世話物である つまり 叫 
治 以後の 欧米 風俗の 輸入を 写生した もの 
で、 散髮 頭. 懐中時計 •洋服. 洋个 •靴 
.ステッキ.帽子等の靳風俗、ぺンキ塗 
りの理髮 |1|; 、電 11: れ、停审場などを点出 
した 新® の *,/ 中劇である作界には默 
H 弥 . 遍等'がぁり、五世"5五郎の-上 (1'| 

L ^ t c/l t: ljl x r, tt. ^ r w # vi . 

科南戰争.金の 1||: の屮 *. ,-除お3.花卟 


上- -1 氏 £ の場で-瓚れて雲 ||, :1 :'- の下座の瑋 :1 で £ :かぁき 
彔か 11 に'  和 泉 1 の 番！ ^?八'か小走0にやつてきて、ぉ1の案 
>0は «: らすその 39 . の ^ に 1 や<0  0 お富 5 下女を 1 れて湯'かえ 
り に 急ぎ足 下女-おや、 £ £ の| |» 八さんてはございませんか」 
»>声をかけられょろニぴ'お富〖‘俄百てお困0でしょぅ--内へ 
入りなさい i しな J £いわれ辞退はした'か、すぐ遠廑なく、 1 
八-では、 ぉ言葉！~-奁ぃましょぅか-な ^ 、ぃってぅれしそぅ 
に 二人に ついて ゅ<  先代 片 鸢仁左 5= 鬥のぉ富 


-下- 1 氏5の場て-?んげ、さんげ、六 « 罪1.1£いぅ下垄の 
ここか江戸の下 31 に、もの1いの乞食坊主.か、家々の『に立つ 
て :1 ぅょぅな ':1 がきこえて<るこ、与三$ご « € 安.かあらわれ 
$ 藍み しんの 1 付、 索 5 に 1311 £ し 3 りの手试いの頰冠 (,' 
りを、 鼻の 先き て 結んだ 遊び人の イキな 姿-安は'  汚 れた女 も 
の鋅仙の屄をからげ、 5= い三尺'頦に彫つた頊蝠'山みちの手 
S を ^ ? ん so にし *: - 恰好： 当時の n |3ツキはトンホや痊な>0 
をょく 51 'に1った 3 市， :§ 毛 1 の与三 £ ,^尾上 ^ 琮の蠼| 1 安 


いるく らいで、 t. >らかく没者は诗そろつ 
て優れ、大成功であへたのて.丁 

'木 ^ げ： ^ :ソの ^ ^ : -^ まず # 
威？ ィ ife t した 情 凋 ;: 溝ちた舞ム；：而'か持 
: て- «. ていて，パ .- : - ;..v -. --. f.i 
初の 序 ^ か. •'いか :: ものび やかであって 
後の 默 阿弥などの'初めかん計 ^ したょ 
うな 理 ずめの ^ の連びと :^ 大へん ^. ;' ;- 
もの* か あるので す 一時 代 以. H'j Q 作？ 
あるか •，っで ち ありまし よう* か、 そうした 
時代の相違というょりも、も\.'と本 '!1 的 
な 問題な のでし よう _ ま た この 場 № 0内 
容の持徴 :4 ，ょくぃゎれてぃる如く、こ 
の与三郎、とぉ富の「見染め |_ が，他の芝 
苦： 多'、 あるよう， .y  I い ^ <i<,v ■ど 


の若々しい另女で ;^ なく、道楽 :: 身をも 
ちくずした#年と芸者あが〇 0 妾とい 〇 
た待異な点であります  しかし 役者 0 
演技 .1 、特別 ;: きゎケ.った、 <|: :岍 :+ しなく、 
た、.、その持味と地の芸で芝居をして邙< 
0 ですが、役者にとつて至難なことなの 
て -t - ^ 力し 与三郎とお -« "とヵ顔をみ 
含せてから、お富が、花道に§き、取り 
卷き連中の女中たちの版かなさま.、 0 
71 葉は对に人. ?. す、 一心 !; 与 一二郎を 思ぃ 
つつ、周りの者をゴマヵスょうに「いい 
景色 ?； ねぇ-というと ころと、 与三郎 V 
羽織の ^ か-りすべり落ちるのち知らすに 
お富のぁで姿に見话れ、っぃにその羽接 
を 裏返ぇ しに 着て お 富を 見送る 暮 切れ Q 
盤 鼯な 情景は、 演技と して 最も 技巧的で 
ぁると同時 .: 、凡庸な役者では表現し切 
れな いとこ 〇 であ C. ま - r : 

次の-妾宅-の 与 ニ 一郎と お 富との 忍び 
ベロぃ から、 この 芝居は 頹廃 的な 味* か 濃く 
なつて 陰欝な 感じ* かつき まといます が、 
与三郎の残酷な「なぶり殺し|は、多く 
0 観各は、血なま臭い舞.1 || を好む変態心 
坪と、美狡な-«役荇の廣侍に11情と憐 
れ みの 実感との _ r /?f に 快 ® を 味ぃ っ、 観 
割した ので #) り ましょう が、. こも かく こ 
0 場 ,> ,*. エロチ 7/ 'ムと廿ディ'スムの .-« | |,/ 

に浞 ^ された舞ム || であ(.たことは、多く 
の 伝説 や *,.' .4 話の 残さ. U ている のをみ . も 
推.；； ： -;*- に難くはあ0ません-もちろん -;|'- -厂 
の !® 突 期の 世相の ^ 映でぁった :: .? ちが 
いありません 

次 Q - 源氏 ^ - :; 喵>上： ';?1 されてぃる 
眼 £::でありま寸ぺ：'ょくーシ —.' . '.?, 古-' '. . 
はれる こ. こが ある 0 r す が 、これは芝：：ナ 
.りしく つね .; - 源氏 ^ - .こいうべき て L 


木 ■史津 海岸の 場て、 与 三郎の 家に 出入りの 
鳶の金 太 ご 海岸を 景色を 賞て な •から やつて く 
る ご、 お 富 か 女中 その他に 取り まかれ、 波打 
ち 際を くる  こ" て、 はしめ て 与 三 郎 £お 富 
こ 顔を 合せる 下座の 唄は、 長唄の  四季の 
山姥」 の 「ふり さけ みれば 袖 か ;* ' 沖の 白帆 
や 千鳥た つ」 >〇 いう ニ 上りの ゆるやかな 音律 
汐の香る田舍に、美しい男ご女'か、互いに ;« 
齡 なまな ざしで、 うつと り >〇 見 >〇 れ合 うのて 
ぁる  不文 参照 写真 上、 市 川 海老® の 与 三 
郎 下、 中 村 歌 右衛門の お 富 


この「ケ ,!,'/' 情 ^: ノバ横櫛」とは、 ;|' /-; 叫 
活 5|: :の中の傑作のーっで、作 ^ は :-- 世 
潮川如 '|' て、5:演は岛.水六屮(两.竹' /\ 
.h- ,,- 1-  --.r:、 il'. ^^ の 屮 忖 叱でした 配 
役は、 !)'- リ.：^ん.：郎、後に切られリ-を 
べ (1; ::: [^ 卜郎、喵御ぉ- ?;;; を梅^-、後 (: [,1-] 
代 郎 、源ん 靳 門と和 |'.| €^多左衛 |''1 
を • —郎' 1'1> ,,,'. :;久次と盅助を小 [^ 次、济 
yil ^ At A ^- l' s fe ^ 't' lll Hl rai 'tefe 

-// を仲蔵てぁつて、 <|; . /'' 満郤を (';) かした 
人好評で、多く増桢されて九沾十八場と 
いぅ接 ?,,5 !: なりました しかしこの作の 
•.に要な |'''? は、そして如. ||! の傑 (^ として' 
视 /|: までもなぉ ''- ム術的鑑 11- !: 允分 :: 哄ぇ 
てい られるのは、. 1)-: ^ の 丨游 h 
の 一： i? '^ め-か. り、 源 a-: 衛 nt -t の リ 

4 :• 郎と蝙 fe vx の §寸り」 の® t: M; 
の 5 r く.-: 'いなも «. て、まだ他に求むれは 

「 Ti' wf liii -^ ^ T i^f-'n'al IJ '-J r', ? 

流し !; なつて いた V ;郎'が、故郷の ,1: :1 
、が恋しさ (: 、 /.:) か.リぬけ出て、$,-リ.1「 :: 
^ にま-^れて-パち ^ ^てきて 卜 ^ の山心 

助 !: 八 K い、 そ Q fv u' 儿を聞 いたりす る ^ . |>|| 
で、 さき. S'" 、 iw £ 蔵の， ノ • - 郎 、プ 」：5:次の出 
肋て一^;?した情味 ^ ふ ^ る所の <!|1 きで寸 
ところで この 芝 « は、リ：：郎とぉ-:: ||| 3 
垃遇£劇で、こ0.'\の 1-〇) きずりの出会 


.が 発端です 5 り ：？の迕.彳のリニ郎は、灾 
- J 4?ぅまれたのて その. J ,: . 5<. ff * ^ ^ 1-' 
ろぅがため (;. 放 * をするので、木 ^ げに 
迟放されているぅちに’ ^: パ公荇で^-地 
の親分、源左斯門の '^ お.) |'.'| と， 10) きずり 
!: 会い、馴れそめ、それがあ. 1) われて，ノ 
::. 郎はな.ふり拉し !: され，お « は海 |: 投 
x> する、 これ' が 变 fe きわまりない r< v,v の 
逆命のニ人の出纪ぃ：ーです むろ八お々_ ||| と 
多ん 衛 門、 リ 三 郎 と， 人 次の 血；^、 H 促 m 
係の W 41 物語、 ^ 炉の紛 火や、リ三郎の 
:.r t ^_+. (<| の，她あとが .''.| -;;ぇる， .0 奸など 1/) 
：c 丨从紙 a の筋 1: [1|! 祈を如ぇ' « 味本位の 
変化をつけょぅと寸る、むかしの -;|: :尸時 
代の 5|: : ,; 汴者らしい幼秕さ、あざとさは 
あるとしても、そのー‘ 0! 1|' ,か.り「源 
氏 ^; -の最も.に要な部分は、少しの虛飾 
も ^ 张もなく、こぅした述へ ''|) の下 !: おが 
れ た-- 人の ^ -^ と’それに関迚した人々 
の人間'その竹 ;;1 の 1-: !^ 、周间の坫調な 
どを 如 ■;; !: リアル !: I'i ilt に！！ いて ありま 
す そしてな 三 郎の人 間の 性格 も、 多 小 ノ 
は 境遇の 変化 !: よつ て 変る ことがあつ た 


といえ'  - けして 1|: :1の. >;;; 裕な商.¥の-^ 
;: |||| な、ュ、して純情な |', :::.恥へハ分を ^ わな 
いの.て.寸 そぅした找が.り.がまたその. 1:!! 
\ ^ て劇界を蛆 ^ してぃた八代=5:—郎 
という-小 ヒ > !: ハ ゲを： CZ つて も却\| て 
それ' が 愛 ^ !: なへ たと.. ムわれ る. U どの t 
'^ ^ f^ ^ i- u.'^u ^ r T k t-n u) ?.- * !.' ^ 


作をみせたのて才 釣五郎のお-::⑴も ^- 權 
で、 闯； 二十 郎の源 左 衛門な ど t 敵 ft の 悄 
しみも利.？ ;;- .派で、十5;次-の久次や忠肋 
の地味な抝太味、仲蔵の蝙蚯安3、その 
小 I tt.'l 'TC f ' い ト ^ をょく讲彻していた ^- さ 
なゴロツキをょく -'/ して舞ム [1 (: 秘 !(|| と>ノ 
せ /- 蚌抄な ,,-: ム、その ^'1 は > :1;も ^ わつて 


5 >0  6;  安は 内から 「おい 兄い， こつち へへ えんな、 いいから こつ 
ちへ へえん な J と呼ばれるのて、格子を後ろむきで入って'ぉ富に、 
疾拶 をして 格子に むいて 坐る  下手む きになる 


7, から <2、-  安. か薛 八の 出す 百の 金に 「いらね えから 返え したんだ」 
e 大声になる ので、 _ « 病にも誰か聞ぃてはぃなぃかこ格子をあけ外 
をみて、ふり返つた途鸢、この家の街新ぞさんは お 富な のに 驚き 
家の 樺 子を あらためてみ 1 す 与 三の 人が らの 表現を も 含む： 


/ ■ 

—■1 

■■  ■■■■  *IIIK  _1 

■■■_■■  1BIR 

^y/r  - ^ 
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よう -玄冶 坑」は中办 |< =本橋 1: ある 
十地の尖8で、： ;|: )-; 時 (^ では、芝 )?;- の |||- 
界は、 & 府 |: 3* 虛して嫌倉その他の偽名 
を 使う のか 5 '* 炉てす 力ら 

この場の ¥ ぁきの £ 越1の松 |: 黒板埘、 
夕たち !: 命をさした湯あがりの仇な |£ な 
お 富の 姿、 ^ く 浮世絵の 情緒であります 
が、 この 芝居 ^ 体が、 if. :： 一の 一部の 風俗 
を ?'?- 写した給ともいえます その上 人 
物の ゆきた て' が 無駄な く 巧み !: 描けて い 
ます。初め編蝠安は、お莴 (: 敝やがらせ 
をい い、 藤 八に 啖 H を 切つ て 強がり、 多 
左 衛門 (: 会つ て 小さく へ コタ レて しまい、 

また 与三郎 に 威張つ てみ せたり L、 与 三 
郎も おとなしく 初心で あつても、 むかし 
馴染んだ お 富と 知つ て、 恨みつ らみ をい 
つて 強くなる また 藤 八は、 三枚目の 典 
型の滑稽は筋の上 (: も響いています、と 
いうよう (: 、人物の心理'が鮮か (: 描けて 
います e 

それにセリフなどは、中々リアル 1; 金日 
け ていて、 默 阿弥の セリフの ような 飾り も、 
咽'丄の作りすぎのセリフのためのセリフ 
というふうなところはなく、並 1-'| 述の -.. |!:| 萊 
の如く比較的率-狀に内容を述べているの 
が おもしろい のです。 

「しがね え 恋の 情けが 仇、 命の綱の 切 

f 上-源氏 店の 場で'  お 富に 近寄つ て お 白粉を 塗られた 藤 八は、 蝙蝠 安が お 富に 雁 やがらせ をい う 
のを 聞き かねて 出て きて、 藤 八 「ニれ そこの お 人、 草鞋 钱が ほしいなら ほしいと'  なぜ 私に いわ 
ぬのじ や、 ここにれ つき >〇 した 男' かいます'  さあ 草鞋 钱を あげる から、 『早く かえつ ておくれ」 ど 
安は ひよ いど 藤 八の 顔を みて 驚いた が、 差 出した 金 包みを 一応は あけて 旦那、 なんです か 又、 わつ 
ち ^ もに 草 輊钱 ど いうのは、 たつた 百. かえ  先代市村羽左衛門の与三郎先代松不幸四郎の編娼 
安、 市 川 荒 次 郎の番 ?1 •藤 八、 先代 片岡 仁左衛 門の お 富 

(下)湃 * 店の場で'与三ご安とは金を貰い、格子を出てかえりがけニ人はここでちよつと別れよう 
>〇 した 時、 安 「別れる からに や あ、 手前え 忘れた ものが あり や あしね え か」 与 三 「いくら 手前 力 そ 
ういつ て も、 おら あ 忘れた ものなん か 安う、 思い出した」 安 「思い出し たか、 そいつ あ 有難て 
え 有難て え」 与 三 「手前え 早くい うがいい じ や あねえ か、 おつう 謎を かけや あ' かる ぜ」 ど、 读 ろか 
ら財布を出す、安は内馕ろから両手を捕ぇて出す。先代市村羽左衛門の与三郎、六代目尾上菊五郎 
の 蝙蝠 安 


れたのをどうとりとめてか木更 ^- から、 
めぐる： ！1:11:も三竿ごし、江戸の親 (: やあ 
勘当され、ょんどころなく鎌 ^ の、谷七 
郷は食いつめても、面 (: うけたる -?|* 板の、 
班がもつけの幸 (: 、切られの与三と異名 
をと り、 押し、 がり ゆすり を 習ら うょり や 
あ、 なれた 時代の f 店、 その しら 化け 
か黒 1«- (: 、格/づくりのかこぃもの 死 
んだと 思つ たお 富た あ、 お釈迦 さまで も 
氣' がつ くめえ、 ょく まあ 達者で ぃて くれ 
たな あ I 安、 これ じ や 一分 じ や あ 帰え 
られめえがな：まだ木更津に居た時や 
あ、そつちも亭主のあるからだ それを 
知りつつ うつかり と、 はまり 込んだ •かこ 
つちの K< 'M 、 その 代 りに や あ 源左衛 門が 
殺し もやらず 切り さいなみー こう 見て 
くれ、総身 (: かけて三十四ヶ所の刀疵、 
こりや誰のため (: 受けた疵だ、いやさど 
なたのため (: うけた庇だあ、てめえもあ 
の時齡 松 杭に、 追ぃつめ られて 木更 律 の、 
海へ ざんぶり 飛び込んだ と、 聞ぃた 時の 
おれの 心、 八 r (: 忘れず 思い出し、 今) 仏ぐ 
れ えは 唱えて いたんだ、 それに 今き や あ 
^ 主がある ^ 主たあとこのど-^つたも 
富、 それ じ や あてめ えす むめえ がな」 

この 「M 店」 の 後は、 昭和 初年 先代 羽 
左衛門と梅幸とが上演した「井沿屎」の 
ゆすりな ど' があります M、 くど くもいう 
如く この 芝居は 「源氏 店」* か 主と なる の 
であります なおつけ加えますヵ この 
芝居の筋のへ則半は、当時これ (: 似た事件 
がある長 ||11 の師吒の上 (: 起きたのを、講 
談 にして評判であつたのを芝居にしたの 
であります 


^ ニ T の 白ら 化け か 1 播に 、格子 0 <0 の 囲い もの- 
H んだご 恩つ たお 富た あ」 

;« - お ^ i さ 1でも、 11 かっくめぇ,以上三っの仕ぐさは、現在 
增 |入の 1 ^>|*の与三になぃのは遣 « 


f - こぅ 安* これ じ や あ I 分 じ や あ、 け えられめ 又' かな-安-成 
る ほ f、 これし や あ I 分し や あ、 け 又ら れ ねえな ああ- 
22 その おも かけは、 ニぅ みてくれ、 ^ 身を かけて、 三十 四 か 所 
の 刀疵- 
む  手前ぇもその時、 '§ 士杭みるくぃ  に 追いつめ られ て大更 
まの -1 へ？んふり_ 


24 今きけあ莘主かある、等主たあとこのごいつだ  お 富、 それ 
れじや あ 手前え す C め ス かな- 

25 又又 ^ やすめ も大 ていに して おけ 半： --: 半生でいたものを、 
よ 薬 こ 介® し て 、 こぅやつて 1 つてお<ものを' || .か 手 を つ け 
T.- 7. Q くもの か、 な あ 安よぅ - 


2 


お 富£知 つて 度胸， か 据わり、 安に 一分では 不足 かと 問われ 
そり や あの、 一分 もらつ て 有難う ごさいます ど 礼を いつて 力 又る 
听も あり、 H1 一両 百 貫 もら つても かえらね え 場所 も あら あこ この 家 
の洗ぃ？らぃ釜の下の灰までも俺のものだ 


12 ;から :13. ) ^ ~上つて-御しん'そさんえ'おかみさんぇ|ごお富 1: 近番 

寄る 

U.  「いやさ お 富、 久し ふりだな あ」 


.,0  与三郎だ、ぉ主はぁ、 1« をみ忘れたか 
前は. 一’ と 受ける 

ノヶ冬 打たして 見得、 新 内 流しの 合方 
ロ 【しかねえ 恋の 情け か 仇」 以下 


お 富の  そぅ 云ぅ お 


_ 一 
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y からが 多 左 * 鬥が 、待つ ていて 下さい、 ki いうので、 「待つ こ e 
は 待ちます がごう か 早くして おくん なせえ 』 ¢ (1 ¢ 盆を 持ち 下手に 
ネて、多友 » 鬥か安を1*すのを#く£もなく*いている" 

28 安は小判をもらつたので、与三を£もかくこの壜をひき £ らせ 
よう C する か、 与 三 か 中々 応じない ので、 旦拥の 手— え 大声で わめ 
き ヤー て •〇  与 三 も 『そんなに いわねえ でもい いじ や あ. ねえ か」 


39 ついに 帰る 事に なつた. か、 お 富に 未練. か 充分、 お 1も立 1 で心 
をし めて み 送る 

40 そしてつ いに-きようは このまま 帰乂 ろうが、 掃え つた あ i は、 
差しむ かい J £ 泌み じみ こ ひ KJD 言の ようにい う： 

4! 安は早速に、ひゃかすょぅに「鏟きゃぁがるな」4三「ょし 
て くれ、 そんなん じ や あね 又 や」 


.42 ) そのまま 安 >〇 歩き 出す、 舞台 半 まわしになる 新 内の 流しの 三 
味 線 か 下座から，' 

43 と 44 妾に金を分けてや0、もぅ|度お富に逢いに行こぅご思つて 
安 こ 別れ 上手に、 安は 下手に (あるいは 一 化 道へ) 幕 

< セリフは 腌 本に ょらず、 羽 左 菜 門に 従ぅ) 


3 

2 


26 XJ 27 「お 富を 俺の 女房に する か また は 手切れ C 下司ばる か、 
俺の 面ら あ 立てずに はお かねえん た」 

旮 ei :29 > 安が 藤 八を 引き出して、 お 富の 旦那 か 誰かを 黃 める のをみ 
ている >〇 ころ 


30 多左衛 門 か 「お {墨 の ロより きこうより 私' か 行つ て 括し ましよう 
入つ てく る XJ ころ 

^ 「半死半生で いた ものを、 こうやつ て 元の 身体に して お <ん な 
すつた御礼はお礼、 £'- うも有難うござえます」 

^ - 「それから 後が 気に 食わね えんだ- 


2:: 
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? 「わつ ちかえ わつ ち や あ、 云わず こ 知れた」 お 富が あわてて 
一 兄さん、 兄さんで」 ご 呑み込ませる'' 

ぐ 「兄 も 兄、 義理の ふけえ お兄さん だ あ, 


1 永代 橋の 場で、 新 三は、 こ、 でょう やく 
本性を現すのであるー不文參照 ^ 忠七っこれ 
新 三さん、 お前は 何を いうの だ。 さつき あれ 
ほ ^- お熊さんを連れ出したら、私の家におい 
て やろう £い つた ゆえ、 そでない 事とは 知り 
な' から、 主人の 娘を 連れ出して、 お前の 家に 
先き にやり、 ここで ふたりが 相合傘で、 連 
れだ つてき たこの 忠七 、それを 俺の ィロ だな 
んぞ XJ、 ふて 勝つ 手を い、 なさる t は、 て も 
おそろし いお 人 じ やな あ 」 


L 永代 橋の 場で、 上述の 次の 仕ぐ さで、 新 
三は、 忠 七を 踏まえて 「傘ず くし」 の セリフ 
をいぅへ本又 # 照)。このセリ 7 な ^ は世話物 
いつても、 充分に 調子を 張つ て リズミカル 
に活殺自在にい、迴さなければらないので 
これが、 歌舞伎の 世話物の セリフで も、 一種 
の 音楽と して® く 耳の 習練が 欲しい ごころ 
この 後、 忠 七は 新 三の 辱し めに 堪えず、 主人 
に 詫びる 心 も あつて、 大 川に 身を 投げよう ど 
する のを、 通り か、 りの 弥太 五郎 源 七に 助け 
られ る。 


3 新 三 内の 場で、 新 三は お 熊を 戸棚に 閉じ 
込めて 口説いて いる' か'  下剃りの 勝 奴 ど、 お 
熊の 噶を する  勝 奴 「戸棚から 出して くれ ご、 
泣き声で いぅ もの だから、 隣り のかみ さんに 
硯かれ て 困りました」 新 三 一硯 かれた つて か 
I ぅ もの か 相対ず くで 連れ出し たの だ'  誰 
に 見られた つて かま や あしない」 >〇 わさ XJ 大 
声で いう ど 勝 奴 「これ さ 大きな 声で いいなさ 
ん な、 大家に きこえる ご 1倒た」新 = 「太ぇこ 
e にや あ 抜けめ のね え、 大家は 俺の 敵 薬 だ あ 


4 阍 5 堂 橋の 場で、 屈辱に 堪え忍ん でいた 
源 七が'  新 三を 待ち受け 仇を 討つ どころ-本 
文麥照 源 七 「新 三、 待て」 新 三 『そういう 声は」 
源”弥太五郎源七だ」新『なに源七-中略 
そんなら なんで この 新 三 か、 S 場の かえりを 
この 河岸て」 源 「待つ ていたのは 手前 犬から、 
ほかに 賣い たい もの か ある」 新 「ほかに もれ 
えてえ もの >0は」源【手前えの命'かもらいて 
えの だ」 新 「 r うした 合方 (下座の 三味 
線キッ パリ >0なる、殺気 2: つ氕分になる 


かみ  ゆい  — > ん ざ 

髮結新 二 一 


, 1 - _ ’V ニ、， J かしは ちし‘ ••フ 

梅雨 小袖 昔 八 丈 


この 作は、 叫 治 六 年 (西 一八 七 四 年) 
-A- H に、 五代 = 菊 五郎の # ^^:三と越前 
守、 仲 蔵の 弥人五 郎源七 と 家， n tt 兵 衛、 
半四郎のぉ熊に家橘の忠七：梅五郎(松 
肋)の勝奴といぅ屺役で、初上演された 
默阿弥 の 傑作であります" 0子盔の 
娘 お 熊、 が、 手代 忠 七と 恋仲を、 金の ため 
に5? を 迎えな けれは ならない ので {一;^ 33 し 
ょぅとす るのを 聞いた、 髪結いの 上 総 無 
宿の 入墨 新 三' が、 忠七を 連れ出し、 途中 
で撲り 倒し、 お 熊を 奪つ て 自分の 家に 閉 
じ込めてぉく。源七がかけ合ぃに来た'か 
啖吋を切って退けたが’慾ふかの家主に 


巧みにお熊を取返ぇされる間魔觉橋で、 
源七は新三を殺した.が'大岡越削守の裁 
きを受けるー'四幕十ー場になつています 
、が、 呪 在は、 门子 W から. 水 爲、 新 三の 
. %• から 間 魔 堂 橋と 三 慕で 筋は 通つ てい ま 
す。 

これは、 作者 默阿弥 五十八 才の 作で、 
その手婉もょうやく闪熟の境に達してき 
て、 作劇術は 巧妙を きわめ、 中心の 「新 
三 宅」 の 人物の 出入り、 心理の アヤ、 舞 
ム [1 の 枝 巧な ど餘 すと ころな くで きてい 
ます。弥太五郎源七が、古聚車 (: 新三 (: ' 
娘 お 熊を 取り戻そう とする が、 新 三は 侮 
蛘 を 与ぇて 退ける. ■- 今度は 家主の 長 兵 衛 
が やつて きて、 新 三を やり 込め 娘を 取 返 
し老滑 (: 「鰹は半分もらつてゆくょ」で 
金まで 新 三から せしめて ゆく。 だが、 そ 
の留守 (: ド^>棒が入つて、窜笥の着物を 
皆ぬ すんで 逃げて しまう という 原作の 入 
情嚇は 知りません、 が、 ょく 舞ム门 を マスタ 
丨 して縦横に描き尽して います 


そ れに この 芝居は、 題名の 「梅. •一」 と 
あるが 如く' 暗く 淀んだ 陰影の 濃い 情調 
で 終始して いて、 殊 (: その 新 三の 「宅」 

の 江戸の 下町の 季節の 感じ*  かよく 現れて 
いるの も 独得で、 な !: よりもす ぐれて い 
ます。 初 鰹の 季節の 景物が 重要な 役割り 
4* しめて _*るのもおもしろいものてす 
默 H 弥の 作の 最も 優秀な 要素で この 作者 
の 真価と もい つてよ い。 「情趣」、 「詩 味」 
などがこの芝居に多ぐ含まれて興趣がふ 
かいので あります。 傑作と 称する 所以で、 
与三と共に江戸世話彺宫の^です。 

セリフ も、 この 作者ら しく 凝つ /: 名文 
で、 永 S で 斬 三が 忠 七を 踏まぇての 「牟 
ずくし」 の もの や 「闓 魔 堂 橋」 の 「地獄」 
をよ み 込んだ ものな どは 有名であります。 
忠七 「こり や 忠 七をから 來 で。 

祈 三 「打つ たが どぅした、 なんとした」 
これよく聞けよ。不断はちよぅ場を廻り 
の # 結い、 いわば 得意の こと だから、 ぅ 
ぬ、がよぅな間抜けな « (: も、忠七さんと 
か 番頭さん と、 上手を 使つ 
て 3： 一人り をす るの も 一 ft 
職と むかしから'  下つ た 稼 
業の世渡り !: 、 (: こ (: こ笑 
つた 大黒の、 U をつ ぼめ た 


白子 屋の 場で、 新 三が、 髮結 いの 扮 
装で、 手に 餐た らいを 下げて 出て、 内 
の お 熊 £忠 七 £の話、ぉ熊「これ忠七、 
r ぅで も 聱は珉らぬほ £- に、連れて逃 
げて たもい のぅ；：； 忠七 「あなたを 連れ 
て逃げましては、お良さまにすみませ 
ぬ」 £ 断 つても 承知 しないので 困り 果 
ている のを 聞いて 新 三は 悪党 椹 性で 
巧みに 忠 七を 欺す.'  新 三 「聞けば 近々 
こちらの 家へ S さん' かくる どの 噂、 ニ 
こは |番男の意地でぉ熊さんを連れ 
だして 夫婦に なつて おやん なさい よ C 
六 代 目 尾 上 菊 五郎の 髮結新 三" 


から傘も、並んでさ1て来たからは、相 
合い 傘の 五分と 五分、 轆隨の よぅな 首を 
して、お熊*か待つて居よぅと思い、凼の 
ゆかりでしつぽりと、需れる，レて ^ える 
のを、そつちが娘にふりつけられ、はじ 
き (: された门惜しさ (: 、柄のねえ所 (: 柄 
をすげて、油つ紙 (: 火のつくよぅ ;: 、ぺ 
ら ベら 御託を ぬかし や あ' がり や あ、 こつ 
ちも 9} の意地づくに、破れかぶれとなる 
まで も、 おぼえは ねえと.；！；；^ りの、 しら 
を 切つ たる f で、 筋£  くから 党 悟し 
ろ」 

また 間 魔 堂の 新 三の セリフは —— 

新三「ちよぅど所も寺町 (: 、裟婆と：另 
土の別れ道、その身の 31= も^^ (: 、橋の 
名せ え も 間 魔 堂、 鬼と 呼ばれる 源 七* か、 
ここで 命を 捨てる の. も、^^ より 弱い 商 
,*.•: ルの、 地獄の かすりを 取つ た 報いさ、 て 
めえ も 俺 も 遊び人、 一つ釜た あいい ;, - よが 
ら、喑閣地獄のくらやみで、亡者の中の 
ニ褒 ^ 業の秤 {: かけたな.り、 « めの迪 
ぅ入墨新三、こんな出入り1其中 (: 、て 
つきりあろぅと净玻璃の、鏡 (: かけて懷 
ろ (: 、隐しておいたこのあいくち、 >; 物 
'かあれば鬼 (: 鉄棒'どれ血まみれ ||: 事 !; 、 
力かろぅ 力 

源七「いか 1: 所が存町とて'まだ靳盆 
もこねえの (: '聞きたくもねえ地 « のゾ'1 
い沙汰、無常を古ぐる八幡の'死出の山 
鐘 三途の川 端'  あたり !: 兄る ：=2<ぐ，：5; の、 
人の 来ぬ 中ち つと も (.1 -く、>: -|-. のさきが 
けさして やろ ラ」 

新三は、菊五郎の世詁に時代ぁりとぃ 
う セリフ 回しの 妙趣、 現今では 松 緑です" 
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中水道 1§ の場で、已之助か五郎次を殺そ 
うとき たか、 石 松に 止められて 行つ て 了う と、 
花道 か，“ シ ヨン ホリご 五郎次が やつて くる 
- 怖い 怖い と 思う せえ か、 なんた か 身の 毛' か 
よたつ よう' た これにつ けても 悪い こた あし 
ないものた」こ罪を白状して了うど、死神か 
slt il れて '五郎次を 死に 導こう どす る 
っ 1- に石を拾って袂に入れ、死神に押される 
ように 川の 中に 飛 ひ 込んで 了う 清 元の 浄瑠 
璃を 用いて、 死神を 興味 ある 役に したの か 作 
者の捥てす 


{上質 店の 場で、 「桂 川 ごいぅ 先例 か ある 
からした かは 知らない' か、 こつち の 旦那は 長 
右衛門、 家名 か 伊勢屋の 身上の、 堅ぃ が 石 部 
の旅菸屋か」こいつて、道玄ごお兼か、主人 
与 兵衛に 小娘 お 朝の 慰み 代を ゆすりに きたの 
を、梅吉裎 « 'か仲に入り、その « をあば 
いて了い、なお、お茶の水の百姓殺しを喑に 
きめつける £ ころ 本 K 参照 しかし 梅吉は 
旦那の 名 も 出て いる 手紙 も あるから こいつて、 
十両 やつて この 場を 無事にす むょぅに取計ら 
•つ ニ XJ に る 


まことに 持え て、 金を 
ゆすりに 来た 道玄 、怪 
談渐 しを まくらに して 
百と 思つ た その 金 も、 
僅か 五十で 四分六の、 
割の 立たね え 仕事 だが • 
半 札に して 帰え る 気 も 

また、 松 蔵、 が 道 空の 
百姓 殺しを 知つ て、 
「しかも 正月 十五 日、 
月は あれ ども 雨雲に、 

空 も 職ろ の お茶の水」 
といぅと、 道 立は くわ 
えてい る 目を 右手 か 
ら 落し、 ハッ ト思 入れ、 
坐つ たま、 で 松 蔵と、 
思わず 顔を み 合せ その 
手を膝に極るあたり 
道 立の 仕ぐ さの おもし 
ろ さ、 この 芝居の 「質 
店」 は 最もよ い 場面と 
なつて いるので ありま 
す。 


下 加 S 候 表門の 場て'  お 朝' か 逃げた めは、 
おせつか逃がしたのだろぅな ^- ど折かんした 
りして、 道玄 は' 自分の 案て 女 あんまの お 兼 ご 
1 を 飲んで いる こ、 案 主が きて 道玄 に-お前 か 
春 1 ていた古布子の所々血のついているのを 
長屋の 犬' か 緣の 下から 咬え 出した」 こ告 ける 
のて卜ホケていたが'内心恐ろしく逃げ仕度 
くを しよぅ こして いる t ころに、 手先き' か 飛 
び 込ん てく る 表門まで 逃げた か、 四 方から 
の 捕り手て ついに 悪 I つきる 


か A c C 一 

加 賀^ t I 


め，'.”な<3ん‘-フめ. -, も か とひ 

盲 長 1 梅 加賀鳶 


明治 十九 年 (西时 一八 七 七 年) 三 H、 
千歳座に初上演された默阿弥の作ですが、 
作者 七十 一才の 老境 だからとは いぇます 
まい、 が、 「髮結新三」など (: くらべて芸 
術的な緊密さを缺く劣つたものです。俱 
し 「死神」 という ものを 出した のは 愉快 
で、それ (: 「摩^人釤」の清元浄瑠璃 
を使つたのも甚だおもしろい趣向です。 
も. つと もこの 「死神」 は、 三代 目 菊 五郎 
が 兄 本を みせて いるので すが、 その 演出 
は 創作て す。 しかし 「死神」 などと いう 
ナンセンス に对 する 観客 側の 受 It 取り 方、 
感じ方は時代の進むにつれていろいろ変 
つたのはいうまてもありますまい。 

ところて 「加 というのは 加 ® 
百 萬 石の お抱ぇの 火消しの ことで、 これ 
が 江戸 一般の 火消しの 鳶の 者と 大. を 
した こと •か、 文化 時代に あつたので、 こ 
の 芝居で も 「木戸 前の 場」 で轻 るく 取り 
入れて あります。 しかし 芝居の 本筋は、 
それほど 加 Wf を、 殊に 現在 上演され て 
いる 場面 だけでは 必要と していません。 
だが 鉞 銀杏の ^ を 結つ た 粋で いなせな 加 
?? 皮の特別な世界 !: お江戸の情趣が浮< 
でくるのです。明らかに筋はニっ (: 分れ 
ています。 その 加— の 頭分の 梅吉 、そ 
の 女房の おす •かは、 子分の 五郎次に 口説 
かれた のを 拒んだ ので、 雷鳴に おそれ 子 


分の， し 之 肋と 蚊帳 :; 入つ たのを 密通と い 
われ、 梅士 11 もやむなく、兄分の松蔵に女 
房を預けるのですが、死神 (: っかれた五 
郎次の.恋行とわかる筋と、熊膜の道玄は、 
御茶の水で /] 41-: を殺して金を时い、女按 
摩のお粮を相ずりに：れ化伊勢：^にゆすり 
(; §く'が、松蔵のために /| 41: 段しを、 »!';- 
(: さ、れてしまい、ついに血の荞いた衣 
妞 も あらわれて 縛られる という 二つの 筋 
です。 初演は 菊 五郎の 梅 ^ と进支 と 死神、 
松 之 助の お 花と おす* か、 家 橘の 己 之 助と 
与 兵衛 、松 助の 五郎次と お 兼、 団蔵の 松 
蔵な どでした' か、 今では、 梅 吉と道 玄 の 
二役を、 別々 の 役者、 が やります。 羽左衛 
門と 六 代 目 菊 五郎、 海老 蔵と 松 緑と いう 
ょう (; です'が、五代目は、梅吉と道玄の 
善と悪の阆面をやつてみせたのです。こ 
n は 五代 目が、 四 代 目小団 次の やった 村 
井 長 庵が やり /' いといつ たのを、 長 庵は、 
五代目の柄 (: ないからと、默阿弥がこの 
作を新に書いたので、梅吉は長庵の芝居 
では、ニ役の善の面の久八の役 (: 当るわ 
けです" しかし この 芝居 も、 「木戸の 場」 

の ;^ の 者が、 各自 皮 羽織を W !; 下座の 木 
やり 崩しの 唄で、 花道を 颯爽と 引 込む と 
ころ !: 、 江戸 世話物の 汲んでも 尽きない 
演出の 興趣 以外、 ょいのは 道 支の 筋の ほ 
うで、それも灯店の道支と松蔵とのセリ 
フのや りと りの 件り で、 芝居の 波は、 ぐ 
つと 盛り 上つ てく ると ころて す 「- 松 蔵' が、 
道 * の お 朝の^: を 見せて ゆする のを、 
きめつける セリフ 

松 蔵 「一蝶斎の 蝶々 が 生きて いるょう 
に動くは、種の知れねぇ上手な業、同じ 
頭は 坊主 だが、 手品 も下芊 な 喰せ 物'  伏 
せた玉子を烏 (: する、そのひょつ子の小 


AW 


:1 


娘に、 旦那が 手を ばつけ たな ど、、© す 
りかけ ごの ニ 壽、 古る い 趣向の® か 
ら、種々な御託を引出し、誠にみせる種 
廻し が、 証拠と いつて 持ち出した、 文は 
三 社の 当て物より、 初手から 偽せ と 知れ 
ている、 たくみは 見え透く ギヤマンの、 
力 •ら り の 魂胆 も'  種を みられた 上 か 
らは 、こ、 らで ハネ (: したら よかろぅ C 
道 立 「もとより 噺 しの 根な し 草、 嘘を 


上 辰五茧内の場てゝ辰五氐は 8! # 
>ょぅこ ^. 心していても、隹人に莲惑 
: あつて は ど.格撲の終るのを酔つたふ 
りを して 待つ ている か、 お 仲は それを 
察て すに 一国に 夫の 17 : を 責める ここ 
ろ お ^ :- 矛'  ん まりしつ 蜃しか 李 さす 
きる しや あない か L •しや 女ても ロ 
♦JS しくて、 ゆぅべは ろく，， <- 薄 られや 
あしない ょ-ご 又 八の 持つ ている 一 一へ 具 
f を さ) つけ-この 道に 対して i 
のめの め > ち や あいられ ない ょ」 ご 傍 
らを岗ぃて涙を拭ぅ 六世尾上菜五部 
(>'辰-五節中厂玲 1 0女房ぉ幼 


ー.下 1 五 £ か11旦 1 の仕度に ?: しつ子を 
1てぉ仲の出す ? しく £ いた手贫を舌 
り、 一 阜 e をはき、 白鞲 の ^ 刀を 箋 U 火 
打ちを かけて 清める お 仲を 後に-そんな 
らぉ仲、叉を « むぞ1ご袼子に手をか 
けニ人の顏を見て行きか、るど'又八 
が追つて出て * ロの费にす'かる - す 
か 〇 つかれて 2 - .- 1 も、 負けぬ 気 の 
辰五部-のチョホで、又八を *: にひき 
呑它、後へ下'かるこ、ぉ仲がまた || ロ 
の 括に す' かつてみ あげる-思 愛妹 背の 
愛嘈に思ゎずしぼす-こしづ<」先代 
市 村 羽左宏 S : の 1 五節 


夸 こ 、も わ 左 
喳-ょで前思忙 
のめぃ の お人代 
C 飲な ぅ、 三 先 
撲 口 < ぃ 仲 子' 
相とた£お转激 
、-み ，rr 3EI 

て、 软ぇ辰 ホ 辰 
L 仲は ね- ヨの 
をあ水みむチ印 
盃 r ら私的 .，街 
水辰かも>0あ左 
く (いえ 一な 羽 
な Si な 前 ょボ代 
r 参ぃ ぉぅ味 先 
れ文ぞ 、もぇ 
そ 本ん あ软め る 
'か  なか ロぅ 語 
函ろ醉つ £ ,£ 

五 こや お I え .一 
辰£し**  、ね 盃 
、る 私 八ら ら水 
です _ 又 な 知の 
場 £ 件£ぅのれ0 
のぅおるい戸 ?1 仲 
内ょ - せ' か 下は お 
節て すま 前、 む 房 
五捨出 软ぉ か欧女 
辰を をに- ■だ、 の 
b— 命 疾 八 仲ん も 門 
ヰに 茶 又 ぉ软ず 菜 


愚痴並べてぃぅのも野暮だが、遊び !: くり 
や あ 田楽の、 豆窝 :: あやかる 二本差し も 
陧1本のはんてん着ち'障 -/- 1重0客仲 
間、 ちつた あ 遠慮 も あ- ? フ t' の、 去年の 
暮れのす寸掃きか、大道臼'かはね廼り、 
化け物 じみた 大野 郎 'か、 袋ぐ そつち の 座 
敷ょり、 こつち の 睹の 潤德 利* か、 踊つ て 
転げる矮ぎとなり、やかましくつてなら 
;3ぇところ (: '©下を通つて障子を倒さ 
れ、 ただの 一つの 挨拶 も、 ねぇから 文句 
をい いに きたんだ" 

これ*か、喧_の起りで即ち芝居の発端 
ですが、_芝居前 0 場- !: 至つて頂点 ;: 達 
します 

九 龍 山-芝は め 組の 持ち場 所と、 子分 
子方が威張りちらし、芝居ゃ相撲でぃぃ 
てぇざんまぃ、見る !: みかねて買って出 
た、以前の名前ぇ4水引清五郎、今改め 
て九龍山'ただぁゃまっては-られ«ゎ 


g 五郎-そり や こつち も 同ん なじ こた 


9 

2 


L 


め 組の 喧嘩 


かみ 0 め...、みゎこぅの，，こりくみ 

神明 恵 和合 取組 


「江戸つ 子は さつきの 鲤の 吹き流し、 

II 先は かり'  はらわたは なし」 といつ て 
います' が、 四 幕 十二 場の この 「め 組の. ', M 
1"」 江戸つ 子 芝居は、 恰も その はらわた 
のない 五：：：： の 鯉です。 といぅの も 内容ら 
しい 内容がない からです く恭の 者、 消 W 
夫と 相撲の、 今から みれ は 至つ て理 出の 
薄弱の喷_で、その江戸つ子の負けじ魂、 
意 そんなものが *' いてある (: すぎな 
いのであります しヵし吸 1: はな (: も2 1|| 
りません'が、暑い盛夏の冷いサィダーの 
ょぅな 爽快な 味わい * ? ちょつとあります： 
つまりは、相找のほぅは挤くとして、； ^: 
戸 つ f の .^ の 者 「いなせ」 とか 「勇み 叽」 
などといぅ言葉でい、あらわせる人間、 
生活の情調 (: 、そぅした爽快なー咏の清 
凉剤を、われ-^ |: 感じさせるのでしょ 

それ (: またこの芝居が、明治ニ十三年 
(西竹一八九ー年}三月、 ^ 座に初上演の 
五代目菊五郎のめ組の辰五郎、源之助の 
女房 お 仲、 家 橘の 藤 松、 左団 次の 九 龍 山 
と喜三郎、芝侃の四つ車、松助の亀右衛 
門の時代などにはまだ江戸の世界の風物、 
風俗の いろくの ものが、 手近かに 残存 
してぃて、何事にも、ぃゎ§る凝り性で、 
ェ風ずきの菊五郎は、芸術的効果を仉ぅ 
というよりも、 でき 得る 限り ひたすら 


- 本物 J i: 近づけょぅと 努力し、 銳各も 
それを、懐古的 ^<1 持 !: ひたりながらょろ 
こんで みたので あります. 

しか」 現今では 臺三幕六場稈度にヵ 
ットされ、 -:'|: :戸の景物も自然除かれ、根 
本の 「爽快な 味」 も 稀薄と なつて しまつ 
たのは 是非 もない ことです-だが、 この 
作は、 ^ 五郎と喜ニー郎の別れの「焚出し 
内」 と、 W 五郎の ^ 子の 別れの 「辰 五郎 
内」 とは、 師匠の 默阿弥 V 他は、 其 水 
などが 書いた が、 各 場面 テンポが 速くす 
つきり した 世話 だんまりな ども あり、 少 
しの晦渋な所のないの、が、こぅした |0 村 
を 描く に 心得た 作劇術 だとい えまし ょぅ” 
序幕「島崎楼」で、相樸の九龍山ゃ ^ 
敫の品負の侍などにむかつて三河留藤松 
の啖 M 

藤松「痈 {: さわつてならねえから、文 
句 をい い !: やつて 来たの だ」 と、 煙草 人れ 
を 落 _ ，て 据をまくってぁぐら 1: なる 
「遊ぶ 場所 § え .尺 井 や、 根太 か 抜けても 
かまゎねぇと、骚ぐ « ら 1: 理屈っぽく、 


下島崎楼の場て、|睹松か啖呵を切り 
本文 参照 喧嘩に なろぅと したのを、 
辰五郎か止めたか、 15 りてきなとに亜0ロ 
され、 くつ r 痛に さわつ た 辰 なにも 相 
手か相撲たから、それを巩〕れて 1± ひやあ 
しねえ、 この 旦那 方に すまね えから、 事 
を 丸く 納める 俺の 了見'  それ £ い ぅの も 
神明へ、 これから 力、 る 春 相撲、 いわす 
>0知れため組の持ち場所'ぉ前ぇも£嬌 
11 7T る 商売て、 もし 間違 •又ても あつたなら， 
稼業の ために よくなかろう ご、 それて 止 
めた のた 坂 東 寿 三郎の 四 ツ車大 八、 先代 
市村羽左变門の辰五郎、4£.措之助の ^ 


上 島崎楼 の 場の 四つ 車て、 芝居の 相 
撲は 、その かつらを 初め 扮装か ょく 本物 
らしく みえて 立派  この 芝居の 原因 も 相 
撲ばか り 悪くな く 等分に 書いて ある  四 
つ 車 か 関 ^ りら しく 構えて-いや、 勘 辨 
はします る もの、、 ^ も あいらに 悪口 さ 
れ 不文 参昭 r 藤松の言薰腹か立つて 
なり ませぬ ゆえ、 いかめて やろぅ ごは 思 
いました か'  辰 五郎 ごいぅ 男 か 出て、 旦 
那へ お詫 ひを すると あれば、 それて なん 
にもい わぬ か 花、 まあ 御勘辨 なされ ませ 
え，|先代松本幸四郎の四ッ車大八 


(上- 吉原角 海老の 場で、 娘 ぉ久' か 親の 困苦に みかねて 身を 売ろ 
う XJ する のを、 「この 娘の 孝行に 免じて お金を 貸して あげる の だ 
からね、」 長兵衛 「へえ 宜し ゆう ございます、 来月 受け だしに 参 
ります」 「おふざけ でない よ かう しようよ'  来年 三月まで 待つ 
てあげよう。 その 時 身受けに こない ご、 店へ 出す よ」 長 「よく 
分りました  これお 久 、よく おかみさん のい う 事を 聞いて 働く 
んだぜ'女郎衆に痴下で逢ってもぉ？ょぅござぃますど疾拶す 
るんだ ぜ 時 ® の おかね、 現 梅 幸の お久 、六 世 尾 上 菊 五郎の 長 
兵衛 


(中東 橋 身投げの 場で、 性は 善なる 人心 ごは、 この こどで、 左 
官の長兵衛は見ず知らずの男でも、棰カ身投げをするのを止め 
る < 本 文 参照-後から 抱き止め 又も 身投 けを しよぅ ごする のを 
カまかせに突き飛ばし「馬鹿だなあ」文七「ひ ^- いではござい 
ません か」 ど 恨み' かまし くいぅ ど、 長-お前 大 、お 店 もの だな 
—— お前え、 まさか ハク チ じ や あね 又たろう な」 ご 親切に いわ 
れ 、文 七は、 主家の 金子を 失つ たこ どを 述べる 市 川左団 次男 
女 ® の 長 兵衛 、尾 上 彦三郎 の 手代 文 七 


大詰の 長兵衛 内で、 文 七は 孝行 娘の ぉ久ご 
結婚し 総てが 芽出度し だが 文 七 「旦那 様に 御 
願 ご 申します は、 た，、 今 あきのぅ 元結いは 世 
間 一般 丸る い 束を 切つ て 使つ ています が、 扱 
いに くく 無駄 も 多く、 これを 手軽る に 致し、 
入用 だけに 切りまして、 便利の ため 何 本で も 
売る こ >〇 を 工夫いた しまし たれば、 これを 手 
広く あきない たく 存じます」 >0、 主人の 同意 
を 得る。 そして 【名 も そのままに 文 七 元結い— 
£、 目ら この 芝居の 名 題を 説明す る-市 川 左 
団 次の 長兵衛 、尾 上 彦三郎 の 文 七… 


あ、 ^ の 内なら 知らね えこと、 まだ ニ 段 
S- の 七 枚 n、. 水引なら ば 知つ ている' が、 
この 神明の 春場所で、 はじめて 閡いた 九 
能 ||| ——菴めの樾い焦そうとも、この消 
し ^ をとらにやならねえ。」 

四つ 車 「しかも この蠢 崎で、 出会う 
た時は指を喰え、青菜 (: 塩で土儀を降り 
た、 相撲で いえば、 郴 かつぎ 
九龍山「稽古まゎしを締め [&: し、ー度 
が 二度' が 三度で も、 地と りの っ t りで 突 
いてこい、兄相樸の四つ車と、うんと (|: 
切つ た 上からは 毛筋 g きも あり やせぬ 

ゎぃ。 

辰五郎「若けえ奴らが火の中へ、飛び 
込むところを俺'が扱い、消 [1 取つた ^ だ 
ろうが'  また 燃え 上つ たこの ごたく、 御 
もつ ともた あ 聞かれね え、 煽りを食 つて 
落 こちる か。 

九 龍 U 「仍しはこのまま消し ||- めるか 
相樸 と ^ の违 引が、 盛りを 競う おそ 桜'、 
四つ 車 「散らす 火花 も 神明で」 と 命の 
やり取りしょうとする.が、座元 (: 止めら 
れます。そして敁五郎は焚出しの喜三郎 
に、 命を 捨て、 喧嘩を しょうと 決心して、 
後のことを頼み 1: 行き、家にかえつて、 
お仲と子供の又八に離縁状を渡し別れょ 
うとす るので す 

辰 五郎 「又 や、 水を 一っべ え 持って来 
い。 ああょ くいう やつ だが、 醉いざ めの 
水 あ、 下戸の 知らね え、 うめえ 味 だな あ、 
お 仲、 一と n のめ」 と、 醉つた ふりを し 
て、 喧嘩を しに 行く のを 隱 して 水盃を し 
ます。 結：；？ 大哈 _ になつ て も、 喜 三 郎の 
取りな しで、 仲 ^: りを する ことにな り、 
目出度く おゎります： 


ぶんしち もつ と い 

文 七 元 結 


にんじ‘* •フ ばな し •ふんしち もつ とい 

人情噺 文 七 元 結 


この 作は、 落語 界の 近世の 名人 圓朝の 
入情噺を、梭戸贤治'か脚色し、五代目菊 
五郎の 左官の 長 兵 衛 '栄 三郎の 女房、 家 
橘の 文 七、 丑 之 助の 娘、 松 助の 清 兵衛な 
どの 音羽屋 一門の 連中に よつ て、 明治 三 
十五年(西竹一九0三年)九月歌舞伎座 
に 上演され たのであります' が、 菊 五郎の 
病奴が全快に至らず、技玟衛_が「角海老 
の 場」 で、 帰ろうと 立 上る ところの しび 
れ など # 体が 不随の ため、 そうした 抆巧 
が生まれたといわれています しかし 作 
は ともかく、 惻 隐の心 、 といつ たもの が 
根本になつていて、悪人はー人も出て来 
ない ので、 小学校の 教科書 上して、 子供 
に みせても よい- y 思われる 芝居です。 

左官の 仕事は 巧い の だが、 呑んだ くれ 
で'バクチ好きで、夫婦喧嘩の絕ぇまのな 
い怠け者の長兵衛が、自分の娘を必つた 
血の 出る ような 金を、 その 夜、 金を盜 ま 
れたと思いこみ、主人 1: 申しわけなさ (: 
^ を 投げようと する お 店 者 文 七 !: 与ぇて 
しまう 「東 橋の 本 所 石罱 場」' が 中心で、 
短い 場面です' が 役者は 至難な ところ。 

長兵衛「今年ちようど十七になる娘が 
な， 今夜、 吉 .原 の 角 海老へ # を 売つ たん 
た その 金を そっくりぉめぇ (: ゃるん 
だ。娘は泥水に沈んでも死 (: ゃぁしねぇ、 
ぉめぇはここから飛び込みゃぁ、本当に 


死んで しま ぅんだ から、 こ 
れをや るんだ ぜ 、三年 かか 
るか 五 年 かかる かその 金を 
返ぇ すのに これから 俺は 稼 
,<'■ んだが —— おい、 その か 
わりには、 俺の 娘* か、 わるい 
病い を ひき 受けね ょぅ、 お 
めぇ、不動さまにでも観音 
さま !: でも、 なにさま にで 

-*^11 15 ^-^してやつて^^れ 

おい、 娘は な あ、 娘は， 行 
燈の そばで ぼんやりして、 
いるんた」人の親切を無に 
する かと <^1?23を文七 (: 叩き 
つけて 一散に 走り去る ので 
す。 もとょり この 芝居 も、 
凝り性の 菊 五郎です から 考 
証 工夫の 多くが あつて、 そ 
れが六 代 目に 伝わり 江戸 世 
話 もの、 傑作の 一つと して 
残り、 現今では、 左団次 が 
その 衣鉢を 受け継で います。 


長兵衛 内の 場で、 娘 か 角 海 
老に 行つ ている のを、 薛助か 
知らせに きた' か、 迎えに ゆく 
のに 着て ゆく ものかない 1 
助か 察して、 自分の 着て いる 
羽織を 脱いで 「ねえ'  長兵衛 
さん、 お前さん おこつ ち や あ 
いけませんよ」 と 何度も 繰り 
返え しながら 借す 長兵衛 は 
気 まりか わるい が、 その 羽織 
を 借りて 着て みたか 膝から 下 
か 丸る 出しになる 女房の 着 
物を 借せ といぅ か、 女房は こ 
れを 借せば、 私は 丸裸た こ 争 
ぅか 『俺の 半 てんを 着て いろ 
ご ついに 取り換える  六 世 尾 
上 菊 五郎の 長兵衛 、尾 上多賀 
之亟の 女房 ぉかね、 尾 上 伊 三 
郎の 1 ^ 助 


上む 世話 扞：： |! の々祭を于想以上に複雑 
化するものは、人形汴耶璃と演剷フ11ハ 
丨との 関係で ある もち /. ん [.!] じ関係が 
金.平汴瑠璃と ;1: 戸荒事の間 (: もあつた'が、 
— ヤヵ不 + 力 このん は まず金 '(; ものが流 
, 1J し その影響をぅけた^^ ^ -^ 事がます 
ます進展していつた時代には、すで (: 金 
'|;- ものは 滅びて いた しかるに 上方 ill： 話 
忏. || のむは、入形汴描璃と演劇と'が、 7/; 
い !: 釤郷作を及ぼしな.が.り、もつれ< [1 つて 
発 ^ してびつたといぅ㈨雜がある 
たとぇは最初 (: とりぁげる「 |/ |] |1| 2:.」 

の 5|:. || は'その£小典は近松の-夕褡阿波 
哎 [''] 』てぁるにしても、その中 (: ^ ゎれ 
る s 左 衛 n の 原 切は、 かつて 近 松が 同 m 


し、そのため (: 脚‘を？1-いていた^^设ル 
m 藤 十郎の Ifli 杉で ある 即ち この場合は 
演劇が 人形劇に とり 人れ. り n た ので ある 
のちに この 人形劇が： ;1*1 劇 1: 取り人れ.りれ 
ると、今度は逆に代々の料，1 || ^1優の.1火 
、が、近松の )!;1 作を、いろくと変化させ 
て、 それ、 が 今 =の 1.- || 1|[ :1: !: なつた 

だ か.， っ「吉田 ^ 」の初演肀代は木当は 
延宝六 年の 『夕霧 名残の 正 =:』 (: さかの 
ぼるの *' 至 ^ ヵも対れないヵ それを不 
朽の芸術形象 (: まとめあげたのは、やは 
り 近 松の 『阿波 鳴門 J であろぅ ところ 
'がそれ がいろくと 改作され て 安永 九 年 
の 浄瑠璃 『肺 文章』 となり こ n' が 今 日の 
舞台劇の_ ^ 型 (: なってぃるが それまで 


にもその以後 !: も代ヶの舞台俳優の滿 
技' が'  それを いろくの 形で 修飾して き 
たことは いぅ まても ない 

これは歌舞伎托言ー般につぃてもいぇ 
ることだが、とりゎけ上方世話汪 -:.- :;1の場 
合、 文献の 不足 も 手伝つ て、 人形劇と 狀 
舞伎劇との交涉を正確 (: つきとめる事は 
不可能 (: 近ぃ：文芸史家は、著者と作品 
とが 確定して いる 今 =の文学以前 (: 、そ 
の著者も不明のま、、 1^ 衆の間に伝誧さ 
れて 、たぇざる 変貌を 続けて いつた 「流 
勛 詩」 の あつた ことを 予想して いるが、 
上方世話犴：：：：：：のぁるものは、代々の名優 
が空間に描きだした流動訪でぁつたとい 
える 


衝ぃ振 寄 先 
左な 素く は 
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近 松 門 左 衛門 正徳 二^^  (？) 
既述のとおりこの犴 0 は上ガ和事の開 
山、坂^藤十郎の面釤を、近松'が不 |'; に 
伝ぇた ものである から、 この^： ■優の 演技 
術'い、換ぇると上方利事の |1;1 3; が造憾 
なく描かれている  『冬 編 笠の % ばりて、 
紙子の 火 打'  膝の皿 …… 」 お あつらぇの 
衣裳で现ゎれる花进の伊左衛門は、歌舞 
伎の約束に.ょつて、極端 (; 美化されてい 
る *' やはり「貧贱」の ^ てある 

むろん 藤 ^ 伊左衛門は 大 糸の ?. 1| 那て 
はある'が、扇 ^ の夕霧にぅつ、を抜かし 
て 勘 ^ され、 乞食 姿 !: おちぶれても、 恋 
人が忘られず吉田保の門：：：に立つのであ 
る-'  高 ft の 人が 貧眹 !: 身を やつす、 この 
「やつし 事」 とい ラの が 元禄 歌舞伎の 特 
釘であるから、この役 (: 扮するものは、 
両袖をへ則にかきあゎせて寒さにふるぅ紙 
衣 姿の 中 !: 、 いざと なれば 「鼻に 1 の 横 
柄な り」 と 変る 「高貴」 の 魂を 包んで い 
なければ ならない。 

だから門 [1 の「紙衣ざゎりが荒.い荒い 
といぅー)日葉も、奥座數へ.通つてからの 
「紙 衣の あゎせ 一枚で、 七 百 貫 R の 借 |SC 負 
ぅて、ぎくともせぬは恐らく藤留の伊左 
衛 門」 という ム c 詞も 、いたずらな 広言で 
なく、それ、が自然と流れてるたけの4 5<\, 品 
を 持つ ていなければ ならない： 「夕と も 霧 
とも--:2ぃ.ださぬ'とぃって喜左衛門を， $ 


3 


「心中 紙屋 治兵衛 J の 河庄の 場の 治兵衛 。したたる ょぅな 美男ぶ り 
>〇 上方 芸の粹 で、 この 役に おいては 絕品 >0ぅたわれた先代中村 1 治 
郎 。女房 ど 二人の 子まで ある 身で、 家産の 傾く の も かま. わず、 紀の 
国屋の小春ど重ねる愛欲の日々。 £ の国屋でも店にさわりがあるか 
らと 二人の 逢瀬を さいていた， か、 今日は 小春が 河庄に 呼ばれて いる 
>〇 きき、 「魂ぬ けて >〇 ぼ-^」 ご その 店先まで た ^ りついた どころ。 
昭和 六 年 六月 歌舞伎 座。 


先代® 次郎 の亀屋 忠兵彳 もど、 故 中 村 梅 王の 梅 川、 「恋 
飛脚 大和 往来 J 封印 切りの 場 

八 右衛門が fv 田 了の 粒後屋 て、 遊女たち を 集めて'  忠 
兵衛は 金に 詰まっ ている から 相手に しない 方 力 •よい ど 
いっている のをき いた 忠兵衝 は'  怒りに 想えて 八右衛 
門の 傍に 卜 フカ ど 坐る ど、 梅 川は つど 寄り添っ てこ 
れ をな ためる 封印 七；] りの クライマックスへの 緊張を 
はらんた 潘 発す 前の 色 核 様 下® 
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今の 芝居では その 面 
影は ない。 こぅした 
周囲の釤湃が、原作 
の勝 ^ な忠兵衛を、 

た、'/. の 二枚目に して 
しまつた。 

花道を 行きつ 戾り 
つ'  格子戸の 外から 
梅川-とおぇんとの姿 
をのぞき見して ' 111 
とおぇんが S， 算 あ 
n は 誰を恃 つてい る 
のであろぅ」から、 
ついに 意を 決して、 
「ちつと やそつ とは 
ぉ粗末ながら树原源 
太は、 ェ ヘン、 わし 
か 知らん」 と 極まる 
まで、色ハ 3«\. と和かみ 


の ケン ランと した 舞台で なけれ はならぬ： 
間 もなく舞台が也つて離れ座數の場にな 
ると、 忠 ]T- ハ 衛と梅 川との 色 校 様 !: 々 るが、 
こ、 で 元祿 以来の 「n 説-と 「濡 事」 と 
、が 展開され る" 

ふた、び表张數の場になると、敵役の 
A 右衛門が 散々 の 臨 おろし、 たまり かね 
た忠抆衛がニ階から靳けおりて、いょい 
ょ「 |-1- 印切|の場面となる：さて.-の纣 
印 切 だ が、 忠兵衛 .が 火箸で 封を 切る のと 
八 右衛門と*/ 'み 合つ ている ぅち !: 自然に 
切れるのと、ニつ 0 行き方があるょぅ'た 
V いまの ニ抆 0化された忠托衛.〕ひ切れ 
る 方が 穩 当であろぅ = それからの 忠 J?. ハ衛 
:3: 、内心 !: 恐怖を感じな*から、氓勢を. ;3: 
つて 華々 しく 小判を まきちらす ので ある 

梅川を姑出すために、一座の1のが舞 
ム 门を去ると、ぁとはニ人きりとなり、 ||| 七 
兵斷デせき ^ てるのを、梅 )|| がーなぜそ 


め' いわ I-, 1? 


•ん 


梅 仙 忠兵衛 


こ、.-:- •，••こ . 

恋 飛脚 大和 朴米 


作者は近松門左衛門"'止徳ー'儿年三パ 
この托ー；.-: »-1 は、；-刖作と迹つて、3つきり 
近 松の 人形 刺 『 -IT 六 途の 飛脚 j が |!;1 作で ぁ 
り、 それが 安永 ニ 年の 十二 H、 菅 専肋と 
?,: 竹 笛 ^) の 『傾城 恋 飛脚」 1 !: 改作され、 
それ'か狀舞忮の世界では、ぃっも『恋飛 
脚 大和 住 米 』の芸.纽で上演されて1たが 
傾城」1と*大和 1[-: 米，_-のどち.りがさき 
であるか、 いろくの 異説 !: 今は 触れな 


近 松の © 作と 今の 
芝居との 何ょりも 大 
きな 違いは 八 右衛門 
の 性格で ある。 ) ，^： 作 
にお it る 彼は 忠兵衛 
の 放蕩を やめさせた 
い^: S から s <L.' Jrr: ハ 衛を 
.1 倒す るので あるが 
芝居では 純然と した 
敵役になつている。 
また® 作の 梅 川は 忠 
兵衛が 封印を 切る と、 
すぐ |; その場へゎつ 
てはいり、 忠兵衛 を 
たしなめる ほど 分 另 
を 持つ た 女で あるが 


んだり「 « りましょぅ」とすねてみたり 
これは ?,: 旦那らしい我ま、だが、 「逢わ 

ずにいんではこの胸が すまぬ」 と 極 

まるところは、やはり ^ 品が大切てある 
元祿和事の特 ?( は「やつし事」の中に 
必ず「ロ説」と「濡事」とが今 |'1 まれてい 
ることだ。久方振り (: 会つた夕霧が、病 
鉢卷のぁゎれな姿で現ゎれても、すぐ (: 
優しぃ宫葉をかけず、ぃろくすねた揚 
V 

- 1* գ 


句の 果て、 が、 相 1を「萬歳傾城」と駡し 
つて「半立ちかぇる |.| 也駄 !: て誠 -!: 目出と 
ぅ侍蹴る」の乱接を働くのは苦 1:| 那の'フ 
ラィド もさる ことなが ら こぅした 「r 
説」を兒せるの.が、上方和事の約束たか 
ら だ。 

夕霧 も 負けて いないで 「去年の 蘇から 
丸一年 ニ 年 ごしに 音信な く、 それは 幾瀨 
の 物案じ それ 故 !: この 病 命つな いて 


たまさかに、 逢ぅて 

こなさに甘ょぅと、 

& ぅと ころを 逆様な 
—」 と 近 松 以来の 絶 
Bi1, を、 竹 本と 常 般谦 
との 掛 合いで， n 紅 
の 長文を 力 セに て、 
伊左衛門に もつれ か 
かると、 「n 説」 ♦かい 
つし か 「濡 事」 に 変 
つて、 この 数 曲の ク 
ラィマ ックス が 来る 

元祿歌舞伎の特 ?'( 

(: 今一つ ユ I モアの 

要素が あり、 藤十郎 
は殊に「実を -;> ;:いて 
笑ゎす」 名人で あつ 
たらしい が、 人影 劇 
を 根幹と する、 今の 
『. 郎 文章』 には あま 
り 目立つ て 現ゎれて 
いない。 伊左衛門に 
扮して近世で名古冋か 
つたのは、 仁 左衛門 
と 腐 治郎 とで、 今で 
は それぐ 彼等の 息 
子が その 衣鉢を 伝ぇ 
ており、 晚年の _!- ハ 代 
目* か絕 妙の 技術を 見 
せたが、済元を她に 
使い、 上方 色を カツ 
卜した、 めに、：^ 
の 無視 •か 問題に なつ 
た。 


六代目菊五郎は吉田屋の伊左衛門に扮して、独特の写実的演 
技で、 夕霧の 出を 待つ 長い _の 、恋す％ 男の やるせない 焦り、 
货 妙な 心理の 動きを'  心に  < いぱかりに近代的に描いてみせた。 
こ-は 夕霧. か 現われてから 炬 s に 寄り添ぅ e ころを、 蒲団を ひ 
つばつ て、 わざ C 邪慳に つきはなす 場面。 タ 1^* 故 梅 玉で、 東 
京に おける ニれ. か 最後の 舞台 S なつた ものである。 


かみや  じ へ え 

紙屋 治兵衛 


心中 天網 岛 


近 松 門た銜門 |.- )- 保五 %- 4-ニ：：：：. 

この 5|: : ,; の近松の心中.大網岛』_が )!;1 
作でその翌年 !: は 5|: : /-1 傑出盹でニ 1||: 5;十 
郎が ヒ演したその後：坫版の舞台ではの 
ベの 書 芯』といぅ £ 靼て上演され、安、水 
ー-- ;|-- の角昨 (: おける為十郎の扮したちょ 
A. がれ 坊、 K 伝界 !•/; 、 が 評判と なり、 これ' が 
安-水七年の '|;- :改作 心中紙 |^ 治兵衛」| 

(: 書きこまれて、こ、 (: も狀舞伎と人形 
刺との报雑な交流が现ゎれてぃる" 
この紙治の .'-:- (11! 出は、近 11|: !; ぃたるまで 
つの 流派' が あつた •りしく、 例の 「大 満 


!; 肀ふる千 |.| 丨振る」で顿社り姿で花道か 
ら税 われる ところ、 初代 延 苦は草脱、がぬ 
ける と そこへ すわりこ ん でし まう とい 
ぅゃ、三枚目が、つた演出でぁつた'が、 
中村京十郎は知らぬ間に草股をぬぎ忘れ 
.ると いう 7J 事 渋い 好みで あり、 この： 内 者 
を 集大成した ものが 先代 腹 治郎の •つま づ 
いてょ ろけ た 徐端 に、草股'が前へぬげる 

紙 治 内 「炬 燧」 の 場 中 村 成 太 
郎の治 兵衛 女房 おさん  おさんは 近 
松 か、 元禄 女性のぅ ち、 人妻の 理想 ど 
して 描いた もので、 夫を 想う 心は つい 
に 相手の 小春を も 動かし、 治 兵 衛もふ 
っつり XJ 小春を 思い切り、 家に 落ちつ 
くょうになる.： /: . •かその ま、 には 終ら 
なかつ た-治 兵衛は 何やら 思い切れず 
悶 々と ひ >〇 り 抱む 様子 それを じつ ご 見 
つめる 複雄 なおさ •んの 心境 上 0 P 


といぅ 型に なつた。 

つまりこの事をい、かぇると、 ± 方の 
:! 抆 门 !; は「和か (: して龙々しく可笑味 
を かねた る 」伝統的な和事師のほか !: 、 

「一 秤 強味を 持ちた る. I ヒント コ十と 称 
する ものと、 この 二種 類が あつたら しい-- 
近松 |« 作の治氏衛は、いずれかといぇは 
後名に近い'が、舞台劇 (: 上演されると、 
个^ :との剧れ染めの恕い出話や、小 # か 
ら別 れ ょぅとして 別れ かねる 未練 さな ど 
fc xi とユー モアと' が 加わつ ていつ たのは 

ぁる意味で藤十郎の ^ 風への愎岵でぁっ 

た： 

しかし 全体としてい ぇは'  この 『-河茁』 
ー幕は、近松 |^ 作の 1/|1 影を、かなり忠実 
!: fc ぇて いるもの、， つて 一可 愛 や d # 
'が 燈火に 行，1:けた «! の、ぁの、瘦せたこ 
とわいしといぅ-^"?  ~ 剧 染みょ しみ も 
/.• * い 私 I に始まる小作のクトキか-ぃー通 


'がふみも兑ぬ恋の进」の木段 (: 至るまで 
)>:,! 小作のま>である-この場に视ゎれる係 
右衛門は、 武士 !: 変装は してぃる が、 時 
時町人の正体-を兄せる時代と世話と 0 移 
り 変り ( : ]flI A 味. が ある" 

その次が「泣かしやんせく-その涙 
、が蛻川へ流れて、小奍の汲んで飲みゃろ 
うぞ」 という 有名な おさんの クドキ の、 

「河庄 」の治兵衛  俳 * は ニ 代 目 
1 治 郎 - 魂ぬ けて E ぼと ぼ」 i 河 庄 
の 店先まで しのんで きた 治 兵衛は 小春 
居る か >0 店内を うか' かう- >0、 耳に 入 
つたのは 武士と 小春の 会話き けば 小 
春は、 治 兵衛 ごは 何 こかして 縁を 切り 
たいこい つてい る - さては 今 まての 
ここは みんな 嘘た つた か」 >〇 愛情は _ 
転して 憎しみ >〇 怒りに かわる  その 才 
前、 河 庄の 店の 様子を それ どなく うか 
かう 場面で ある乂 下図 一 


のょぅ !: 急かしや八す|とい.ぅのに %: 1> ぇ 
て忠 Jr. ハ衛が 「总 かねは ならぬ 道、 が 遠い」 
から ^ ’死に—^而した -^ ^ の恐怖が鮮か 
に表视されねはならない-やがておぇん 
'が戾つて米て、ー：！の怳福を受けながら 
「お近いぅち !: 」の-:-ー！：葉も苹 (: ' 「近 = 
近；： 1」とつぶやきな_が.し、跡は野となれ 
大和路へ'ニ \ は洛ちて9くのである.』 
次の 「新 n 村」 の 場は、 「落人 Q 為 かや 
今は冬姑れて」の茜き ;1'- 瑞璃て、浅黄 ¥ 
を切つておとすと、対の小袖 «| かむりの 
ニ 入が、 菰に くるまつ た 立ち 走は、 いつ 
>>1 ても美しい、がこの場面の. ;1: 役はむー、み 
忠兵銜 0 父 孫 右衛門で あつて、 こ" らあ 
たり !: 兄惯れぬ女中を梅 )|| と悟つてから 
の熱烈な父性愛は近松の独枪場でぁるが、 
この垛の忠兵衛の役柄がはぇなぃため 1: 
ぃっの頃か‘りか孫右衛門とのニ役ザ変り 
が常溫のょぅ !: なってしまった_ 


「恋1料大和往来」の越後 
屋摒 外の 場 

忠兵衛 は 中村吉 右衛門、 梅 川は 中 
村 歌 右衛門、 中央の 女将は 沢 村 S 
升-亀 屋 忠兵衛 は 槌屋の 梅 川 S 深 
い恋仲だが身受けのためには大金 
'かいる ので 煩悶して いる 今日は 
た ま < 飛 胸て 届いた 公金 三百 両 
を お 屋敷へ 持参す る 途中 ふらく 
>〇 ここまで やつて 来たが、 これ も 
忠兵衛を待っ心でー杯の梅川ど逢 
い、 女将に もす  > め られて その ま 
ま 部屋へ。 封印 切りの 前の 短い 場 
で、 近 松の 原作には ない 


こ て やは ち 5 ベ 之 

古手 屋八 郎兵衛 


鐘 もろとも 恨鲛鞘 


並木 永 助 等" 明 和 元年 八月。 八 郎兵衛 
(三 研 大 五郎) お 妻 (中 S 太郎) 弥兵 
衛 (嵐 七 五郎) 肋三郎 (二世 嵐 三 五郎) 
ー.儿 祿の昔 か •ら 「古手 屋 A ^r 兵 衛」 と-^ 
ぅ 歌 祭文、 が殘 つて おり、 これが 一説には 
俳優初代激三右衛門の作とも伝ぇられて 
いる' か、 これが いろく 改訂され て 遊里 
(: 残り、 「淚の しぐれ 古手 屋の 、あだと 
恪 -.1 をとき分けて、薄き契ゃ八郎兵衛が 
ねたみの 刃と ぎ 立て、、 われと 身を さく 


古手 屋八 郎兵衛 のこと が、 いつから 芝 
居に仕組まれたかは不明でぁるが’ネ保 
十六年に『文月恨切子 5== といぅ玨言が上 
演され、こぇて明和元年八月、前月に起. 
つた坂町の若野殺しをぁてこんだ同名の 
教曲が、今日も上方 1: 伝ゎる『鐘もろと 
も 恨 絞 鞘』 の 粉本と なつた-、 人形劇を 基- 
本と しない、  始めから 舞台劇と して 書き 
おろされた この種の 上方 世話 ものは、 文 
芸® の 低い ものが 多く、 構成 も ひどく 
散漫で ある。 

この 敕曲の 八 郎兵衛 は、 昔は 武士で あ 
っただけに、和事師とぃぅょり辛棒立役 
に近く、：兀祿以来のゃっし事ゃ濡場はむ 


較 谷」 という 形 !: なつ / J ' 


初々 しい 艷つぽ い 女房 姿の お 妻で あ 
%。帯の結び、髪の様子にも'上方 1 
の味.か$れてぃ％"ぉ妻富十郎)函 


麵和ニ + 五 年 九月 上演： 


しろ 若旦那の 助三郎 
* か 代表して いる。 そ 
の 助三郎 の 愛人 ぉ才 
を 身請けす るた めの 
五 十両が 入用の ため、 
八 郎兵衛 は 情人の 
お 妻からは 愛想を つ 
かされ大切 な 国 俊 の 
刀は 偽物と わかり、 
そのうち 身請けの 
刻 ** きたの て 「ァ 
ャモゥ 角の 芝居の 果 
太鼓、 こり やもう 絕 
体絕 命」 という S 
の 叫びは、 先代 雁 治 
郎も 若年の ころに 演 
じたが むしろ 先代 延 
若の 得意 芸で ぁつた。 

古手 /^. 八郎兵衛に 
はい ま 一つ 人形劇 
系統の 『接 鍔^^ 鞘 J 
(作者 不明、 安永 I 
年 十一月) という 栽 
曲* か ある。 これは 八 
民 平 七の 『裙重 很 花 
八文字』 (明治 六 年 
二月) の 系統を 引い 
たもので、 十一 世 仁 


丹波星、縁切り 
の 場 先代 延 若の 
八郎兵衛、芝 || の 
お 妻 4 ?. 子 窓、 ^ - 場、 
懸行燈 な 

て 上方の 色 街の 情 
景 である 招 和 十 
六 年 八月 上演 


1 i 


「心中 天網 島」 河庄の 場の 紀の 国屋の 小春 （嵐 雛 助） 
燃 ゆる 思いを 捧げる 相手の 紙屋 治兵衛 には 女房に 二人 
の 子まで ある 身 故に、 逢う 瀬を さかれる 悲しい 通 命 c わ 
ひしく 物思いに 沈む 小春が 今日 河庄に 呼ばれた もの*、 
心は 浮かぬ, それを 河庄の 女将が 何 やか や e 慰めの 首 葉 
を かける t 眼を ふせて じつ e 思いに ふける 小春の 姿 C 


「紙 ^ J 'の場面 (: なるのであるが、五世 
.菊五郎が珍らしくもこの役に扮したと 
き、 「河 庄 J と 「紙屋」 とが 続き ものと し 
て上演されることは滅多 (: ない。何故な 
れば 「河 庄」 の 治 兵衛は 和 事 師だが 「紙 
屋」 の治兵 衛は辛 棒 立 役で、 篇 、が 違ぅ 

からと 説いて いるのは 面白い。 舞台俳優 
の 仕 勝手が、 いつしか この 矛 a を 生じた 
ので ある。 

この「紙屋」の場は、むろんおさんの 
自己 犧牲 'が 中心で、 治 兵衛は ほとんど 仕 
所' かない' か、 そのためであろぅ。 後半に 
作者不明の『時雨の «': 燧』といぅ増補が 
あつて、 丁稚 三 五郎が 駄洒落を いつて 活 
躍したり、-;7春とおさんとその父五左 }$' 
門との 複雑な 義理の 立て あい、 が あつたり、 
しまぃ (: 治兵衛の殺人がぁって、見た目 
は 面白くな つてい る' か、 詞章 も 拙く、 原 
作の 美し さを 全くぶ ち こわして いる。 


紙 治 内の 場- 治 兵衛は 中 村 扇 雀： ぉさん 
は 中 村 成太郎 小春 この 仲は ふっ つりあ きら 
めた という 治 兵衛 は'  炬 燧 して 床に 入つ て 泣 
いている ど 女房 おさん か、 「まだ 曽根崎 か 忘 
れず か」 ど 責め ゐ 。いや 小春に 未練 あつて 泣 
くので ない、 恋敵の あの 太 兵衛が 小春を 身う 
けし'  紙 治は 身代' かつ まつた な 匕い" ふらす 
のか 口惜しい のた ごいえば おさんは ハツ どし 
て、 「それなら 小春は 死にます」 ど、 自分* か 
小春に 身を ひいて くれと 頼んだ ここ、 小春 か 
ら 承知した ごいう 返事' かきた こどを 告げる。 
治兵衛 'かその 手紙を 読む ごころ である。 


乳 莨い - の 小雪 尾 上 菊次郎  小雪は 狩 野 
四 郎次郎 の 許嫁で、 四 郎次郎 には 師に 当る 雷 村の 娘. 
彼女は 四 郎次郎 に C： つては 仇鳅 である 長 谷 部 雲 谷に 
懸想され ている ので ある 


先代 中 村 a 士 ： &3 のー |!. 貰い-の狩野0部次 ® ノ |1 賓い|は上方狂言の代表的なものの 
一つて'  p', ;n 部 や延若 •か 得意に して * 々 演じた  ここに 2 |右の当り 5 言で、 ^ は佶愛ない 
>〇いぇばそれまでたか、道楽に身を持ちくづした狩 |7 3部次 0 元伝か、許嫁の小雪ごの中 
に出来た子こ知らずに、貧のためにニ一向の金のついた子供をもらい、その養 1 のために苦 
労をする仕草には'得 § い味かぁつた 


今の 镇治郎 も 仁 左衛門 も、 これを 演じた" 
髮結の 五郎 七 も 由緒 ぁる 武士で ぁるが、 
今は 大名の 妾に なつて いる 許嫁の 司のと 
ころへ忍んでゆくユーモァは前作と同じ 
である-.- のれんは 主演 俳優の 紋ぢ らし、 
下座 も その 役者の 讚歌を うたう というの 
であるから、 全く ノン ビリ とした 狂言で 
ある。 


を 貰いぅ けたのは いい* か、 雪空を あても 
なく、赤子の扎貰いに歩かねばならない" 

ある 妾宅で 乳を 貰ぅ と、 その 妾* か 彼の 許 
婚の 小雪と 钳れ 、彼は 大ぃに 憤慨す る* か、 

真 葛ヶ原 の 女* か 実は 小雪で あつたと 知れ、 

万事 目出度し 目出度し !: 終る： 

勧 当され て 貧践に 身を おとす のは 「や 
つし 事 |の伝統であるが、「需事|とい 
つても真葛ヶ原はかなり露骨になつてい 
る：序幕で四郎次郎が小雪に金をせびる 
ところは「ロ説.|の変形と考ぇられる*か、 

「アァ女房は持つべきものじやしなどと 
度々繰返すのは、同種の狂言『かりのた 
ょり j の 三 ニ 五郎 七の 「お 玉 どん、 また 
じ や* かな」 の 台詞と 同じく、 上品な ユ — 

モアとはいぇない *? 、^^!*か演ずると、 

| 種 特有の 風® ♦か 出る = 

ついでながら 『かりの. たょり』 も！！ 5.  す 抱ぃて いる 子供 か、 ® 女との 間に 出 
じく三世歌右衛門 (: 始まり(天保元年正  采た 子て ぁった こぃぅ運命の悪 & なの 
nr)、 同じ 系昧を S て 先 ^: 延若に 伝わり、  て ある 


現 中： u:K=; ..i-: ffi (D ~ WI l.' , OT 5? F,E 
83 . 次 SS 

ある雪の日に子をかかぇて |-: 貰いに 
步いているご、妾宅のニ指から乳を捨 
てるのに 逢ぅ それか意外にも許嫁の 
小雪な のて あつた  しかも それ こ ®: ら 


■賢」 

先代 ゆすり 片岡 仁左衛 門の 八 郎兵慚 で 
つ > こ、 味なり 仕 e ころが ある 殺気を 生 
引返して、 門口て 内の 様子を うか  > う t 
出の 一つの 演出て ある 


、延若 こは ちか 
じて、 ふた* ひ 
ころ 殺し 場の 


乳ち 

m 

嘗も 

貞レ •） 

雪！ 

恋 ナ. 

手？ 

い 

鑑！ 

金沢龍王吓：天保四年正片。狩野四郎 
(三^^ 右衛門) 小雪 (二世 富 十郎) 
関西には昔から一ー枚目は三枚目に近ぃ 
演出を すべし といぅ 口伝' が 残つ ている ょ 
ぅで ぁるが、 前述の 初代 延 若の 治 兵衛の 
ごときは， その お 手本と なる もので あり、 
もとをた：せば坂田藤十郎のユーモァに 
il る こと 力て きる と _ >ても藤 十郎 力 「実 
を 言いて 笑わ」 したのと はちがつて、 こ 
れは 三枚目で ある ことを 意識した、 時に 


はくすぐりに近いおかしみになる" 

それ (: しても # 劇はあつても笑いの乏 
しいわが国の歌舞忮狂言の中に、ぉかし 
みを 主眼と したいく つかの 上方 芝居を 見 
出す ことは 異色で ある， 「礼 ^ い」はそ 
の 代表的な もので、 もとは 天 保 四 年の 『け 
いせい 稚児渊 』 の 中の エピソ ードにすぎ 
なかつ たもの が、 のちに 『花 雪 恋手鑑 』 
として 独立し、 初演の 三世 歌 右衛門から、 
二世 額十郎 に 伝わり， 初代と 二世と 延若 
の 得意 芸とな り、 初代の 牴治郎 も 今の捣 
治郎も手掛けている。 

狩 野四郎 次郎は _ぁる画師の家に生 
れなが ら 、画 も 嫌い 武芸 も 嫌い、 放蕩の 
果てが 勘当を 食らい、 ある 夜 真 葛 ケ垛で 
行きずりの 女を 犯した。 後に 借金に 困つ 
た 揚句、 扶養料の 一両を 目当てに、 赤子 


左衛 門の 得意 芸 で、 いまの 仁左衛 門 ♦かそ 
の 衣鉢を ついでい る。 この 八^^ 術 も 故 
主の 愛人の#^ けの ために、 やはり 五十 
両の金 *? 入用で、それを調達するために 
お 妻 •か 愛想 づか しを やる のは 前 作と 同じ 
である。 

前 作 もこの 作 も、 結局 誤解の ために お 
妻を 殺す ことになる ♦か、 前 作の それ ♦か 芸 
者で あるに ひきかぇて、 この 作の お 妻は. 
八 郎兵衛 と 子まで なした 墨 であり、 
それ* か 自分の 母親 t 相談して、 集の た 
めに 弥兵衛 に 身を 任す といぅので あるか 
ら 、普通の 縁切り ものと 違つ た^^さと 
深刻 さ •か あり、 その上 字 ♦か 書けない ため 
に、 娘 お 半に 口移して 「無 峯の書 置」 を 
残す という 全く 封建 制に 虐げられた 女性 
のどんづまりの姿シ描ぃてぃる。 


干 日 前 要所の 場 4 . 代延 ダの 八 
郎丘 〔 11; 

人間の血诞を吸つた刀を難そぅとす 
るか、離れない  募石に肘を ^ ちつけ 
て、やつこ取落す 手ー兀にふれた、墓 
前の 花 筒から 松を 捨てて、 その 水を 飲 
C か、 咽せ て 喉を 通らない  八郎兵衛 
は、 腹を 切り かけて、 ふ S 魂の 行 
く 手を 照らす といぅ 高燈蘂 の 灯 か 目に 
入る  我に 返つ た 八 郎兵衛 は、 そこに 
S 漢し たお 妻の 書き E きをょ む 竹薮 
の 方から 草 1 由の 音 か、 さ ひしく、. 悔恨 
の 情に まつわりつく  幕 切の、 死の 直 
前の 一時の 静けさ 


n 浪 物の 筆頭には 当然 豊臣 時代の 大盗 
石 川 五右衛門 や、 もしかすると 唐 船の 密 
輸入 者 t 刹 九 右衛門な ども 加ぇた くなる 
ょぅ (: もなるだろぅし、最近では芥川龍 
之 介' 原作の" 羅生門* や、 おなじ 作者の 
中篇"偷盗，がそれ (; 加ぇられて脚色さ 
れたこと ^: から ^ « 太 ^ なども最も古 
い-; n 浪 として、 また おなじく 真砂な ども 
王朝 時代を 世界と した 最も 古い 悪婆と し 
て狀舞伎に靳しく加ぇられてきたわけだ 
ろぅ*か、しかし白浪物といぅと、江戸も 
末期の、 つまり 默阿弥 の 作品が 最も 白浪 
物といぅ成中覚にぴつたりするょぅだ= 

かの 石 川 五右衛門の 辞世と して 人 ！] !: 
盼 炙して いる', 石 川 や 浜の 真砂は つくる 
とも世 (: 盜人の榑子は尽くまじ"は、同 
時 1: また狀舞忮 !: 於ける白浪物'が、今0: 
なお歓迎されていることにも相通じてい 
る 0 

默 W 弥は 0浪作者とまていわれている 
'が、 その 作 品の率からいぇは寧ろ^:浪物 
は意外 (: 少い'少い'が^1浪作者といわれ 
ている所以は'^;浪物 |: 人 /<1 のある作品 
*:' -t く、 ま /: , 十六夜. 清 心" ，三人 -|. 1 
■ " "5^長庵，"河内山.戚侍""四 
千 |4.] ,その他默阿你の代表作として0浪 
物に傑作を残している。 

n in ^ L^S^ i- s ^. ,: ® -^ !: ^ !; ^ 

に 做 吠 的な. 想 人が 少 い、 = 本の 銳客の 要 
求が敵底的な悪を好まなかつたことにも 
ょるが、 C 浪物の 主人公は 殆ど 歯切れが 
ょく、和則も江：11へ則で水際立ち、弱い者 
はぃじめずに助けるとぃぅ義俠'がぁり、 
ぃっも行後 (: 2: ^ 2果とぃった陰釤を行 
K つてい ると いうと ころ 1； 魅力' が ある-' 

.::3物 1: は内然狄舞饺の太きな要素で 


- 人目 忍 ん てきた わたし'  いづれ へな OXJ 共 
共に、 連れての いて 下さん せ」 ごいぅ ^ 嘈こ 
ぼれ る 清 元' か 流れる これは-柳 #! 春着 Ui 色 
SJ  t 題して 弨 和 十 |年五月歌害 15 座初演の 
「梅 柳 中 有月|の場 1] 、清心+五世.羽左 
衛 門 + 六 夜 十二 世. 片岡 仁左衛 門 


ある 胸の すく ゆすり 物、 血のに おぅ 殺し 
場、覚能をゆする潘れ場'があり'当然舞 
台面 (; も身近かな市井の風物'か、それぞ 
れ季節感を持つて配されていること (: ,も 
迎ぇられる理由があろぅ-しかしこ、に 
登場す る 人々 の、 江戸 そのものの ょぅな 
|| のある生活に、大きな，紅カのあること 
も 見逃す ことは 出来まい。" 霜夜 鐘" は 
編集部の 希望で n 浪物 (: 加ぇた _ 


そ\.-，\、'チ*ごみ，ぃスぬ，、 

>袖泞我薊色縫 


河 竹默. 阿彌 、四十 四才の 作品'  この 作 
品を 契機と して、 続いて 三人 吉三 、縮 尾 
新 助な どと いぅ 傑作を 打ち出して いる- 
六 幕 十五 場： 

初演は 安政 六 年 (一. 八 五 九 年) 二月 市 
村 座。 安政 六 年と いぇば、 その 前年の 秋、 
僧 月 照と 西榔隆 盛が 薩摩潟 !: 身を投じた 
事件がぁり、六年六月 (: は幕府がロシァ、 

オランダ、 フランス、 ィギリス  ア メリ 

力な どと 神奈 111 、 長 崎、 函 阶 を 開港して 
贸 易を 開いて いる" 

初演の配役は、極楽寺の所 (1: 淸心、後 
!: 鬼剣の .'1; ? -1.- ::(四世.市 ||| 小団次)、俳諧 


淸心で興味のぁるのは入水した後死に 
損つ て 浮び 上る と、 百 本 杭に 両手を 掛け 
て 暗い 水の 中に 半身を つかつ たま、、 ふ 
と 風に 送られて くる 梅見の 遊山 船から 聞 
ぇてくる宰やかな騷ぎ叫に ひょ いとん 
心地* かつく 件でぁろう。 

m は 仇 っぽい 淸元で 〃恋する も 楽しみ 
する も お 互いに、 世に あるう ちと思わん 
せ， 死んで 花実 も 野暮ら しい， という 一 
節で， これを 聞いた 淸心 の、 "しかし 待 
てよ" という 有名な 獨白 になる。 "今夜 
のこと を 知つ たのは お月樣 とおれば かり 
入 間 僅か 五十 年、 首尾よくい けば また 十 
年、 二十 年 も 生き延びて 、つ.、、 れ を 繼う 


身の上で も、 金 さぇ あれば 出来る 楽しみ" 
と、 声音まで も 凄みに 変つ て" これから 
夜盗 家 ^ 切り ひとの ものは わかものと 
栄耀栄華を する の* か德 * として" こいつ 
アめ つたに、 死なれぬ わぇ* と、 ころり 
生死を 境に して 心機一転 すると ころで あ 
ろぅ。 

鑄 掛松も 両国 橋の 快で、 おなじょぅな 
心境になる 役 だ* か、 淸心は 一度 好きな 女 
と 心中を して、 自分 一人' か 生き返つ たと 
思う ところに、 こ ラした 心境に 変る 大き 
な 理由が ある = 

それに鬼莉淸吉などと夢巧かっても、 

根が極楽寺の所化上りだけに，どこかに 


惡の根ざしがひ弱く、大盜白蓮に見事に 
捌かれる の も、 却つ て リアルな 人間性 •か 
窺ぇる よう だ。 小団 次の 扮した 默阿彌 作 
品の 人物* か、 南北 物の 人物な どより ぐ. っ 
と 人間 臭くな つてい るのは， 默阿彌 の 持 
つ モラルに 依る ことであろう。 

十六夜と いう 八 物は、 八 世 半四郎 とい 
う 女形を 除いては ィメ ー ジ がわかない、 
背が 高く、 いつも それを 低く みせる よう 
にして いたそう だが、 その 舞台 姿は 艷麗 
水の した、 るよう な 女形で あつたと いう。 

肭拔きの姿で'長く手拭を吹き流しに 
かぶつて 揚幕を 出た 十六夜を みて、 淸心 
の ^ 団次 * か、 思わず' あれなら 迷う 害よ 


M 思 云 故 者い 
は ら £: ,前ま 
真 か 前り はる 

写 着 f やれ あ 
、 執 目て こ' か 
漓のの りれ ^ 
初 も 生 変 入て 仕 
期の のを 間は 
01- 演 て そ ケ中力 
小 所し るツの 分 
川 場 £ 変 こそ 幾 
市 舞ぅ にリ はも 
世寅ょ廣ハ蔵方 
四ぼし抬ッ老き 
，新 殺 無 キ海行 
縫 於 自 、に の 
色 月、 ら代た 者 
薊 一り か 時つ 後 
我 年上 僧を やは 
曾 七 浮 若、 にて 
袖廿 かなこ 位つ 
小 和 心 和は 不依 
丨 S -S .S 門 里 こ 

座、 たて 衛心 忾 
村 心し 美 左， R 
_ ;« 中译羽に者 
月の 心 故. 役 
一蔵と所 内力 
年老 夜る たは だ 
六 海 六 ま 訳郎当 
政 川 + 止た 五本 
安市  ぃっ菜 か 


な アに 寺を 開いた つて 構わね え" と ® 嘆 
したと もい、、 また 堅いで 通つ た 作者の 
默阿彌も、おなじように感に入つた1い 
う 話は、 この 言葉 ひとつで、 半 四郞の 十 
六 夜を 見事に われ'—- の 前に 浮び 上らせ 
る 0 

この色氕のこぼれるような半四郞の十 
六 夜を 尼に して、 後 !: 生え 揃わない 坊主 
頭と した 默阿彌 の 役者を 生かす 術 も、 今 
更なが ら感 嘆せ ず (： はいられない： 

当時 籴三郞 といつ た 半四郞 は、 顏もお 
で こで、 調子 も惡 く' おとなし 過ぎて 活 
気のない 芸だ ったと いうが、 小団次 が 特 
に 默阿彌 (: 賴んで 生れた の ♦か、 この 十六 
夜の 役で あつたと いう" 

むろん 女形の 坊主頭と いう 奇想天外の 
趣向 も 評判だった ♦か、 いくらなんでも 女 
形の癖 (: 色 ^ がないと、染三郞の母親き 
いから苦情*か出て、白蓮 0 家へ相づりで 
强請 (: いく  fl ij はじめ頭 ||] てわざと頭 
を かくして おつた のを、 慕 切れに そつと 
取る の ♦か， 如何にも 女らしい 恥し さと、 
叩つて濃匪な色 ^ が出て、これは今日も 
型と なつて 生きて いるこ 

作品と しては 胸の すくよう な 白蓮 本宅 
の 場と いう 强 S 6H 場 も あり、 また 淸 元の 名 
曲ともいうべき"梅柳中宵月々 (: 於ける 
淸心と 十六夜の こぼれる ような 濡れ場の 
ある こと も、 默阿彌 の 世話物 中 これを 重 
いものと している。 

場面で 特に ぼくの 好きな のは、 十六夜 
が 白蓮の 船の 四つ手網 に か、 る稻瀬 川 西 
の 場の 水門の 景色で、 くらい 川の面 
から ほのかに 水の 音の する ような 詩情*  か 
ある。 
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七 世 •尾 上 梅 幸の 十六夜 ® 和 ニ 七 年 一月、 
新橋^ M 場所 演の 際の もの (下) 


昭和 九 年 一月の 歌舞伎 座、 白蓮不 宅の 場の ゅ 
すり、 右から 白 I < 七 世 •松 本 幸四郎 お ふ 
じ 四 世 •沢 村 源 之 助 鬼 前の 清吉 十五 世 
•羽 右衛門 空 助 六世 • 圾^0^三郎 おさ 
よ-六 世 •尾 上 梅 幸 左を 立て膝に した 伝法 
なおさよ'  梅 幸は 手の 長い、 大きな 女形で あ 
つた か、 色気の ある 芸風 か 反つ て それを 效果 
的に 使つ ていた (上) 

師 白蓮 実は 大寺 正兵 衛 (三世. 関 三十 郎)、 
扇屋十六夜後におさょ(染三郞後の八世 
‘岩井半四郎)、八重圯紋三(權十郞後の 
九 世. 市川団 十郎) 

□ 

fs 極楽 寺の 所化淸 心には 大 磯の 遊女 
で 扇 ^ の 抱ぇ 十六夜と いぅ 恋人が あった。 

淸心はこの女犯の 3|' から^^ヶ浜に追 
放の 身と なる が、 淸心の 子を 宿して ニた 
月の 十六夜 t、 秘か !: ^ を拔け 出して、 
偶々 曲 比ヶ 浜で 二人は いき あい、 世を 果 
無んだニ人は相抱いて稻瀨川に入水、心 
中を 企てる 

下総行德に生を受けた淸心は水ごころ 
があるだけ !: 沈み切れず、濡れしよびれ 
た身体で岸 (: ::3.い上ると、折も折遊山船 
から 聞ぇ てく る 三味線、 太鼓の 騷ぎ 111.1 .. が、 
華やかに風に送られてくるのを聞いて、 
おなじ \ 間に生れたなら、あ、した栄糂 
に 身を ゆだねる の も 楽しかろぅ と、 こ、 
で ふっと 惡心 * かき ざす： 

これは めっ たに 死 切れないと、 淸心は 
心を 一転す る' が、 そこへ 恰度 通り か、 つ 
た苦衆の求女を殺して、懷中の金を奪ぅ。 

淸心と 入水した 十六夜は、 ^ 絕した ま 
ま 川下に 流されて、 四つ手網を 降して い 


た 俳 措 師妇蓮 に助けられて、その妾に圍 
われる が、 やがて 淸心 の ^ 提を 弔うた め、 
頭を剃つて尼となり諸国行脚の旅に出る。 

一方淸心は鬼薊の淸吉という世間の恐 
れる惡徒となつて、恰度廻_に出た十六 
夜の おさょ と 箱 根で めぐり 逢い、 その 奇 
遇に 耪く 、が、 二人は 鬼 人の 夫婦と なつて 
相づりで强請に步き、白蓮の家にも押し 
込む が、 白蓮は 実は 大寺 正兵 衛 という 大 
盗で、 淸吉 、おさょ の 夫婦な どとは 段の 
違う 大惡党 て あるた めに、 二人は 輕 くい 
なされて しまう。 が、 淸吉は 十才の 時に 
S しにされ たま、 行衛 不明と なつた 正 
兵衛の 実弟と 知れ、 また 金を 奪つ て 殺害 
した 若衆の 求 女は 十六 友の 弟と 判明した 
ため、 めぐる 因緣 因果の 恐ろし さに、 淸 
吉と お さよの 二人は 自害し、 正兵 衞も亦 
捕われの 身と なる。 


□ 

これは 默阿彌 が 古くから あつた 講釈 種 
の 八重 *； 紋 三の ぉ家騷 動と、 藤 十郞 、富 
蔵の 御 i 破りの 事件を 暗示して 書いた 
もので、鬼薊の淸吉は富蔵，がモデルとな 
り、 藤 十郎 に対しては 正兵 衛 といぅ 人物 
を作りました*が、江戸を避けて鎌食を舞 
台にしたのも公義に対する遠慮からで、 
有名な 淸 元，， 梅 柳 $ 月" は 1 川とは 
なつて いても、 江戸 大 川端の 詩情 豊かな 
日本 橋で ある ことに 間違いない。 

名 入小団 次が 默 H 彌の 作品で 創り 出し 
た惡 人は 数多い が、 その#:^ とすると こ 
ろは、 惡 人ながら も 人情 !: 富んで、 義理 
の 心に も 厚く、 また 俠 M が あつた、 むろ 
ん 金の 切れめ もい、 美男で あると ころ か 
ら、作中の女性からは全部好意的 (: 扱ゎ 
れ ている のが、 最も 著しい 点であろぅ。 


詮搆の 激しい 中を、 三 入の 吉 三は 巣 鴨 
の荒れ果てた吉祥院で落ち合い、おとせ 
と 十三 郞も亦 和尙吉 三を たずねて きて、 
親の 敵は お坊 、金の 敵は お 嬢で ある こと 
を吿げ る •か、 ニ 入に 畜生道の 因果を 含め 
た和 ^ 士 1> ニは、知らぬこと、はいぇ、そ 
の申訳に死のぅとするお坊とお嬢の身替 
りと して、 おとせ、 十三 郎の 弟妹を 殺し 
お 嬢と お坊の 二人を 落す') 町々 の 木戸を 
閉めら*、？}嬢は、禁制の火見櫓の太鼓 
を 打つ て 逃げょぅと する* か、 三人の 吉三 
は 三つ巴と なつて 刺し違ぇて 死ぬ。 

三人吉三の中心の筋は以上だ，か、これ 
に文电 、一重の 悲しい 情話が 揷人 される， 
本町の小道具段木3文里は醜い顏だ'が遊 
びの ことは 心得て いる！^ で、 お坊吿 三 
の 妹で 吉 )1;': 丁字 ^ の抱ぇ一重 |: 通い詰め 


る 


重は はじめ 文 里を 嫌う* か、 兄の お 
坊 •か 助けられた ことから 心を ひかれて、 
^ まで切つて心中ケ；てをするょう !: なる 
*か、その小刀からー重はその昔文 * が大 
恩を受けた主人の娘と判る。や'がて.广ま 
でなしたー重の許に、いまは零落した文 
里*か雪の中を訪ねてくると、丁字段の寮 
で 病の 床に ある 一重は、 文 甲-の 深い愛情 
の 中に 死んで ゆく' 

□ 

女 裝のぉ 壌が、 雪の 火の見 術へ 上って 
太鼓を 打つ という 場面' が ある ことで も 判 
るょう に、 これは むろん お 七、 士ロ三 の 身 
替 狂言の 代表的な 作品 だが、 こ、 は淸元 
としては"初搏喂高島/か、斩しく作曲 
され、また文里.1重のかなしぃ出会ぃ 
の 場 S - !は花 1|| 宇冶太夫等の吾妻路連中 


に ょる，， 备 姿 泡 といぅ ,'? 瑠璃' か祀 
され、 入物、 事件が 複雑な 交錯を 待ち、 
華かなょぅでいて、なにか2:緣、2: *: の 
陰翳を持つ特異な白浪狂言でぁる 
大 )|1 端庚申塚の三人吉三出合の場 :1 -、 
-,H も 職に-in 魚の 篝も かすむ 春の 空、 冷 
てえ 風に !# ろ 醉 いの、 心持ちよ くう かう 
かと、 [? れ烏のた，"ー ^ 、姆 !: 歸る川端 
で、掉 0 . '1- 、-か濡チで粟'思ぃがけなくァ 


萬延 元年 I 月 市 村 座-三 入 吉三靡 初 買-八 
世 岩并半 四® 初演 写真は R? 和 十三 年 十 I 月 
歌舞 12 座、故+五世羽左衛門のぉ禳吉三、 
大川辖の場で、夜 1 のぉ>0せを /';1 へ突落し 
て奪取つた百雨の金を来合せたぉ圪吉三こょ 
ニせ'  やらぬ て 争い こな 0、立 1 0こなつて 
の 見得 ぉ壤は 真 女 ^ 半 四 © の ;| 转役なのて 
女形 •か 役の 変態 味を 現つ た 役な の だか、 羽 左 
衛門のは全然弁天小僧式に女に化けた赛顆役 
E して 演じる  その 行き方 i しては 近年ての 
お滾役 者 こ モ われよう  < 上- 


に 入る 百両、  ほんにべ邊は節分か、 

西の 海ょり 川の 中、 落ちた 夜應は 厄 落し 
U 沢山 !: 一文の、 餞と 滄 つて t み、 こ 
いつ ァ春 から 株 起' )！) • い、 わぇ" といぅ お 
孃士： ：三の，' >1' 詞は、ぃゎゅる： |11 払ぃ へい 
代表的な ものと して、 耳 !: 快い 8 rr ^ . て 
著名だが、この場で三\古ー.ーの人物が纪 
事に 紹介され る. 

即ち ^ ^ 次の份した和尙 1,/ 1 .^ 古祥 ^ 


_ || 人吉 三巴白浪」 3 和+三年十一月の€ « 
11 座所演、大川端 1 申塚の埽現.七世.1 
上 梅 幸の お 壤吉三  おとせを ,':1 の中へ 1 ごし 
て 杭に 足を 掛けて 極つ たこ ニろ 七 頁の W に 見 
られ％'羽左衛門が斜に川を見込んて、左5 
を噴亢きに杭へのせてぃるのこ'玲幸'か正 1 
ソ クに 足を のせて いる こころに ! i つき り 成 s-' p- 
の 相違 •か ある-- 左 


さ 


に 八き ち ざ 


二人 吉三 


/.  * 1 J.、  — • 1 1 - 11- I 

ー人古三_初買 


河 it 默阿彌 、四十 五才の 作品" 自分を 
誇らぬ默阿彌が -4- 心のものとした傑作だ 


が、 初演 当時は 存汴に 好評を 得られず、 
暫く中絕したのを明治の中頃に愎活して 
g 看々 上演され るょぅ になつ た 世話 狂 
言 代表作の 一つ。 六幕士 一場" 

初演は 萬延 元年 二八 六 〇 年) 一月の 
市 村 座'  即ち" 十六夜. 淸心 〃が 舞ム 门 !: 
上つたその翌年で、この年の三月 1: は桜 
忸門汴で井伊大老が水戸汲士のため :: 殺 
害されるといぅ事件もあつて、江戸は次 
第 (： 物情 騷然た る もの' が ぁつた： 
初演の配役は、和尙吉三、木閨文里(四 
世. 小団次 )、 お 坊吉三 ( 權十郎 、後の 
九 世. 団十郞 )お壊吉三、丁字闇一重( 
粲三郎 、後の 八 世. 半 四郎) 、土左衛門 傳 
吉 (三世. 三十 郎)、 おとせ (中® 之 承 
木留の 手代 十三 郎 (羽 左衛門 、後の 五世 
.尾 上 菊 五郎 , 釜 屋武 兵衛 (市 川 白 猿) 
□ 


初演は 半 四 郎のお 嬢の 外に、 お访を 河原 崎 
権 十郎 後の 九 世 団十郎 、和尙 を 四 世 小団次 
'か 動め た 写真は SP 和廿六 年 十月^^ 伎 座、 
海 _ の お坊 、松綠 の和尙 、梅 幸の お 嬢 
お 饬 こ お 嬢の 争いを 来 合せた 和尙か 仲 ft に 
入る 画面の 見得 この 見得、 和尙 はい、 ごし 
て、 お坊は 日 皿 和す きる し ■を あげる へきた 
お嬢は女形なのでもつこ斜宄きに'半身後ろ 
へ退くのか正しい構 @ でぁる 梅 幸は 女形 4 
ので 元に 返つ た 訳 だ' か、 成〗 覚的 には 返り きれ 
ていない、 か、 それ も 止む を 得まい 


元は 吉祥院 の 所 化で ぁつた 和尙吉 三と 
おなじく 侍 上りの お坊 古 三、 常に 女裝を 
する お ® 吉三 という、 おなじ 吉 三を 称ぇ 
る 三人の 盗賊が、 矓 に 月の かすんだ 春の 
ff !: 、 大 川 端の 阑申 塚で 出会う。 

女に化けたお埭士 11 三が'両圃の水茶 ^ 
夏川のおとせという旭を、百咖の財布を 
餚 つて 大川へ 蹴落す が、 析から 1 1: 徭 
られて通り掛つたお坊吉三にその时布を 
S せと 强請ら n るのを、 和 财古 三 ♦か 仲 
!: 入り、結 |.0 三人の士：：三は和解して、 7/: 
い :: 血を 叫り 合う と、 爾後 義兄弟の 盟を 
結んで、これからは助け合いながら惡事 
を 動く ことを 薛 う- 

この  丙両は木閨の手代+三郎が恋人の 
おとせにー寸預けた金だつたのだ*か、こ 
n を 紛失-」 たものと 思つ た 十三 郎は 卞 
人への申說に大^::へ^^しょうとするの 
を、偶然にもおとせの父親の闪果物師卜 
左 衛門傳 古 に 助けられる" 

傳吉は苦い頃から闪果物を扱つて来た 
という世渡りが恐ろしくなつてきて、殊 
(: は愎へチを持つた犬を斬つた闪緣が^: 
分の 4+ (: 迦つてきたと思ゎれるのは、姒 
のおとせと、そしてその告捨て子をした 
おなじく ゎが 子の 十三 郎 と* か 畜生道の 深 
い ^ りを 結んで いると いう ことで あつた 

一方 また 和 0 ^ ii Mt ^ ^ L /J ^ vi o ^ 
で、大川端て預つた 7] 闽を持逃して永ぃ 
間の 14^の ^ び (; きたのを，傳 -1.- ::はどう 
せ惡い 金に 間逮 いないと、 これを 受取ら 
ず (: 投げるのを、釜3::武典衛、が费服して 
逃げる'か、本所ぉ竹蔵の前で傅古はそれ 
を取り返したもの、、その 73 両の金故 !: 
ぉ坊 ^/ 三に殺されてしまぅ 
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緒 (I 充 ち / • 廻り f をみ る 思いで ある- 
大正 十四 年 六月 歌舞伎 座所 演 、左 团次 
の和似 、羽 左衛 門の お 壤 、古 右衛門の お 
坊 ，松 助の 土左衛門 伝吉 における，， 三 入 
士 S ニ 巴 白浪* をみ る ことの 出来た しあわ 
せを いまでも 有難い こと だと 思つ ている. 


默阿弥 、四十 七 歳の 作品。 鋪木清 方 氏 
の父上に当る條野採菊の話に、ぁる時默 
阿弥 ♦か 本 所から 両 围檐を渡ってくると、 
向ぅから如何にも -^ の利ぃた小 ?,: 衆*か' 


女の 長い 袖の 着物を 着て. ぶら ぐく るの 
に 出逢つ たという。. いずれ 堅気な 人間で 
は あるまい* か、 小生意気な 若僧 だと 思つ 
たそう だ* か、 これ* かその 頃の 羽左衛 門、 
即ち 後の 五代 目 菊 五郎の 柄に びたり 合つ 
ている ことに ヒントを 得て、 そこで 生れ 
たの*かこの辨天小僧である。これを默阿 
弥 •か 浮^ 一^師の 豊国 (: 話を すると'  喜ん 
で 白浪 揃いと して 売出した 見 立 絵 ♦か出来' 
更に この 見 立 絵に また 暗示を 得て 出来 上 
つたの ♦かこの 狂言で ある。 

前の" 1 ニ 人吉 三" では 手代の 十三 郎を 
やつて ぃる 羽左衛 門が、 ニ 年後に 辨天小 
僧と いう 大役を 振られて、 それ •か 後に 五 
代 目 菊 五郎の 極附の 役と なる の だから 面 
白い。 

初演は 文 久ニ年 (一八 六 ニ 年) 三月の 
これ も 同じく 市 村 座で、 この 年は 坂 下 


「弁天 娘 女 夫 白浪」® 和 十 年 三月の 歌舞伎 座 
所演、稲瀬川勢揃いの場'右から日不駄右衛 
門 一七 世. 幸 四郎- 弁天 小僧 i 十五 世. 羽 左 
衛門 忠信 利 平 I 六 世. 彦三郎 赤 星 十三 郎 
<+ 五世 •市 村 家 橘'  現. 羽左衛 門-南 郷ヵ 
丸-中 村吉 右衛門 一 後の 景色は 稲瀬 川 W はい 
つても 浅 草 今 戶樣を 中心 XJ した 情景で'  中央 
右手のは 待 乳 山の 聖天が みぇる 五 人 男 か 
それぞれ 志ら 浪 書いた 傘を 持つ 

門の 変、 寺 田屋騷 動'  それに 生 麦 事件な 
ど' か 数ぇられて、 時代の 空 ^ は 江戸の 末 
期と いうょりも 寧ろ 明治維新 直前の 不安 
と 期 侍* か 江戸の 町々 に充 ちていた と 解し 
てい、。 w# 七 場" 

初演の 配役は、 南郷ヵ 丸、 青砥 時 綱 
(四 世. 中 村 芝 翫) 日本 駄 右衛門 (三世 
.三十 郎) 忠信 利 平 (権 十郎 '後の 九 世 
団十郎 ) 赤 星士ニ (染三 郎 、後の 八 世 半 
四郎 ). 弁天 か 僧 (羽 左衛門 、後の 五世 菊 
五郎) 浜 松屋 幸兵衛 (六 世. 市川団 蔵) 
など。 

□ 

鎌會雪の下の呉服屋浜松厘の俾菊之助 
は、 十二の 時に 迷子 !: なつてから 不良の 
群に 投じ、 信 州 路で！ 12 田 小太郎 という 巡 
礼を 殺して、 その 許婚の 姬を誘 惑したり' 
その美し さを 利用して 女装を しながら 美 
入 局な どの 悪事を 重ねる が、 賊徒の 頭 梁 
日本 駄 右衛門の 身内と なつて、 南郷ヵ 丸、 
赤星十三、忠信利平などと共に弁天小僧 
として 白浪 五 人 男の 悪名を うたわれる" 

文金高島田の屋數娘の姿に化けた弁天 
小僧は、 I 郷ヵ 丸と 浜 松屋へ 悪事を 仕掛 
け、 駄 右衛門ら とともに 忍び込む が、 そ 
こが 実の 父親の 家と 判り、 信 州路で 殺害 
した 信 田 小 太郎は 自分の 家の 元の 主人の 


の 所 化 上りで" 赛錢箱 から 段々 と祠堂 金 
まで盗み出し、到姐寺をだりむくゎ、.鼠 
布 ■いのお 仕着せ も淺黃 とかは り 二三 度は 
もつさう飯も位つてきた"という盗人で 
あり、お壌吉三は"友禪入りの振袖 (: 人 
柄作りの追济し"と.いう女裝の惡党であ 
り、お坊吉三はまた"五分月代に猗流し 
で 小 長い 刀を 落し 差し" という 武家 お構い 
のなら ず 者で ある。 

この 三人が 和尙吉 三を 兄貴 分と 立て、 
惡 事の 共同 戰 線を 張る の だから、 さだめ 
したいした 11: 事を する かと 思う と、 たつ 
た 一つの おなじ w Iii の 包み' が 右へ 渡り、 
左へ 渡りして、 それ 故 さま -u- な 事件 
が起つて、.遂 (: は三人 * 自殺するという 
w ^ ss に 終つ ている。 

勸善懲 惡は 常 !: 默阿彌 の 最も 大きな 作 
劇精神として、殆どその作品の中 |: 流れてい 
て、 それ 故 !: 默阿 彌を單 純な 作者と 解釈 
する， M きも 多い が しかし 默阿彌 は それ 
を如何 (: 巧みに書いた.かということがそ 
の 作劇術の 特徴て あろう。 

この，'三人吉三"をひそかに默阿槲が 
会心の作としたのは、江戸市井の暗い写 
実劇を書上げたというところにあるので 
は あるまい か。 

外題 !: 取り上げられた* 三人 吉 三" と 
いう 人物は 1前述のょうに性格としては 
極く平凡な1仁が、その他の人物に深 
い 彫りの ある 入 間が 登場す る ことを 見逃 
せない。 

因果^一一という職業に既に暗い翳のあ 
る土左衛門傅亩は’盗人の和财吉三ゃ夜 
膜の おとせと いう 子供を 持つ 老人で、 し 
かもぉとせは ^ 生児の兄妹とは知らずに 
畜生道の関係を結ぶとぃぅ闪緣を持ち、 
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過去の 罪を 悔いて 善 入に なろう なろうと 
し 乍ら、 いつも 暗い. 翳* かつき まとう 上い 
う環境に茜かれている。 

お 題目を 唱えて 珠数を 持つ という 過去 
を 悔いた 老入 でありな •から、 その 癖 夜 膜 
の 宿を 営んで いると いう 陰惨な 生活の 中 
に 運命の 糸の ま !: —- あやつ •られ ていく 
土左衛門 伝吉 という 人物を 作 £した こと 
* か、 恐らく ひそかに 默 阿弥を 得意と させ 
たのでは あるまい か。 

それにもう 一つ、 洒落 本 作者 梅暮电 
谷峨 の〃 傾城 買 二筋道〃 (寬政 十 i) 
から 文 里. 一重の 情話を 三人 吉三に 搦ま 
せた ことに も あつたであろう。 

モスクワ芸術座の 人々 と チェー ホフと 
のつな* かりのよう !: 、 小団次 と默阿 弥と 
の関係は切つても切れぬ相対関係にある 
が、木 ^ 文 .^. という人物などは、全く小 
団次 とい ラィ メ I 'シなし !: は生れなかつ 
た默 阿弥 作 中の 特異な 人物であろう" 

これ 程 默 阿弥の 作品が 取つ かえ ひつ か 
え 上演され て 歌舞伎 脚本の {i の ® が あ 
る中に、この文里という役のみのは'全 
く小団次という配役を得てはじめて真に 
再現され る な 役と して'  殆ど 舞台に 
みる ことなく 今日に 至つ ている。 

また， 場面の 取りよう の大 川端 か 
らニ幕 目は 新吉原 の 丁字 屋に 移り、 すぐ 
土左衛門 伝吉の 暗ぃ 本 所 割下 水の 世話 場 
に 転じ'  や* かて 初雪の 降り出した 巣鴨吉 
样 K の 荒れ果てた 寺へ、 これが 廻る と 乱 
塔場に板付きで和尙がおとせ.十三郎を 
斬りつ けて いると いう 情景に 変り、 これ 
♦かまた転じて八百屋お七の火の兄櫓その 
ま、の舞台に変つて 1<3) くというのだから、 
その ま、 江戸の 市井を 縮写した ような 倩 


Jr 


Jli 


& 
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写真 下三葉は 53 和十四年三月の歌舞伎座で「江育根|ム尸 
生 児 菊」 ど 外題を 据ぇて'  六 世 •尾 上 菊 五郎の 弁天 小僧 
'か 久 振りに 裎楽 寺の 立腹を みせた 時の もの、 上から 山門 
の屋 fi の 上に 於け る 弁天 小僧の 殺陣、 つ. > いて、 この 屋 
桴 を 上へ あほる と 山門が せり 上つ て'  七 世の 幸 四 郎の駄 
右衛門'その下は三*.中村梅玉の青砥左衛門'大道具 
の 見事な 転換で 歌舞伎の スペクタクルを 満喫させる。 
写真 右 尾 上： 松 緑の 山門の 日本駄 右衛門 
吉日と 呼ばれる その かつらに 何 かしら 悪の 権化の 匂いが 


写真 右 ® 和廿 、四 年 五月の 新橋 演舞場 
に 於け る 海老 蔵 初演の 弁天 小僧 

写真 上 昭和 十 年 三月 歌舞伎 座所 演の 
浜 松屋の 場'  右から + 五世 •羽 左衛 門の 
弁天 小僧 ど 吉 右衛門の 南郷カ 丸、 一人 お 
ぃて鳶 ?1 の六世.菊五郎'これは菊五郎 
'か 御馳走 どして 鳶頭に 出た もの、 この 鳶 
?§ の ふご ころから I ォ みえて いる 手拭が 
後に 見 あらは しにな つた 後 弁天 小僧の 肩 
に掛けられる手拭になる、即ち鳶頭がひ 
つ 込む 時に 怒つ て そこへ 叩きつ けて いく 
のを 弁天 小僧' か 使う こと どなる どい う 歌 
舞 伎 演出の 功 妙 さを これ I つで もうかが 
ラに 足る /: ろう。 

写真下弨和九年ニ月歌舞伎座の所演 
右から 七 世 •幸 四郎の 玉 島 逸 当 実は駄 右 
衛門，'十五世.羽左衝門の弁天小僧、.六 
世 •彦三 郎の浜 松屋 幸兵衛 、三世. 中 村 
乏 鶴 の ^ 宗之 助、 二世 ■市 川左団 次の 南 
鄕カ丸  弁天 小僧 菊 之 助た ア (ど、 煙管 
を 置く ご、 ぱ つど 左の 片肌を 脱 •'で 菊の 
刺青を みせ、 右手で 胡 坐に 組んだ 左足の 
先を 引いて ぐつ ど) 俺' かこ ど' た」 と棰つ 
た >〇 ころ 


また ふ 圳抬の ト |?. (衛拉しの尤は浪人の 
3—郎 :; :すりへけて、.： :!| ー！郎 :?. ':(: 叱、 
その公いおりょは-.んの广を抱ぇてその 
=： の ^ し !: も |^ り'なけなしの.¥財 -- -冗 
り 払おぅと して呼ひ止めた时 )1.! の久-/は 
伏勢： ^とぃつた叫 (: , |'! 分の.¥で他つてぃ 
た r 代と^！. る. 

.な m 勢： ^の |', =.即？人郎は、！ 7: 4-! 
の小夜衣と馴染を呎ねているのにつけ込 
まれて'  A l<it i: 允の 無心を される. が、 こ 
n :: ^ t え ^ 八+レ心-;;-_ 4- -しょぅとする。 
これも^;::ハ片いメ人べ」找ゎれ' ]< |<1!; はま 
た久べ 1; イ“ «| \相ゎれるかなかなヵ ， 一 状 
― * な-. .; 4 -A- >]; fr r — .IT \ 禅 ^ ~ |をみて 


いた 11 坂忠蔵が： ,,||. 人となつて、遂 |: ^;:餐 

ir iv N M !]'j --J: u) h -)'li r cn、： JI' :: l]l< -r 

刺屮、十夜ム-干ム郎の过 1/ 、常盤汴 
〃识 2 '|- 路湍衣"は ,||1 !称十夜衣といゎれて、 
坝 4も常船汴の名 11|| の中 !: & ぇ.り »1. 、.卜 
レ 久 / , .t, _^  " *っ.. ,.' のむずヵ  __ J_,  m と； 〇 
てへ，：1:なお流；；：している 

w K の ipir ii 也は ^ ^ 姉の- <岡政忒だ 
'が、 默 W 弥の作 IT i !: 祝 れる恧\には'殆 
ど做歧したぐ您 ^ が描かれていない中に、 
この忖川ね ^ は特圯な“ ^: といぇるであ 
/-) ラ 

箱 理の 3f3 を 殺して、 ^ を 殺す、 そ n を 


他 入 !: なすりつけて 全然^; という もの 
.がない、 n 州 !: 登場して から お 役人を 嘲 
又う というし ぶと さて ある- 

默 M 弥の 作つ た 人物の 中で 最も 代表的 
な恶人だ'が、これは小団次というれ優.が 
もう：と没の咐 ^ 久八という禆入のニ役 
を抿ねたため ;: 、ね啕 0 恧'が珍しく： '«7; < 
描 4>れた ことて あろう  \'まり忟者本位 
0 小 -時の作劇術 0 中に、久八という£分 
,: 銳 ^ に奵.总を恃たせるであろう # \の 
役 を リぇて あれは こそ、 ： " 椒想の 技崦 
を 强 w: !: w き 1 す ことも斤米 /- 0 てあ /, 


う 


令く  gl ill- rli lll 小 5;次とぃぅ //' /|- は、默 


1:弥の作劇 (: 強ぃ总欲を侍たせた>;:染で 
あった 

斿姿、風彩の悪い、身体のちいさな役 
n て”、〕 ^ 广も ^ やヵてなく ^ くもう-^ 
力つ たという、 こうなる と训 優と しての 
肉作的な條件は始ど零にひとしいようだ 
が、さて #)] きの奸妙なことは無類で、怪 
談物の：：丨变りとかホ乘りだとかいうもの 
は 得： 总屮の 得 ^ とし、 これ. りの ケレンと 
いわれる '«- ム域のほか (: 、地 |»- ムとしてはケー 
fi 女ん ^ 小か.り敵役また善惡、 ^} ^- 
という役扑<^齡も多 '^ を極め、それ (: 
所作の .-^ 能もあったという例ぇぱ"本 
朝 ||- 四义ンの托3でぃぇば増蔵がぃけて 

上猿之助のーニ次ど故市川吉三郎故中車 
の 弟子-の 長 庵 妹 おそよ 

吉原 田圃の おそよ 殺し、 この 殺しには、 死 
人の 早 補. か搦 み、 人間の 生血を 浴. ひた 猫 か 早 
補に 乗る £ 死人 か 生返る という 趣向 か 取 入れ 
て ある  四世南北好みの怪奇にユ—モアを澀 
て、陰悻な殺しを層稽で和らげる技巧が歌舞 
伎 独得で'^! 默 阿弥 も 自信を 持っ た 技巧' た 
つたら しい  この 背景が 安つ ぼく 写実な のは 
大正 初期の 風潮で S 白い 一 後には 復旧した 

中道 之 助 不明 故 先代 中 村 又 五郎の 貝 
塚の 忠蔵 '故 調の 後家 おりよ 貧家の 
場。 忠 1長庵か赤.羽橋で妹婿を殺して麴 
町へ 帰る 途中、 平 河 天神を 通っ た 時の 怪しい 
姿を 見かけた いわば： 長 庵の アリ パィを 押大 
て 居る 人物で、 この 場で おりよ に それを 教 
ぇるので、&ご子は早速親夫の敵こ立掛ける 
のを、 まア 落着く 様に ど 停める 所忠 蔵は 先 
ず 1 逞の捌き役なり狂言迴しなりと云った役 
所で ある。 

下沢村_之助の道太郎'故先代梅幸のお 
りよ、 坂 東し うか-現 勘 弥の道 之 助、 故宗 
十郎 の ® 屋久八 

長 庵に 罪を 逢 付けられて 牢死した 浪人 藤 掛 
道 十郎の 貧家、 正直で 忠実な 久八' か 同情して 
無実の罪を 晴らす 助力を 誓う 所 こうした 貧 
家の 場は 世話 場 ど 云い、 主人公 かその 間 係 者 
かぐ受難に苦し 0 場て、観客を泣かせる場な 
ので ある 久八は 元来 長 庵と 一人 二役で 行き 
善悪を仕分ける点か味嘈なのたか、この時は、 
左ど宗 'か 二人で 分けて 演じた 


子と 判る" 五 入 男は 桜花の 咲き乱れた 稲 
瀬 川に 勢揃いを して'  それぐ 落ち 散る 
が、 悪業を 悔いた 弁天 小僧は、 極楽 寺の 
山門で捕手の取囲む中に立腹を切る。 

これはなにょり後の五世.菊五郎であ 
る 市 村 座の 若き 太夫 元 十三 世 羽左衛 門を 
売り出そぅとしたことに默阿弥の苦心が 
ありく と 窺われ、 人物 も 内容 も默 阿弥の 
他の 白浪 物に みるょぅ な 写実の 味が 稀薄 
で、人間の関係も偶然の多いこと {: ー驚 
される。 

赤 星 十三 郎と忠 信 利 平とは 主従で あり、 
弁天 小僧と 信 田 小 太 郎も亦 主従、 弁天 小 
僧と 浜 松屋の 幸 兵衛が 親子なら ば、 日本 
駄 右衛門と 浜 松屋の 你宗之 助が 親子な ど 
といぅ祸み合いが，たび重なつてほどけ 
ていく のは、 その 偶然 性の 多い ことに 失 
笑を 禁じ 得ない。 

人物にも特に人間らしい人間はなく、 

た、.、 弁天 小 憎が 若衆 髪の 侍 姿に なつたり、 
女装を したりす る 目先き の 変化と 舞台 面 
の 演出に 神輿 ヶ嶽で 弁天 小僧と 駄 右衛門 
二人を せり 上げて、 がらり 清 元の 語り 
といぅ 変化を A せたり、 你栾寺の山門の 
.. »-!- 松てケ-收を ^ ると'  そ。 |1' 松をあぅり 
;^して你楽 |'. —がせり一^るといつたいわば 
狀舞 |^ のス。へク*クルといつたていの ||0 
■たる技巧ぅ；：：： .0. されているこ.こたけヵ 
そ 0 持 徴て、 ill 松 1:7の弥請垛か；'稲瀬 )|| 
の％:: g いだけい 你く ^) -い部分が独 0>: して 
|:. <1'1 されるのは年ろ小|然のことであろ.「 

ハ 1||; ..釣.ハ郎.はこの時卜九歲令：： ^- だ 
〜 ： V 、 ^: 胙に六度も演じたとぃぅこと 
,s :i- l ll.v の 刺 界 :: ぁっ.て ;| 稀奵なことて、 

こ ,1 が 1 代.刈左衛門、六 |||- 韌五郎 |: ^ 

ん . ： u て、 勘 :. : 如、 梅， f-: !;- fc. 取され ている 


默 H 弥 、叫— 七 ^ TI'- 尺 小 ^ " とおな 
じ 父久： ，4の八=:、 -.|; !|| ¥で初演、べ偽 
— •場 

(叫 |||- .小 [-« 次)梅掛 .^ 1- 郎1 71. |!|: . )« 
抓 肋) <<■£? おりょ 「 . tll: • '-c' 上 ¢J 次郎> 

1.1 — 朵 • 尺、 屮州；^-0 ||'. :衛1紹葳、後 0 -. 
⑴屮 H 沖 ^ 一仆勢 l-t! r ム郎 fe 助、 後の 
h lll: . 屮 付批 /, 衛 n 小夜 衣 (六 
|||- .叫淑：- ,'|' £郎：^批出藏て-世.小 
III III S 

& H& -r fe ± 人い  HHk llk .J 、 ® *' ,',' 
IV: の r- 'r y !; 小 戌 A とン "一乗つ て 遊. と L 
て -4 を沈めた五^- |.'0 0 金を欲しさ (: 、妹 
岵の rl' M — 1?. ハ衛をふ羽橋で段 -+: [1 、そのヒ 
. ■£- へ v c/; おユ、よヵさま，さまなこと^^ 1 
ると ころ か •り、 L ll iiii ll | 冲 へ^い 出して V 
积：- 次 ," 打させる 

- 動#!®) 悪視 枵 関」 文 久ニ年 八月 守 田 座 四 
世小団 次の 初演 写真：^ 正 四 年 四月 新 富 座 
ニ世左団次の長庵、現猿之助の早乗の三次 
悪 医長 颴' か 娘を 売つ た 金を ごる 為に 妹婿を 
钱し 'その 悪事を 隱す 為に 三次に 妹を も 殺さ 
せる、 その 打合せを して 居る 所 長 庵は 生 世 
話の 悪党' か 多く センチメンタル なのと 違つ て 
腹からの 根 强い 悪党な のて'  音羽屋 系の 人よ 
り左団 次の 様な 線の 太い'  根強い 持 味の 人の 
方'か適任だった三次は稍々 |1 捷な傍役の無 
賴设 どて 猿 之 助なら ピッ タリで ある 


五郎の 情け ある 捌きで 二人は 女 夫と して 
落される。 

その後 ニ 入は 寺 門前の 花 ^ へ門附 けと 
なってくる'が、花幫の主佐五兵衛'が実父 
と判明し、十七年ぶりに絕ぇて久しい対 
面をする'が、松五郎が助けたいはかり (: 
惠んだ百両のために大恩のある乃屎の宗 
次 郎が牢 へ 人れ られ たと 知つ て、 書 ft を 
at. める と ^ &のヵげ.て ^ をすぇるょう 
にみせかけて自#1をする= 

長 庵は J： 浪とか 強盜 とかいう 以上の 特 
異な 悪人で あり、 一方 鼠 小 倍 次郎吉 など 
といういわゆる義賊もあるにはあるが、 
默阿弥 の 描いた 白浪 物の 人物' が、 どうし 
て悪の逍に足を路み入れたかと  いう そ 
の 動機は、 殆ど 锊掛 松が 大川へ 道具 筘 
を ほうり 込んだ のと おなじ 理由' が 共通し 
している。 

ここで扱つたこれらの^:浪扦言が舞ム门 
(: 上演され た 時代は、 江戸 ももう 果物の 
くさり か、 つたょう な 未 期の 時代で、 ま 
だ明治維靳の革八叩的な時代の明るみもさ 
さ 丁 ひたすら IX 楽を 求める という 享楽 


|上 || 掛渡世の松五郎が、両国撟を通り 
か、り、ふご遊山船のドンチャン 8 ぎを見て 
「こいつ あ 宗旨を に 入る 両国 橋の 場〕 

写真 牛 先代 友 右衛門の お 咲の 父 左 吾兵衛 、 
故秀 尚の お 咲、 故 左団 次の 松 五邹 悪事の 為 
に 身の 詰つ た 松 五郎 か、 寺の 左 五兵衛の 家へ 
逃 かれる と、 それ か、 曾て 百両を 与えて 助 
けた 老人で、 女房 お 咲の 父 >〇 いぅ 事 か 判り、 
あの 金の 為 恩人 栄次郎 か 災難して 居る こ 聞き 
因果の 恐ろし さに 後悔して 目 殺す る 因果 物 
牾 の 大詰ら しい 気分、 音楽が 効果的で あり、 
詩情 1 かで永并荷風が讚美した名文が有名： 

写 輿 下野嵴 村の* 太夫の® as 共に 舞台は 
霣手墓場松五郎が卒項場に $| りつ、落入る 
これは® 刑の 形を 見せた S 向で、 多く 例の あ 
る 型 だが、 目 殺は しても、 罪は 礫 刑に 当る ご 
いぅ 心 持 4見せて居る訳だ 


岡 本 綺堂作 「村并 長 庵」 大正 + 年 八月 歌舞 
伋座 初演、 故 二世 左団 次の 村 井 長 庵 
歌舞ほには書替狂言ごいぅ行き方かあり、 
原作の 人物 ご 境遇を 利用して 別の 性格、 心理、 
主題の 狂言を 製作した もので、 これは 近代の 
新歌粦伎にもその例が多く  綺堂 のこの 作 も 
その I つて ある  この 長 庵は 原作の 強 悪 非道 
の 悪人で なく、 貧 ご 世相の 険悪に 影響され て 
悪の 世界に 止むを得ず 陥つ て 行く といぅ 覘い 
近代的な 合理化を 加えた 作風て ある 

八 1£ 垣姬を兄 ^ (: 被ねた役者てあり、ま 
たこの作品の屮心では鼓庵とぃぅ極悪ん 
を ;# ぃょぅ (: 強烈な味で描ぃてぉって、 
ころりと 久八 といつ た 淨義 そのものの 如 
き善入 (: 变けたとぃぅ役者はそぅそぅ ,3: 


ざら (: ある存在てはあるまい 

'が、 しかし 小団次 の 最も 大きな 功績は、 
五世松本肀四郎、三世尾上荀五郎ら'が大 
南北とぃぅ作者を得て％展させた江|厂任 
言のぃゎゅる生悅話物の芸風を、默阿弥 
とぃぅ作者を得て更 (: 、進歩させた功績 
といわねばなるまい 

つまり江戸市并の煦民を写実主義の »»- :ム 
風を以て兒事 (: 舞台上 (: 生か1たことで 
ある 

例えは、 こ 長 庵 !: 例を とる と、 
伊勢屋の 手代久 八で 、円 t 乘三次 ら 'が 強請 
(: きて 金とみせカけて温 ^ の包みを汁 


すのを、三次が台 ^1 をいつ 
ている間に、 一寸 ^ く 手で 
重みを はかつ てみ て" 金 か 
知らぬ が 温石の、 石に よく 
似た# k a み、 明けて いつた 
らもの' がない、 その 温石よ 
り十 |^] て、ぉ前の腹も温ま 

ろう うんと いつても よい 
ではない か" という、 この 
* 金 か 知ら. 3 が 温石の" と 
う'^ 詞の 5^さなどは ?| 底 
余人の 出来ない 味と 意味を 
表現した という。 

慶応ニ 年 二八 六 六 年) 
ニ月守田座に出演中、町奉 
行から" 近年 世話 狂言、 人 
情を穿ち過ぎ、風谷にも拘 
る 故、 以来は 萬 事 濃くな く、 
色気なども薄く、なるたけ 
人情に 通ぜざ るよう に 致す 
べし" という お 達の あつた 
ことを 默阿弥 から 聞いて、 

取 早 や 世話物 ® め 難し， と颂 色を 变ぇ 
て嘆 ;^ し、翌冉か.り病気となつて休演、 
ぉなじ年の五月に油の乗り ^ つた芸ざか 
りの .7'| 卜 71. 歳で死 /1. でぃるのは、默阿弥 
の 日 7 ric !: も ^ くその 中 ^ しが 死因 だと さ 
れてあ る 

忐羽橋の殺し場'か夜の啪で、提灯や擗 
というな 4 でもない1の'が配されながら 
よく殽し場の陰慘さを描出し、伏勢 1 の 
強請の歯切れのよい台 ^1 とその流れ、中 
m 圃や +. 手塢の吉原の夜 ];1 をバ.'クとし 
た；^など、場面の取り ;; にも矢張り世 
話 物の 人き な 瘗カを 具備して いる- 


い i け ま。 

铸掛松 


船 |1 込松間^:浪 


默 阿弥 II 十一 歳 これ も ^ 釈植い ゆ 
化 ^ 時としては'珍.りしく. 7| :1:近く1 
打ち統けた 5£ 言だ、が、これは小5:次 !: と 
つて 最後の 白浪 物と なつた-' •- ! 七 場 
初演は唆応ニ年(：.へ六六年)-可の 
'.]-- |'|'| 龜、徳川から明治へそ0.バトン *> 渡 
ろうとい うもうぎ りぎ り の 時勢 !: あつ /: 
初演の fill 役は！： 份屋 松 五郎 < g; tH: •小 
P1 次) 女 ^ お 咲 (「世. 菊 次 郎) f.t ,: t 具 
飞郎、花匿佐 11 兵衛0ぺ 1|1- \.:十郎1焱 
1尸置宗次郎(こ世.沢忖 1|*) 升)芸者おく 
み (六 世 •二 律 五郎) 

ニ 

诗掛を渡世とするし-がなぃ松 «. 郎は、 
IAJ W 橋を： 池り 掛つて ふと 川を 取く と'  m 

f'r -KM' ^ rf ^ M 'L /: ^ l[l :g l: 、^<0 ^ 

者を 揚げての どんち やん 騒ぎ、 金 さぇ あ 
ればあ カした栄辎も出来るのだと"こう 
みたところ 江戸 ぢや あねぇ、 上 州 あたり 
の商人体だ、が漁でももうけた金か、切れ 
離れの->、使-^ふりあ <1 ぢゃあ女も^1 
由 (: なる苦：あ、あれも'生、これもー 
牛、 こいつア /'. & ロを変へ 3' ァなるめぇ" 
と心機ー虹、肩 (: してぃた綺掛けの逍具 
珩 を大 川へ 投げ込ん 」て 盗賊と なる 

ある 晚 坨卞の饩五郎とぃう大盗賊の妾 
-t とも 対‘ りず ^- み-人ると -^ のお叹は 
7. ハ中へ§に夜船の中'契つた夂と分り、 ^ 
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— >もょのかゎしゅっじのっじぅ.り 

霜夜 鐘 十字 辻筮 


默 W 弥 、六十 五 ^ 、 雑誌" 狀 1 TU 新報， 
0) 第. 71 十：>( |')! 治-!-ニ年)か.り迚較され 
た默 W 弥の純 削 作 もので、 明治の 人情、 
風俗を描 ,(/ したいゎ 10) る故切椒のーつ 
sh 場 

|'|1 治も|ニ年ともなれは、西南/ ^ も 
济 /1 で、翌年 |: は2:会開設の最初の站願 
^か出た時代だか父所通叫抬の開化も 
次第 |: その落 ^ きを兄せてきた ^( でぁる. 

^ 极の ;|: ,|物としてこの脚本は非 ;^ な奵 


故 二世 延若 の®^ 
t_l^r 初满の 三世 中 は 侉 
役の 名人で、 皮肉で 辛 sr かつ 
.-ih /;i い 1 だつ たので、 ニの 役 も 
地味で、 いぶしを かけた よぅな 
銳 さ.^: つ^ つたが、 

延 若は でな く、 シテ f 
であり 派手で^！ な 人た つた か 
ら 、この 役 もそう した^^の 役 
に 直したら しく 趣き* か 成‘ て 
じられ る i T > 


is-  -1¢ 

SS：  ' の： の 娘 お 竹 当時 
の 六^^の 動め るべき 役の タイ 
プ し、 狂言を f て 
た、 三 _ ならぬ 六 題 嘶 的な 芝 
居で ある この お 竹は 全然 日不 
の 昔の 姿の 方 だ" の^?^ 
門の 嫋 々たる +1^ 振に 比して、 

子^！^ に 興味が ある" (左 一 


評を 得た。 舞ム || に上つた.切演は叫沾卜-、 

, Fl-- ( ： /v /v i-^^^o ^r -.i- lll l^ ' f/J ilii o 

1^役は ^ 説 |^|1 袖 ^ 寄 (九 1||. . ^! 十郎.) 

夼 75- 杉出 *; (丑世. ^ 五郎1士族六 ;!|) |!:. 
三郎{中対*十郎)，桉摩-:. <| 渊{.深(：ニ世 
.中 村 仲 蔵) 石 斎 ^ おむ. ら (八 lit: . V;- 井 
半 四 郎) 天狗 小悄 淑岐 (市川左 0 次) 

.本落した士族の _1. ハ浦正：11郎は三年；刖武 
]£1 の帥杉田架から大義のべ ||': てを明かされ 
て仲間 !: 人ることをす、められたが、 
これに加わることを好ま.す、.大下のため 
<: はとい うこ、 ^ から 師を討 つて、 その 
•广の杉㈩ ^ :に討たれて死ぬ覚悟でぃたも 
の、、 その後 W <-を流浪1て竹„ |'.' の中 (: 
1.1.] 眼を 患つ ている 時、 かえつ てい まは 明 


治 政府の H-介 となつ ている 杉 5 *: : !: 肋け 
ら れ る *- '^: の在所を知つたのを株 !: 、 
かねて心 (: 朗した述り (; しょうと、まず 
わが子の：止人郎を、捕公 0 像 !: :心をわ 
ち込む命卄の士石斎の乜おむ0 (: 託し、 
事実を 郵書 (: 書き送つていょく * (: 打 
たれょうと 申出で る. が、 #: :; も 事の 真相を 
知つ ては、 もう 開化の 卸 世 !: 敵；；； r Bf ば わ 
りもならぬと、石寄の仲裁 (; 仔せ、正：_' 
郎は fw となつ て i- ,v 提を吊 う 

ー方按摩の姿でぁりながら大泥悴の京 
庵、 #. {: 迸岐金助などが祸んで、義理と 
入 情の^^ か 起きる が やがてー-入 :1|- ハ !: 
善心にケ-ち返ること-なる 

この 作品は 默阿弥 の 多くの 著作のう ち、 
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的な ^ 気がー砰愤鉢的 ^ 分て充澈してぃ 
た 時代で ある 

だから fit- の 中から し ■いたげ られ て、 つ 
いして.恶の道 (: 踏ん込むといった 1#1 な深 
い拟ざ しは なく、 他 入の 歓楽の 姿を みて 
て羡ましく、清心 (: してみれは',入間保 
か五十年"おなじことならあのょぅ (: 騷 
いで 菸すの が 人の 得と いぅ ^ ぇ、 が 生れた 

、涛掛 松の 如く、 /. - 大張り他んの歓楽を 
^ しがって，ぁれもー 1': これもー .^ と 
n らの境界と比較して..こりゃァ /'.- .小行を" 
と、涛掛の边4'筘をほぅって恶の逍へ路 


み. ,\ !んて§く_ 

默 H 弥は清 心の 場 4 n でも •涛掛 松の 場 
合ても、遠く近く風 !: 送られてくる絞 
狀のさんざめく驗ぎ |'11 (: 、その動機の火 
を 点じる つまり 芸者、 末社の 三味線 や 
太鼓の立=を、その転機の導火線にしてい 
ることは、それらの许楽が如何 (: ^ の ^ 
能を ゆすぶる かを 物語つ ている。 

S 分の 力 以上の 砍楽 に あこがれて 犯 ^' 
を汜すといぅのは、結 |..] 古往今来相通じ 
た |() 機で'默阿弥もこの唞純な前機を捕 
ぇて.恋への道を描いているだけ !: 、後世 
の人々からは、悪への |? 機も.忠それ內 
身も、其だ >1 庸のょぅ (: いわれているが 
しかし それは 極く もぅ 通常 一 般の動かし 
難いぬ闪にほかならない ただその単純 
な悪への人りわを 如 和 :: 11 み {: 描~>て 
いるか *' si lli なのて ある 

この 作：； [111 (: は持 (: 铸掛松の心境の杜機 
を；肉す重大な要素 1: 、三味線 1>-. =楽を使つ 
ているほかに、梵字の與五郎の妾宅では 
粋な端 ||11 をふん'たん |: 取り人れ、また松 
五郎が死“ {-1-': (: は隣家から閏ぇる義人欠 
の" |1; 崎村"を个.く巧妙 (: 結びっけるな 
ど、默阿弥作 |1 |||1 に於けるか |! ^ の取り人れ 
" (: 荽くの材科を提供してぃる 


右上 寿 三 郎の松 五郎'^ 花柳 章 太郎の お 咲 
原作は、 白浪 狂言で、 幕末 世相 劇た， か、 こ 
れは 男女の S 慾 心理 劇で ぁり' 歌舞伎の 「害 
替 狂言」 どは 意 涞 ，か 違 •フ  参考 写 f 
左上 寿 三® び.； as 五郎 IWSii 狂言 の| つ だ. か 新 
派 その 也， 〇 の 合同 劇 歌舞伎の 約束 餘り 守ら 
れて 居ない 書替 狂言は'  原作に 就かず 離れ 
す' 有名な 趣向を いわゆる ー御湮 句」 ごいつて 
観客は 喜ぶ ものな の， た.' か —— 参考 写真 
下 これは 原怍 故宗之 助の 刀屋 息子栄 i 
t、 鳶の ぉくみ' か 思は ぬ 災難に' III . * の芸 
者ぉ砠の許ぇ訪れ、共に死のぅ£嘆く 1? 手 
の綺； *； 所で、 si い 世相 劇 風の 白浪 狂言に 美し 
い 色钐を 添えた 趣 句 
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1:の -[-. ^ か有松染、金 (: 呜海の幸先ょく' 
それが今夜の役 (: 立ち、売ったら五十か 
六十の古手拭でも七十円、濡れ -1- で安房 
から上総を兄晴らし、八十日の苦役をし 
て沔れた秘体の坧を落1、 (|: 舞湯ょりも 
温つ た、 この ほと ぼり のさめ ぬぅ ち、 ^-: 
れ故郷の九十九驮、漁場へいつてーと稼 
ぎ ^ とニ /1 の資本を描へ  ：11歩ても ^ 
して 件そぅか^等といぅ名台 ^ は其だ叫 
治色 « 17: て、特 (: 故郷へ # ってから金贷 
しても して H 歩で 蘇そぅ かな どと いつて 
いる あたりは 大いに # 猇 、が 感じられる 
餘 0上演されない散切物だ、が、このム >1 
IS1 など' がょく 党ぇ られ ている のは、 矢 張 
りこの作が默：一弥最初の ^ 丫本として流 
布されたことを立証しているのではある 


こぅち やま ;: る さす VT t' 

河内 山と 直 侍 


-、ちい .: -13 .- .「 .ん V .; ,J 一はな 

天衣 紛 上野 初花 


L 力 


默阿弥、六十六歳、. |1'] の"河内山"を 
増補して、 迕待と三千哉の件をこまかに 
描き、金广市之 1< がこれ (: 埚むといぅの 
も増補から生れた"默阿弥は俗に泥棒价 
g といわれた 講釈師から 多く h 浪物の 材 
料を 得て いる' が、 これは その ニ 代 n 松林 
frj 圓が 明治のは じめ !: 寄席の 高座 !; 掛け 
て 評判を 取 C た" 天 保 六花 撰， から 取材 
して璀 め； TI  十七 場： 


初演は明治十四年(一八八ー年)三：：： 
の新富座、配役は、河内山宗俊{九世. 
団十郎 )片岡成次郎(五世.菊五郎)箏 
職寺田幸兵衛、家老高木小左衛門{中村 
,, 力 十 55 一 閣 の 丑 松 (五世. 市 ；1:小 0] 次} 
大 [1 の抱ぇ三千歳、 1 兀浪路(八世.半 
四郎) 金. 卞市之冰.(左団次)松江出霎守 
(坂 東 家 橘) 北 村 大勝 (七 世. 市 川団 蔵； 
按— 11 <悔 五郎、 後の 六 世. 尾 上 松 助) 
□ 

上奸輪王寺御門主の{1:の、纹寄 ^ 坊主 
である河内山は、，：呂の威光を笠 (: 、町方 
でも 大 n !; みるのを さいわいと、 兄弟分 
で御家入上りの鹿次郎と共謀して悪事を 
重ねるぅち !: 、松 ;:|: 候の乱行を知る。 

松江候 :± 奉公 !: 上つている浪路といぅ 
許梢まである娘 (: 思いを掛け、いぅこと 
をき かない 浪路を 折 鑑する 
が河内^::はその親の嘆き 
'が不惝といぅ 1| 実で、大金 
を 7- (: 人れょぅと、上野の 
宮の御 使 僧と 偽つ て 緋の衣 
!: 美々しい /- 汀列を揃ぇて松 
江 候の 邸に 乗り込み、 その 
強請は 化けの皮が は' がれる 
、が、家老高木-ぃ左衛門の計 
いで 一応 浪路も 親許へ 戾 り、 


二世の 市 川左団 次の 河内 山。 。ャ 
ア 如何程 白を 切らる •£ も、 遁れ 
ぬ証拠は党ぇぁ .4 、左の高頰に| 
つの 黑 子.. >〇 北村大 i にさ、 れ、 
やツ4£頻を押えたどころ こ 
こで 居直つ て 悪に 強き は蕃 にも 
こ、 世の譬 にも….“ の 名 台詞に 
入る 


河内 山も唤 一' を 切つ て 引き 掲げる 

この 事件の 詮議の ために、 #. 次 郎 にも 
追手の -1- が延びるが、 ,£ 次郎 (: は、古垛 
の 大 II JM : (: ニ 世を 切っ た 三千 歳と いぅ 遊 
女の恋人がありゝ成侍の顔がみられぬと 
ころから、気病みをして入谷の察 (: 病い 
を養つている、そこへ高飛びをする前に 
一と 目 三千 哉 !: 逢いたい と、 , ft 侍は 折 柄 
雪の降る盹进を忍び忍び !: 逢い !: くる、 
そばゃで出逢った按摩の义 !1 と寮番の計 
いで久报りの三千歳 (: 逢ぅが、そこへ客 
の金子市之丞とぃぅ夜肓従の侍'が兒舞ぃ 
(: きて ,^ # を ^ 倒する、実は市之.水.は三 
千歲の義兄 (: 当り、ニ人の恋を不僴 (: 思 
つてひそか !: ー緒 (: させるといぅ魂胆で 
あったが、 闇 暗の 丑 松の 気が 変って 訴人 
をした、め袖手が边0、河内山共ども直 
侍は人：今-の出 ||||| で逐 !: 捕ぇられる 

清元 -,; 心逢春雪解"はこの入芥の寮の 
直侍と三千哉の出逢ぃに使ゎれる淨塯璃 
て'ー <|. 尸末 » の ^ ^ ^\. をょく捕ぇた名曲 
だが、この作品は近年では河内山と ,&: 侍 
とをそれ-^_^-分離 _ > て _t ili する こと 力 多 
く、河内山の件だけの場合は芸©が使ゎ 
^ 、成侍の件の場合は”雪暮 ^- ん芥：^通" 
とつけられることもある。 

六幕目入桴寮哝敷の場は最も著8な濡 
n 場で、 寺 西 閑 心と 権 八. 小 紫と いぅ 既 
!: あつた 先行 作品を、 金子 市 之 ^ と 直 侍 
.三千 歳 !; 置き 変ぇた もの だが" 冴ぇ返 
る 春の 寒さに 降る 雨 も、 暮れて いつしか 
雪となり、上野 0 鐘の音も凍る、細き流 
れの幾 曲り 末は 田 川へ 入 谷 村、 郸へ 近き 
卟 道 も 右 か 左 か 白妙に、 往来の なきを 幸 
いと、 入 目を 忍び 佇みて，， という 置 浄瑞 
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寿 三 郎の官 員 小僧 金 助、 
原作では 金 比羅詣 姿の盜 賊 
で、說岐の金助ごい"、初 
代左団 次の 役 この 改作は 
九 世 団十郎 の 演じた 軍^ W 
の俤を 取 入れた もので あろ 
う扮 装は 当時の 紳士の 私 
服 >〇 しては 流行の 尖端を 行 
く 風俗た' か、 これ も 次の お 
C らも、 可成り 現代的な ア 
L ンチメ ントか ある ド (右) 

故 中 村 魁 車の 権 妻 お むら 
初演は 八 世 半四郎 で、 題は 
権 妻の 貞節と いつた 権 妻 
£ は 、妾の 明治 言葉で ある 
散切^^ 分を 現代的に 誇張 
して 居る 傾き' か ある' か、 初 
演 はもつ こ江 戸 風に 近い 扮 
装た つた。 (中) 

故 梅 玉の 士族 六 浦 正 三郎。 
筆屋 幸兵衛 e 同じ 視 いの 
歿落した武士階級を扱つた 
役で ある 風俗は 江戸の 浪 
人 姿の 儘で 郵便 ポスト や 
瓦斯の 街燈を 配した のが こ 
の、芝居らしい感じ"併し1 
これは 餘り S 骨に 過き 面白 
味' かう すいこす つかり 現代 
向きにアレンジされた脚不 
こ潢出 こいえる 。《左) 

写真 下延 若の 宗庵 e 故 市 
川 荒太郎 の— 山中。 この 
ょうな 捕物は 默 阿弥の 原作 
にはな く、 この 時 加えられ 
た 場で ある 延 若の 役 か 初 
演の 傍役 ど 違つ て 主役な の 
で、 引立てる 為の 改作で あ 
ろう。 この i は 大した 役 
ではない らしい が、 元来 原 
作では、 1 の 信義の 題で 
五世 菊 五郎 か 勸めた 主役の 
一つた つた 


はじめて！ S -Y- 木と して 刊行され た 作品 だ 
が、 适$として世 1: 出たといぅところ 
に矢張り時代の流れが靼取されて興味が 
ある 

人物で面-::いのは零济した士族六浦疋 
三郎といぅ ^ であろぅ"北 |1 な、がら |: 父の 
九として自分をその子に討たせょぅとす 
るところ (: 、旧時代の人間像が見事 !: 描 
かれて おり、 また 一方 杉 田 疣なる 人物は、 
いまは祈政府の巡杏となつて、新しい時 
代の靳職業についており、こぅした時世 
に仇討などは古い考ぇだといぅ思想を持 
つているところ (: も ニ尺の人物の对州 
、が あり' ^ 時の 人間の 縮図と も 考ぇられ 
る' 

この 作は 俳 俊 六 名から投書を仰ぃだと 
いう 形式を とつて rr) 輪 幸 (菊 五郎) !: v,i 
てた"巡杏の保護" 12) . 0 仙(宗十郎) !: 


宛てた，，七族の ?1 |,1- い" 3' 1'^(仲蔵. 

!; 宛てた" 按摩の h 浪 "(急 升 l Ai M 次- 
(: 宛てた*天佝の生酔"@>杜 ^ (半四郎 
に宛てた^趴妓の貞節ニ^^洲ー ^ 十郎) 
(: 宛てた"楠公の -^ 計>といつた六駔を、 
三题噺の ^ 法に脫つて、 一つ !: 結びつけ 
たもので、上演ょりも：物としての".が 
迎ぇられたのは、や、趣 |.,.] !: |1 けた- ';.' で 
も あ ろ ぅ 力 この gul 力 _,ま、て (/1 ^1,: >| ぁ 
神を 令 然. 沒したことは十分 ;}: = (: 他する 
これ !: 登場す る C 浪は 偽肓 人の * ^ で、 
小林遠描くといつた風な上針三枚橋の 
間の夜 (: 、ァ代与七を手拭で芮を締め、 
七十5:といぅ大金の財布を # つて . (: つ 
たり芡つた .'.- .;^が"竹 |: 哼 |±' れたネ町の、 
^ 張 ^! といぅ米 ^ -から ^ 治をり舞,て 
«- りしな、姐痛を |1: /1 だその時 1: 、姐へ 
吏つた丁拭を、そつと袂へ入れてきたが、 


前 I 上より J :f x ''3> 4、、5 「天衣 紛 上野 初花」 
1の河内山の件、松江出 9 守邸奥殺の場寿 
海の出 £ 守、故莛幵の宮崎数馬、訥升の應元 
浪路 奪に背いて餛かぬ浪路を出蜇守か手打 
にしよぅと する のを 近習 数 馬が 諫止す る 所 
写実 化した ぉ篆 狂言の ?1 分の よく 出て 居る 場 
面 だ 

2 玄閭 先の 場 二世 左団 次の 河内 山 C 荒 次郎 
の北村大鱔旨く驗つて帰る所を大膳に見顕 
わされ、ヵラリと 5? けて不貞8る、左団次の 
河内山は、綦 ^ な^55さか団屮郎亡き後の多 
勢の 河内 山 役者 中で も でて 居た'、 

3i 侍の 件、 十五 世 羽 左 衛鬥の 直 侍 ど 荒 次 郎 
のそば屋仁八である。明治以後、默阿弥の世 
513物は、；韋致かドキツさを消し、 « 細£なつ 
たか、 この 作は 枯淡に 失せず、® 密て詩 情に 
1 んで居る  この「そば 1 」はスケッチ的な 
短い壜面乍らも、ほのかな色 51 ど淋しさを 1 
わせた 名壜 1C して 有名で ある 又、 故 羽 左 
« 門の I 侍は 全く 画 中の 人 どい ぅべき たつた 
4 + 五世 羽左衛 門の 直 侍、 松 助 (伊三郎) の 
丈*  そば屋か1つて垠外になる>0、詩情は 
:史に色 ;1 くなる 追われる 身で 病の 情婦を 訪 
れる 1侍、降りしきる5、その文使の按摩、 


生 世話 もの 有数の 情話 的 名場面で 
ある。 

S 象の 場 羽左衛 門の 直 侍に 先代 
梅 幸の 三千歲 、これに 先代 延寿 太 
夫が 加わつ て、 大正 昭和 かけての 
名物的な舞台だった。情炎に1れ 
る 様な 情夫 情婦の 愛怨か 調子 高く 
奏でられる 魅力、 それは この  い 
ど '、 思 ひの 増 鏡」 の 件で 最高潮に 
に 達する 

写真 上 昭和 廿二年 六月の 三越 
劇場 所演 、中 村 芝 Sr 、 現 六 世 ^ 右 
衛門の=|千 * ど海老蔵の直次郎、 

芝 翫の 細い 澦か いかにも 男を 恋ぅ 
て面瘦せのした感しをみせる 
写真下「直侍」弨和十八年の五 
月 歌舞伎 座'  入 谷 田圃 そばやの 場、 
故羽左衛門の直次郎、冷た、、雪の 
道を 步 いてきて、 そばやに た ^ り 
藩く こ、 お ® した 徳利の ロの さき 
の 方を 右手の ニ不の 指で つまんで 
つぐ 姿に、！ |ヨ の 夜 吏け' かしみ じみ 
>0咸心 じられ る 


璃で、伦 .-11 から蚧かしりをして腰を端折 
つた， Hv f.r が 傘を さして 雪道を 歩い て情岵 
(: 逢い !: くる情 ^ の巧さは、 ;|: バ世話扞 
: >-, 中で も： g 指の 傑作と 許せる であろぅ 
玄関先きの河内山.が玷現わし !: あつて 
?您 (: 強'?は莕 !: もと、 111: の普 1: もいぅ 
;111 り"といぅ胸の透く 1 々しい唤.1'もこ 
の作を\ /4 のある 51:. :;:::: (: している 
^:浪とはいつても河内山といぅん物の 
惡事は いは' >知能犯で、所 ,'!« |||'] 市井 (: ごろ 
ごろしている-01浪とは段'が途ぅからこそ 
悪人の嫌いだつた九世.団十郎がこの役 
に扮した 0 でもぁろぅ 
小 1然河内山は自分のもの /:' と思ってぃ 
た五2-. ^ 五郎が、1と ^ さき (: [^ 十郎 
1: 河内 ||| を取.りれて、むろん /|-: 北ゃ.りな 


かつた が、 しかし 染五郎 はまた ||'1: 侍とい 
ぅいなせな御絮人くずれのん物を釗造し 
たので ある 


写真 右 明; 台 四十 三年 九月の 市 村 
座、 六 世. 菊 五郎の 明 石の 島 蔵、 文 
ハンを くつ ご 持つ た 左手に なん c 力 
の 入つ ている こ 2： よ、 右手の 牛の 持 
ちよう にも 律 気 さを 現わそう £： して 
いるの 力、 分る 


写真 左 烏 居 前、 萊 五郎の 千 太 
と 先 ft 羽 左の 島 蔵、 菊 五郎の 千 太 
の 左腕が り 守を 曲げずに まっすぐ 
島 蔵の 左手に か、 ってい る 線の 強 
さに-; 主 目したい、 そして 二人の 左 
足の 出し 方に も 


默阿弥 は 結局" 悪" の谦美 者では なか 
つた、常 !: ,'悪"は « (: 返るための條件 
として 用意され た： 

ぃっも必ず ^ 果応報、勧善徴.)悪のモラ 
ルを、どすんと|本腹の中 !: おさめてい 
た。 

た •> そのかわり" 悪." の 持つ 美の 姿 だ 
け !: は、どんな場合 (: も狀舞伎の美しい 
衣裳を 着せる ことを 忘れな かつた. 

?悪>を美化し、礼讃した近代益術が 
生れる ,6: へ則の、だが，しかし最も大きな 
作家 だつ たので ある： 


3 


一作で®^ の 総 ざら いを した 感の あるの 
は 見逃せない。 

島 蔵と いう 人物 も， 自分 ♦か 強盜 に 入つ 
た、 め (： 零落した^® 屋に、 人知れず 今 
度は金を恵んではいる'か、自分はれつき 
とした酒屋を営んでいるのだから、千太 
と、 もに 自首 十る までの 間の 改心した-レ 
境な ども 甚だ 利 「し的で割り切れないとこ 
ろが あるし、 H -- K を 改 4' させょう として 
岛居前に格_していて、千太を突き殺そ 
うかと 思う の だが、 悪人ながら も 兄ょ 弟 
ょといつてきたことを思い出して不假に 
なり 段 すのを 止めて しまうな ど'  可成 


り 改心の 状態' か 怪しい し、 また あれ 程度 
反抗した 千 太が ころり つと 改心す るの も 
随 分 心理的 !: 無理 だが、 それは 作者が ^ 
時の软舞伎の観客層に没協した、めだと 
思われる 

たた ^ 蔵* か VI -- ^ !: 改 +?} をすすめる場而 
{: 、招魂社の鳥居へ刖といぅ舞，、 11' 面を取り 
入れた 技巧は 敬服に 価す る。 

西南 ノ役も 済んで、 特 !: その 祭-が 賑わ 
しく 東京の 名物と して 神格化され た 夜更 
けの招魂社を背景に、ニ人の -93 、が掏みへロ 
ぅ景色は'全く明治そのもの、 # 囲 ^1 て 
あろぅ。 


__ w 

島ち どり 


L *v<  ち--*  c つ ？ し _ > . 1, な A . 

岛衞月 J： 浪 


默 阿弥、 六十 六 歳、 作者は 後年〃 賊の 
狂言の^::^ めに 脚色た る ものな れば 主な 
る 役は 賊 にして 後 改心を なす 事に なした 
り、 されば 賊でな くも* かなの お 照まで も 
賊 とせし は、.：！； 浪作 者の 一世一代、 賊を 
主と せし 狂へ I 目 故、 例の 拙き條 立 も、 多年 
1 顧 蒙りし 好 劇 家の 諸 f ょろしく 見 
免し 願 上 候" とこの 作に 対して 断つ てい 
るが、 白浪 作者と いわれた 默 阿弥が、 結 
局* 後 改心を なす 事に なしたり" などと 
みんな？^:にしたことをい、わけしてい 
る モラリストで ある 点、 默 阿弥の 面目 躍 
如た る ものが、 この 一文に 現れて いる、 
また* 好 劇 家の 諸君 方" などと いぅ 表現 
にもい かに も 散 切物ら しい 明治 色' が 感じ 
られ る。 i 九 場。 

初演は 明治 十四 年 (一八 八 一年) 十一 
月の 新 富 座、 その 配役は、 代言人 望月 輝 
(九 世 •団 十郎) 明 石の 島 蔵 (五世. 菊 
五郎) 松 島 千 太、 福 島 屋 清兵衛 (左団 次) 
辨天ぉ 照 (八 世. 半 四郎) 

写真 上 昭和 十六 年 四月、 東京 劇場 所 演の招 
浪の 鳥居 前、 右から 現. 二世 市 川 猿 之 助の 千 
太 こ 寿 海の 島 蔵 

写真 下 「島衝 月 白浪， 一昭 和 十五 年 + 月の 歌 
舞 伎 座所 演 、明 石屋 内の 場、 右から 六 世. 菊 
五郎の千太ど先代羽左の島蔵、羽左衛門の島 
蔵' か 素 堅気な しまもの 1物を1てぃて'肩の 
線に いかにも 粹 なかげ がみえ る。 


□ 

明 石の 島 蔵は 松岛千 太と 共謀して 質 店 
福 島屋へ 強盗に 入つ て 千両を 盜んだ 際、 
主人 清 兵 術の 向 脛へ 一太 刀 浴びせた 因果 
が 報つ て、 おなじ 時 故郷 明 石 村の 岛蔵の 
悴岩 松が 棚から 落ちた 出刃 庖丁で 怪我を 
した ことから 改心し、 いまは 零落し / - 福 
島屋を 訪ねて はせ めても の 罪 ほろぼしと、 
人知れず 金を 患んで いる。 

* 謀 者の 千 太は 奥州路 へ 草鞋を 履い /: 
が、 白 河の 露 宿で 旅 芸者の 辨天お 照と 契 
り、 後 !: お 照* か 東京へ 出て 代：： H 人の ^ 片 
輝の妾になつていることを知つて強_ (: 
いくが *\ 望月* か大 ちのと ころから、 
いまは 洒 1 ：$ を 営んで いる 島 蔵へ 手伝いを 
頼む、 改心した ^ 蔵は 千 太を 九 段の 招魂 
社の ^ 居 前に 待ち合わせて 改心を 迫り、 
結： 5 ■二人は 自首す る ことと なる。 

望：！：： 輝と いぅ 代 1 ;目人なる人物は旧蕺臣 
だつたが、維斬時軍用金をい、立て !: 殺 
人、強盗を働いた男で、本来死刑になる 
ところを 明治の 恩赦で 出獄、 いまは 金 貸 
しを している といつ た 悪人。 その 妾の 辨 
天 お 照は 枕 さがしの 芸者、 ^ 蔵の 経営し 
ている® の 雇人 野 州徳 は* 4K 上りの こ 
そ ';;1: といつた風 (: 、登場する殆ど大半の 
人物が泥棒であるといぅところ (: 、白浪 
作者の 最後の 趣 ^ が ぁつた 

默阿弥 はこの 作品を 書いて 二世 河 竹 新 
七から 河 竹默阿 弥と 改名し、 劇界を 引退 
しょぅと思つたが、当時の劇蟫はとても 
この 名作 者の 引退を 許さず、 尙つ •'、いて 
幾多の 作品を 書いた が、. しかし 浪 作者 
といわれた 默阿弥 'かい ままで 書いて きた 
多くの 白浪 !: なりかわつ て、 いわは この 


iL 本物 (院 如 物) といぅのは、 義太夫 
jh : m —— •儿來ぁゃっり濘塯璃芝居のため 
•J -fe 日き 卸された もの： の 般： S 呼称で 
ある-それは人別して時戊物と此詁物と 
(: 分けられる時代物にはト朝物からお 
.:豕物 (: いたる数仲の |/ 分がぁり、それぞ 
れ その 取扱ぅ r ttt 5 ^ j を 異 (: する ’ iHr ifi 
物はその世推を托！：：日の製作年代の主とし 
て町人の 1-: 活、乃至は実钍会 (: 取ったも 
ので ぁる ^ 通 近 松 門 V: 衛門の rinlm 崎 

「芦屋 道满 大内鑑 r I の 葉、 享保 十九 年 十 
月竹不座初演  ^^は竹田出雲その他 写真 
は® 和 廿七年 六月 大阪歌 S+ 1X 座所 演 '時® の 
*の葉狐目分の正体か顕れそぅになつたの 
て、故 « 信田の 5 に帰らねばならなくなり、 
愛する夫 保 名 £ わ •か 子へ 秘かに 別れを 愔し' 
璜く どころ この « 异 £ に当てた手附きは& 
手 C い、、 指先 だけ 折つ て 甲を 成 可く 平らに 
する  ® の 手た ご 指の 第三 間 0?1 から 祈つ て & - 
に丸呋を持たせるとぃぅのか ^ 束てぁる 


心中」 r 儿鉍 十六 半 五月 大阪 rr 木 座. 5 演) 
を もつ て嚆矢 とする のが 定說 であるへ こ 
の a 言が ： ft 舞 伎に ^ 人され たのは いつで 
あるか ^ ^ としない が、 ^ 保 四芊に a •尸 
中村座で演ぜられたといぅ記緣はある- 
しかし、恐らくそれ以前に上方でも狀舞 
(5 化された ことであろぅ。 しかし、 その 
後 あまり ヒ演 された こと も 無く、 現が で 
はまつ たく 跡を 絶つ てし まつて いる 現 
^. 狀舞 14 で上演されることのある最も占 
いん扣物の世話物(これは生世說物と呼 
ばれず、 眞世活 物と いぅのを 正しい 呼称 
とする)は、近松門を衛門作の「ぶ|:松」 
(7 保 三年 作. 1 r M; — ■の 腺 脚 j (.：R. 水 八 年) 
「fk  心中 」 r lE 德 fL ^ lr. 尺.#  ル， Z .S 保 
h {l- ) 「竹阑屮」(孚保七半~等の-連の 
作品でぁるが、ぃずれも狀舞伎 (; 涔しか 
ぇ.りれたのは近年(明治以後)のこと.てぁ 


S の I 時 % の 葛の 1 、片 岡淳 子の 童 
引れを告げた葛の葉は部屋を出て行くど舞台 
1 る 夫への別れの歌を障子に書いて居るご、 
目を さました 童子に g わられる ので、—々 に 
して窨き、 « き終ぇるご飛去つて了ぅ 

この曲窨きは、 ¥ をロに咬ぇて香いたり、 
下から 上へ 書いて 行つ たり、 裏ぶ きの 字て 香 
いたりするのだかゝ多くの女形は么をちやん 
ご 練習して やつて 見せる の だ 異妖呋 を 見せ 
る 為の | 1| のアクロハットたか、歌舞 15 の卑 
近な ^ 楽 性の 一つで 面白い 九 世' 団十 部ぷ 
これを嫌つて、パッご煙か出るこ字か現ゎれ 
る嘩 ニした* か、 いかにも 彼らし い 

つて、通常後肀の改作にょつて世に知ら 
れ ている ものが 多い。 

ー体 |; 九凇物の内では、時代物と違つ 
て'眞世話物はぁまり狀舞伎劇では馱迎 
さ n なかつたらしく、時代物 6> 软舞伎劇 
の'大特色を形成するに至り、演技的ム 
% の « 幹をなす (: 至つたの !: 反して、旧 
* 時代 (: は殆どかぇり £ .られなかつた樣 
户でぁる。これはーつには、上ぢ劇增を 
-応別 として'  软舞伎 の 主流を なして い 
た 江' 尸狀舞 伎の 诽垛達 が、 上方の 生活を 
描丨/、 « 世話物を上演するのに'技術的 
に困雔を感じたと、も (: 、また兄物 !: も 
なじみの # ぃ 上ぢの ヒ地柄ゃ風俗面が受 
け とられ 雔 かつた、 めで も * ろぅ。 だか 
らん舡でなじみの人物は、他 0 世界へ柃 
しかぇられ、 書替汪 言の ^ 材と して ^ 用 
されて、 本来の 丸木 物の 形では、 その 上演 
'か兒られなくなつていつた。そぅして重 
に はお ^ 久松が南北の「お也のゼ防」に， 
お俊傳 ^ '衛*か治助の「_齡りお始」 !: 、 

お七 .,/ 三 (: 及んでは默阿彌の「3ん ,,|1 =, |」 

に という 程の 变猊を とげる !: 至つ たので 
* つた。 

丸本の眞世話物が软舞伎で流行しなか 
つたもう | つの 原因と して、 文化 文政 度 


以後の肷舞はの ^ 実化の傾以をぁける事 
•か出来ょぅ-'  :11常生活 [: 基いて書かれた 
劇の 內容 と、 その 義太夫 (芝居の 場合 (; 
は チョボ ) を 用いる 樣 式との 間の ずれ 乃 
:生はネ砑が、狀舞忮俳後をして時代物 (: 
おけるはど世話物に打ちこませなかつた 
Q で * ろぅ. ぃきおい、世話物は * 5替 
ぇ •られ 、* |'( 文化し、或いはチョボの使用 
を5^限して最小限度 !: と.>めるといぅ_;;> 
|..) に1かってぃった"-1-; // の額ト郞など 
の系統をひ<九木物 0; :世話狂 3 、例ぇば 
現行の「心中 /< 網岛」の「吣的」とか、 
「忠 .% 脚、 仲 汜來 」の「比职职」とか、 
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妹 背 門松) 「谣 ||| 」 (近頃 河原の 達 引) 
などを 続々 と 採り上げて 所演 した。 これ 
は 一つ !: は 時代 ♦か 明治に なつた ので、 世 
話 物を 樣式 的に 演じても、 さして 銳客の 
眼に 奇異と も 感じな くな つた 事 も あるで 
* ろう。 义 頃義太夫の流行などにつれて、 
義太夫の眞世話物が俗耳になじむょうに 
なつた こと も 一つの 原因であろう。 更 に 
父 仁左衛 門 ♦か 当時の 世話物 語りの 名人 ニ 
世汀木げ太夫ー法善かのネ太夫と呼ばれ 
ている\)と親交*かあつた0で、その入 
から義太夫の秘奥を習得したこともその 
1 [*1 で * つたともいぇょう。またそこ (: 

は、 太夫  一-^ 役者 一匹と いう 身分 上の 差 
異 •か © 辑され た 社会的 变革の 事実 も 忘れ 
られてはなるまい。そして、仁左衛門の 
溫故的な、原作尊重主義的1、即物主義 
的な立場からの、芸術奴の上の名人铽質 
的 ;^ 癖 性 も'  決 I て 無 ^ されて はなら な 
いので * る。 すなは ち これは また、 明治 
期の \ 文愎《的傾 |?.1 に連なる ^ 運のーつ 
のあらゎれでも乃つたのである。 

仁左衛 門の このょうな 運動は、 先 ft 中 
村祺治郎や故実川延若にも影饗を輿ぇた。 
w iri 郎も 亦、 世話物 語りの 名人 it 本 彌太 
夫(木谷の彌太夫)や前記の津太夫に問 
うて、 「 «. 蝶々 曲 輪 日記」 の 「引窓」 を 
值活 した。 この 曲の 風* か ® 治 郎の 生涯の 
芸 格の 基 木に なつて いる 位、 大きな 影響 
を 彼は この 芝居から 受けて いる。 また 「天 
網 島」 や 「心中 宵 庚申」 などの 近 松 物の. 
« 活 も、 同じく 彌 太夫 等の 指 # にょつ て 
成された。 延若 ♦か 「盲 兵 肋」 (極彩色® 
@ } や 「時雨の 炬璉 」などで示した名技 
のかげにも同樣の苦心と傾向と*かひそん 
でいた ので ある" さらに また 彼の 「心中 


重 井筒」 の 德兵衛 の 如き も、 河內 家の 重 
井筒の 紋所に 由緒 深い 狂言の 復活 上演で 
あつた 譯で 、その 人形ぶ りの 扮裝と 技巧 
とは、今もなお語り草になつている程で 
ある。 このように して 近 松 物の 「善 門松」 
「生 玉 心中」 「女 殺： i 此鼠」 「心中 萬 年 
草」 など も 復活し、 义 「酒屋」 「白木屋 」 
「帶 屋」 「壺坂」などの義太夫名曲も手 
がけら れ るよう になつ て 来た。 これらは 
勿論 旧幕 時代に も 行われて いた* か、 盛ん 
|: 上演されるよラ (: なつたのは、やはり 
明治 以後の ことになる。 

以上*か今日の软舞伎劇 (: おけ5丸本物 
系世話物の位置の大要である *- 、いま| 

つ -?- えて おかねば ならない のは、 九 ^ 物 
に おける 時代 世話物と 世話 時代物 i であ 
る。 時代 世話物と いうのは、 眞 世話物の 
ーつの特徵のある場合を指すに他ならな 
い*か、要する (: 時代*か、つた世話物の意 
味であって、 例ぇば 「 « 蝶々 曲铪 日記」 

の 「引窓」 とか、 「傾城 阿波の 鳴門」 の 
「十 郎兵衛 住家」 とかは、 このような 傾 
向があるものと ^- えられる。世話時代物 
は、 +: 来は時代物なのだが、その場.血が 
非常に世話が、った樣相を示すもので、 

敵 討 物 やお 家 物 !: は 特に 多い •か、 又 純 時 
代物にも必ずそのような場面が含まれて 

写眞 I 野 埼 村 I 福助の お 光'  蓑 助の 久 作。 

この件は菜五部のお光が新解釈で問題を提 
出した のが 有名で ある。 つまり、 原作では、 

お 光は 飽く is 自分を 抑えき つて 悟りす ました 
尼で あり'  寧ろ 落胆した 久 作を 慰める (この 
写真は その 行き方- 処' か、 菊 五郎のは'  二人 
の K ご 駕籩. か 見えなくなる £、 張 詰めた 気 も 
弛んで、 娘心の 自然に 帰り、 ドッ卜 こみ上げ 
て 来る 悲しみに 崩 折れよう >〇 する のを 久作' か 
慰める ご いつた 解釈な のた •か、 この 作は この 
時代から いえば 少 々 § 問の ある 行き方 だつ た。 


いるのを 常と す 4。 例えば 「|^千本1」 
の 「鲊屋 J 、 「妹免"山埽女截斯」の「杉 
酒屋」 など、 著しい 一例であろう。 「梦 
賀越 道中 rM ハ」 の 「沼 津 J や 「岡 崎」、 
「碁 太平 記 in 石噺 j の 「白 石 村」 や 「新 
吾 原 揚屋」 などは 前者の 一例で ある。 又 
「董屋 道谳ガ 內 SS 」 の 「霉 の！^ 卵れ」、 
「卅三 間 堂 棟 由来」 の 「お 柳 子 別れ」 な 
ども 世話 時代物で あり、 このような 例は 
数多く、 時としては 世話物、 殊に 時代 世 
話 物との 区別が 一見 困難な ような 場合す 
ら ある。 このような もの、 ある 一部、 例 
ぇ ば 前記の 例の 中、 「撒！ &J や 「柳」 は、 
もはゃほとんど九本物の世話物と常識的 
には 芩 えられよ うし、 また そのよう に 扱 
つても 大して 不都合は 認められない のか 


も 知れない。 さらに 「葛の 葉」 の 保 名の 
和 ごとぶ りな ども、 今日の 觀 客には 世話 
物と して 映る よぅで ある。 そのよぅな 寅 
技 ♦か 正しい か 否かは 別と して、 今日の‘ 歌 
舞 伎では その 如く 演じられ てい  ると いう 
事実は 1 IS 鉢 記せら るべき であろぅ。 

最後に もぅ 一つ 言及すべき は、 丸本 物 
から 轉化 した 淨瑠璃 物で ある。 これは 江 
戸の K 客の 嗜好 !: あぅよぅ に、 義太夫 物 
を富本、常磐 ';# 、清元など |: 書き直した 
もので、 「夕霧」 (& 乂章) 「櫞收」 (锨 
ロ怦) 「沼 ^ 」 (伊 !| 越)等*かある。 

それは牧舞伎が如何にして他の異分子 
的要 # を消化し、同化していつたかを示 
す 例証で ある。 


又 「&帑：浪花瑤」の「泥場」(この場の 
如きはチョボを全然省略するのが ;1 '尸歌 
舞 伎の 演出の 場合の 通例と なつて いる) 
の 演出の 如き' かその 例で * つて、 これは 
仞代実 ||[ 延矜と中村宗十郞と (: 傳わり、 
01 1: も 代 中 衬犋治郞と故実 ||| 延若と (; ょ 
つて受けつ'かれて今日 1; 及んでいるとこ 
ろの、 -^だ和事 5.£ 言の中樞をなすもので 
ある： 乂この 傾，！： が、 上方 育ちの 俳優 市 
川 小団， -\ を通じて默阿彌の作劇術 (: 釤響 
を及ぼし'默阿彌物のチョボをつかぅ芝 
店と なり'  また： 1|: 卢生世話汪言の冉樣式 
化の 傾， M を 形作る 遠因と もな つてい ると 
そえられる。 

このょぅ (: して、九如物中の眞世話物 
は割合い妝舞忮劇に純れな衫でとり人れ 
られる ことが 少な かつた ようで ある 近 
松 門 左 衛門や 紀海 音な どの 義太夫節 中の 


古典 物は 別と して、 中興 (太夫で いぇば、 
ニ世.政太夫、仞代此太夫、仞代岛太夫 
等、 作 苕では出玄、，：.小_、忪洛等1以後 
の 世話物の 名作と いぇば 「从 蝶々 曲ぬ H 
記」 を ^ 頭と して、 「釔祭 ^ 佗壏」 「極 
K 色 ■釦」 「炤^ i 私 船」 

畆盤」 「ゼ设樣妹かル&」「吣版妝保文」 
心中 W 屋治迟 1ST 」 「恋 飛脚 大和 往來」 
「艷 姿 女！ I 衣」 「廓 义读 j 「傾城 阿 此の 
鳴門」 「近.， m 冲阽の 連！ 引 j 「椒卟速埋#ー 
「nil 八 土」 rvwM #c.; i- J 「明  A 六 
化 曙」 「 & 連理の松 k 関取 千. HJ  r 卷 
板. 遂驗纪 」 な ど' か K 要な もので あつて、 
これらは 乂近年 、驮舞 伎 劇 !; 於て しばし 
ば、 又は時々'繰り返して上演される眞 
世話物の レ ハ— トリー の ほとんど 總て V' 
ある。 

これらの名作は'氐らくほとんどすべ 


写真 上 お 里 中 村 成太郎 、沢 市嵐 吉三 
郎 、観世音 1 鯉 昇 

前後して 崖から 投身した 夫婦は 谷底で 気を 
失つ て 居る こ、 11 世 音 か 現われて、 二人を 甦らせ、 
おまけに 沢 市の 目 も 開く  二人は その 御利益 
に 感^-*、 大いに 狂喜す る この 成」 謝 ご 狂喜を 
連弹 きの 賑やかな 義太夫の 節 調に 乗つ て 半ば 
蹣る様に愛嬌タップリに演しる件.か、この乏居 
の詰らなさから先ずはホッこ $? われる所てあろ 
ぅこの 写真の 人達は 大阪て も 二流 所た か'  大 
体 この 芝居は 小 2 居 か 中 芝居 句き なのた 
S I.T  - 1圾1 験 記- 明 - 廿年 二月 -K 
阪彦六 座 初演 作者は 豊ボ S 平の 妻 千 S 女異 
説 ぁり 写真は " 和 十九 年 六月 大阪 中座 所 演、 
片岡我 当 現 仁左衛 門 の 沢 市、 富 十郎の お 
里 

西国三十三番の礼所の第六番大和壷圾寺観 
世 音の 1 験 記'  人形劇で 好評を 得て'  翌廿一 
年に 直ぐ 歌舞伎 化された か、 内容 も 組立ても 
- 之 居と しては 面白くない  義太夫 か 名人 団平 
の節附 でょ く 出来て 居る 為の 人気から 行われ 
る 迄で'  また 明 - 出来の ものら しい 小乗的 合 
理 趣味の 出て 居る 点か 史的に 稍 5 興味を ょふ 
たけの作た  写真下 

て、書卸しの時代 1; 歌舞伎 (: とり入れら 
n 、 - 叟は ヒ演さ れた 1: 違いは ない： 例 
ぇ ば 「从 蝶々」 11 寬延ニ 年 七月 竹 ^ 座で 
" 演されると、すぐ翌：！1:の八：11: 1: は“ !,'- 都 
布袋 座で 中山糾 九 郎等が 上演して いるし 
「極 ^ 色賬扇」は宝曆十年 (: 書かれ、同 
十ニ " ;,: "で软舞伎の仞演を恃たれてい 
る。 然し '^ じく " 9ょく上演される |提 
谷」 の 芝居 (桜 鍔 恨 ^ 鞘) の 如きは、 む 
しろ 歌舞伎の 方では 「 - もろとも 恨 ^ 鞘」 
の方のみ 4; 上演され(これは故延若にま 
で敁んでいる)るが、或いは江'尸へ人つ 
ては お 妻べ 郎 兵 衛の書 直し tt 言と しての 
み 上場され るの' が 常で ぁつて、 丸 ^ 物と 
して取りヒげられるょぅ 1: なったのは、 
ょぅゃく先々代(十ー代目) 1: 左衛門(現 
仁左衛門の義父 1; 当る名人仁左衛門)，の 
頃からで あつて、 その後 六 世 •菊 五郎 や 


'■■ “ ^ n^iD ^ ^ ^ ' ^ u ^ ^ ^ Ltc 

こ 0 一 提 ^ ーの ガ 、が 「， もろと L 一 ょり 
-败： s な 代 ム 51;- - - て あるょぅ な樣扣 を-. 小 
すょぅになつた 

この 1 ^ 衛 門は札私物の此坫汗へ：-::を狀 
舞忮の世界へ洱びとり入れた功労汽でカ 
った それまで どぅにか ,151 ^ て 狀舞佼 1: 
，こり h げら n ていたのは 「 ， wl 版 ™11 ^ 文 
の ?1'- 崎忖 とか、 「. ^ " 'u /fc ^ ;い：；％ 内 
の 4 と 力 {' を 1,1' つ て ^ える— 1 てし 力な 
かつた の. たが、 f v: 衛 n は 「羚 ^ 」を仞 
め-こして、 「だ 文-パ ^ ; f 紙 r fL 'v : 肉 lfli 
襤 ニー ,1,' ^' 」俗 1; 「 "- 1£ ^ ° 人作ニ；校伐 
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姿 女 舞 衣 


安永 r 几 年 十二：：：： 以竹咮初演：作者は仃 
本三郎 兵 衛 、豊 竹応栉 、八 民 平 七、 
三勝半七の心中扦：：：一::も九本物には数揷 
ある' か、 現 ？:/ - のものはこの作だけでぁる-' 
_ は 上中下の 三 冊で、 入 形で も肷舞 伎 


ても行われて居るのは、下の卷の洒 ^ の 
段 だけ だ： 

洒 &| :は狂：；吕全体*か三勝半七の通称で有 
名だけれど、寧ろ半七の女房お_の殆ん 
ど 独 舞台 ともいぅべき 場面で ある 

夫に 宵 みられず 処女の 儘で 居る 苦 妻の 
貞淑と、これに深い：^の淚を注ぐ 5' 姑 
と実父の愛、この可憐な ?,: 妻と不孝息 -/- 
半七とを ^ んでの双方の親冏志の義理と 
骨 といつ たものを 扱つ た 場面 だ' が、 
それらは 人情本 風な 情趣' か 濃く、 しかも、 
これを狀舞伎化したものは、说作が安.水 
年度で； 中期の 作で あるに も 拘わ 1?. す、 
少く とも 天 保 年度 以後の 末期的な、 fe わ、 


-浯璧岽吉三 ^ の半兵衛'団之助の女房 
おさょ、 吉右衝 門の 宗 岸'  故 梅 王の お 圍 
お園の強つての望みに、|度は連れ帰つた 
父 宗岸か 舌 ひ 娘の 婚家に 連れて行 つた 所 
梅 玉の お 園は 大阪の 若 女房には ビッ タリの 
味なり、 淋しみ の ある 日 n li しや かな 持 味は ^ 
好の 役た か、 一方'  上方 的な n ッ テリした 呋 
半 元服 ごいつて、 眉も附 け、 齒も 染めぬ 若 妻 
の 役には 老けす きた 所 も あつた 

弨和廿 六 年 四月 大阪 歌舞伎厓所演半七(項： 
治 郎 _' ||塍 8| 助 

1 台 1 つて茜屋外の場になり、三 1 は娘お 
通、 半 七は I 家の人 達に ' たに 行く 身の 他所 乍 
ら 別れを 愔 もぅこ 立 寄り、 不幸の 身を赛 く 所 
この 半 七は 多く お圉 S 者， か 早替 りで 動め る 
'か 3 治部もお蜜を寿 1 芸ごして今早替りで 
半十ごなつて登場した所なのてある  三 勝は 
この場はほんの|亇出るたけだ'か'真女形の遊 
女役のニユアンスを色濃く出せる好役である 


めて コン ヴェン シヨ ナルな 人情本 的な 感 

じ *> 濃 |7 てぁる。浮世检でいぇば &] 貞以 
後の ドギ つい 色を ベタ ベタと 並べた 悪い 
意味での 卑近な 色彩 感で ぁる： 妒 事 ^, 的 
(; は 一寸 面^ !1いともいえるけれどまとも 
にいえば、 決して 上作とは いい 難い 广 - 
だが、この作は義太夫としては誰にも 
親しめる美しい節付け*かぁるので、中々 
の人 ^ 狂言 (: なってぉり、今でも文楽の 
東上 興行の 何回 かの 演目 !: は 必ず 一回は 
これ* か 出て 客を 喚び、 人形芝居では 誘い 
水と もい いたい 卑近な 人 ^ 狂言な の だ。 
ii 女 妻な ど、 今の 時世では 特殊な 異例 以 
外には 考えられ もしない 事'； r か、 この 時 
代から 明治に かけて は少 くない 事実 だつ 


9 


安永儿 {1-- 九；^仃 -4< 吨切演近松 '|'; ニ作 

お * 久松の 心中を 扱つ た 作は 九氺 物で 
も数稀ぁる、が'ー番打名で；れているの 
はこの作てぁる % 段 上 中 卜の :: 册て 
中の迮の |)- 崎村だけ盛ん (: 上演される 

作者の^-ニは 枝-巧 派と して 聞ぇ、 狀舞 
lie 作 荇中で の枋巧 派： S±= 默 H 弥 はこの 半 
ニを & もニ 71< と _ 一て いると.^ 称 __ > て-いる 
程でぁるで、この野崎村も彼の枯-巧沢 
山な 特徴が 大いに 発揮され ている が、 そ 
の 中で も、 故 小山 内 #: r が 説ぃた 如く、 半 
ニ得意の並傅法の手法が殊にズバ抜けて 
いる 都会の大町人の娘お染と ||| 舒の朴 
訥な娘お忙との対比、家の内と外との芝 
居、最後の船と銳竜との引込み等、适に 
夠爛 ともい いたい 名 ^ 巧て ある。 

特 (: 最後の 銳葡と 舟との 引 込みは、 fi; 
崎村とぃぇはー番先に頭に浮かんで来る 
程 の X 技巧で、 人形芝居て は、 舞台 奥を 
欺 竜、 へ 則 面を 舟と 並列して 進行させる* か 
歌舞はでは本花道を舟、仮花道を駕竜と 
いつた風 (: 、空間的 (: グッと拉げられる 
ので， 相当な 大技 巧と なる し、 更 (: 、歌 
舞 伎 や義太 大を知らない人達にも馴染深 
い メロ デイー と 迄な つて 居る 例の 連弾の 
節 調* か朗 々と 響き渡る のて、 中々 の 見 も 
のとなる。 野 崎 衬の 内容は 丸本 世話物 全 
部を 引ッ 括め て、 まず 中級 程度の、 小ぢ 


んまりとした情話狂：：：1という迄の作だ'が、 
この節調と共にむわれる舟と銳菴の道行 
'か'  舞 ム C1 をグ .ッと 盛 上げて、 大きい 演劇 
的な エモ ー シヨ ンを _し出す為 1: 、芝居 
全体の 恪調 、が パ ッと 高まつ て 来る、 まさ 
に 画 龍 点 清 以上の 効果で ある' 

お染の 富有な 都会 娘ら しい 華やかな 美 
しさと’お光の田分娘らしい朴訥可憐さ 
との5"比も、今ては別 (: 珍らしくもない 
書き方だが’+::劇には’ありそうで居て 
节外ないのもこの作の人 ^ 汗 ^ である理 
由の 一つであろう 

お光の父久作の田舍の老爺の奵実善良 
さも、 M 十 # の 田 4 ；； 家の 情趣 も、 この 芝居 
に シット リ とした 情操を 漂わせて 興 深い。 

写真 上 「野 崎 村」  お 染芦燕 、お 光 
福助-現 歌 右衛門- 久作 I 助、 久松 B 
之 助 > 現 富十郎 -、お染の毋中村福太郎 
お染 £ 久 fe, か 死の 決心を した 事を 知り、 お 
光は 自分を 锒性 にして 尼 £ なる、 その 悲しみ 
を 察して 父久作 共々 涙に くれ、  四 人の 涙 八 
ツの袖 J ご 嘆き 合う この 一段の クライ マツ ク 
スの 件で ある  ニうした涙のクライマツクス 
を、 一人の 場合は 「大 落し」 £ い う* か、 これ 
は 四 人の 「大 落し j £ もい うべき か 
写真 下 お 光 菊 之 助 現 梅 幸、 久松又 
五郎、 久作 故 菊 五郎、 お 染乏翫 〔現 歌 右 
衛門後家男女 « <現左団次 

堤の 場に 舞台 廻つ て、 改めて 別れの 挨拶が 
あり、 お染久 松は ixj 船で 別々 に 帰る 今 
お 光' か 内心の 淋し さを 抑えて 別れの 挨拶を 述 
ベる 所 -、 らは 足を 早く 邏ん で、 ノリ 地の 
白 こいつて、 玆に 就いて 半ば 謡う 様な 白 廻し 
'か 多い' か、 中々 餘 情の ある 演出 法で ある 
写真 左 「酒屋」  中 村 富 十 郎のお 園 
父宗 岸、 舅姑が 奥へ 入り、 後一 人 残つ て' 
夫 半 七を 馕 つて 身の 薄倖を 嘆く、 有名な 【今 
頃は 半 七さん」 の 例の サハリ になる 寸前。 

この 役は 立 女形 e も なれば 一度は 必ず 演じ 
て 見たい 野心の 起きる 役ら しいが、 それ C 1' 
うのも、この独り 8 台で'心ゆく迄もノウノ 
ウ e 手一杯な 芝居' か出来る からな のであろう 
塞 十郎は 西の 立 女形 だから'  当然すべき 
役 だつ たであろう 


写真 上 「堀川」  富 + 郎のお 

後 兄の 与 次郎の 淋しく 華やかな 祝裼 
の --曲に 送られて 心中に 行く 為に 門 
ロに 出た お 俊、 佔， の 下に 立つ た 道 
行の 伊達 小袖 姿は、 これ も i 林し くも 
華やかた 

ニの 写真に 見られる 衣装の 紋は比 
翼紋 £： いつて、 心中の 道行 物には 必 
す 使う ので、 それには その 女 夫役 者 
ニ 入の 紋を 重ねて 染める ので ある 
この場合は、 富 十郎の 撫子 C、 伝 兵 
衛 役者 腊次郎 のイの 字を 九く 四つ 配 
茜した 紋て ある 愛すべき 則*？! 仔の 
未"} 束 ともいうべき 力' 


写真 下 「堀川 _；、 故 H -—  世片岡 
仁左衛 門の 猿 廻し 与 次郎仁 左衛門 
の ニの 役は 当り 芸 の-っ c して 有名 
たった 奇礙の ある 芸風た ったの て、 
多少 無駄な 所の ある 変 写実 も渌 って 
純粋 £ はいえ なかっ たか、 九 4、— 世栝 
物の 味は 全く 身に 就いた 人て、 いか 
にも それらし いふくら みのある tt 味 
C 卿^ な 味 ご で 一. 里の 適役だった 
最近 故 菊 五郎が 合理的な 解釈て 肝 判 
たった/ r、 これは 多少 異端 的て あり、 
愚かしく  C もこの 仁 左の 方が 九不世 
括の 本 味に 富む ものた った 


いたわり 合ぅ といぅ 心 温かい 人々 の 集ま 
りで あり その 人々 が报み 合つ て 出来 上 
つた 話 もまた 至つ て 心 温き 物語で ある。 

次ぎ (: 、場所、風俗、情景もょく、京 
都 郊外の'  煙 も 薄い 堀川の 辺り， いか !: 
も 傻げな 中に も、 人の 世の 営みの 哀し さ 
を幻ゎせる与次郎.一家の生©り、猿迥 
しといぅ職業の男の{參 8£ 、更 (: いぇば、 
表には 綺羅を 飾 つても、 内実の 生 立は 大 
低 何れもが 哀しい 遊女の 生家を 写した 点 
など、 なかなか 卓抜で も ある。 

更に'  この 作で 大切な のは 音楽 的な 要 
素で、 一段 全部の 節付け も 傑作 だし、 殊 
に 最後の 猿 廻し の 件の、 速 弾な ど、 悲 K 
な 中に も 華やかな 情© は、 どんなに この 
芝居の 調子を 見事に 高めて 居る か 知れな 
い。 以上、 この 作が 今迄 多くの 義太夫 や 
歌舞伎 フアンに 愛されて 来た 理由で める 


天明 五 年 五月 江戸 肥 前座 初演。 作者は 
為川宗輔、 简川半 ニ、 奈河 七五三 助。 (一 
説 |: は、既に天明ニ^<阪中座で上演さ 
れたが 、出版され なかつ たので、 肥 前座 
での上演を期に上梓されたともいぅ) 
全段は 上中下の 三 段、 この 中、 中の卷 
の-河ぬと堀 ||| と*か頻繁 (; 上演される。殊 
に、 堀川の 段は 九 本 世話物 中では 屈指の 
傑作と いわれよ -r 


堀川の 場の 登場人物は 何れも 善良で、 

ハ . ゥォー ミン グ で、 情味の ある 人 

達 ばかりで ある。* 先づお 俊の 兄猿迥 しの 
与 次 郎 、これは お人好しで 律義者で、 母 
親思い、 妹 思いの、 いか !: も朴納 善良な 
人柄 だし、 お 俊 も、. 客を 欺す 商 ^ の 遊女 
でい 乍ら、 恋人 伝兵衛 に 飽く迄 殉 じょぅ 
といぅ 真心 ある 可憐な 女で、 「人の 落 目を 
見捨 つるを、 郸の恥 辱と する わい なァ」 
とか、 「世話 しられても 恩に 着ぬ」 とか 
いつた 様な 名文 句を 吐く し、 伝兵衛 にし 
て も、 簡単に 人に 欺され る 様な 柄 行の 若 
旦那 だから、 勿論 性 善良 だし、 盲目の 母 
親に しろ、 決して 煩 固な 片輪 者の 僻みな 
ぞ はなく、 誰もが、 自分 一入、 我、 が 身内 
の 者 だ it がょ it n ば それでい いとい Tsar 
擦 乎がなくて'  お 互い !: 相手を それぞれ 
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写真 左 1 帯屋 、富 十 郎のお 半 お 半の 
出で ある 帯屋 の大骚 きな 芝居が すみ、 長 右 
衛門 が一 人 残つ て転满 をして 居る シ ,厂 ン こな 
つた 舞台、 そこへ シン ミリ どした 床の 義太夫 
の 出の 語り ガ •あつて、 先ず、 ボック リの バタ 
バタ e いう 音を 聞かせて 幼い お 半 力、 暖簾から 
澦 をの そけ一 旦 姿を消してから 再び 顔を のぞ 
けて 出て 来る 中々 効果的な 引 立つ 演出で あ 
る * 十郎 のこの 衣 裘は枚 様が 大振りす きて 
損た 普通 もつ t: 多 0 て 華やかな 衣裳て ある 


写 輿 右 1 帯屋 .の 長 右衛門 九 本 世話 
物の 和 事の 辛抱 役の 好 見 t 和 かくて、 感情は 
じつ こ 腹に 棱 めて' 発散を 避ける2 : いう' 地味 
で ハフ こしない 様で いて 風情を 見せねば なら 
ぬ、 尺 そ 至難な 役た しかも この 長 右衛門は 四 
十 男 ど いう渋 味 も 要る ので、 若い 人には 味の 出 
せな い役 であり、 古来、 老若の 役は 役者の 老若 
に 拘わらす •，寅 じられ て 居る 歌舞 イ^ 道て、 四十 歲 
以下の 役者は.; 寅 じない の 力， 不文律 こなつ て 居 
る 程で ある 以てい かに 至難な 役 かが 分る 答 だ 


安永 五 年 十 片北堀 江 座 初演 •'作者は 管 
専肋- 


4^は上下ニ册、現今専らむわれるの 
は'下の卷六角堂と帯顏である"なおこ 
の外、桂川の道行が歌舞伎の方では行わ 
れるが、これは5§作 (: はなく、江戸の豊 
後三流 (: 各々ある曲を取入れたものたと 

ぃう。 

六角堂は 所謂 端 場で、 帯屋の 筋を 通す 
為に冤くザッと演じられるだけのものだ 
から、中心は何といつても帯閤である： 

四十 男と 十 の 恋愛と いう 主題' が、 
この帯鞀では最も有名だ*か、今のァブレ 
的 風潮て は 珍ら — 一くない としても 昔た 
つて、 存外な さそう で 居て ありがちの 事 
だつたと思われるけれども、それを芝居 
で 形の 上で 見せられ、 ば、 矢 ッ張珍 奇な 
異常 恋愛の 形態と して、 一応 好奇 的な 眼 
で迎ぇられもし、受けもした事であろう 
し、それが、情話狂言の新趣向 (: 、あ、 

で f ないこうても ない と 苦労して いた 作 
者の 思う ッボだ つたので も あろう。 

お 半長 右衛門の 主人公 以外には 、例に 
依つ て 貞淑な 女房'  浮世の 繁雑が 傾 わし 
くな つて 隐 居して 居る 長 右衛門の 養父 繁 
斎、 型通りの 継子い びりの 下女 上りの 継 
母 おとせ 等の 描み 合う 浮世の 義理 ゃ楗れ 
等が劇の要素になつている。が、このス 
トー？ ィや ■-?• 世話 的な 情趣は、 これ も異 
常と 逆. しかも 明治 大 迄は'  都会 
の 市井には 存外 多く 見られた 事で'  こ. の 
作は酒留などと違つて相当緻密 !: 、なさ 
そうである事を、ある様に描いて居る" 11 
級の 下級 程度には 出来て 居る 作で ある。 

歌舞伎では、 お 半と 鼻ツ たらし 小僧の 
下句張った丁稚の長吉をー人ニ役で行き、 
極端な 対照的な 役を 仕分ける 事 •か 多い。 


役者の 腕を 兄せ る 意味 も ある !)；' 、 寧 ^ ス 
ぺク タルと しての 理由の 方が 多い の だろ 
ぅ。尤も、お絹と ' お半を兼ねる場合も 
ある' が、 この 方は 餘り 効果的で ない お 
半の 幼い 娘 振を' ゥ ュテランの女形が抆巧 
的 |: 見せる事、長右衛門の、四十男の恋 
愛を、 渋い 中 !: も 仄かに 色気を 湛 ぇて 演 
じる#^ 役の 和 事の 味の 難 かし さ、 など 
親 賞す る 事が この 芝居での 中心であろぅ" 
-.堀川.」  お俊芝翫-現歌右衛門-伝兵衛 
腹 治 郎 、与 次郎 猿 之 助 
、じ 中に 行く 妹 お 俊 >0 伝兵衛 ぇの 別れに 与 次 
邹か猿迴しの唄て夫婦固めの盃をさせる件 
S 台 一杯に 華やかな 淋し さ ごもい ぅべき 高調 
的 >6 情 建， か 漂う VJ ころて ある 

猿 之 助の 与次郎 は、 大体 在来の 歌舞伎 的い 
ろけに富んた愚かしさを<^ごし、それに近 
頃 の 合理性を 加味した 行き方' た， か 


C 
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たろぅ し、 また、 この 境遇 ^ 考えず、 若 
妻の 閨 fe 詩と して 見れば、®® の 舞台 情 
調は'今の苦い観客にも美しい見ものと 
L て 結構 楽しめる 苦で ある。 更に 深入り 
すれは、 前述の _頟 廃 時代の 猥雑な 浮 
1 的 ハ^-近 英 への ディ レツ タント 的な 
観賞 も 可能 だし、 また、 年配の 観客には、 
可憐な苦窭と放茁息子を馨く親々の人 
情 本 風な 情趣 も 無理な く受 入れられて い 
る 様'; T 


....  先代 羽 左* 門の 熏手組 肋 六. 烏* 新 左衝鬥 のために 層阖 4 ■割られながら、 紀 文の* 見の 

_ 手 前、 無:*: 4 •こらえて いる 所‘ いわ ゆ*% 「辛抱. の 役 杓のう まかつ た 羽 友* 門の/得意の 
表情、 彼の W のた て じ わが 実に 効臬 W であ* t こういうう％ おいの ある 目 も 今は なくなつ 
+ .. か て 了つ た. （ 右、 先代 仁左衢 門の 播辛 
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「揚 や」  時 蒇の當 城 野、 吉 右衛門の 想 六、 勘 三 郎の信 夫 

時 蒇の富 城 野は 故 梅 幸の 型を 学んで、 動くべき 所は キチ ン t 動く 
正道 的な 行き方、 その 押出し も 当代では 先ず 第一 e いわれよう 吉 
右衛門の 想 六の 寅錄 、白の 名 W 子が 今 並 ふ ものの ない のは 勿論、 勘 
= 部の 懼夫も 器用に こなし、 往 々行われる 田 金 娘の 写実 e いつた 見 
当 違いの ない のは 流石で、 また、 この = 人が 本当の 兄弟で あるのは、 
鋒 台を 輯 しみ c 懷 かし 味の ある ものにして 靨る 
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安永九啤正月江戸薩摩外記 )4\ 初演。作 
者は 紀上太 郎 、容揚 黛、 鳥 K ^ T 馬。 全段 
十一 段、 梅：® の 段は 七 段 目で、 馬 馬の 作 
だとい われて 居る。 

江戸出来の丸本は数少く、その中では 


「揭*」、明和+年六月瞅#伎_演。故五 
世 歌 右衛門の 宮城 野。 児太郎 (現搢 助 一の 禿。 

歌 右衛門の 富 城 野は 吉 I 五 丁 釘 第 I の 全盛 
の* yw、 い* かえる C、 当時の 公共 的な 社交 
界の グランド •ダ— ムの * 錄十分 であ 4 -C 
この 人は 時代物の 女形、 乃至は 新作の 下げ 
髮 の 烈女 型の •|の邊の役》ビッタリ 
しない£いぅ世閨の*<0:だつたが、 £* ぅして， 
ニの 役 も 中々 よくて '坐つ.；.： 偟動 けない 乍ら 
も、 t 々た* 貢 SB の 中に、 シツ トリ e した 情 
味 溢れ、 殊に 自然に W き 出* <?梯 な 思 入れのう 
まさ £ぃったらなかったのでぁる。 


「加賀 兄 山」 と 平賀源 内 作の 「神 變 n 
渡」 とこの 作と ♦か 有名 だ。 

焉 馬は 戯作者と して 聞え て 居る し、 紀 
上 太郎は 越後 2 g (今の 11 井家) の i だ 
し， 江戸の 丸本は 大体 通人 連の 道楽； S か 
ら _ された ものが 多い 様 だ* か， この 掃 
屋にもその铽分が相当色濃4い見られ 
*0〇 

第 r 遊女 宫， 城 野の 抱 黒屋惣 六は、 
遊女 1| の亭$らも、頼もしい # つぽさ 
が あり、 しかも 粋で 通で 訳知りな 点な ど、 
いかにも 通人 連 ♦か 喜びそう な 人物 だし、 

信 夫の 東 $ を 、わざぐ 人を ^ つて 調 
ベ させた などと いう ディ レツ タン ティ ズ 
ムも その； s 分* か^ a- r ある。 

なお、 意地悪く 見れば、 宫城 野と 信 夫 
姉妹の 対照を 見せ、 士最全 盛の グランド 
•ダ— ム宮城 野 も、 元はと いえば， だ *,' 
ア、 * か ア まと 囀つ た 田 4 ® だつ たという 
通人ら しい 嫌がらせ* かないと もい えない 
の も 面白ぃ。 

斯うした 江戸の 通； S 分が、 この 作の 他 
の 丸本 世話物とは ガ ラリと 逵つた 特徴 だ 
♦か、 祁 a 的な 見方から いえば、 揚 闍 では、 
宮城 野の、：^ の 父の 死を 嘆く サワ リ ♦か 
いかにも シツ トリと して、 舞台 的に 「情 


懊を 述べる」 という 感じが シミぐ と 出 
て 居る の* かい、。 写実で 行けば、 恐らく 
姉と 妹は、 行 燈の灯 を かき 立てく、 膝 
と 膝を 突 合は せて シン ミ；^ と 語り合う で 
あろう ^ を， 五 尺 四方 程の _ を、 あつ 
ちへ勳き此方へ觔き、立ったり坐ったり、 
较ム n、 行 燈な どと、 いろく 小道 
具を 使つ て、 そうした 情操を 表現す る。 
丸本 世話物の サワ リと いう もの、 様式 美 


の 魅力で ある" 

都会の 最も 都会 的な 場に 登場した 田舎 
娘とぃぅ {|? 夫の表現もまたこの作のそチ 
丨フの 一つで、 歌舞伎の 型の 一面を 代表 
している。 

更に、 江戸時代の费夫の娘達が、飢饑 
の 為に 江戸で ^ ^ する 社会的な 命 超を 汲 
取る の も、 この 作の 蜆 賞 :: は 必要な 一面 
でぁろぅ。  '編集部 


_ 鈴ヶ 森— の 書き替え'  先代 源 之 助の 女 長兵衞 


衛と 知つ て、 「中国 筋まで 噂の 高い、 あ 
の 長 兵衛殿 とな」 というのに かぶせて、 

長 兵 術 •か、 

「ィャどっこい、その嗶の高い長兵衛 
は、 ずっと 昔の こう 鼻の 高い 幡隨 院長 兵 
衛 、又 近頃では 入 も 知つ た 目玉の 大きい 
長兵衛 、それと 思いな さり や大 \か いだ 一 
というのは、 五世. 幸四郞 と、 九 世 •団 
十郎の 事を いつて いるので、 この 二人の 
先辈と 自分とは 役者の 侪 •か 違う と 謙遜し 
ていう 意味な ので ある。 

幸 四 郎の長 兵 衛 というのは、 文化 六 年 
四月 江戸 市 村 座に 初演され た 鶴屋 南北 作 
「靈驗曾我籬」 (れいけん •そがの かみ 
* かき) の 時で、 權八を 演じた のは、 五世 
.半 四郎だ つた。 それ以来、 馑八 は 半 四 
郎 という 女形の 家の 芸 になつ ている。 


「35 板の 長兵衛 」 
長兵衛 かかく まつ 
ている 小 紫を 手に 
入れる ために、 寺 
西 閑 心 か 来た 長 
兵衛の 子の 長 松' か 
閑 心の 仲間 こ 出 あ 
ぃ、 仲間は 長兵衛 
の 子分に 眉間を わ 
られた XJ いぅの て 
ある 長 兵衛は 閑 
心の； 4 心は 小 紫に 
ある >〇 見ぬ き、 わ 
が 子を坦 板に のせ 
て 出す 閑 心は 長 
兵衛の 侠気に 打た 
れる 右より 先代 
幸 四郢の 閑.^^ K 
伸 幼時の 長 松、 
先代 左団次 の 長 兵 
衛 


近年では 九 世 •団 
十郎 、先代 幸 四郎な 
どが 長兵衛 役者と し 
て 知られ、 f« 八は 五 
世 •菊 五郎、 先代 羽 
左衛 門、 六 世 •菊 五 
郎等が 演じて 来た。 
長 兵 衛^ w にした 「女 
長 兵衛」 といぅ 趣向 
も あり、 これは ^ 婦 
もの、 得意だった 先 
代 源 之 助 •か、 昭和の 
初年に、 河 合武 雄の 
權八で 見せた こと* か 
ある。 

「鈴 ケ森」 の 前半 


通りか、つた || の中から'權八の手際 
を 見届けた 長兵衛 は 「お 若ぇ の、 お 侍ち 
なせぇ」と声をかけ「どぅで泊りは品川 
と、 川端からの 戾 り かご、 通り か* つた 
鈴ヶ 森、 お 若い お 方の お 手の 內、 余り 見 
事と 感心 致し、 思わず 見とれて 居り— し 
た」 とい ラ 0 

揹八は「御 1| の通り某は、勝手存ぜぬ 
r 路へ 、中国 筋ょりは る ばる と、 暮 に 及 
びし 磯 際にて、 一人旅と か 侮つ て、 無礼 
過言の 雲助 ども、 き やつらは 正しく 追 ひ 
落し、 (略) ゆき、 の 人の 為に もと、 や 
t* . ことを 得ず かくの 仕 合せ、 维 もなかず 
ば 打たれまい に、 益ない 殺生いた して 御 
座る」 と、 顔を * らめ る。 

結局長兵衛は、懼八の身柯を引きぅけ 
るといぅ事 |: なる。こ、で、揹八*か長兵 


德 川期の町人階級のあいだに生れた汗 
俠楮神 ♦か 舞台に 移された 場 八 ロ' その 主人 
公 •かつね に 気の い"、 いわゆる 「儲け役」 
として 具象 化された のは、 当然の ことで 
ぁった-- 

驮舞伎俳優の出身が、庶民の英雄「か 
ぶき 者」 だつ たことは、 ヲト n ダ テ、 キ 
ホヒといぅやぅな名称で呼ばれる連衆を、 
彼等* か 好んで 演じる 原因で も あつたと 思 
ラ 0 

荒事の 中に も、 任侠の 気分* かあつた し、 
墓末の白滇狂言に於て刑事上の犯罪が美 
化された の も、 任俠 的な 性格， か'  これを 
救つ ていたので ある" 

派手な 衣裳、 応揚な 動作、 こせこせし 
ない 生活 態度、 俠客の もつ これらの 要素 
は、 実は驮 舞 伎の 特徴と 相 通ず る もので 
あり、 劇中に 俠 客を 登場させる のは、 極 
めて 自然な 移行 だつ たと もい われる ので 
ある。 

なおこ、 にあげた 代表作の 他に、 俠客 
ものと しては、， -X のょぅ な 狂言 ♦か ある。 
忍ぶの惣太(都鳥©白浪) 

腕の さ 三 郎 (玆 江戸 小婉達 引) 

雁金 五 入 男 (恋 衣 雁金 ^ ) 
金看板甚九郎(金看板俠客本店) 

野 晒 悟 助 (醉 菩提 悟道 野 晒 ン 
• 大 保水滸 傅 (巖石 辟 瀑布 勢力) 

國定忠 治 (上 州 織 俠客大 縞) 

それから鳶の者を俠客の一種と見れば、 
加賀鳶 (盲 長屋 梅 加賀鳶 ) 

め 組の 喧嘩 (神明 惠 和合 取組) 
ぉ祭佐七(江戸育於祭佐七) 

等 も 当然、 この 分類に 人る わけで ある。 


俠客 といぇば、 まず 江戸時代を 通じて、 
花 )|| 戸の親分、幡隨院長兵衛は、その第 
一人者であろぅ。 

武家の出で入を殺して叱汫になる所を 
幡隨院 ca 住職の 命 ^: で 町 \に なり、 口人 
業を ム ね板に男をみがぃていた長兵衛は、 
町 奴の 代ム選 1として、旗凇奴と正.血銜 
突、 つぃ ■に 白 M 組の 統領 水 野 十 郎左衛 門 
の屋敎 で、 謀殺され る。 

歌舞伎の舞台に登場する長兵衛として 
は、 まれに 上演され る 「姐 板の 長 兵 衡」 

の 他では、 「鈴 ヶ森の 長 兵 * 」 「湯殿の 
長 兵衛」 の ニつ ♦か 有名で ある。 

鈴 ケ 森 


~ 鈴ケ森 

たしかめ T 


右、梅幸の樓八、左、海老 1 の長兵衛 刀の 
いる 樓 八の 視線が 長 兵 * の 目 £合ぅ 9@ 間 


I ほれを 


白井馑 八と いう 若衆 (美少年) と幡隨 
院長 兵 術 •か 出 あう 場面。 古い 狂言では、 
箱 根の 山中で あうょう な 例 も ある •か、 の 
ちに旧東海道の品 ||| と ||| 崎のあいだ、鈴 
ヶ盘 ( 大森 附近) とい ラ こ t に なつた。 

舞台は、 客席を 浜辺に 見立て" こしら 
へてある。正面に題目塚、あたり一面蔽 
壘という凄慘な場面。 

鄕里因 州で 非道な 叔父を 討って、 お尋 
ね者になへている白井權八は、江戸へゆ 
く 途中 鈴ヶ 森で、 雲 肋に とり 圈 まれ、 ゆ 
すられ 4。 丸に 井の 字の 枚を 見られ、 權 
八は 自分の 素性を 知られた 上は と、 やむ 
f ! 一—  1 — > f 貧 jw. 、 刃つ  r すてら。 
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外題は 「忭 我绣伙 御所 染」 (そが もょ 

ぅ •たてしの ごしょ ぞめ) 

元治..儿年三=:、 }|: ::1市村座初演。作者 
は河竹默阿弥。配役は小闭次の後室百合 
の方と御所 £. 郞*、三十郎の星影土右衛 
門と 五郎* 母 お 杉、 苟次郎 の 皐月、 三津 
五郎の 忘 頁， 逢 州、 家 橘の 時 烏 等" 

この 芝居は、 元禄 驮 « 伎の 名作 「けい 
せい 18 間嵌」の趣向を借0て柳亭种考が 
軎ぃた草 «. 紙「淺間嵌面杉草紙」を、'史 
に 劇化した ものである。 

骨子は、御家狂言の類 ^ 通り、 15 間巴 
之 承と いう 若い 主君の ために、 家来 筋の 


御所 五郎 葳 •か 苦心す る 所を 兄 
せる筋。前半、 ;$ 間家の奥庭 
で、 後.： If の 百合の 方* か、 ぁやめ 
の暌き乱れた池のほとりで、 
爱妾時烏をなぶり殺しにする 
場 [&1 は、蓐末の软舞伎の一つ 
0 特色で ぁつた 1 # め 場」 の 
代 i< 的な ものと いわれて いる- 

小団次 は 関西から 来た 人で 
風采はぁま'り上らない人だつ 
たといぅ* か、 默阿弥 は 彼に 次 
々に役を書き與ぇ，前代の俳 
優の演じた役枘とはまたちが 
つた、 「意 ^ 」 雰囲試 を、 作者 
と俳 9 との合作で、作つて行 
こ ラと した e 

小 団次が 江戸へ 米た 初め !: 
当り * とい. われた 一 ^ 餅 | の 
忍ぶ の ^ 太が それ だし、 この 
御所 i 笼がそ れた 


玉 隹 镦 

1 r 

?尺| 

蔵の の 
老も徒 
海な の 
手 侠 


この 芝居を 通しで 上場す る ことは 稀に 
なつた-主に&の中で御所五1のー行 
と、 M 影 土 i 門の 一行が 出 あう 所、 甲 
留 の 奥座敫 、格子 先 逢 州 殺しの 三 場が 出 
るだけだ*か、樣式美の芝居としての面白 
さは 堪能 出来る" 

五 i は 小团 次から 五世 •菊 五郎、 近 
世で 先® 左衛 門、 六 世 ■菊 五郞 、そう 
して 現在は 海 i の 持ち 役。 小団 次は 皮 
肉な芸風の入だつたから、大詰に尺八を 
吹きな •から 切腹す る 場面で 見物を うなら 
せた という。 しかし、 その後の 人たち は 
槪 して、 見た目の 美しい 五 M を 
置いて いる" 

露 五 馨 という 名前は、 曾 我の 討 入 

の あつたと いう 五月 二十 八日の 喧_で /'.-: ル 
り出したからで、^1^五郞丸(五郎をと 


りお さえた 若；. 武士) の 名前 •か あだ 名に 
なつた もの。 前名は 須 _ 角弥、 淺野 家に 
いた 時 腰元と 恋仲 ' (： なり 家を 放逐され た = 
今 その 恋人は 郎の傾 城 M 月 だ* か、 M 彩 土 
右衛門と いぅ 劍客が 横 1 している" 五 
璧は主人巴之水：のためにニ百闽の金を 
エ面しょぅとしていると -^ 月ゲ金を作 
つた。しかしそれは土右衛門が皐月の身 
柄と 引かえ にした 金な ので、 五 は、 
のどから 手 ♦か 出 4 ほど 欲しい 金 だ* か、 男 
の 意地で 受け取る わけには 行かぬ とい、 
「みそかに月 (: 出4 ^ もやみゲある 
から おぼえて いろ」 

と叫んで、花道を足音高く、去つて9 

C 

その #) と、 皐月を 切ろぅと して、 齡の 
格子 先の 所で 待つ ている と、 土 右衛門 ;: 


は、 權 八と 雲助との タテで 見せる ょうに 
なつて 居り、 その あと、 刀を しらべる た 
めに、 傍へ 来て とまつた 駕の 提灯の 火の 
そばへ 近寄つ た權八 •か、 長 兵 術と 視線を 
合わせ、上手へ赴げょうとする所へ「お 
若ぇ の」 と 声が か* る あたり" きめの 細 
かい演出の手順がエ夫されている。 

灞败の 長兵衡 

外 越は 「極附 格 隨長兵 術」 (きは めつ 
き. ばんず いちょうべ い) 

明治 十四 年 十月 東 木 座に、 河竹默 
阿弥が 書き下した もの。 九 世. 団十郞 の 
長 兵 術は 有数の 当り 役、 今日では 占 右 術 
門の 持ち 役に なつて いる。 

序蓐 は、 はじめ 角力 小屋の 場內だ つた 
のを、 再演 (明治 二十 四 年) の 時、 三世 
,河竹斬七が劇場に書き直し、村山座と 
いう ことにした の ♦か 例と なつて、 今では 
この 方* か 定本 となつ た。 

村 山 座で 「金平」 の 芝居を 演じて いる。 
この 時 客席で 白； £ 組の 者が、 傍若無人の 
退 % を 演じる と、 播隨 院長 兵 術 •か 出て 行 
つて これを とり 押ぇる。 演出では、 実際 
の客席の通路をかきわけるょうにして長 
兵術*か舞台へ上り、花道で痛快な啖呵を 
きる ので ある。 

同じ 日 村 山 座へ 来て いた 水 野 十 郎左術 
門は、長兵術 |: 復赞しょうと決意する。 

ある 日 彼は 花 川 戸の 長 兵 術內 まで 使い 
をさし |«] け、 仲直りの酒宴に招こうとす 
る *? 、 户分た ちは、 見す a す 殺されに ゆ 
く拽分を抛ってはぉけなぃと、色めき立 
っ。しかし長兵術は、敵にぅしろを兒せ 
たら 町 奴の 名折れ だとい、、 妻子に も 別 


義： _ 


れをつげて、水肝の |^ 軟へ出かけ、潑殿 
で 落命す る。 

水 |]* の榆の前に济衣の前をひらぃて 
「きれぃに命を進ぜるから、度胸の.寸ゎ 
ったこの胸を、サァすっはりと突.？なせ 
え | という 所は、 俠 其の -^ っ腑を示す、 


胸の透くょぅなせりふでぁる。 

「鈴ケ 森」 の 長 兵 衛と 比較す ると、 「沿 
殿」の方は、明治 1: 書かれたらしぃ、人 
間描 -0- がぁるのも興味深ぃ 


吉右 1門当り役の「湯殺の長兵1 — 大洗 
水 野 屋敷で、 「サア f こからで もつ いて 
來 い」 どい ぅ イキに、 吉右衢 門ら しいせ 
り ふま わしが® じられ る。 同時に この 写 
眞 の どら えた 吉右衝 門の 表情 も、® 目な 
ものである。 
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安政五年三月、 )1: 戸市村 |^: 初演。 

小 ^ 次が、狀舞以十八#の「助六」を 
演じたい というのを きいて、 默阿弥 'が、 
「あなたは、助六は柄 (: 合わない、私、が 
別 (: 、世話の助六を書いてあげょう」と 
いつて、 彼のた め (; 書き おろした もの： 
だから 「 -n 板う つた 鉢 卷 (: 、 由 緑は あれ 
ど附燒 处、 炉へて兄りやァ --1: >と « 、 3!- 手 
紐の此分、花川戸助六とはぉれが事+た」 
という せりふで、 わ ？' -^ 断つ ている = 

黑 不組の姐目助六は、三浦祕揚卷と恋 
仲 1 T か、 劍客 xi 居 新 左衛 門は 槔卷 にうる 
さくい、 奇 る-ある 時 助 六は、 新 左衛門 
の門弟が、垛卷の父親^1洒：$新兵衛をい 
じめている所へ米合せて ^ パハ ^ を救い 
門弟を こらしめた。 そのため rr 左衛 門は 
助 六を 泔 み 恥し める。 

助 六は § 者紀 0 :文左衛門から短铽 
をい ましめ られ ていたので、 新 左衛 門の 
.い、 な 0 (1 なつて いた' が、 ふと 見る と 新 
左衝門の侍つている刀が北：^丸なので彼 
こ，て [1- 父の敵てあること *' #-然とし 騎 
形河&に恃ち受けていて父の仇を打つの 
てぁ る 

三® 侪 ，J t で、 所 左 衛門が きせるを‘ 
|.| 之にはさんで詁す所でも「哗 (: 残る花川 
: 尸の おら、 が 親分の 助 六までは、 きせるの 


雨が 降つ たそう だ 
が、 時世とは い、 

な、 がら、 地から 湧 
ぃたか 足の 先、 安 
^^されるも « 首ヵ 
銀の 代りの 七 度 焼 
き、助六ぢゃァね 
ぇ 駄六ゆ ぇ」 とい 
つて、 この 助 六は 
大変へ りくっ だっ 
ている = 

この 芝居は、 小 
団次の 助 六、 菊 五 
郎の 揚卷 、三十 郎 
の 白酒 ^ 、 新左衛 
門'  権 十 郎の牛 若 
伝 次、 紀 の国屋 、 

狀 女之亟 の 白玉と 
ぃう 配役で ぁった- 
® は 、番頭 権 九 
郎 という 三枚目の 
役を、助六の俳優 
、が ニ 役 演じる 例 V 

生れ、 汚らしい つくりの 権九郎 をまず 演 
じた あとで、 目の さめる ょうな 助 六で 出 
て来て、 £ 物をわかせょうというのでぁ 
る 0 

この権九郎は白玉をつれて廊をぬけ出 
し、 不忍池 には まつて まご'^ している 
うちに、白玉は牛 ?,: 伝次と蚯落してしま 
うとぃ う、 ^ の 悪ぃ 役 だ。 初演の 時は、 
村 右衛門と いう わき 役者、 がつ とめて いる 
不忍池の所は「道行」の形式で、清 71: の’ 
浄墙璃 ■(: なつて 居り、 外題を 「忍 岡 恋 曲 
者」 (しのぶが おか. こいは くせもの) 
浴 !: 「白玉」 と 呼んで いる。 


三浦屋 格子 先の 場が、 万事 十八番の 助 
六の童日き替ぇでいつているの -^ 、前記の 
斬 左 衛門の きせるを 受取つ た 助 六が'  そ 
のきせるの紫の简を鉢卷にする事や靳左 
左衛門、が履物を助六の頭 (: のせる事など 
の「趣 |»] 」の立て方てもょくゎかるが、 
九世.団十郎のため (: 明治三十三年四月 
の 歌舞伎 座に、 福 地 接 痴が 書き下した 「 
俠客 春雨 傘 I も、 同じ 系統の、 「肋 六」 
書き替え 狂言で ある = 

蔵 前の 差 札大 11 崔 崎 雨' が 主人公 だ、 が、 
この- <* は大明 頃の 大通 、吉 la へ 1¢ く 時 !: 
は、 芝居の- 助 六 | 0 ょぅな姿で出かけ 


fe t t 蔵の 里. 手 組 助 六 床几に かけて、 きせる 
を 手に した この ^ は、 いわゆる 侠気の 景容 >〇 し 
て且 、|本£なホースてある 

/: といぅ その曉雨を劇化した除 (: & 
掷は「黒 -1- 組助六|を頭 (: ぉぃて書ぃて 
いる こと !; 疑いは ない.-. あるいは-御所 
五郎蔵 I も 作者の 念頭 :: あつたかと 思ぅ 
少く とも、 -# 雨傘 | の 逸 E 鉄心 斎は 
「黒手組』の“居新左衛門'「鉀所五郎蔵」 
の 从影十衛門と、ー述の役柄でぁる 
そして、 この ^ どころ !; 適した 俳優は、 
先代宰四郎死後0劇壇 :; は、払底した感 
が ある 


9 
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つれられて、 4' 月らしい女が来る。切つ 
て 力ら よく £ ると， ^' 月のぅちヵけを惜 
りて 米た 逢# だ つた 1その逢州こそは主 
君の # 人だった ので、 五§ は阜 月と 共 
(: 命を絕たねはならないことになる。 

場面と しては、 五條 坂の 出合で： 内 花 
道に 土 右衛門と 門弟、 五^^と 子分が、 
それぞれ 並んで、 わたり ぜりふ をい ぅ 所 
が、 歌舞伎 味 ゆたかで ある。 

土 右衛門、 一 筑波 ならいを 吹き かぇす、' 
風叽寒き富士南、上野の鐘の昔もくもる 
nlj の 三の 輪の 里 こぇて、 田の 面に おつる 
M の 声 I 

五郞蔵「空もおぼろに薄墨 0. 、絵 !: か 
くさ まの 恃乳 山、 花を したぅ か 夕 潮 !: 、 
上手への ぼる rl 魚や、ニ挺艚 /• てし K( .J 
e J 

といぅ風な鉍絷の美文調は、セリフを 
sii 律 化した 默 H 弥の 、代表的な 文学と い 

えよ *7() 


吉右衞 門の 梅の 由兵衢 、派手な 絵柄の 衣裳は、 
この 植の役 の 魅力の ひ C つに なつて いる 


つてい る 小さん と、 その 恋人の 金 五郎の 
ために、 ^ ? ん を ^ うけす る 百 ^ を どう 
しても 作らなければ ならぬ。 そのために 
義弟を、 それとは 知らずに 殺す 結 米と な 
るの だが、 こ •フ いう シチユ エ 1 シヨ ン 
(劇的 境遇) は、 こ" にあげた 「夏祭」 
の团七'か磯之板.琴浦のために、 「御所 
五^ M」 の 主 入 公が til 之 亟 。逢 州の ため 
に 尽力す るのと 全く N じで ある。 更にい 
うなら ば、 「幡随 長 兵 衛」 もまた、 偶然 知 
りぇた 権 八と 小 紫の ために 働き、 「双 蝶々」 
でも. 1 髮は今五郎.五ロ妻のために人を殺 
している。 

歌舞伎 (違 璃をも ひつく るめ て) の 
筋が 殆ど 同工異曲であ 4 ことを 最も 露骨 

吉 右衛門の 梅の 由兵衛 、時 蔵の 女房 小 
梅 上図 

「梅の 甶兵 1II J の 舞台 面、 上から 柳 鹿 
妙 見 堂、 播^; 座敷、 皤不 塀 外、 不所 
7: 川端 長 士 D 殺し 左 図 


に、 これらの 共 mr か 物語つ ている わけ 
だ *? 、 |01 時に肷舞伎十八番の「竹」とも 
ょく似ていることを吾々は発兄する」 

「 B- J の 主人公 ♦か，" 陽 保から 出て 来て、 
笵 難に 頻 している -,' 火 ル 下」 の 人々 を 救 
うのは、 団七や 五 i や 長 兵 衛や .1 や 
梅の 由 兵 衛 'か 演じる こと、 同じ だと もい 
ぇる。 

筆者は、 俠客 もの •か 歌舞伎の ジャン ル 
(種類) として 発達した ® 因の 一つに、 
これが 写実と 結びついた 荒事 だつ たとい 
うこと ♦か あるので はない か-^ ぇてい る。 
少く とも、 観客が 俠客 物から 受け取る 感 
じは、荒事を £ る ^ 分と同様なものだつ 
たのではないだろう か。 

現に 荒事を 生んだ 母胎 ともいうべき 「 
かぶき 者」 の 風俗は • tv のま、、 俠 客の 
衣裳に なつて 残つ ている の！！。 


{ I a — » ✓ ' */ 

梅の 由兵衛 


H—  • *.  L hu  '1  i i J 

隅 田 春 妓女容 性 


外靼は「隅 1|| 1^女容性」(すみだの 
はる •げいし やかたぎ) 

寬政 八$江 戸® 初演、 作者は 初代 
並木五瓶。配役は三世.宗十郎の梅の由 
兵 衛 、三世 •菊 之 如の^^、 長 Vi 。 

梅の 由 兵 衛の 実説は、 大阪で 丁稚を 殺 
した 無頼漢で あつたが、 その 事件を 脚色 
した 並木 宗 補の 浄瑠璃 「W 染野 中の隐 井」 
では、 主家の ために 辛 故を 宵め る 入 間に 
なつて いる。 それを sm させた のが、 1/: 


保ギ間に初代 .'.- .小十郎の演じた「遊れ鉛竹 
我」の梅の由典衛で、 -^ だての衣裳に、 
C； と 紺の： 8 子、 片身 替 りに' 款^? の 縫 取 
りをし、紫のしころ頭巾に錠をおろした 
こしらえで 登場して、 人々 の H を おどろ 
かせた と 伝えられ ている。 

この宗 十郎の 当り芸 を、 その ま、® 
として 踏まえつ、 再現した のが、 五瓶の 
「隅出 # 」の托：：：：：：で、眼目の場面は、女 
娇+梅の * と知らずに、丁稚の長吉を殺 
してし まぅ 隅 田 堤で ある。 この 小 梅と 長 
古のニ役は、女形が诗って演ずるの*か初 
演以 米の 刑 上。 

現在では 吉 右衛門の 当り芸 、 「今を は 
じめ の 旅 衣」 と 頭巾を とる 所では、 M 曲 
の 多い 彼の 持ち味 •かわかる。 

梅の 由 兵衛は 主家の 娘で 今は ^ 者 !: な 


では 裸身に 剌青 


をした 団七 ♦か、 折 か 


ら きこえる 高津の 祭 


離 子に 合せて、 いろ 


な 形を しながら 


立 廻りを 演じて 見せ 


る" 人形 以来、 スぺ 


クタ クルと して 見事 


な 場面であろう。 


の剌青 もまた 


江戸の 世話 狂言には 


屢 々出て 来る 風 浴で，、 


いわば 後年の アロ 


シャツの 流行に 通ず 


るよう な、 特殊な 見 


_栄で も あつた。 


この 殺しの 次の 団 


七 内の 場では、 德兵 


衛が団 七を 親 殺しの 


罪科から 救おうと し 


て、 わざと、 団 七の 


女辱をくど， 


ような 手の込んだ 構 


成、 が あるが、 この ブ 


•は その ま、；® 


屋 南北の 「謎 帯 一寸 


德兵衛 ； (: 襲用され 


いる 


夏祭」 殺し 場の 


見得 この 所演 


弨和 ト £ 年 七月 


歌荖 17 座の時は、 


羽左衛門初役の団 


七、 菊 五郎 か® 兵 


衛 ど義 平 次どニ 役 


つ ごめ てい- 


一 


浄瑠璃 「夏祭 浪花 鑑」 (なつまつり. な 
1: はか'、" み) は、 延卒ニ 年 十：：！： 大阪竹 本 
座 1: 書き下されたもので、並木千柳、三 
好 松洛 、竹 田 小 出 © の 合作、 初めて 人形 
(: 帷子を 着せた の' が 珍ら しいと いうので 
大評判になつたもの。 

主人公は 団 七九郎 兵 衛 という、 本職は 
魚売のならずもの、しかし任俠の精神 (: 
燃ぇた「きほひ」である。この人物の種 
は元祿 時代の 「宿 無 団 七」 から 来て 居り、 
昭和五年に並木正三が書ぃた「宿無団七 
時雨傘」も1!じ出典と思われる。 

「夏祭」は現在では、住吉烏居〈則、三 
婦の内 、長 町 裏の ニー 場を 出す のが 普通 だ 
'が、 住 吉では 人を 傷け て 入牢して いた 団 
七 が 赦免され、 むさくる しい 獄衣の 姿で 
出て 来たの ち、 髪 結 床で、 さかやき とひ 
げを 刹り 落し、 ちりめんの 首ぬ きとい う 

のさめ るょう な 姿に なつて 再 登場す る。 
こういう所に、俠^の性格がうかがわ 
れ る。 

やがて 団 七の 主筋の 玉岛 磯之 板の 恋 入 
琴 浦が あらわれ、 琴 浦に 執心の 大ね 佐賀 
右衛門のう しろ 楣に なつて いる 一寸 徳兵 
衛が 出て 来て'  団 七とは り 合う 所は、 き 
は ひの 喧 一# を 様式 化した もので、 面白く 
出来て いる 結：！； F 徳兵 衛は団 七と 兄弟分 
(: なる ので ある' が、 そこで 着て いる 着物 
の片 袖を 交換 するとい うような 事を 見せ 


る。白浪 1£ 言「三人 
吉三 」 で は、 兄弟分 
の 契り !: 血を す、 り 
合ぅが、忠義と共 (: 
兄弟分の 盟約と いぅ 
ものを 絶対 視し た徳 
川 期の ある 階級の 慣 
習が、舞台 (: 移され 
ている わけで ある。 

M 七の 身許を ^ 受 
けた 釣船の 三： T か、 
老いて 枯れ 切つ たき 
は ひの 姿を 見せる の 
も 面白い： 三 ^ の 内 
へ磯之亟を預り (; 来 
た雙ハ衛女房お辰ゲ 
あり 合せた 鉄 弓を 頰 
!: あて、 美しい 顔を 
傷ける所 {: も、やは 
り 任俠の 精神が 主張 
される。 

団七 は、 3 R の義平 
次が 慾に つられて 琴 
浦を；^ 56 して ゆこぅ 
とするのを追いかけ 
て 行， つて、 長 町 裏の 
田 |«1 で、つぃに義 
平 次を 殺す のた が 

- S 祭」 住吉 鳥居 
前 団七- 幸 四郎. 
£ 徳兵衛 - 勘弥 
は、喧嘩のあ£て 
兄弟分になる 仲 
裁に 入つ たのは 団 
七 女房 お 提-歌 右 
ill 門- 


はり 上方の 俠_とぃぅべき特異な雰囲 


； 一;? を もつ てい 4( 


浄瑠離 「双 煤々 _ 日記」 (ふたつて 
ふて ふ. くるわに つき) は、 寬延ニ 年 七 
H 大 S 竹 本晰に 書き下された もので、 竹 
田 出 雲、 三 好 1、 並木 千 柳の 合作" 
「夏祭」 から 四 年 目に 発表され た 作品" ゃ 


「双揉々」としては，協作八段目の「 
引窓」 が 最も 名高く 又 作と しても ょく 出 
来て いる* か、 -HK 公は、 外題 ♦か 暗示して 
いるょぅ に 「ニつ の 長々」 即ち濡 髮長五 
郎と放 駒 長吉 、といぅ 二人の 角力と りの 
か 眼目で ある。 

i は 主筋の 山 崎 屋与 五郎の ために， 
吾妻と い ラ 遊女を 身 請 させた く、 吾妻に 
轨心の平岡郷左衛門と親しい放駒 (1 、土 
俵で ゎざと 勝を 譲り、 その £に、 吾妻 
を ゆずつ て くれと 頼 
むが， 放 駒は にべ も 
なく 断る。 このい わ 
ゆる 「角力 場」 では， 
濡髮 ♦か 円熟した タィ 
ブで あるのに 対し、 

放 駒* かぃかに も 若く， 
客 気に みちた 行動を 
示す の •か、 舞台の 上 
の のとり 合せに 
もな つてい る。 

次 •か 長吉の 内の 「 


米屋」 の 場で、 (平素 
は 上演され 《 埸面だ 
か) 放騎の乱暴を戒 
める ために、 姉の お 
せき ♦か 強意 見を し、 

が、 放 駒は 改心、 訪ね 
て 来て 今し方 一 悶着 
あつた 濡髮 と、 改めて 
兄弟分に な 4。 この 
あと ♦か，！ の 平 岡 
郷左衛 門を 殺す 難 波 
裏の 場面に 続く の だ 
が、 「角力 場」 から 
こ、 までの 構成は、 
「夏祭」 と 全く 同じ 
連び である。 

そして 「夏祭」 も 
「双 煤々」 も 共に、 
上方の、 当時と して 
身分の 低い 階級で あ 
つた 「き ほひ」 の も 
つ、 風俗と 倫理 親 ♦か、 
されて いる 点 も 
共通して いる C 


「双筠々」引窓の場由この壜の主人公は甯与兵衛でぁる’1与兵 
衛の餐毋が、*^の実毋でぁ％。罪に問ゎれて逃げて>た|を、 
与兵衛 は義 3 のために 見の がして、 落して や 4 ので ある： 吉 右衛門 
f 中央 一の 与兵衛 の# 情は、 手水 鉢に うつつ の 顦を 見た 瞬 B 
のぉ ^ ろきをぁらゎ1てぃる。へ右、歌右衛鬥の女霣ぉ早、左'多 
黄 之亟 の fi お 幸_- 


- 双 蝶々」 角力 壜 
の 放 駒 長吉 先代 
羽 左衛門 - C 潘 II 
長五鄄  <.菊五郡 
大阪の 角力 こりの 
2 引 羽 左 ® 門は 
親 ゆずりの 役て、 
与 五 _ つ 
て 見せた 


:>1 
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いつたい、 「縁切り」 という 趣向は、 な 
にもかぶきに限つたものでな.く、洋の東 
西を問ゎず、恋愛物 (: は、共通した劇的 

シチユ エ ーションだといぇる。たとぇば、 
ジユマ の 『椿 姫』 シラー の 『巧と 恋』 など 
は、典型的な「縁切り」狂；；； 63 だし、新派 
の 十八番 物の 『俠 绝 録』 や 系図』 もま 
た 縁切り 物に ほかなら ない 

かぶきでは、 近 松の 『天の 網； t』 (: そ 
の 萌芽を みせて 以来、 「縁切り もの」 は、 
世話 もの、 一典 型と して 大きな 地盤を 占 
めて きた もので、 はじめは、 上方で 発生 
し、並木五瓶など |: ょつて、江戸へ移さ 
れ てから、 江戸で ひとつの 性格 的 変化を 
なして いる。 それは、 縁切り ものを、 | 

名 「愛想ず かし」  ともいうょう に、 愛想 
ず かしの 悪態* か 重要な ポィントを 占める 
ょうになつ たこと である。 

『夏祭』 の 義平次 に 「おり やその 愛 そ 
づかしを恃つていた 0 じや」というセリ 
フかあるごとく、愛想ずかしは、 £> ずし 
も 男女の 中に 限つ たもので はな かつた が、 
のちには緣切りの別名にいゎれるほど、 
「縁切り 狂言」 の 専売と なつた。 

相手は、 侍、 町人、 相樸 、百姓、 田舍 
者と 変 つても、 女は つねに、^ Hal:、 芸者 
であつ たという こと* か、 いつそう、 愛想 
ず かしの 悪態を 増長し、 嚙と 誠の 裏腹の 
心 藤を 劇的 効果と する ことができた 
ので ある。 

岡 本綺 堂は 「世話 狂言の 嘘」 の ひとつ 
として 遊女が客に悪態をっくとぃぅこ 
とは、 実際には、 あり 得ない といつ てい 
る ♦か、 それだけに、 愛想ず かしは、 江戸 
人の 舞台 上の 理想で も あつたので あろう < 


その構成は、はじめ (: 、馴れ初め、あ 
るいは 見初めの 明るい 賑 かな 場面* か あり、 
愛想ず かしの 辛気な 縁切りを ヤマ として 
最後 !; ® な 殺し 場を もつ て 終曲と する 
のを 常と し、. 多くは、 夏 あるいは 秋 狂言 
となつ ている. の も 喜 的な 趣き* か 1 い。 

「めりやす」 (独吟) という、 しめ やか 
な 音楽を 伴奏と して、 切れ 文 や 書 置を 書 
く 哀感 や、 腸を ぇぐる ょうな 胡弓 入の 合 
方て、恋人のために心では泣いて愛想ず 
かしを いう 時の、 抵抗の、 かすかな 表現 
としての 団扇 や、 撰 an の 使用法、 またょ、 
殺し 場の 夏の 雨 や 暗の 旬 や、 大 川端の げ 
'が、 ひとつの 情緒と して、 下座の 音楽に 
とけ入って、ともすればリァルになりが 
ちな この 場の 酸鼻を 救つ ている ことな ど、 
とりぐに見どころ、趣きのぁるのが、， 
この 緑 切り 物で あると いえる。 


寬政六 年 二月、 大阪 中の 芝居を 初 
演 とし、 翌年 江戸に 移されて 「五 
大力 恋緘」 と 命題した、 並木 五瓶 
の 作。 江戸 初演の 配役は、 薩摩源 
五兵衛 (三世 宗 十郎) 小 万 (三世 
菊 之丞) 笹の三 五兵衛 (仁 左衛 門} 
「搜 谷」 の 影響を うけて、 さらに、 の 
ちの 縁切り もの、 典拠と なつた， かぶき 
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■HB 

フ : 


合せる： の' か 実に 灰で なり 


、■大 あばたの 次 郎左衛 門 


一ぅ から 茶屋 衆に 断りたい ど 思ぅ 
ていたれ ^ 、 お世話になる 立 花屋 さ 
い 一日 ど 延ばす うち、 退 
1 ^ ぬ 身 請の 相談、 わし や 身 請 ^ 

が、 も XJ  いやで あ 


® 後 私の 所へ 遊びに 来て 下さん すな— 
をつ いて、 ぐつ >〇 花噔の 典型的な 
た 所で'  芸者には ない 姿勢、 広 襟に 
4懐紙、 |1 葉栓様の打掛、蒔絵煙 
八橋 部屋の 情景。. じつ ど、 . 立 女 
紙を、 うつ 向いて、 邪魔に ならぬ よう 
取 どなつ て 映え あらしめ ている。 下 廻 
いうより 飾 ご いつて よいの 
が？！^ ふきの 定めで ある。 昭和 九 年 十二月 歌 
;.舞伎 ^ 所演.‘次郎左衛門(左団次：-八橋，(！松 
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伊勢 音頭 油 屋の場 (上〕 

大 一座の 座敷' か、 暖簾、 衝立、 襴門 すべて、 流れ 水に 盃 
の^ ^ で 統一され ている のが、 様式 的で あり、 のちに、 ラ 
しろの、 はでな 暖簾が 落ちて 灯 入の 奥庭の 遠見に なり 殺し 
場へ 稃行 する。 すべて 夏ら しく、 大勢の 団扇が 止まる ど、 
貢の 扇子が 動き、 貢の 1 子が 止る ど、 大勢の 団 i が & く 寅 
出 法な Xi も おもしろい。 すべて、 あるべき 位置に 男は 男、 
女は 女 ご きちん r 置かれて いる、 背景 ごなる 人々， こ、 に 
も 歌舞伎の 様式が みられる。 昭和 十六 年 六月 歌舞伎 座所演 ： 
貢 < 先代 羽 左 衛門一 萬 野 (仁 左衛門 I お 鹿 (現 羽左衛 1.- 


ど、 きつと 羽織を 片肌 抜ぎ 


「萬 呼べ 萬 呼べ、 萬 野 呼べ 
力け てき まる どころ。 

- •かに も ビントコナの役 ^ がほうふつとする先戈守田 
勘弥の 貢： 

越後 上布の 白 耕に、 黑縮緬 の 羽織、 水 浅黄の 麻の 襟。 御 
納戸の 献上 博 多の 帯に 白扇。 S は、 本 多 f の 鉢 前 S で、 御 
師 こいう 性格を 現わして いる。 

^ とは、 伊勢の 下級 神官で、 社寺の 侍で も ある C 

伊勢の 古市の 靡では'  すべて 女の 名を 呼ぶ には、 名の 下 
に 「の」 という 語を 添える どい う。 萬 野の 「の」 は その f 
称で、 本名は 「萬」 なのであろう。 (F) 


なかで も 前年の 「五大 力」 の 影響が 大き 
く また、 太々 講の 場は、 近 松の 「長 町 
女腹 切」 の 趣向を 取 入れた もので、 創 音 心 
を欠くが、伊勢という地方色と、いつに、 
手数のか>つた攻多い演出によつて、見 
るべき ものに なつて いる，、 

チャ リが かつた 特色の ある 太々 講の場 
を のぞけば、 型通りの 縁切り 場、 殺し 場 
であるが、 お 紺は 五大 力の 小 万よりは、 
鉄火で 歯切れ* かよい。 すべての 緑 切りの 
立 女形が そうて あるよう に、 吐の 中で よ 
つねに 泣いて いると いう鉍 の 張つ た 辛；^ 
な役であること (: は、かわりよな、-い、 
この 場で 他に 見られない 萬 野と いう 敵役 
の 遣 手の、 貢を 病 いずかせ る (怒らせる 
ことを いう) 役で、 貢と かみ 合わせる こ 
とによつて、この場をどんな |: 面白く高 


五大 ヵ恋絨 

「 •\ いつまで草のいつまでも、な 
まなか まみえ 物 思ぅ.. ' f; £ ひ、 せ 
かれて S81SS る どても'  嫌 £ 時節の 
末を 待っ'  なん >〇 しょぅ。 

の独吟のぅちに、 « 野が五大カ 
を、 = 味 線の 皮に 害き 終 太た C こ 
ろ。 名 も 上方 初演の むきになって 
おり、 江戸 £ ちがっ て 継 三昧 線で 
あ り、また、1し襟に、上方 1 俗 
をみ る。  菊 野-梅 玉. > 


前 頁の 錦絵は 御 挑琏薩 S 新形 (五大 カー 

h 万 r サ イナ'  お 待さん の 魂は 刀-  芸者の 魂は 三味 緩、 その 三味， 線の 封じ目 かたぅ、 
心の誓いの五大カ」 

小万のぅしろに見えるのが三呋 || 、これへ小万.か !1 五兵衛のために、 '£ '肴を入れてき 
たので'  その 中から 出した 蛸を、 源 五兵衛の ラし ろの 刀掛けに かけて あ％  - ニ* は、 貧乏 
な 良人 者の 下宿で、 引窓の 繩 に 沢颴を 吊つ て ある C いぅ 程で あるので あ％ が、 ニれ を、 リ 
ァ ルで く、 « }!■! 事で ゆこう U い う の' か、 古風なかぶきの味く安政三年六月'.#® ^ * 
三世 a 国 画：* 五兵衛へ 我 当) 小 万 (三世 灸三部 一 

写真 上 大和 町 * aw の 場。* Ht 同じ 壜 面。 811^、着付は、ょほ ^ リァルな新しぃもの 
一一な つてい. 〇。明和十七年前 1 « 所演"小万<商1*0太#)*五兵衛<長+®. 


狂言 有数の 傑作。 その 合理的な 運びと、 
心理 過程の 自然 さは、 近代劇の 小山 内 黛 
をして、 驚歎せ しめた ほどで ある。 

宝刀設議のために、江戸へ出た薩摩ッ 
ぽ ぅの 勝 間 源 五兵衛は、 の 笹の三 五 
兵衛を 嫌い 抜いて いる 芸者の 小 万に 頼ま 
れて、佤りの情人となつて、その場の雔 
儀を 救ぅ の* か、 嘘から 出た 誠と なつて、 
深い 仲と なる。 源 五兵衛の 尋ねる 宝刀が 
実は、 三 五兵衛の 手元に ある ことを 知つ 
た 小 万は、 三^! の 皮に、 五大 力と 書い 
て 誓を 立て、 源 五兵衛に 送られて 三 五兵 
術の 元へ 急ぐ。 

_ 1 五兵衛の 奸 策に 堕 入つ た 小 万は、 五 
大力を 三 五大 切と 書 替えさせられた 上に、 
縁切り 状を 書かせられ、 これを 源 五兵衛 
へ送る。源五兵衛は、その場へ «£ けっけ 
て、 小 万を なじる •か、 小 万は 本心を 打開 


けられず、 心に もない # 想ず かしを いぅ 
の* か 縁切り 場で、 引返して 殺しと なる。 

五大 力と いうのは、 五大- 蔭の 意で， 
恋文の封じ目 (: 書く % 文でぁる。ぃまに 
残る 「五大 力」 のめり やすは、 小 万が 三 
昧線に書くときに用ぃられた上方呗でぁ 
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る' 


殺し 場で、 雨と なる のは、 のちの 傘の 
段^; といぅ 舞台効果を ねらつ たもので あ 
るが、 情緒と しても 照応の 妙 ♦か ある。 

小 万の 首を さげて 下宿へ 帰つ た 源 五兵 
衛 ♦か、 炬 健の 上に それを のせる と、 本 首 
となり、 これに w-の煙を呔きつける演 
出は、 $ いほ どの 愛憎の 心理 表現 だと 
いつて ょい。 奸 策に 堕し 入れられた 小 万 
•か 切れ 文を 書く のは、 『巧と 恋 J その ま、 
であり、 ちぎれた 書き 置を、 書 出しと 綱 
交ぜに 読む 件の、 切迫した 1 しみの 技 
巧は、 『ヘン リー 五世 J の 映画を 思い出さ 
せる。 


寬政八 年 七月、 角の 芝居 初演'、 近 松 
徳三 作" 配役— 貢 (中 山 文 七) 

お 紺 (芳 沢い ろは) 喜 助 ( I1L 雛 助) 等 
大阪 角の 芝居の 立 作者、 徳三が 、案 
脚で 伝ぇられた、 伊勢で 起つ た 九 人斬り 
の 二 ユース を、 わずか 三日で 脚色した 際 
物で、それだけに、前作の借り物が多い' 


み がわ 

身替 


し ゆん 

お 俊 


その うわさ ささ くらの いろどき 

其 噂 接 色 時 


天明 三年の 春、 中 村 座に 上演され 
た、 桜 田 治 助 作、 富 本の 「花 川 戸 
身替の段」を、のちに、 -;# 元にな 
おし、 改題した もの。 初演の 配役 
は、 伝兵衛 (三世 八 百 蔵) ぉ 俊 (四 
世 半 四郎) 源 太 (二世 門 之 助) 

ふつぅ、 清 元の 身替 りお 俊と して 5； ら 
れてぃるもので、お俊伝兵衛の名 |± 者り 
て も、 「堀川」 とは 関係ない。 

お 主への 忠義と 恋の 二筋道に 責められ 
て、 芸者の ぉ 俊は、 恋仲の 井筒屋 伝兵衛 
!; 愛想ず かしを して、 縁を 切り、 角力の 
白 藤 源 太に なびく とみせ て、 首を 打たせ、 
主の身替りに立っ。 

へ 現 引 寄せ 伝 兵衛は 墨 さへ 薄き 縁 ぞ と、 
思い 諦め 書く 文の 參候し 跡 や 先、 そばに 
お 俊は 見ぬ振り も。 風に つれな き 露の 蝶。 
今は 此身に 愛想 もこ そ も」 の 争增漓 のう 


其 « 桜色時 

「時の鐘、里の音にて、行煊の灯、仕掛け 
にて 消える： お 俊、 奠悟の 思 ひ 入れに て'  手 
を 合せる- '源 太、 ちよつ e 抜 きかけ'  有り合 
ぅ屏 里を 立て I す」： 伝兵衛 は鬥 口にて、 片手 
にて 合 ? 、 ホ ロリ C する 思 人れ。 £ い ぅ 段 切 
の 情 最：瓦8ロの神押、三昧線 « けに、のれ 
ん >〇 い ぅ芸者の家を靖示する程度に舞台装置 
を止めて、リアルに堕ちないのは、古 1 な、 
浄瑠璃 物の 面影を 残して いる C I 手の 浅黄 锾 
1 の 文 格 も'  古い 世話物の 定式を 路ん でい る： 
绍和ニ + =1 年 七月 tBBnfc 壜所演 太 (松 » > 
お 俊 (梅 幸-伝 兵衛 (羽 左衛鬥 - 


ち、 男に 切れ 文を 書かせる の ♦か | 趣向と 
なつてぉり、当時、人鉍の高かつた小野 
川喜三郎といぅカ士が市川門之助に似て 
いるのを、 白 藤 源 太に 当て込み、 湯 上り 
姿の ぉ 俊' か、 源 太の 髮を梳 く、 髮梳の 場 
面な ど、 上方の 理詰めの 縁切りとは ちが 
つた、 江戸 情緒の 豊かな 情景と しての 縁 
切りを つくり 出して いる。 

これを 書 替ぇた のが、 南北の 「勝 相莫 
浮 名花 觸 」 (文化 七 年 三月、 市 村 座 初演) 

で、 白 藤 源 太と お 俊を 恋仲と し、 下駄 歯 
入の 権 助を 活躍 させて、 源 太が お 俊と な 
れ合て切れ文を書き 女へ 愛想ず か ^ ^ を 
するとい ぅ 芝居を する の ♦か、 真実になる 
といぅ、南北1流の裏を返した趣向にな 

つてい る" 


ま 0 o ? I ち 

お 祭 佐 七 


え ど そ？  i ノ C さ 1ち 

江戸 育 お 祭 fe 七 


明治 三十 一年 五月、 歌舞伎 座 上演" 
小 糸 佐 七の 縁切りは、 これょり 先、 
文化 七 年 正月 市 村 座 上演の 南北の 
「心 謎 解 色糸」 の$ ♦か あり、 こ 
れを 当世風に、 三世 河 竹 新 七が 脚 
色した もの。 配役は、 佐 七 (五世 
菊 五郎) 小 糸 ( 栄三郎 ) 養母 おて 
つ (松 助) 

柳橋の芸者小糸の适雔を救つた森の者、 
佐 七は、 自分の 家に 連れていつ て、 夫婦 
気取りで いる •か、 小 糸の 養母に 仲を さかれ、 


伊勢 音 頭 

錦絵で みる 寅の 殺しの 蒲附 は、 いまの re  く 白 耕では ない。 これは、 他の 伊勢 音頭 
の 錦絵を よせて みても そうで ある 白 餅は'  あるいは 五世 •菊 五郎の 創始で あるの かもし 
れ ない c 殺し 場 £ いうのは、 かぶきの 場合は、 けつして 凄 1 令な ものでは なく、— 種の、 舞 
踊で あり、 情賙 であつ て、 C こまで も リアルを 避ける C 

ニの 殺しの 伴奏 も、 川 崎 音 we いう 娠 やかな 踊り 地で ある。 また この 画の ごどく 切 子® 
笔を 一面に さげた ニ c も あつたら しく、 いつも その 殺しを、 艷 91 な もの £ して ゆ ニう E い 
う 意図が 汲み e られ る。 これには、 また、 殺し E いう お盆 狂言の 供養の 意味 も あつた 
ので あろうし 安政 五 年 七月、 中 村 座、 三世 璺国 画、 貢） 中 村 福助、 のちの 四 世芝敢 （お ニ 
ん （市 川 新車） 


すり替ぇられた青井下坂を求めて引返 
した貢が、「切る铽かぇ」とすりょる萬野 
を 鞘の ま-' 叩く と、 鞘が われて、 萬 野が 
「お、 つめた」 と 肩に 手を やる あたりに 
狀铽* か 漂う。 手が 廻つ たこと を 知つ て、 
萬野のロを押ぇて'殺意を生ずる変化の 


リズムな ども、 さすがに、 代々 の^!^ に 
ょつて、磨かれ卜演出は光，つている。 

これから 殺し 場 !: なつて、 のれんが 切 
つて 落される と、 灯 入の 奥庭の 遠見に な 
り、 音頭の 合方に つれて、 貢の 越後-^ 
の § に 血痕が 増えて ゆく。 


身代 りお 俊 薬研 % お 俊の 住居の 場 
正面に® 簾 ロ、.稽古|||昧線、仏檀、押入。 
下手 門口に 柿の# 簾、 lilt 子、 それらに みえ 
る紋は 丁子 車。 上手の I 段 高 <な つてい 4圓 
窓の 小 部屋は、 二堉を 現わして いる。 いつも 
の 約束で ある。 すべて、 薬研 堀 路地 奥の 芸者 
の 住居を 現わ L た 世話 屋 体。 
大櫟縞の相撲らしい*!^で、商売杓の習價で 
手の 土を 払う 仕ぐ さを、 こんな £ ころに、 お 
もしろ く 表現して いる。® 和 + 四 年 七月'  前 
進 座、 東京 劇場 所演 、白 藤 (中 村 S 右衛門) 
お 俊 < 河 ® 崎 国 太 郎) 伝兵衛 (同 長 十® 一 


調 させ I ことか。 

また、 お 鹿と いう 三枚目の しみに 
は、 女郎の 哀れ さが あつて、 他の 縁切り 
に みられぬ 特色と なつて いる ことな ど、 
縁切り ものと しては、 いちばん 劇的 色彩 
に 富んで おり、 それ 役 どころ* か 揃つ 
ている ことな どが、 この 劇の 永く 生命を 
保つ ている ゆえんであろう。 

ことに、 貢の 「ピント コナ」 といわれ 
る、 強いな かに、 柔 かな 色 U を もつ 役が 
創造され、時代と世話のテレコに演出す 
ると いう^ g •か、 ふしぎな 魅力を もつ て 
ぃる。 

お 鹿 !; 金の 無心の ことを 言い出されて、 
「萬 呼べ、 萬 呼べ、 萬 野 呼べ」 とせく 條 
から、萬野の出 1: なり、いょく窮地 {: 
堕し 入れられて、 「身 K-2E なれ ども 福 岡 * 
女を 騙り 金を とる 所存は ない」 「そう 潔 
白には言はれますまい」とお钳の愛想ず 
かしになる。 

このところの萬野の仕所は、貢の顔に 
の 煙を 吹きつける ところ、 また、 団 
扇で、 貢の 胸 3 あたりを 憎々 しげに 打つ 
ところが、团扇という経いものだけに、 
いつそう 女らしい 憎さが 表現され る" 


その ns •にの せられて、 佐 七の 留守中に 
書闶を認めて家を出る。小糸の蔭れ家へ 
踏み込 /1 だ佐七は、 # 想ずかしをされて 
締め出される。 柳 ® 土手で 侍 伏せして い 
た 佐 七は、 出 % を 振つ て銳の 小 糸を 殺す C 

「色糸」 のとき、 小 糸の 役を 演じた 田 
之 助の、 毎 H 取替ぇ る 血の りに 染つた 浅 
黄縮秘 の 小袖が、：；： ^己芸者のひつばり肽 
となつ て、 それを 味 is^? (: して 伊達を 誇 
つたと いわれる。 

愛想ずかしも、次郎左衛門ゃ新助のご 
とく、押ぇるにい、だけ押ぇるのではな 
くて、 ;^ らしく ^ 情 的に、 '', 、 まで 呼ん 
で 面 恥を か、 せた 遣 恨の 什 返しは、 俺の 
名に 呼ぶ お 祭の 二の舞な* から 血の 雨を、 
降らせて やる から 覚悟を しろ」 と 暴れる 
•か、 取り 押ぇられ、 突き出されて、 ^ 糸 
ッ党 えて 居ろ」 と、 快を 捲く り、 いつ さ 
んに花进 (: 蚯け込む意ハ '><1 込みに、八郎兵 
衛な どの 上方 者とは ち' かつた 味* か ある。 

ことに、柳3土手の殺しで、佃合方で、 
喧 _冠りに、絞りの浴衣、腹かけ股引と 
ぃぅ扮 装で、 出刃を もつ ての 佐 七の 出か 
ら 、四ッ 手架 を かせに しての 小 糸の 立 廻 
りは、 いかにも 江戸前の 美しい 情景と な 

つてい る。 

小 糸に つきつけられた 書き 置を 佐 七* か 

燈を叩き破る科は、假名しか詨めない三 
世. 菊 五郎* か、 作者の 書ぃた 書 罱 ♦ か 読め 
ず、じれて、行燈を叩きこゎしたの*か型 
となつ たと 伝えられ ている。 

佐 七は よほど、 意 M もよ く、 姿 もよ い、 
五世 •荀 五郎と か、 羽左衛 門と かいつ た 
ような でない と 勤められない。 


箱屋 新 助ぅ しろ 一面 佃 島の 遠 貝、 川 中 
の i か 舞台 卜 害には” 稲瀬 川 波 除の 
場, ご あるか、 もちろん 隅 田 川'  永代傜 
下の 情景 あらわに 二 ユース を 取扱 われ 
なかつ た 当時の 習慣に よつ たもの 美 代 
吉 は、 手 古舞 姿の 男 S 念仏を 唱え、 河 
に 飛び込もぅ ごする 美 代を こめる 新 助 
美 代の 帯が はらく  e 解け か* る萬延 
元年 七月'  市 村座杌 演の 際の^ g 三世 
豊国画 新 助-小 団 次-美 代吉ニ ニ 世籴 
三郎 


|§ 屋新助 末期の 世話物 だけ あつ 
て、 夏ら しい 簾 戸の 茶屋は リアル 
な ® じが ある 美代吉 か あおつ た 
茶碗 かころ がつ ており、 新 助の 出 
した綠の財布がみられる 七郎兵 
衛の吉 之 2 が 「いや 新 公」 どいつ 
たこ ころ  ® 和 ニ + 六 年 八月、 歌 
舞伎座所演美代吉一歌右衛門 
ぉっ ゅ (訥升 新 助 ia 右衛門 
七 郎兵衛 <吉 之丞 
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江戸 育 お 祭 佐 七 小糸の死骸に1を吐 
きかけ た、 佐 七は、 歩く ともなく 歩き 
出す 足 も >〇 に、 文が らが '搦 みつく' 
その ま、 行きす •きよぅ >〇 して、 拾い 上 
げ、これを辻行燈の灯にかざす"ょん 
で ゆく ぅちに、 佐 七の 顔は 蒼 ざめ、 手 
がふる えて ゆく。 

「これ小糸。堪忍してくれ'、この害 
置の 様子では、 栴へ事 じ やァ なかつ た 
か、 今更 悔んで 返らぬ 事、 あ r の 祭の 
この 佐 七、 人を 殺し ァ 下手人に'  俺 も 
名乗って出にゃァならねぇ、小糸‘ ..... 
半 座を 分けて 待つ て 居ろ」 

® 和 十一 年 七月、 歌舞伎 座 小糸キ 
代 C 左 衛門佐 七 (先代 羽左衛 門- 


豆絞りの手拭の喧嘩冠りに、く 
りから もんもんの 剌 育の 佐 七。 わ 
ずかに、腹掛けこ緋縮鑷の 1 しの 
ほかは、 身に 付けて いない 鳶の者 
の意気をみせたもので、出刃を逆 
手に'  小 糸の 襟首を つかみ か、 つ 
ている。小糸の手から、紅染めの 
書き S, かひら めく。 バックは、 江 
戸 末期に 流行した、 ィキな 弁麽縞 
安政五年ーニ世豊国の後期の作品 
佐七〔市蔵-小糸(三津五郎)年 
代 記に 見えない と ころから 都合で 
上演され なかつ たのであろぅ ヶ 


せられ、 「宿へ 帰る の* か 嫌に なつた」 とへ 
たくと その 場に 坐り込む の •か 木の 頭。 

八樓 には、 すでに 栄之丞 といぅ 恋人 ♦か 
あり、 また 八橋を 食い ものにし ている 権 
七に そ、 のかされて、 客と しての 次郎佐 
衛門を 萬 座の 中て 愛想ず 力し をす る： 堪 
忍に 堪忍した 次 郎左衛 門 も、 ついに 「花 


33、 それは-ちと 袖な かろぅ ぜ- とい わ 
ざるを 得ない'- 怒りと 悔恨の 情を かき 立 
てるょぅ に、 胡弓 入りの 合方* か 高鳴る。 

「夜毎に 変る 枕の 数、 浮き 川 竹の 勤め 
の身では咋日 !: 優る今日の花と、、し変り 

がしたかは知らぬが 秋の 夜長を 侍ち 

兼ねて 濡れて 見た さに 来て 見れば、 


案 (: 相違の愛想ずかし|と綿々と恨むが、 
ひとまず 押えて ' ふられて # る 果報者と 
ii わ 一 ^ら のこと で こさい ましよう よ 一 と 
寂しげ に 笑う のが、 九つの 鐘、 ひけ 木の 
の 音。. 

一年 立つ て、 村へ 帰つ て 後始末を つけ、 
再び 引返した 次 郎左衛 門は、 水ち 漏らさ 


ぬと い *義釣瓶の村正で八樓に一刀浴び 
せ、「ハテ、籠釣瓶はょく斬れるなァ|と 
血 狂つ て- 1 タッと 笑ぅ。 

恋人で ない 者に 愛想ず かしを する のは、 
棺屋新 助の 趣向と おなじく、 その 恋人の 
型* かおな じで ある こと、 また 由^!  •か 活 ji 
する ことな ども 同じで あり、 主人公が 田 
舎者である点も似ている。しかし、八樓 
といぅ 遊女の 環境 や 人間の 哀れ さは、 お 
美 代と ちがつ た、 自然な性 格が わり !: ょ 
く 書 (t ている-- 

初代 左団次 !: 童 商され たも G である* か、 
綺麗 ごとを 離れた 大あば たは、 入を 驚か 
した-- 二世 •左团 次 も 得意と した* か、 い 
までは、 新 助 同様、 吉 右衛門の 当り 役と 
なつて いる。 また、 1 右衛門の 八橋 も、 
親譲りで 好評を 博した = 


t 若 由縁 江戸 染 (上) 

8 し 場の |兵 £ 、場は、萬寿 1 の寮 次起 
左 * 06 _の « みの刃に八 « か街れる>〇 ^ ま>で、 
螢 が 四つ 五つ、 夏の 短夜に 尾を 叟 いていた の 
か'にわかに、 1 :| 『'本雨どなる 目然の変 
化' かこの ょぅに 人為に ょつ て 変化す るの も、 
かぶきの 特色で ある  R? 和 二十 五 年 三月、 三 
li 史場所 演次 節左ぞ 95 .,市坩海老 « 八浅， 
大谷友右$門 


k ニ i 色 # (下  J 

写真 こおなじ場 1 の、三世截.豊国の国貞 
吞代の作半2 £ の八孝>0'七世【 0) 十 §5 の次 
g 左 ^ 8= *て、カごい、'色 ?. ごい、遺 § ない 
遠く * の大1接に、 ^ つ< &' の足.かみぇる- 
のちに、 この 大 1 楼の 上へ、 八 ^ の 首を 喧ぇ 
て 出る ので ある S L した ? 、 さばき 髪の 八 
考か、書き置を刀の柄にかけて、刀を1运り上 
けた次 £ 左受 95 ご'ひつはつての見得の ^ 菅' 
いかに § し場における'書き置や |1 らし « -か 
重要な a をす るか、 これら G g 絵を みれば わ 
かる  t x 化 十二 年 五月 I IK' S # 座 初 溪の S I 
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褚 釣瓶 中 村 歌 右衛門の 花魁 八ツ橋 

華々 しく 開場した 歌舞 彳纪 ^ jS 和 二十 六 年一 月に、 当時 
芝翫の 名で 演じて、 開場 早々 の 歌舞伎 座の 舞台を より 光 
彩 ある ものにした t 近頃の 八ツ橋 c: して、 中 村 歌 右衛門 
の 当り 役の一 にあ げられ ている もの 


す—^ 

縮 屋新助 


i ち i 八- ;:-ょみゃ (7: :_:き-**-*‘ 

y\' 噃祭小 望月 賑 


安政 三年 五月 市 村 座。 河竹默 阿弥 
作。 配役は、 新 助 (小団 次) お 美 
代 (条 三郎) 新三郎 (権 十郎) 


いま、 での 縁切りと ち* かつて、 最後の 
実は、 兄妹で あつたと する K-nn 然さ をの 
ぞ け ば、 讓した 作者の 目が、 人間の 心の 
の 底に 触れて、 かぶきには 珍ら しい リア 
ルな 作品と なつて いる。 

越後の 行商人 縮 M 新 助は、^ の 
祭礼で、 難儀を 仲 町 芸者の お 美 代に 助け 
られる。ぉ美代もまた、恋人新之 //< :の新 
の 字の 入墨を 恋敵に 見と がめ られた 際、 
新 助に 名乗つ て もらつ て 助けられる。 ま 
た、 永 4^ が 落ちた とき も お 美 代は いち 


どならず 新 助の 舟に 救わ わる。 こ、 で、 
新助にくどかれるのであるが、お美代は、 
M を もたせて、 恋人の ために、 五 十両と 
いぅ金を新助 (: 無心する。しかし、それ 
かかぇつ て、 新 之 承： から 疑われる ので、 
萬 座の 中で、 新 助に 愛想ず かしを する。 
身代を 入れ 上げて しまつた 新 助は、 つい 
に 村 正を 振つ て、 お 美 代は じめ 手当り 次 
第 (: 斬り.殺す。 

この 影響を うけた 「籠 釣瓶」 も おなじ 
でぁるが、これまでのょぅに、恋仲の_ 
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切りでは なく、 むしろ 嫌いな 義理 づ くの 
男に i't する # 想ず かしで あると い ラと こ 
ろに、 時代の 好みと 自然 さ* か ある。 こと 
に、 その 恋 入は、 女を 食い ものと する 不 
良 侍で あると ころな ども、 ょ' の 世 
相を 描写して いると おもう。 

初演の小 0 次は、ゃぼで、実處な田舎 
者 (: 扮して好評を博し、現$は吉右衛 
門の 当り 役と なつて いる。 


かご  つる  ベ < 

菴 釣瓶 


かごつ るべ  さとの  えい ，さ め 

1 釣瓶 花街 酔醒 


明治 二十 一年 五月 千歳 座 初演。 配 
役は、 八橋 (福助) 佐 野次 郎左衛 門 
(初代 左団 次) 栄之氺 (小团 次) 等。 
佐 野次 郎左衛 門と 八橋を 脚色した 
ものには、すでに、文化に「花 /\- 
蒲 佐 野 八橋」 「杜 杏 艷色 紫」* か ある。 
♦か、 三世 新 七 •か 新たに、 講談 
にょつて脚色したもの。た.>し、 
_ と 勘 兵衛内 の 場は 默 阿弥、 縁 
切りから 百 人 切り まては、 其 水の 
と いわれる 

いまでは、 新吉 Is 仲の 町の 場の 見 染め 
から 幕* か 開く ので ある •か、 原作では 第五 
蓐 目にあた る。 

いま、 での 縁切りには 見られな かつた、 
思'ぃ切った大ぁばたの佐野次郎佐衛門が、 
田舎から 出て きて、 八橋の 花魁道中に 魅 


浪 宅の 伊右衛門 (市 川 寿海ン 

近世の偻れた伊右灌門は先代羽左1門ごいぅこ£-か出来ょぅ-寿 
海の伊右1門は気の弱い'環境に支配されて目然に悪に落ちてゆく 
性格' か'  その 芸風から 想像され ょぅ ゝこの 時は、 先代 仁左衞 門の お 
岩 だつ た 伊右衛門には 二通りの 演じ 方'  かあつて 、あくまで 歌舞伎 
の_ » 役式に_悪に演るのこ、生活の敗残者£して描出する方法でぁ 


よく 訊かれる のは、 幽盡と 化物 (妖怪) 
との ^ いで ある。 化物は、 信仰' が 失われ 
て零落した神々'かこの世に顯われて出合 
つた人問を恐怖させるもので、横死1た 
死者の済度されざる魂(荒ぶる魂>が、 
，ての生 1!' の姿をそのま、、恨みを含む入 
の前に自分の意ふで顯われる幽盡とは、 
根本的に 全然 別物で ある。 

嘗て、幽霊は眠いような氕持でやるも 
の だ、 と 喝破した 先代 梅 幸の 言は、 流石 
に その 間の iff 息を 正しく 伝承して いる" 
即ち、幽 ^ は、他を恐怖させる意識はち 
頭 もつ ていないの が 原則な ので ある'」 幽 
盡 (: 恐怖するのは、兒る側の、心理なの 
である。 怖い の. は、 恨まれる 方の 呵. ， « の 
作用な ので、 幽霊は、 この場合、 單なる 
觸媒 にし かすぎ ない の だ。 

朦赚 として 眠い ような 幽盡を 表現す る 
に恰好だった、めにか、木来生前のま、 
の 姿で あるべき 幽盖 は、 软舞 伎では 鼠色 
の 着物を 着せられたり、 「じよう ご」 と 
よばれる独特の衣裳 (; 足を奪られて、埂 
/+. 兄られるお岩樣や法界坊の姿 1: 安定し 
た。 

そして 「牡丹 燈 龍」 のよう な、 足音を 
立て* 顯われ る 場合で さぇ も'  下半身は 
つね (: 隱れるように演出される原則であ 
る。そこで、絕対 (: 足を無蜆1得ない踊 
りの 法界； $の盖 は、 性根と して 足を a せ 
ないよう !: 踊られる ほどで、 狀舞 伎の 幽 
盖と足とは、かように近世において全く 
絕縁 された といつ てい、。 

それでも 満足し ない、 昔の 入の ように 
幽霊に対して讓虛な心をもち得なぃ、明 
治 以降の 人達は'  幽盖 は砷經 が 見せる の 
だとい、 張つ てぶ 朴な： H 間 信仰に 発する 


幽霊を 否定し、 心理学的な 見ぇざる 幽霊 
を削造し、こ、に至つて足を失つてきた 
幽霊は、 更に 上半身を も 失わな け n ばな 
らなかつた。四谷怪談—牡丹燈 #| —巷談 
宵宮 雨'  の 系列は この間の 消息を 実証し 
て 如実で ある。 


よつ  や かい  だん 

四 谷 怪談 


耜 ;!: 澎 ，をで 土 源 


これは 怪談 狂言の 代表作で あると 同時 
(: 、 作者 四 世鶴屋 南北の 名を 不朽なら し 
める 傑作で も ある。 文政 八 年 七月、 中け 
座 (: 上演。 

三世. 尾 上 菊 五郎の お 岩、 小 平、 与 茂 
七の 三役 早替 り、 七 世. 市 川 団十郎 の 伊 
右衛門、五世.松本幸四郎の直助，五世 
.岩 井 半四郞 の お 袖、 といぅ 当時の 最高 
メンベ ー にて上演された。そして上寅仁 
先 立ち、 女の 生首* か 振袖を 咬ぇ た 絵の 大 
W. を枵 げたり した 宣 伝* か 利いて、 未曾有 
の 好評を 博した ので ある。 

傘 張りの 内職に どん底 生活の 飢を ii ぐ 
伊右衛門の：很宅に隣る伊藤の家では主人 
sv ir: (衛が 小盥を 持 出して 蓄ぇた 小判 小.； J； 
を洗つては 7- 宮へ納めている。顧れば、 
お-: 行は 辻荇 •父 左 門は 物 /.- 乙い、 妹 お 袖は 
地獄 宿の勤め、 ^ 入の生活はあまり (: も 
慘ましい"生活 (: 收れた伊石衡門は、つ 
い (: * ^ 衛 !: '^ まれるま* ^ 人りを決意 
して お 岩を 殺す。 お 岩の 亡霊は、於々に 
伊 右 術 門を 惱ま I、 ついに 彼を 任 死 させ 
て 恨みを 喑 す。 


9 フ 


四 谷 怪談の お 岩、 先代 沢 村 源 之 助所演 


薬 ど 偽つ て_ を 飲まされた お 岩は、 悪人 達に 恨みを 述べょぅ ど 
する が、 せめて 女の 身 だしな み XJ 甏を すく。 お 岩の 顔の 右 半分は 赛 
のために はれ 上つ ている。 これは# に附 いている 半面で 見せる の だ C 
源之助のぉ岩は先代梅幸と違つた味をもつていたどいぅ。 


更に、 お 岩の 妹 お 袖は、 殺された 夫 与 
茂 七の 仇を 討つ ため、 心ならず も 直 助と 
夫婦になる。 後日 三角 屋敎で 不図 死んだ 
害の 夫に 迴り 合つ たお 袖は わざと 与 茂 七 
に剌され、直助も与茂七のロから、現 /£ 

の 妹を 犯 し、 その上 与 茂 七と 思つ て 己の 
主 入を 殺した 因緣の 恐ろし さ !: 自ら 命を 
絕 つ、 といぅ 因果 噺 •か ワキの 趣向と なつ 
てこの 狂言は 脚色され た。 

徹底した 惡の 讃 美 者 南北 も、 結局に お 
いては、 「ハナ恐ろしき執念ぢやなア」 
と伊右衛門 (: いわせている占|、やはり因 
緣の恐ろしさを ^ 朴に # 定する謙虛な江 
戸の民衆 (: 還つているが、この事実は、 
頡廃その極に達していた当時の社会のぅ 
ちにおいても、いまだに根强く遺つてい 
た 12 間信仰を無視し得なかつたことを、 

K として ^ 明して いるので ある。 そして 
こ、 に 始めて、 当時の 怪談 汪言 成立の 基 
盤が. あつたので ある。 

そして、 旣 に幽界の否定された現住、 
その 点に おいて 半身 不隨 になつ た 怪談 狂 
言は、 た，、、 その 演出 技巧、 入物の 性格 探 
究な どに おいて だけ、 わ の 興味を 
つなぎとめる 存在な ので * る。 

その 意味から、 髮 すきの 眼目は.、 か* 
つて 独吟 一杯に いかに 手順ょ く、 鈇漿を 
つけ、 髮を すく かとい ぅこと にある。 そ 
して、 この 場の ® 怖は、 た.，、 肋 演者 宅悅 
の 恐怖を 通じての み 演出され 得る ので あ 
る。またそぅなくてはならないのである。 

先 g 幸の お 岩を 非難して、 手順が き 
れぃすぎ、用意ゃ身だしなみ*かょすぎて 
一向 怖くない、 といつ た 評の あつた こと 
は、 裏返せば 梅 幸の お 岩の もつ とも 今日 
的でぁったことを雄辯に物語ってぃる" 


伊右衛門，は、舷平の世てすら生活 (: 收 
れるはどの薄ふ弱行の徒なのである。 !:' 
から、 もとょり 彼の 惡は 非常に 些細な 慾 
望を満足させたいだけの小さなものなの 
である。 小心の 彼は、 そこで 死霊に 向つ 
て無我夢中に刀を振廻さないではいられ 
ない の だ。 

隱 で、 大惡の 11; 助の 手前、 「首が 
飛んでも 動いて a せる わ」 の 有名な セリ 
フを 吐き出す の も、 いわば 弱虫の 虛势 に 
すぎない の. た。 (この セリフは 大阪 出来 
で原作にはなぃ) 


この 場の fit 打は、' 尸 ^ 返しの ,# 慘な情 
t から 急転す る' タン マリの 美し さ、 目覚 
まし さで、 それは 正に 時代 ダン マリの 極 
改とい えよ ラ。 

蛇 山 庵室は 三世. 彦三郎 の 庵室 !; 擬し 
たといぅ ので ある* か、 こ、 で 南北は、 「 
ぅぶめ」が通行 \ に乳吞児を抱かせる捣 
姬伝說を、ぉ岩の盖*か伊右衛門 !: 石地蔵 
を抱かせる脚色に使ってぃる。初演は世 
羿 * か. 忠 匝蔵だった関係から -^ の場而だっ 
た*か、盂蘭盆会を念頭にぉぃて描かれた 
ことは 論を またない。 


上方の四谷怪談-ぉ岩中村腹治郎) 
三世，菊五部は江戸初演の翌年の1' 
大阪で 四 谷 怪談を 上演し'  大阪宂 に 華を 
加ぇて演じた'、その彩 1 で淨瑠璃にもな 
った.か、歌舞伎ごしても大阪 ? 統の四谷 
怪談' か 伝ぇられて きた'  故 市 川 右団次の 
お岩な ?* は|っの名物になつていた程で 
ある •' ! 治 郎 は、 ほ >0ん £-' 東京風に直し 
て 演じた が、 上方 独特の >〇 ころも 見られ 
た'.'  故 梅 王 あたりは チヨ ポを 使つ たりし 
た 点 あくまで 上方 式 £ いぇょぅ。 


< .^ 永 七 年 七月、 中 村 座 上演の 「伊達^ 
国 脚 場」 (初代接田治肋作)を *5> 凇に同 
靼 7'0 淨瑠璃が生れ、改作されて「か^^ 
物語」 •か出来た。 

実說のかさねは、顏も醜く、、レばぇも 
坍俾で 、汪一 H にはな りかね る'  と 作 一 !<： を 
软ぜしめた -(| どだったが、この作のかさ 
ねは、 半 四郎 に似てい ると いわれる は ど 
の 器^ 5をもち、心も実 1!^ でぁる。 

それが、 ケ ^- 衡門に殺され /- 姉卨 ^ 1/) 


かさね 殺し (与 右衢門 沢村訥 子、 
かさね 中 村 時 蔵 一 
离尾の亡 1 が嗶化をな1、讖妬に狂 
つて姬に切りか、るので、与右街門は 
拠ろ なく かさねを 殺す。 殺された かさ 
ねから高尾の亡 1 が « 出すど*もに、 
かさねは 元の 美しい 顔に か 犬る。 この 
ff の 上の 見得は、 清 元の かさねに も 使 
われて いる。 

盏の禅人にょる、ニつの魂の共棲におい 
て 初めて かさね 的 性格を 表現し はじめる 
の だ。 

# .'-: ルの場 |: おける累は、 

かさねとは、 八重 撫子の 名なる ベ 

し 

と「奥の細道」にある通りの心の美しい 
女で なければ ならない。 

かさねの 变猊 は、 高 尾の ^ ♦か 憑いた 舜 
問に起つているのであるが、これは高 /4 


/> 


«5r 


♦か、 チ ^ 衛 n のか さねへの ^ 想 づか しを 
朗 |$ する勋機だけで成 * つているので、 
かさね自体はいまだに心の稟豇さを火ゎ 
ず、 -.*« !?出卜- {; おいても、緒を兄てはなら 
ぬといぅ矢のいましめを守るために、夂 
而 のす すぎの 水を ^ てる 時ても 水鏡を さ 
ぇいとぅ細い心遢いを兄せなければなら 
ない  かさねの 一つの 件恨はこ、にある0 

先代 尾 上 梅 幸の かさね 

半 四® に似てい る ごいぅ 杆 判の 
澦 も、 二目 ご 見られぬ 醜 さに 変つ てい 
る e 知らず’ 身 売の 相談を しかけた 女 
銜 から 鎊を 見せられて、 始めて 自分の 
觫 さを 知つ たかさね， か 身の 不幸を 歎く 
クドキ の 演技。 先代 梅 幸の かさねは | 

代の 傑作に 数えられる 名演 で、 現在の 
時 蔵は 梅 幸の 型を 踏襲して いる。 


その ^ ^ の舰さを超ぇて、た {: .^ す « 
灾が.兑物の胸をれつのが、この狂言の生 
命で ある。 

土捣 で姬 1: 嫉妬の 件は、 高 尾の ^ との 
« 而的演抆 (: 怪淡 }1 言のーつの典刊：；をな 
している。 

与 右衛門は 伊右衛門とは 違い、 かさね 
に衬 して 終始 変らぬ # 情を 懷 いている •た 
け、 '.#; 尾 殺しの 心の 惱みを 内. a させて い 
るの だ。 す 古 衛門の 演技の 重心の 

おき ど 

ころは こ、 にある。 

±. 捻で かさねの 叱 盂は 連理 引と いぅ妝 
姊 1^ 独特の-ァクニックを兒せる。兄ぇぬ 
糸は、 与 右衛門の 身体に まつわりつき、 
払ぇど上らぬ死者の妄執の恐ろしさを兄 
せる ので ある。 


o 


幽靈 から 金を 宵つ た 男 （伴 蔵 先代 市 村 羽1 

左衛門  I 

恋人 新 三郎に 執念: を 遗 して 死んだ おつ ゆの 亡 
® は、 新 三郎の 家の 戸口に 張つ た 魔除けの 礼に I 
支えられて 屋内に 入る こ £ が 出来ない 伴诹は 
亡® に 頼まれて 百両の 金を 代惯に 受取つ て 礼を I 
はがす おつ ゆは 思いを 遂げ、 新 三 郎は处 ぬ 
しかし 因果は 廻り、 その 金は 遂に 女房 おみね を jl 
殺す 羽目に 彼を 追い こむ ので ある  （下図） 


先代 沢 村 源 之 助の お 米の 亡窗 

五世 •菊 五郎の 当てた お 米の 亡 猫は 先代 源 之 助の 当り 伐: だつ たこの お 米に 
五代 目は もじ 張りを 利用して 新 工夫の 幽® を 見せた 伴 破は お 米に 頼まれ、 魅 
いられた ように その 手から 金を 受取つ てし まう  この お 米の P (冬、 いかにも こ 
の 世の 人 どは 思えぬ ような 慼 しを もつ ている 


る C 

この 幽盖が 、芝居の 幽遙 としてもつ と 


も 特色を もつ のは， これに 限つ て )£ 抟 が 
あ る ことで ある。 この カラン コロンと い 

ぅ皆は、兄ぇざる魂の近ずく皆をム视し 
ていかにも .# まじい。 

この 音は、 伴 蔵 (即ち 兄 物) が 幽崙の 
出現を像測しているから効果てきめんな 
ので、 この場合 非常にす ぐれた 演出 効果 

となる。 だか ら 、 この カラン コロンは あ 

ながち幽 ^ のド駄の跨でなくともかまわ 
ないのである。風の音にも心を挪らし肝 
を沿す伴蔵の心埋だけ^/それを幽盏の 
r 4 w と ® じさせる ので ある。 われ-^ は 
少 くと もそう ^ じと るの て ^ る。 こ、 で 
伴藏が、怖さを紛らせる仕ガ哺のぅまさ 
•かな かつたら、 何の 所作 もない この 場の 
幽虚は'殆ど為すところを知らなぃ.たろ 


しかし、 この 幽盖の の 怖 さは、 蚊 
帳の中の树三郎に思いを..遂げょぅとする 
件 だけで ある。 無論、 こ、 が 幽. -r- .ll/. の 性 念 
場.： ^からである。 

伴葳 *> 魔 除けの 札を は* かす 件では、 伴 
蔵の活に十分ぉびぇた兄物の心埋ばかり 
*か、怪談の効果を欠持するでぁろぅ。そ 
こには 全く幽 盖は 出て こない の だから。 


三 遊亭円 朝の a 演 を： 腿 地 ^ 痴 'が 脚色し、 
河竹妍七、竹柴其水等が加肀したもので、 
明治 ニ 卜 五 年 七 3:、 肷摊2<啤て仞演。 

ぞ 助、 伴 it 、 お ^ の 盅を五 世 •鉗 五郎、 
ぉみねを光々代兮調、ぉっ§を先£幸、 
宮奸边源次郞を故中車、ふ次を8\松肋、 


その他" 

中国の 小說 「剪 燈斩 話」 に渊源 する この 
牡丹 燈 ffi は、 死者の 荒ぶ る 魂のう ちで も、 
四谷怪談のょうに恨みを晴らす性質のも 
のでは なく、 この 世に殘 した 執着を 遂げ 
るために、死盡*か夜な夜な恋する男の許 
に 通う という 夢幻 的な 怪談を 主題と し、 
それ (: 幽盖と取 -;| の契約を1た特異な小 
惡 .土 伴葳 を按 ftl: して 脚色され ている。 

この托言の幽. :^ は、他\を恐怖させる 
必要は 全くない の だから、 お 岩の ように 
恨みを 晴らす 幽盖 よりず つと 怖くない し、 
また美しい幽為扣米の姿を£せるのであ 


ぅわばみお由は荚連者だが 8 は純情で涙跪い。蟒の彫物 
をし、 男みたい な 言葉を 遣 つても、 亭主の ためには 身を 
売る 程 だし、 彫物 も、 家の 場で 無意識に チ ラリ ご 見せる 
きり、 ズ バリ ど 見せる のは 最 后の 仇 討の 場に なつてから 
で、 それ も 敵役に 袖を ちぎられた が •ためだ。 まさに 首 穴 女 
形の 翠^! である。 源 之 助の お 由は 田 之 助 譲り、 一 一七 
頁では病夫% :* を煎じている純情振、莫連女の真心ど情 
味の 一種の 怪奇 •かこの 姿に よく 出て いるし、 この 放し も 
水绿 ^ うた「を>0こ女」纪だ。 


「双 面」 の 舞台 (松 若 七 世 •沢 村 
宗 + 郎 、おしず 故 中 村 魁 車'  法界 
W の i 六 世. 尾 上 菊 五郎、 おくみ 
中村歌右衢門 


天明四年五月'大阪藤 )|| 座、四世.市 
川团 蔵の 法界 坊で初 演 。無論、 前行す る 
秀鶴 初代 中 村 仲 蔵の ものに 端を 発する。 

現 ^ この 汪 言は、 怪談 狂言と してょ り 
も、 乞食 坊主 法界 坊の 間の 找け た ^ : 劇と 
してー般に親灸している。 

題材は 法界 坊說 話と、 日 高 川 伝說 と、 
淸玄の狂言が含体し、法羿坊のもっ淸玄 
的性侪 が 怪談の 主体を なして はいるが、 

執' 念は 彼ょり ずつ と 弱い。 

即ち、隅田川の世界へ釣浼勧進の /-- こ炱 
坊主法界坊を配て、これに淸玄の趣向を 
加味した上、殺し殺されたニっの亡霊が 
合体した 一体の 幽霊* か、 共棲す る 二重の 
性侪を 現ゎして 道行の 男女に 執念を 述べ 
ると いぅ、 特殊な 形式の 怪異* か 仕組まれ 
てこの 狂言を 構成して いる。 これを 連ね 
て行くのが ,'; 田の重宝鲤魚のー軸でぁる。 

道具屋 甚 三に 骰々な目 (: 遭ゎされ、-^ 
手下の非人小屋ににげこんだ法界切は、 
雷鳴の奇縁に法悅の思いに浸ろぅとする 
寸前、 またしても 現ゎれた 甚三 のた め 邪 
魔され た 上 殺される。 法界 坊の 霊は すぐ 

B 田 川を 背景に お <み 要 助の 美しい 道 
行。女船預おしずが袱紗を火中する£、 

三人 >〇 も 失神 I、 覚める U おくみ •か 二人 
立ってぃる。ぉくみの姿を仮りに野分 £ 

>〇 法羿坊 の 霊は、 おくみ 要 助に 恨みを 述 
べ％、双面(ふたぉもて>の怪異： 


顯 われて 連理 引に 甚 
三を惱ませる。淸玄 
庵室の 怪異は、 この 
件に 採用され、 この 
瞬間 だけに 法界坊 の 
一 J 霊は 引きし まつた 
怖 さを 見せる。 

隅田川渡し場の、 

お 組 要 助の 道行に 
らむ 二重の 亡霊は、 

要 助へは 野 分 姬の霊 
お 組へは 法界 坊の霊 
となつてはたらきか 
け、日高川以来の亡 
霊の 伝統を a せる。 

俗称 「双 面 I の 由来 
は、 こ* に * る。 

しかも、 お 組の 姿 
を假 りに 顯した この 
亡霊は、殺丄た法羿 
坊 と、 殺され た 野 分 
姬といぅ、ともに恋 
の 執着と いぅ 因 練に 
結ばれた敵同忐の合 
体な ので ある。 それ 
* か 道行と 同じ 葱 売の 
対の 衣裳で 両人を 惱 
ます 延に 、美し さの 

底 (: 漂ぅ !# 味を兒せる。踊りだから当然 
足は ある •か、 それを 見せぬ よぅに 踊る と 
ころ |: 独特のテクニック*かある。 

甚 三は 大七の 場で 法界坊 を 取って 押え 
るぁたり、気のぃ、捌き役に属し、ヒ手 
場では辛抱立役の要桌を多分に見せる、 
雔役 でぁる。 


* 劇 役者 法界 坊 - 法界坊 中 村 勘 三 
郎 、道具屋 甚三  松 本 幸 四郎 、おく 
み (中 村 梅 枝：- 

拾つ た 恋文を a におく み 要 助の 不義を 
1 立て* いる 法羿坊 は'  いつの 鬧に かそ 
の 手紙を 甚 三に すり 代えられ、 自分が お 
組へ 宛てた 恋文を 高々 ど 読み上げられて 
いる。 打消そぅ e して 周章す 4 法界 ¢5 の 
it 格な 演技'  空 t ぼけた 甚 三 の 戠。 この 
* は * 劇 E して fill 作 だ。 


お 六の 亭主て® 門の* 兵衛 C いう* 党で*)%  南北の 立 敵は 多く' 鼻高 E 異名 

の 五世 松:^ 幸 sue が 有名で'  この 抆も その 当 丨3 役だった 党 だけれ r、 e- ニ か 
大らかで ゆっ たり c し， 変に _« けで s«i^ あ* 癱 に、 总 所に 来*  e、 グ ット鼉 
の 妻 味が 利 < e ころに S 白 味 か あ％  長 十® のこれは、 見た e ころ、 それら v 奪 
臟 的に 战 った 点が 見え a ぎて 簿手 であ％  前 复*河/* 崎 長 十 部の 鬼門の 審兵衛 


m 女 


:ft 舞 伎の 毒 M は-悪を j と 称する： 
もつと、悪は悪七兵衛景清などの悪に 
似たものだし、婆^>^役でない年増役と 
いう ft の 意味な ので、 いぇば、 悪婆とは 
软舞忮 独得の 感党 的な 呼称な ので ある： 
毒： S 役は 最初 純 女形は 勤めず、 多く 立 
役 •か 加役と して 勤めて いた-女形とは、 
出 性* か理 相^? し、 拡大 化して 表現す る 女 
性だから、女性の « 推、琬柔、爱感など 
を極端 (: まで突きつめて、その姿態-^ 
操を 表現す る 為に、 それを 女の 貞潔に 結 
び付けるの.か女形道であり、従つて、ル 
女形に とつて 悪婆 役は 長い間 タブー とな 
つていた の だ = ところ ♦か、 江戸 文化* か 调 
熟し、歌鋒伎ちそれにつれて複^して 
来る と、 女形 もそう した 単純な 境地に 安 
iB93 来な くな つて 来る'- で、 中期 以後は 
女形 も 悪婆を 演ずる ょうになつ た •か、， V 
の代り、彼らの悪婆には自ら限界.かあつ 
た e 驮篝 伎の 毒： r か、 西欧の 劇の それと 
異る « 念のものであり、ヵィメンやマノ 
ンの敝 底した 愛 餐 浪褚神 もな <、 マ ク 
ベス 夫 入 や 鶬君ネ 。の瓶妃の猛毒を待た 


お染の 七 役 (於 染久松 f 販) 
明和九年ニ月"前進座河1螓国太郎にょる 
もの。 即ち、 お染 、久 松、 芸者 小 糸、 奧 女中 
M、 土手の お 六、 お染毋 妙貞 、お 光の ^ 。 


04! 


ニれ らの 七ツの 役々 は、 土手の お 六を 除い 
ては 一分 置き 位に 目まぐるしく 替る 。久松で 
上手に 引 込む e 、すぐ 下手から お染で 出、 上 
手へ 入る Ki 、アッ e いう 阖に 花道から 小 糸が 
出る ki いつた 工合、 最後の 隅 田 川 道行では、 
傘 |つでお染になつたり久 4- になつたりする 

まず、 早替り 劇で これ 程 その 特徴を 百％ 生 
かした 芝居はないだろう。 この 早替 りには、 
衣裳は 針金 その他を 使つ て钥 便に 蒲 替えられ 
るよう な 仕掛け' か ある 訳 だ' か、 顔の 方は、 そ 
う も 行かない ので'  眉 や 目張りな 5-- 、 お染も 
久松も 同じ だ Ki いう こ C' か、 写真を 見れば よ 
< 判る。 妙貞 やお 六の 眉の ない のは、 羽二重 
で 隠して 鬉 をつ ける ので ある。 

土手の お 六、 初期の 女形 憑 婆 だけに、 大分 
写実を » れて 装飾的な 扮装 である。 (衣裳 持物 
その他)。； an の前髮 を 短く して 二つに 割つ た 好 
みは、 いかにも 頹廃 的な 冷たい 艷や 凄味が あ 
つて、 この種の 役では よく 使う。 国太郎 のこ 
の お 六は、 帯' か 上す ぎる I、 顔 も 甘味' か 勝つ 
ている よう だ。 殊に 唇の かき 方は 全然 現代 風 
でい けない。 早替 りで 他の 役 £ の 共通の せい 
も ある £は いえ、 上唇まで 輪® を ハッ キリ ki 
かくのは、^©の映画1の彩 « があつて感心 
しない。 一 0六買の先代梅幸のお六£比較す 
る ど 面白い。 こうした 役は、 この 写真の よ ラ 
な 娘 じみた 甘 さで なく、 大人の 味 £張 りが 必 
要な の だ。 
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“ 切られ お 富*'  : 
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の積極 |± が好適なのと、四代目以来、三 
日月 お 仙と いつた 真 女形の 悪婆 役*  かお 家 
芸 となつ ている の !: 敬意を 表した せいで 
も あるの だろぅ。 

しかし、 この お 六は、 真 女形の 悪婆 役 
としては 初期に 近いだ け、 大分 大まかで 
のんびりしているし、あくまで女形道を 
尊重して 、お人好しで 愛 ^ タッ ブリ (: 書 
かれて おり、^^ の 病的な ドギつ さな ど 
見られない。 有名な 強請 場の ツラネ など 
も、 つぎの 如く ォットリした もの だ。 

「もしく 何 だえ。 強請が ましい え。 
え、、 止しても おくれ。 何 ぼしが ねえ 暮 
しても、小強請' ^ をする様な、そんなわ 
つちら； £> やア ねえょ。 これで も お前 吉 ® 
の、土手 (: 住まつたその時 !: やァ、小店 
の 客を 引 暴屋、 土手の お 六と いわれち 
ゃァ、齡見手合に立引いた*か、今ぢゃァ 
それも不仕合せ、小梅代地 (: 九尺£世、 
亭主は江戸へ手間仕事、喈ァは内で洗濯 
や、 蝌ア _ と 評判の、 いわば 真面目な 
商人だ。そんな嫌味のぁるんぢゃァねぇ 
よ" 喜 兵衛 さん、 こり やア 、出る 所へ 出 
にや ア 分らね ぇぜ- 


白面の美#年与 _ ー郎が疵だらけの無頼と 
となる覘い*かすで (: 幕末の額廃趣味なの 
(: 加-ぇて、 更に これを 女性化す るに 至つ て 
は、 全然 アブ ノーマ ルの 領域 !: 人つ てい 
るし、 しかも この お 富* か 実は 与 三 郎の妹 
と 分. る 畜生道な の だから、 不健康 も 極ま 
つてい る： 江戸 三百 年最 末の 民衆は そこ 
迄ドギ つい 刺戟を 欲した のだろう* か、 基 
に、 世紀末 芸術の 好 見本 ともいうべ きで 
あろう。 

しかし、 これ も 真 女形 田 之 助の 役 だけ 


に、 をと こ 女の 役ながら、 女の 柔 か咩は 
充分に斟酌されている：赤間 ^ 左！^'::} 
妾て は あつても、 また 止む を 得 luWaE 安 
の 女房とは なつても、 真実の 恋 爱は与 | _ 
郎 一人 だし、 彼と 再会の 後は、 情意を 尽 
して、為に強請も亭主殺しも嫌ゎ《点、 
女形の 貞潔* か、 こうして 最後の 一線で 守 
られ ている のに 注目すべき である = 


だから、 俳優 もこの 点に 性根を 置き、 
例ぇば、 薩垂 峠の 一ッ家の 場で、 与三郎 
と 再会す る 件な ど、 すつ かり 転落して、 
先代沢村源之助のぉ富こ 
大正中期の浅萆の铒国座所演のものらしい： 
赤間1店先の場だが、潭之助のこの役は、 
彼の当0役中の当り役で、近年この-逢の役を 
14 式に 見せ 得る 唯一の 役者 だつ た e この 役な 
匕、 害 下ろしの 田 之 助の 俩近 にあつ て、 その 
f 法を 充分に 実見した 人 だけに 他の 真似られ 
ぬ； 4 味 V かあつた し、 また'  棄材 e しても、 そ 
の古 1. な澦こい、、感覚>0い*、十ニ分のも 
のを持つている人だつたのである。 


作者は 默阿弥 、元 治 元年 七月 守 田 座で、 
例の 足を 切つ た 田 之 助が 初演した。 
いぅまでもなく、 瀨 III 如皐 Q 「与 話 情 浮 
の切られ字三を女で行つた ^ で 


初代 歌 川 ■国の 「お 染の七 役 •の 
土手の お 六 （五世 岩并半 四®) であ 
る。 毚国 2： しては 蟯 正な 描 線が 大分 
嫌れ た 頃の 筆の 襍 だが、 それでも、 
派手で、 爱媾 滚れ るが 如く' 雄弁で 
気蒿 だった E いう 五世 半 四郎の 感じ 
は 相当 生き生き £： 出て 靨る。 

肩の 手拭、 弥進 にした 左 袖、 前を 
割った 散らし 髮 、横 櫛 等は 憑 姿 役の 
韃型 だが、 更に、 和 かな 描 線を 受止 
めた 強い 男 下駄の 様な 履物が その 感 
じを 强 8« して 居て 面白い。 


I 
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@ 和 ニ 年 七月、 歌 鏵伎 座丄演 の 
「社 1八撟」先代尾上梅幸の土 
手の お 六： 

「お 染の七 役」 e 同じ^ ■四 世 
南北 作 中の 土手の お 六で ある。 梅 
幸は大沔であつたし、頭のい*人 
だ つたから、 南北 物の ムー ドを ズ 
バリ £欐んで好演 '^ った南北の 
悪婆 役の お、 ら かさ、 拡大され た 
味、 装飾 性、 を £こ女の張りな ^ 1 
この 写真で もょ く 出て いる。 前 頁 
で 説いた ょぅに、  さす •かに 顔の 扮 
*1 な ^ も； 4 格 的で ある。 


— & 

o 

伎の 悪婆は、 化 政 はま だし も穏 かで  I 
のんびりした もの だつ たが、#^ に 入る 
と、 殆ど アブ ノーマ ルと なり、 異妖な 狂 
い 咲きの 花を 咲かせる 。刺戟的な 手強い 
g と白迴 し、 霉な ど、 イン ノ — セン 

卜で、 ノー ティ ーで 、かつ® であり、 

しかも 半ば 女 € した 男性で ある 女形の 
演じる 「をと こ 女」 といぅ 二重 三重の ® 

覚 的な 枷* かか、 つて、 すでに 頹 廃を 通り 
越した アブ ノー マルの 領域の ものと な 4 
* か、 しかし、 単な 4 見^^に 終らず、 幾 
代に も わたつ て 洗い上げられた 芸 味に 依 
つて、 一^！^ 事に 爱 賞に 堪え 5 見 ものと 
なつた ので ある。 


土手の ぉ 六 

お そめ ひさ— 「 い ハ ：； ょ LA 一 ラ つ 


土手の お 六は 三つの 狂言に 出る が、 叫 
世 南北の 「お染 の 七 ^ 」 と 「杜若 艷 •;!: ソ 
起」のニつが有名でぁり、こ、では前老 
を仅 上げょぅ。 

お 染の七 役は 「於 染久 松色詨 阪」 とい 
い、 文化 十 年 三月、 森 田 座で 初演され た 
お 六を 含めて、 お染 、久 松な ど 七 役を 
早替 りで 演じる。 いわば 歌舞伎の K ぺク 
タク ルの 面を 強調した 芝居 だが、 その 中， 
この お 六 だけは、 他の 役との 早替 りに 煩 
わされず、 ジツ クリと 芝居* か出来る 役と 
なつて いる。 それは、 稀世の 名 女形 五世 
31?^半四郎の、派手で愛猇タップ’リで、 
墙 たる 弁舌を 発渾 する に、 「をと こ 女- 


ない  のは、  その 点から  も 来て  いるので あ 
る 0 

歌舞伎の 悪婆の 女性 悪は 微温 的で セン 
チ メンタル だ。 彼女 達は 悪事を 行 ラに 歓 
喜を 覚ぇる ので もなければ、 男 $3^ 浪も 
止む を 得ない 成 行と いつた 按配で、 とも 
すれば、 最初の 男 一人に 心の 貞節を 捧げ 
* かちで ある。 で、 結局、 歌舞伎の 悪婆は’ 
「悪女」 性を、 内容ょり 外面 的、 成覺的 
な表現にとぐめているけれど’その代り， 
この®^ の 面には" なかく 1 微妙な 
ものが あり， 充分 鑑賞に 堪ぇは す*®: 

この 悪女^^の § な もの、 一つに、 
おとこ 女の® が ある。 お転婆、 俠 ，傅 
法， 鉄火な どの 形容には、 女の 男 1 的 
分子* か あるが、 これらを 極端 化した 歌舞 


けて戸板に乗せられての登場は与市兵衛 
もどき おかや *> 生母-^*分つたり 許婚 
者 小山 田 庄左衛 門が 現われた りの 責 m 
に 悩む 辺りは 勘 平の 穴を も 兼ね、 最後に 
自ら 鉄砲 腹で 死ぬ 凄惨 味は たしかに 女定 
九郎 である。 ♦か、 こぅした 茶番 だ* か、 そ 
の洒落は全体に生真面目にとぼけたょぅ 
な © じ* か あり、 茶番ょりは、 ァクの 強い、 
変に /1 帳面な黃表紙芝居的な感じでもあ 
る。 作者默 阿弥の 人柄と 主演の 小団 次の 
芸風の せいであろぅ。 

お市は、これも淀奔な悪女だが、根は 
# 良 で、 強 ^ も，」 夫，： 疋 九郎 §の仇討の 
ハ '-«\, 持からだし、ぉかゃが実母と分ったり、 
dr 婚者に 責め ら れたりすると簡単 (: $!^ 
して 自殺す る" 


「接 由 8 T 評 仇； G」 は麽 £0 二 年 正月 中 村 座、 沢 
村 田 之 助の 初演。 写真 は*之助のぉ由で' « 和 
四年ニ月、新宿山手 «9 場所演の-|>6(旧大国座 0 
「蟒ぉ由」は|||世瀬川如皋作、ぉ由は性来奔 
放で 盗みを した • |£もぁり*千 1 家の妾時代に 
案 臣の数 馬 £契つて |£ 落'駕1屋，^して居る 
中、男'か恚ぃっぃたので、治<>^のために新宿の 
女郎 >0なり'_もな<亭主'か悪待 1 +部に殺さ 
れた £聞き、麻を出て、覃+郎を色仕掸けで酔 
潰した 上、 海岸で 仇 討を する 筋。 参考 写真。 


沢村 -1 之助の女定九郎<蝮のお市)。大正中 
期、 浅萆 i 座で 上演の 時の 物。 

山醻 街道、 辻堂の 場。 おか やの 持つ て 居た お 
軽からの 手紙を $ い、 これを 読んで 強請を 思い 
付<の である' の M は 達磨 返し £ いつて' 書 
却し の 時、 小団 次' か 床山に 命じて 発案 させた も 
ので、 いかにも 粋で® 法な 感じの 結い 様で ある。 
:B I^ の 白 縮緬 も、 この種の 役の だ'' 源 之 助 
のこの戠、形、 1 1. で手強<、*1£凄味£、洗ぃ 
上げた 様な 粹 な 感じが 他の 追随を 許さない。 


小団次書下しだか 
ら 加役の 悪婆 だ •か、 
真 女形 悪婆の 1 を 
一応 踏まえての それ 
故、初 *1 の加役悪遥 
の 素朴 さはない。 し 
かし'  最後の 鉄砲 腹 
の 荒事 や、 お 軽と お 
かやぇの悪態の芸味 
の 手強ぃ 覚感は 矢ッ 
張 真 女形 悪婆とは 遠 
ぅ。 しかも、 これを 
後に 女形の 先代 源 之 
助が演るょぅになる 
と、 梓と か 女形 的な 
傳法 味が 多く 加わり 
二重 三重の 道程を 
経た 珍奇な 見 ものと 
なつて、 : ft 舞 伎 成 足 見 


の 一筋縄で ない 相を 思わせる。 

この 役の 衣裳は、 小団 次は 紺 透！ <だ つ 
たのを、源之助は後に劇評家三木竹ニの 
* ^ ロで 定九郞 と 同じく 黒縮插 に 改めた。 
しかし、 加役で しかも 容貌の 悪い 小団次 
は、 この 役の 一面の 粹な 味を 出す 為に、 
恐らく 黒 縮 锏 を 勧められても 断つ たで あ 
ろぅ 源 之 助は 女形 だから それが 出来た 
の だ。 

有名な 強？ i の ッラネ は， 

「お、遛さん、騙 (; 米たとはわつちの 
事 かぇ" 止しても おくれ 而 -Z； く' ねぇ。 
今で こそ 此様な 、後家と いつても 犬の 後 
家、 4!| 御々々とおひや.りかされ、無理{5! 
段に H 済 貸、： •儿 は， 值も :>■; 川 町、 五條 橋 下 
八坂前、ニ條新地ゃ御浪裏で、ぉはもじ 
乍ら 是迄 に、 泣かぬ 勤の 堂 茶； T 揸木町 
ぢやア おて ちんで、 五十三次 宰領な し、 
阪を跨 に か It 、 事も^;  く* か、 
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時 觐のお 富 £ 現 坂 柬彦三 郎の蝙 鎢 
安。 昭和 廿四年 六月 S 越 劇場 所-; 寅 t 
赤 間魇奧 座敷、 捆 W の壜 での 見得 
である 不 案の 「切られ 与 三 」 ヲ穴 
を覘 つた 見得で、 女形 だけに、 安 坐 
の 代りに 片膝を あげて 居る 時臁の 
お窗 は、 喰 気て 齡 気に 乏しい し、 こ 
の 僅の 役は、 お C こ 女の 役 だけに、 
女形の 「陰 想 斑 以外の 「嫌： 旅 味 
も 一脈 必饗 なの だが、 それがない し、 
大体、 時觼 には 父 瞅 六の 上方 的な 佶 
倔した 持 味の あるの が、 この 役には 
邪魔を して アカ 抜けが しない。 


衋 1 国 周 画く 三世 沢 村 田 之 助の 
切られ お* ■。一ツ家の 塌だが 、疵 
も 描いて なく、 先ず 田 之 助の 美貌 
を見せるのを主眼£して居るだけ 
の 絵で ある。 江戸の 最 末から 明治 
にかけ ては 国 周' か 殆 c# l 人 占に し 
て 居た 芝居 絵 だが、 この 絵の 如 < 
りで凡膺だった。 

の 田 之 助の 顔は 芝居 絵 凰ょり 
率ろ 普通の 美人 面に 近い。 田 之 助 
の 9 にはもっ>0末期的な小狡小黯 
ども 云ぅべき n ケット リイが あつ 
た。 それでこそ 末期的な 1 婆の感 
覚が 表現され る荅 なの だが。 


慘めな 阿^ 女と なつて 了つ たお 富 も、 

M 炉裡の そだ 火で 男と 顔 見合せ た > 1: 端に 
は、 処女の 如き ^ な を兑せ 、その後 も、 
疵だらけの笳廃しきつた顔を、なるべく 
男に兄せぬょぅに背けがちにするのが役 
の心得とされている。山中のあばら保で 
疵だらけな顔の粒落の女*か恋しい出に示 
す蛇窀、これは極度の'姐庵趣味だ*か、_:刖 
述の 「女形 进墨守 」 が 4 c まれて いるのを- 
知る こと も 肝要で ある。 

もつとも、乂而、をとこ久的要索も十 
分に 発揮され ており、 ッラネ の 弁舌、 科、 
思入 |: も非常に -1- 強い突ッ込みと、キソ 
パリと した ^ . 巧* か あり、！； え ば、 赤 間 か 
ら強 玷りとつたニ打㈨をぅつかり安蔵に 
渡して先え祕した後持逃げされてはと奴 
*かつき、思わず安の；订つた方を指差し、 
「次第に 故つ ては」 と、 その 指を 振 上げ 
て斬る科をすると |»1 時に、ゥンと決心し 
てその早で膝：败をポンと打ち、半網持ち 
涔 えて 引 込む、 この 科、 思 入のゾ クリと 
する 様な 鮮明 さは、#* の 悪婆 役の 激し 
い (.a 登を 痛感させる に 充分な 技巧で ある。 

せりふ 廻し では、 有名な 強請 場の ッラ 
ネ 「強站騙はいわねえでも、何れも 
様' が 御存じ だょ。 年端 も 行かね え 身の上 
で、 止せば い、 !: と 人様に、 異見 も 度々 
いわれた が、 女の 癖 !: 大 それた、 切 ^- れ 
切られと いわれる も、 疵 'かなけれ ァ引 W 
毛、 任 £货 か 日： 那取 、亭主を 色に 栄養 喰、 
和田ゃ大和出の股ょり、小粹な筋もぁる 
けれど、額をかけ\し七十五針、総身の疵 
に色恋も薩垂峠の-3.ッ縁、打込む汐に濡 
手で 粟、 金は とつて t 高が 強請、 夜盗 か 
つ 先 ww yj' 、 まだ 盗 ツ 人 アしや ァ しねえ 
上」 


の、 最初の 「何れも 様 ♦か」 や 終い の 「 
まだ盗ッ人ァ」も十ニ分に乎強く、中て 
も、 「総身の 疵 に§も薩乖峠の」とー 1'. 
に 続ける c 姻しな ど、 キユ ーッ とした エ 
モ|ションを出すやり方 (: も、それらは 
m われる ので ある" 

初演の出之助はこの時廿哮則後の ?.: 半 
だつ たので、 ^^の^欠況もそこから出 
て坍る ^ たが、人文形だけ !: 、 |)|] ^ の 

2 姐 廃： £ な# セ 役は， 辕 兄 の イン ノーセ 
ンプ\ノーティーな災认芙にょって、官 
能 的な 1を鲍くまでも：？^した内時の 
観 各を 大いに 満足 させた ので あつた" 
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初演は 瘦応： •几 年 五：：：： 中 村 座で、 名人 四 
世小団次、が 1-: 没蚁のお市を勖めた。作者 
は 何 竹默 阿弥。 

「忠 Bi 蔵」 の 五. 六 段 目の 茶番劇で、 
この 茶番劇なる もの •か、 物の 核心を 殊更 
•;« 落ではぐらかすといつた件 ^ 上、すで 
(: 世紀末芸術の相を持つている：主役姐 
の お市は、 五段 目の ^ 九 郎の女 房で、 そ 
つくり その 穴を 行き、 与 市 兵 衛の 代理を 
その女房おかや*か勤めたり、猪の代り (: 
角 兵 衛獅子 •か 出たり (南北の 「莉 宴 片^: 
浪」 の 犧 ) 幕 切れには、 鉄砲の 音が し 
て、 「一 .^ , .fcr. は 真ッ 平」 といつ たりす るし、 
六 段目紛 ぃの 強 ^ 場では、 お市が 蓑 笠っ 
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暗 闍の丑 松 の 大詰'  松の 湯の 釜 前の 菊 

殺 

そぅ >〇 忍び込んで 来た 時の 形相の すさまじ さ 
復 V の 念に こりかたま つた 人間の 怖ろ しさを 
あり^^  >〇 現わしました。 

菊 五郎は 何 どいつても、 近世の 写実 演技の 
最高の 技術者でした。 が、 そのぅちには'  驚 
くべき 苦心' かかくされ ていたので す。 この 写 
真に* 見る 着物の 着こなし 方、 帯の 端にまで、 
写実の精神がこもつています。丑松の項参照 
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嫻に 障れ ァ i 猪、 鉄砲 店の お転婆 も、 
種せ え あれ ア喰い 付く、 ^ の お市と 名を 
聞いても、兒てくれもねえで，>ふくだが、 
盜人騙 をし ねえの が、 そこが 水道の 水の 
恩、 びく-^ しずと 五十}！;、 «• を 揃えて 
出しな せえ な」 

この 中、 「••儿はわつちも許川町し以下は、 
|^ 北の「敵討合邦晰」のぅんざりお松0 
ツラネを取つたので、いゎは恶婆找の伝 
統の小 H り c (: 敬意を 表した 訳で あり、 歌 
舞忮ではょくけゎれる涔叽のーつである 


4>  / J < r -V-'  V / : Vi. て <?1ゎ 

善悪 両面 児 手 柏 


「姐 妃 の お 百」  昭和 
四年+月帝劇所演 
深 川の 芸者 屋 での お 
百で ある 橋 幸は 正統 
的な 大家 だつ たから、 
ニの 写真に も 見 え るよ 
ぅに、 | 流の 土地の 一流 
の 姐さん らしい 人柄 >〇 
品' か 過ぎて、 頹れた 味 
が 不足して いる 衣裳 
その他 も、 いかにも キチ 
ン&行 儀 かよす ぎ、 自 
!| 落さ や 莫連 咪 、傳法 
さに 欠けて いる それに、 
名古屋 出身で ロ'か重か 
つたので、 末期 悪婆の 
棰端な悪態8味の雄弁 
にも 適しな かつた 


慶応 三年 五；：：； 市 村 座 初演. •お 百は 例の 
田 之 助の 篑だ つた' が、 ill の 病 悪化の ため、 
市 村 ー_  (五世 菊 五郎) が 和尚 次 郎とニ 
役 兼ねた" 

家橘の加役とはぃぇ、.兀来が女形田之 
助の 役な ので、 矢つ 張 真 女形の 悪婆 役で 
ある。だから、刖三役と違い、心底から 
の 悪女で あり、 愛 愁 放浪 も 自ら 好んで す 
る 点、 真 女形 悪婆では 型破り だが、 実は、 
お百の悪は、最初の亭主徳兵衛が斬つた 
海坊主の崇りの代理人(無音蓮の中 (: )に 
なつているなど、こ"らが女形道の捉を 
"ザくも守つている訳なのた 

お 71 は、桑名 ^ の下女.その主人徳兵 
衛の情婦後に後杳1美濃 &| 徳找衛の情 
秘 丨芸者 小さん 千 葉 家の 愛妾と 変転す る 
しかも、他の悪婆と途って自ら積極的に 
望んでの変栝でぁり、その邪魔 (: なる者 
は 進ん て 殺して しまう。 まず 形 r: tt は 4< 


格的な毒城悪女で、最後の"辕は |'/1 らか 
(: 作者の 申 訳と、 人気役者の 人気を 考 It 
したに 過ぎない ょぅ だ。 しかし、 性根は 
女形 悪婆と して 興 例'; r か、 下女、 情： r 
芸者、大名の妾と変化する風俗に、妖美 
や 仇ッぼ さを 必要と する 点、 加役 悪婆で 
ない 役 だ。 

作と しては 変化が 頻繁な だけ 密度が 淡 
く、変 (: 泥臭く陰慘だが、兄所は欠ッ張 
砂村の；刖夫徳氏衛殺しである。役の恍根 
は、止むを得ない殺しでなく、砧極的 !: 
悪の 心で 殺す 点に あり、 思 人、 白 * しそ 
の他、へ則三役とも自然と異るものがぁっ 
て、鑑賞には、純粹な悪の成登を刖取る 
事が 大切であろう。 

徳兵衛殺しのッラネを渴げて其く" 


「おい 傅 jU ハ衛 さん、 靜 におし な 幾ら 

聞く のは 私と 阿 母 ァと石 の 地蔵の 三人 限、 
1# 味な -^ をいぅ様たが 姐 ^ のおブと_, 
はれた，>け、今迄人を化かしても ^. ^' 
を兄せた事もなく、十叫の^"にお前の.，豕 
、、小 間 史 と. ペケ-て 、、嫌な VW も 慾 得ず 

お前の 女房の 産 月を、 手荒く 折檻 さ 
した 故、 到 M その 場で 死んで 了い、 それ 
から 私* かしたい 三昧、 揚句が お前を 連 出 
して、^* K PU と 経巡つ て、 今 じ やァ江 戸 
で 芸者小さん、三圃渡ったこのお百が、 
亭主 殺しの 殺生 石、 是から 千 葉の お 妾で、 
飛ぶぃ1落す勢に、なって悪事を那須野が 
2 §、 草葉の 蔭から 費 ハ衛 さん、 私の 出世 
を玷物ぉしょ」 —— 。 


源之助の姐妃のお百" 

砂 村 土手の 徳兵衛 殺 
しの件であ4。 1 物の 
藩 科し、 蒂の 結び 方、 
全体の 形の 付け 方、 い 
かに も投け やりで 楽々 
£ している ように 見 犬 
て、 キ チン ki している。 
この種の 役の 粋な 傳法 
さの 典型的な 着 科しな 
り 形な りで ある。 

顏つ きも、 仇つ ぼ さ、 
艷氕、 悪女の 凄味に 加 
うるお XJ こ 女 的な 手強 
さ' か あり、 しかも、 洗 
い 上げた ような 粹な味 
が 自然に 浮 ている。 


ごん ざ 

権 三 


す it じ ゆつ 

と 助 十 


これは 講談の 大岡 政談のう ちの 一く さ 
りです。 

権 三と 助 十と いう ^ かきが、 ふと 通り 
か、って見つけた殺人犯人を、か，わり 
あいになるのを嫌つてロをつぐんでいた 
ばかりに、 思わぬ ひつ か， りから 間 じ 長 
甾に住んでいた小間物保が無実の罪で刑 
になります" が、 親の 無実を 確く 信じて 
いる息子は承知しません。  とう- 権 j ニ 
と助十もその親孝行 (: 胸を打たれ、正義 
感を かり 立てられて 奉行所へ 訴ぇ出て、 
真犯人を兄つけ出します。刑になつたと 
思つていた小間物 &| は大岡さまの計らい 
で 実は 助けられて いたのです —— この 
話は これまで 芝居では 何度も 取り上げら 


n ています： 殊に 田舎 廻り 0 .芝居で ょく 
やつて います。 その 理由の 一つは 衣裳に 
金が か、 らな いからて す 

岡 本 綺 堂の この 作は 数多い 綺堂 作品の 
中で も.^ の 一つ (： かぞぇられて います- 
ニ慕ですが、場面はーっ。江戸ッ子の作 
者が市井の風俗をぅまく取り入れながら 
探侦小説的な興味でしまぃまでっなぃで 
いる 筆の 妙は 感心 させられます。 

その上 {: 、大正十五年七片、狄舞伎座 


<riei 摩 歌 の 第二 幕、 千 草屋の おまん 
が、 源 五兵衛の 横恋慕から 迷れ ょぅどす る r 
ころ  i 十 年 六月、 東京 劇場の 時です から、 
これが 先代 左団 次所演 の 今様薩摩歌 の最 
後の舞台でしょぅ 

おまん は 先代 松 蔦です 
松 1 は 先代 左団 次の ょき 相手役でした 可 
憐な 女には まつた 女形で、 ^ こかに 新しい 匂 
い. かしました それ か 左 団次ご 相 携えて 新作 
劇に 成功した 理由で もあります 


轉： ' . ^ 


今様薩摩歌  の大詰の舞台写真てす- HS 
和十年六月の東來劇場所演 

おまんを争つて、三五兵衛ご決 |? の後に' 
ついに これを 倒して、 冴え かえる 月の 下に 詩 
かに 自刃し ょぅどす る 先代 左団 次の 源 五兵衛 
です： はだけ た 胸に 荒々 しい 男の 気性を 躍如 
ごさせ ています 家の由に飾つてあるのはお 
$| さまてす.こぅいぅ $ 節 « 'か|入この芝居 
の 味わいを 深めて います 


の 初演の 時 !: は、 羽 左 衛門や 先代 左団次 
などが、裸向然のなりの駕かき !: 扮して、 
舞ム |1 で陽鉍 !: 騒いだのですから、£物'が 
大 « びを したのは いう まても ありませ 八。 
-J- C1 右衛門の 家主の 洒脱な 面白さ も 忘れら 
れ ません。 

その後、 何度と なく 繰返して 上演され 
ています。 

书 SS 瞥 i 

菱 川 源 五兵衛、 笹野三 五兵衛、 おまん 
という 三 入の 三 _ 係 遂 いた 芝居は、 
古くから 『薩 として あつたの です。 
本来は 大阪 (: 起つ た 出来事を 脚色した も 
のです」 

が、 岡 鬼太郎 のこの 作は 入 名と 三角 関 
系と いう 搏成だ けを 借りて 来て、 すつ か 
り 書き直した ものです。 

おそらくは 先代 左团次 に 当てはめて 書 
かれた もので しょう* か、 武骨で、 一本 M 
な、 そして 思わぬ 機会から 女 !; 思慕の 情 
を 寄らせる ようになつ た 源 五兵衛と いう 
人物は 丁度 先代 左団 次に うつてつ け でし 
た。 大正 九 年 十月、 新 富 座 初演 以来、 評 
判ょく、後に左団次の得意芸集ともぃぅ 


i 


『権 三 助 十』 の 序幕の 舞台 面 e 右から 吉右術 門の 家 
主、 羽左衛 門の 権 三女 房、 男女 蔵 現左団 次'  の 小間物 
屋患子 彦三郎 、勘 三 郎の権 三、 松 緑の 助 十です 

これは 昨年の 歌舞伎 座の 時の 写真で、 初演の 時の 役は 
吉 右衛門 独り だけ— あ ど はすつ かり 時代が 変つ てい まし 
た。 同時に 舞台に も はち切れる ような 若さが みなぎつ て 
見^は にわ あわ あど 大笑いを してい ましたし 明るい 
蓦 劇の 名作です。 


先々代仁左衛門の柿右衛門" 

芝居 好きなら、 きつ e この 写真は 今までに 何度か 見て いられる 答 
です。 それ ほ ^ に 有名な 仁左衛 門の 代表的な t 之 居な のです 
枯淡 XI いう 表現の ピ タリ £はまるのがこの仁左衛門の柿右衛門で 
した。 ニつ、 三つ、 僅かに 枝に 残つ ている 柿の 艷 々しい 色を 見とれて 
いる 柿 右衛門の 無心の 状は'  こつち まで じいつ ご ひき 入れられ るよ 
ぅでした。名人が名人に扮して1っになってぃたからでしょぅ 


め 


W •フ办 き •フ  え もん 


名工 柿 右衛門 

H 本には 芸術家を 主人公 !: あつかつ た 
芝居は あまり 沢山ありません。 歌舞伎、 が 
£ せょぅと している 世界と 芸術家の 生き 
ている 世 ^ •かへ だ、 つてい るから でしょ 

ぅ。 これは 『修善 寺 物語』 ( 岡本綺 党 作) 
と、 も !: その 珍ら しい 中の 一つです。 

題名が示しているょぅにナ州鍋絲の陶 
H、 初 あ 衛門の 芸術家 魂を 描いた も 
のです。 「柿 治 衛門の 1」 といわれて 
ぃるほどに有名な^の皿の出来るまで 
の、 ||: 事ー筋に耽って、|の恋 -£ 事件 


|: ぅかつな柿右衛門の職人 41 |::がいき< 
とあらわれています。それに、十ー代0 
仁 左衛 門と いぅ、 まるで この 柿 右衛門の 
ょぅな1 #: の名人 ^1 ,/,[ の役者が主演した 
こと も、 この 作を 一層 光らせた ょ ラて す* 
极本 虎彦の 作。 

大正：. 儿年 十一:!:、 肷舞伎 艰 で 初演され 
て以来、殆んど他に上演した役者'があ0 
ません--つまり仁左衛門の柿 ^,- 衛門がそ 
のー代'の当り芸に挙げられているょぅに、 
あまりにも秀でていたからです。莉五郎 
が逝くなる少し前に補訂の筆を加ぇて上 
演して好評てあつたばかりでなく、映画 
化の 話さぇ 持ち 上つ ていたので す' が、 遂 
に 実現し なかつ たのは 残念です。 
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深山の 古沼に 小 平 次と 太 九郎が 小舟に 
乗つ て 釣を している けしきは、 何となく 
凄味* か ありました。 

なお作者鈴木泉三郎はこれ*か上演され 
た 時には 既に も ラ 亡 き 入に なつて いまし 
た。 『坂 崎 出 羽 守』 などと ともに 四十 年 
代の 菊 五郎の 新作での、 傑作 舞台と 称さ 
れてぃるこの ~5 生きてぃる小平次』の作 
者を、この時に喪ったのは菊五郎の$ 
といぅ もので しょぅ。 若しも この 作者に 
ペ r 少し 齡が 与ぇられて ぃたら、 菊 五郎は 
もつ と 残る 仕事を していた にち がい あり 
ませへ 


むす 

息 


小山 内 糸： の 遺作の* 7 ちで も 代表作に か 
ぞぇられています。純 ^ な創作てはなく、 
賊 aK ではあります' が、 これほどに 巧み (: 
消化されてぃては’そんなことは問題に 
はなり ません。 

関東 大菸災 の あつた 年の 三月の 帝国 劇 


'息子, は 菊 五® の 代表的な 名 舞台に かそ 
えられて いるのに'  案外 上演 回数は 多くは あ 
りません "これは 再演の 時の 写真で、 菊 五® 
の 金 次® e 吉右衛 門の 火の# の 老爺です。 

「菊 吉」 £いぅ言葉'かあるほ £* に名コンビ 
をぅた われた 二人は、 古い 芝居 ばかりでなく 
新しい 芝居で，* も 傑作を 残して います。 

'か、 終戦後の 帝国 劇場の この n ンビ での 上 
演の 時には、 二人 e もに 遗憾 な' からもう かつ 
ての 日の 若々 しい 情熱は 見られませんでした 


埸 ♦か 初演で 十 

堅：； S の 息子 だつ た$郎 はふと した こ 
とから 悪に 染つ て大阪 へ 走つ ていき まし 
た V ある 雪の 夜、 江戸へ 帰つ て、 親 仁の 
火の番 (: それとなく別れを惜しみ !: 来ま 
す。 その#^ 郎を 追ぅ 捕吏、 —— 雪の 夜 
の 物語です： 

三十 分ぐ らいの 短い 一幕の 芝居です が' 
その間に示した箱五郎のリァルの極致と 
もいぅべき妙柃は、更にこの芝居を盛り 
あげました。 火の番から 貰つ た 弁当箱を 
. ガッ -^と嗔ぅその手の先まで神経はビ 
リ くと 通つ ていました。 その 時分の 荀 
五郎にすれば、さはど鉍を入れていたの 


'かよ. 


® 和 十 年 八月、 東京 劇 
埃で、 我 当 (現 仁左衛 門 
舫弥 ご 、 もに 共演した 時 
の 生きて いる 小 平 次 
の富十鄧へその時分は || 
之 助 S いつて しました 
の 太 九® 女房 お 近です 
富十郎 こいう 役者は 不 
思議に 新しい 芝居に 評判 


この お 近 も その 


系列での 秀作 舞台 ごいえ 
ます  ネツ トリ VJ した 肉 
成 か 的な 成 心 じか、 二人の 男 

ど 男には さまつて、 悲劇 
的な 事件を まき 起す 空気 
を覚えさせます終教後 
にも 又、 大阪で 上演され 
たよぅです 


初演の 時の 生きて いる 小 平 次です。 す 
なわち 大正 + 四 年 六月の 新橋^ t 場で、 太 九 
邸は 菊 五郎、 小 平 次の 女房 お 近は まだ 申 丸を 
名乗つ ていた^: の 多 8之丞です 

菊 五郎に も、 多賀之 i にもい きく どした 
若さが あります」 そのく せ、 くらい かげを 背 
負つた人間の相か ^ こかに*じみ出ています 
あるねば ッ こさが 全篇を 支配して います r 
それを菊五郎や多賀之 1 はまこ£にみご£に 
演出して います。 (右  ) 

^.^生'き^ぃる小平次』は鈴木泉三郎の代表 
作て す 大正 十四 年 六月の^^ 場の 初 肩の 時 
に ' 新作 物の 名手 どい われた 菊 五郎の 太九郎 
先代 勘 弥の小 平 次で 取り上げられ たので、 | 
層 この 作品の 声価を 上げました。 多 貿之丞 

当時 申 丸-の 太九郧 女房 も 妖しい 色気を 出し 
た 0 

この 写真の 我 当！ 現 仁左衛 門 >〇 勘尔 、を 
れに 0 之 助 一 現 富 十郎の n ンビ になる 再 寅 
! 十 年 八月'  塞 承 劇場-も、 凄みの ぁる賓 
出を 見せました。 


べき 木：： 花 十 種の 中 !: 加えられた の も 肖然 
です。 

源五兵衛'がー杯機嫌のぃ、 ^ 持で鍔の 
話をする件りは何時も思わず手に汗を摧 
ります。隣りの新内を聞いているうちに、 
むら 1' らと ^ 恋しさの念を ^ きたてる件 

の、左 0 次の豪快なうち 1: 巧微な心理 
描ぢを加えた演技のすばらしさは、今に 
忘れる ことが 出来ません 

生きて いる 小 平 次 

鈴 木 泉三郎 氏の 遺作です。 

小 平 次と いう 役者と、 太九郎 というは 
やし方と、小平次の女房お近を中心 (: し 
たねばッこい痴情が主題になっている芝 
居です。 そして、 小 平 次は 太九郎 のた め 
に古沼 (: 投げこまれるのですが、後にそ 
の時死んだ害の小平次が太九郎と小平次 
の 女房の 前へ 姿を 現わす のです。 すな わ 
ち 題名の 『生きて いる 小 平 次』 の由以 で 
す」 もつ とも そのづ平次をはんとに生 
きている ものと 考える か、 あるいは 亡霊 
と 考える かは、 作者 もは つきり 書いて い 
ないで、演出者や俳優にーつの課題とし 
て 投げ出して います。 

新しい 怪談 劇と もい えます。 

震災後 (: 初開場した新橋^5^場で初演 
されました。 菊 五郎の 太九郎 (; 、 先 
弥の 小一^、 多賀之 丞の 女房 お 近と いう 
配役で、 菊 五郎が しきりと 新作に 意慾を 
た. くまし うして いた 時分で、 まる 三日間、 
まるで 一 唾 もしないで 演出の 工夫を した 
という ことです。 この 時の みごとな 装置 
をした 田 中 良の 話です。 


て、 花道を 人つ て 行く ぁたり、 昔の 南北 
の 芝居の 味 さえ 感じられました。 

戦時中には、その結末では悪人に制裁 
がない のはよ くないと て、 もぅ 一場、 伊 
太八が御用になるだけの幕を無理に附け 
た 滑稽が ありました。 

いつ ぽん^;.; など：^ フい o 

長 谷川 伸の 傑作の 一つ。 

购形 專 « 衛 といぅ あそび 入が とりてき 
をして いた 時分、 窮乏の $ (; 僅かな 金 
を 患 まれた 恩を 返そうと、 十 年ぶりに 再 
び 利根 川べ りの 吾孫子へ 来て みれば、 恩 
入の晋の酌婦ぉ .|'>4 とその亭主たちに危難 
の迨ってぃる時だったのです。茂兵衛は 


その 危 $1 を 救いました。 M (: 出世して 
御恩報し |: 来ると約束した茂兵衛の、そ 
れ ♦かせめ て もの 土俵 入だった のです。 

一本 刀とは、 あそび 人を 指して いるので 

す。 

とにかく、 この 芝居は 実に 数多く 上演 
され、 茂 兵衛を やった 役者 だけで も、 忽 
ち 十指は 折れる くらいです。 映画に もな 
りました。 それ も | 度なら ず、 ニ ® まで 


ル 代左団 次の I 番 油の 乗つ  たさ かりの、 つ 
まり 五十 才 前後の 所演の 尾 上 伊太 八 です. 
女は いぅまでもな  < 先代 松 鳶 です-.- 
先代 左団 次は 巧者な 役者ではありません が 
脚 本に 忠実な e いぅ 点では 第一て した それ 
が 新作 して 成功 させた 理由で も ありま 
す ■ニれ は 大詰の 伊太 八です が、 まるて 古い 
芝居で も 見る ような 味' かあります： 古い 味 E 
新しい 解釈を う— <合 致させた >0•  I ろに 左団 
次の 特長が あつたので しよう。 


も。それほどですから、無 
論 浪曲に もとり あげられて 
います。 

一種の報恩物語といぅ気 
持の ょさと、 最後の 場の ス 
リルに 富んだ 構成 •か 大衆に 
喜ばれた のでし ょぅ。 それ 
に、 序幕の 腹 ペコのと りて 
きの 恰好の 15^ しさな ど、 
とにかく、 興味 万点の 芝居 
です。 

お ぬ から 践を患 まれで、 
そのお札を何度も何度も姐 
を下げながら花道を人つて 
;灯く茂兵衛.の哀れな姿 |: は、 
あまり 巧くない 役者 ♦かやつ 
て も、 思わず ホ ロリと さ in 
.られ ます。 お i .l.i との やりと 
りの六 ^ の運びの巧さは、 
長桴川 伸の 独壇場です： 

昭和六年七片の束京劇場 
で、 菊 五郎が 上演した のが 
初です。 この 時の、 ^ 五郎 
の 好 技 !: はいろ く 伝説 的 
挿話*かあるくらいに熱のこ 
もつ た 1 ♦か ありました。 

乂、この時には先£幸が 
お i .l:i で 名演抆 を 示しました。 


.•ら やみ 


ラ L ま つ 


暗闇の 丑 松 


同じく 長 谷川 伸の 作で、 菊 五郎、 長 谷 
川 伸の コンビの 調子の 合致して いた 最中 
の 昭和 九 年 六月、 劇場に 初演され ま 
した。 菊 五郎が 主宰して いた 俳優 学校 劇 
団の 第一 回 公演の 時でした。' 


先代 左団 次の 亡き後、 その 遺産は 多く 猿 
之 助 e 寿 海 {前の 寿 美 蔵.- によつ て廑々 

こり 

あげられた。 これ も その 一つ。 大詰の、 伊太 
八' かお さよを | 剌 しに 殺して しまぅ 時の 写真 
です C 伊太 八の ふて- <^<さ*かの ^ に残る班 
あ £に • | 層の 凄みを 加えて います 黑 い ^ 
の 長い搶 'か 効果的に 使われて います： 時 蔵の 
ぉさよ、® 之 助の 伊太 八 
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大正 十四 年 五月、 新！！ in 場所 演の = 息子』 
の 時の、 先代 勘弥の 捕吏と 先代 松 助の 火の番 
の老爺です * || 、この時の金次郎は菊五郎 
でした 

勘弥の ギヨ ロッど 光る 親い 眼光は、 た* そ 
れ たけで も、 この 捕吏に ぅつてつ けでした。 

晚 年の 袪助は 飱ん r 素の 顔の ま、 で 舞台へ 出 
出た £いわれてい|す'か、それほ ^ に 11. 袼が 
ひどりで に そなわつ ていました。 この 写真 か 
ら ひし'^ - £ 寒さ' か® じられ ません か。 

息子ほ ^ に大学の^^研究会な ^ に取 
り上げられた脚本はぁりません。小山内 « の 
傑作に かぞえられます わかりが ょくて 登場 
人物 かたつた 三人で、 その上に 日本人の 性格 
には まつた 人情 •かに じみ 出て いるので すから" 
ょい 芝居 e して 取り上げられ たの も 当然です。 
舞台装置の 簡阜な こども、 素人芝居には もつ 
てこい の 条件になります 菊 五郎の 息子、 名 
人 松 助の 火の番、 先代 勘弥の 捕手に よる 所演 
は、 田 中 頁の すぐれた 装置 C* もに 大好 評で 
した。 


でもない てし ようが、 しかし、 その 巧 さ 
(: はつく ぐ 感心 させられました。 火鉢 
をかこむ手つきのー寸した動き (: も、し 
んく とした 寒さが 感じられた のです。 
全く 入神の という もので しよう。 

その上に、この時の火の番は九十歳に 
近い 先代 松 助だった のです が、 この 老優 
と、 又 新しい 芝居の 名手 勘弥の 捕吏と、 
役 揃いだ ったので、 この 『息子』 はより 
光彩を 放つ たので も ありました 

i 則に も 述べた 『生きて いる- r* 平 次』 の 
装置者、田中良が、舞台にはた，、火の番 
小屋をボッンと出した、>けで、後は黒慕 
だけにした 簡素な、 そのく せ 効果的な 舞 
台 装置 も、 日本の 装 ^ の 歴史に 記 M さる 
べきものとされてぃます 


おの え 


•/: . はち 


尾 上 伊太 八 

大正 七 年 九月、 明治座に 初めて 上場 さ 
れ ました。 作者は 岡本綺 堂。 輪 堂 —— 明 
治 座と いつた .'、けで成ぐに連想されるよ 
よう -(: 、先代左団次が主演、杏花十種の 
.一つに 入つ ている ように 一代の 当り 芸と 
されて、つい {: 左団次の殁して後に、锿 
之 助が 一度 上演した こと' か あるきり、 伊 
太 八は 左団次 の 役と されて いました。 

天下の旗下 |!;1 |1| 伊太八*かおさよという 
士ロ )!;1 の女郎と馴染んた揭-?、心中をはか 
りました*か、し «1 じたはかり !: その時分 
の說として非人の群 [: 洛とされ、おさよ 
もまた、 れ追い (: なるのです。おさよの 
伊太八を恭う ^1. 持 (: は少しも変りはあり 
ません* か、 すつ かり 荒んだ 伊太 八は 非人 
を語らつてよからぬことさえする -91 1; な 
つてい ました" と'.、 のつ まり、 おさよ は 
伊ム八の槍の穂先に敢ぇなく剌し殺され 
てし まう のでした" 

綺觉、左団次コンビの*かつちりと嚙み 
合つ た 面白さが 全篇 !: 躍つ ています こ 序 
墓では吉3で遊んでいた頃のニ入の濃い 
色揆様を兒せて、それが暗紜になつて、 
非人 小 5 8での伊太八の夢 (: なつている構 
成など、きまりきつたという (: は、あま 
りにもあざやか (: 使われています。よく 
左団次 という 役者の 柄を 生かして います'' 
旗本らしいお入がらのある1面、非人頭 
の図太い.$の魂をも表現するの 1: |1 ま 
つていた のが、 左 0 次の 柄 だつ たからで 
す。 最後 §面の 、伊太 八が おさよ を 長 
い 槍で 突：^ P て、 不够 にやり と 笑つ 
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カブ キに おける 世話 ものは、 誰も 知る 
ょうに、 當 時の 現代劇で あつた。 世話と 
は、 その 文字が しめす ごとく、 その 頃 世 
間に 評判に なつた 話の ことで、 それを 劇 
化した ものが つまり 世話 ものと いわれた 
の だ。 そして それの 內容 は傳說 、神話 又 
は歷 史上の 事件、 人物を 扱つ たものを、 
時代 ものと 呼んだ ものと 對 比する 時、 一 
層 明らかになる。 

世話 ものが、 能の 離 狂言 や、 お 國 カブ 
キに おける 「けいせい 買い」 などから 發 
展 し、 時代 もの ゝ 中の 寫實的 要素と 結び 
ついて、 次第に、 時代 もの、 中に 「世話 
場」 を もつ に 至り、 ついで、 r 時代 世話」 
なる戯曲形體をとり、ついに、獨立した 
「世話狂言」になる經路については、こ 
こで 詳しくの ベる ゆとりは ない。 だが、 
こうした 經路 は、 ョ I ロッパ における 演 
劇發 達の それと、 ほ- 乂 同じ もので あり、 
時代的にもそうずれていないということ 
だけは つけ 加えて おきたい 0( たとえば 近 
松の 時代は、 フランスの コルネィユ、 ラ 
シ ィヌ 等と 等しく 默 阿弥は 「椿 姫」 の デ 
ユマと ほ M 同じで ある。) なぜなら 日本の 
カブ キが 、本質的に きわめて 特異な もの 
である ことは、 その 支持す る 側から も、 
反對の 側から も、 ひとしく 强 調され て お 
り、 それが カブ キの 推移を 見る目を、 そ 
れぞれいびつにしているきらいがあるか 
らだ 。カブ キの發 達は、 決してそう 畸型 
な ものでは ない。 

時代 もの 
は、 神、 英 
雄、 支配者 
階級に 屬す 
る 美男 美女 


羅生門 

芥川龍之介 原作 靑江舜 ニ郎 脚色 
右より 勘三郎 、歌 右衛門、 幸四郞 
昭和 二十 七 年 六月、 明治座 上演 


等を 主人公に、 權カ 、愛慾、 運命、 道義、 
信仰 犠牲、 强烈 な鬪爭 など、 人間 社會を 
太く っらぬく 普遍的な 「生の すがた」 を 
えがき、 ことば 及び 語りと して 韻文を 用 
い、 音樂を あしらい、 掏爛 華麗な 色彩 丨 
衣裳— の 配合に 助けられて、 動きより tt- 
かたち、 靜止 及び 沈 默の剛 纪を 、美感の 
基調と し" 演技は 具體的 寫實 的で あるよ 
り、 象徵 的で 舞踊 的で ある。 世話物は、 
これに 對し 市井の 平凡な 庶民を 中心に、 
日毎 起る 瑣末な 小事 件を とりあげ 、いわ 
ば、 人生の 斷片を 精細に うっして、 われ 
われの 現實の 「生」 を かえり 見させよう 
とする。 語り 及び 音楽は 次第に 用いられ 
なくなり、 せりふは 散文の 日常 語で、 强 
烈な 色彩の 配合は、 淡彩の 水 墨と なり、 
時に 全く 美を 無視した 怪奇な、 醜 汚な、 
寫 生を さえい とわない。 動作は いきく 
と現實 的に なり、 問 合よりも、 運動が 重 
ん じられ、 せりふまわしは 早く、 ことば 
の內容 は 具體 的で、 ものまね とが 演技の 
基調と なる。 っまり、 いえば、 時代 狂言 
から 世話 狂言、 それから 生 世 靛 への 推移 
は、 人形から 人間へ. の それで あり、 又 神 
から 人間への それであった。 何 かに あや 
っられて いた 人間は、 生 世話に おいては 
じめて、自我によつて動く人間になる。 
こうした 觀點 に 立つ とき、 明治 以後の 力 
ブキの ニ 柱と される 九 世. 團十郞 "五世 
•菊 五郎に こそ、 古典 劇から 現代劇への 
正しい 流れが あったと いって い、。 河 竹 
默 阿弥の、 百を こえる 作品の 中、 傑 乍と 
されて 今日の 殘る もの、 大部分は、 世話 
ものである ことは、 この 一つの あかしで 

ある。 直 侍、 髪 結 新 三から、 魚屋 宗五郞 r 

筆 屋幸兵 衞を經 て、 島ち どり、 霜夜の 鐘、 


さんにんきちざく5ゎのはっ ^ ぃ 

1 1 一人 吉三廓 初 買 


(大 川端の 場) 


お孃 「：： 月 も朧に 白魚の、 篝も かすむ 
春の 空、 冷て ぇ 風 も齡齡 に、 心 # ょ 
くう かう かと、 浮れ 烏の 只 一羽、 時 
に歸る 川端で、 棹の® 下 か 濡手で 粟、 

思 ひがけな く 手に入を 百 雨 ほん 

に 今夜は 節分 か、 西の 海ょり 川の 中、 
落ちた 夜鹰は 厄 落し、 豆 澤 山に 一 文 
の、錢と違つて金包み、こいつァ春 
から 緣起 がい X わえ」 

(船 浓 01 が stf 

島藏 「殺 セと あるなら 殺して やらう 。賣 
り言葉沐買言葉で殺せといふなら殺 
すが、 俺 も 一旦 兄弟の、 緣を 結んだ 
こと だから、 殺して えことは 少しも 
ねえ、 惡い こと だと 氣が ついて、 盜 
みを 止める ことなら ば、 どこが どこ 
まで 引受けて、 生涯 世話を してやる 
氣だ 。汝に 分けた 五 百 兩も心 さへ 改 
めたら" どうにか 俺が 算段して、 福 
島屋へ返した上、自首をしたその歡 
で、 お 倩け 厚き 上の 御 慈悲。 それを 
賴みに 思 ひ 切れ、 見得に もなら ねえ 
こと だけれ ど、 金を 返して 自首す る 
は、 流石は 立派な 强盜 だと、 盗人 中 
間の 曝に なり、 性は 善なる 人の 身に 
惡い事 だと 心なき、 盜を 止める 者が 
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写真 上 『一本 刀 土 儀 入 i はよ 

ほ e 役者の 意慾を そ* る ものと 見 
えて'  一寸 かぞえて みた*' けで も 
菊 五郃に 始まつ て、 猿 之 助、 段 四 
郎 、もし ほ （今の 勘三郎 ）、 松 緑、 
新 国 劇の 島 田ら があります 《 ニれ 
は 前進 座の 默 右衛門が やつた 時の 
ものです。 お鳶は 国太郎 であり ま 
した C _ 

も e も C 、 写実 派に/* する 敢右 
衛門 のこ e ですから、 この 茂兵衛 
もは まり 役でした c 足 許を 御 K 下 
さい。 萆鞋の 足に 片一方 だけ 足袋 
を 履いた 細か さ。 

写真 下 县 谷川 伸 e 菊 五郎 I： の 
結びつきの、 丁度 油の 乘 つていた 
さかりの 頃の、 昭和 九 年 六月の 東 
京劇 場所*; 寅の 時の 写真です。 第二 
幕、 板 橘 福の 女郎屋の 見 世 先の 場 
で、 一寸 この 写真からで もうか < 
える ように、 大変に •接つ た 写実的 
な 舞台でした C もちろん 驀 五郎の 
演技 も、 その 写実の 芸の 頂点を 示 
した ものでした。 この 時分は 衊役 
にい* 役者が 捕つ ていて、 右の 松 
助の 牛 太郎な e も 忘れられません 
が、 特に 印象の 深いのは 蟹 十邮の 
服 呂屋の 三助でした c 


た 俳 ® 学校 劇団の 第一 N 公 濱の 時でした 
講釈の 天 保 六花 撰の 一人の 丑 松の 名を 
借りて はいます が、 従来の 講釈 や 芝居 に 
出て くる 丑 松とは 一寸 様子' かち' がい ま 十 
これは、 長 谷川 伸の 創造した 人物と いつ 
た 方、 がよ いでし よう 
親分のために人殺しの罪を竹負って ^: 


料を はいた * 松が、 ほと ぼり のさめ /- 切 
を見はからつて江3~へ唏つて来る途中、 
板 橋 im で a つけたのは 可 # い 女房の 女郎 
姿でした-みんな 肚 黒い 親分の やつた こ 
と11つたのです怒り !: 燃ぇた丑忪は、 
ついに親分夫婦を剌してしまぅのでした： 
筋と しては、 とりたて、 いう まどの 


変つ たもので もない の 
です、 が、 作者 ^ 谷川 伸 
1流の \ 情味のぁる事 
が ょく 丑 松と いぅ 人 
間 ¢7 悲しい 運命を 描い 
ていま寸 -0 


達が、 私たちと 同じ 時代を 活 きる ものと 
し -: 、リァリステックに表現された。そ 
れらの 作品は あまりに 多い からこ、 で 一 
一は あげ. ない が、 それ こそ まさしく、 新 
らしい 世話 ものと も稱 すべき もので あつ 
た。 しかも これらの 劇團 は、 次第に、 い 
わ ゆるまげ 物に も 手を のばす に 至り、 藤 
森 成吉の 「はりつけ 茂左衞 門」 島 崎 藤 村 
作、 村 山知義 脚色の 「夜明け 前」 村 山知義 
の 「新選 組」 三 好 十郎の 「斬られ 仙 太」、 
金子 洋文 「飛ぶ 唄」、 和田滕 一の 「海 援隊 
始末 記/ 久保榮 「函館 五稜 廓」 などが、 
代表的な ものと される。 現代劇へ 下つ て 
來て カブ キのコ I ス とは 逆で あるが、 力 
ブキ の進步 性が 停滯 した 以上、 これ こそ 
新劇が 果 さなければ ならない 當然の 任務 
であつ た。 つまり、 大正 年代の カブ キ が、 
順當に 發展 すれば、 そうな り 得た であろ 
うかたち を、 新劇が 橫か ら繼 承した とい 
つてい、。 しかも、 カブ キから 、現代劇 
への 橋と して、 カブ キも 現代劇 もやれ る 
前進座の存在はまことに貴重であり、な 
れば こそ、 ある 時期に 非常に 多くの の 見 
物を 吸引した ので ある。 (今日の 前進 座に 
は、 もはや その おもかげの ない ことが、 
はなはだ 惜しまれる o) 

ところで、 新派と いう ものが ある。 新 
派 こそ、 その 誕生 以來ほ V 七十 年" ほと 
んど つねに 現代劇 ばかり やりつ* 、けて 來 
た。 だが" 何故、 だれも、 新派を 現代劇 
といわず、 新しい 世話 もの ゝ繼承 者と 見 

ないか？ しかも それは、 當 初は 明 

らかに 積極的な 社會 意識に つらぬかれて 
ぃたのだ。すなゎち藩閥政府の暴壓に抗 
して、 自由 民權 をた、 かいとり、 議會政 
洽を もつ て、 社會 進展の 基本たら しめん 


とする のて ある。 ゆえにそれは、當 

然 、新しい 時代の 演劇の 正しい にない 手 
になるべき であつ た。 それが 出來 なかつ 
た 根本の 原因を、 私は、 女形の 存在で あ 
つたと 考える。 カブ キとい う 特異に 完成 
された 美は 女形に よつ て 支えられて いる 
ことは 疑いない し、 それが ある 限り、 そ 
こから も眞の 現代劇は 生れ 得ない ので あ 
ろうが、# K よりも 眞實を 追求 せんとした 
新派が" 特異な 畸型美 (それだけに その 
世界に おいては 最も 自然で ある) をい の 
ちとする女形を用いたことは、最初から 
致命的で あつた。 それは 出來 るかぎ り 早 
く 女優に 切り かえなければ ならな かつた 
にか 、 わらず、 不幸に して、 河 合" 喜 多 
村、 花柳" 英な ど、 いう 女形が、 およそ 
美と いう ものに 遠い 新派の 舞臺 に、 一種 
の 美 —— (それ も嚴密 には 藝術 的な 美で 

はない) をき わ 立たせた、 めに、 そ 

のリパ アト リィが、 その美を 生かす こと 
を 主にして 選ばれる ようになり、 それ 故 
に それは、 女形の 美の 倒錯 性と 結びつい 
て、 實に 急激に 古く さくな つて 行つ たの 
である。 華族 や 金 持 
の 家の お 家騷動 もの 

これは カブ キに 

おける 時代 狂言に 相 
應 する —— に發 した 
新派は、 それから 新 
しい 世話 ものを 生み 
出す 代りに、 泉 鏡 花 
の 偏執 的な ロマン テ 
イシ ズムに さそいこ 
まれた。 それによ つ 
て 新派は、 その美を 
カブ キ 的に 完成し よ 


ぅとした ので ある。 七五調の セリフ、 音 
曲 下座の あしらい、 きまり、 見得：： そ 
して、 その 世話 もの 的 要素は、 社會 的な 
ものに ひろから ずに、 韻戶英 一の 花 接 も 
の、 川口 松太郎 の藝能 人の 倩 事 ものにせ 
ば まつて 行つ た。 ヵブ キの 新しい 役者 達 
が、 新しい 世話 もの や 現代劇を さかんに 
手がけた 大正 年代に さえ、 新派は、 それ 
ら に 類す る ものを 殆ん どやつて いない。 
學 生、 知 » 人、 勤勞 者" 農民の どれを も、 
リアルに 表現す る ことが 出来ない —— つ 
まりは w 妓と 交渉を もつ 種類の 男し か、 
今 も 昔 も 表現し 得な かつた 新派に、 現代 
を 求める ことは かくて 最も おろかしい こ 
と に ^: る. • • • C 

世話 ものと 現代劇 — このつな がり 
は、 これまでの ベた ように 今もって 斷ち 
切れた ま、 になつ ている。 これを どちら 
からどう 結ぶ か：： 日本 演劇 當 面の 課題 


ね ど、 もう 表向き 今夜に も、 身受け 
のこと を 取棰 めようと、 ゆうべ も 宿 
で 寐もや らず 、秋の 夜長を 待ち かね 
て、 菊 見が てらに 廓の 露、 ぬれて 見 
たさに 來てみ れば 、案に 相違の 愛想 
づ かし、 そり や 田舎者の その上に、 
二目と 見られぬ わし ゆえに、 斷られ 
て も 仕方がない が、 なぜ 初手から い 
うては くれぬ。 江戸へ 來る 度、 吉原 
で 佐 野の 誰かと# もされ 「二階へ 來 
れば 朋輩の 花魁たち や 禿にまで 呼ば 
れる 程に なつてから、 指を くわへ て 
引 込まり ようか、 こ、 の 道理を 考へ 
て、 察して くれても い、 ではない か。 

くもに t べ~ うう えの Q はつはな 

(松 江 邸 玄關の 場) 

河内 山 「悪に 强 きは 善に もと、 世の 譬へ 
にも 云 ふ 通り、 親の 嘆きが 不憫 さに、 
姮の 命を 助ける ため、 腹に 企みの 魂 
膽 を、 練摒 小路に 隱れ のね え、 御數 
寄屋 坊主の 宗 俊が、 頭の 丸い を 幸 ひ 
に、 衣で しがを 忍 ヶ岡、 神の 御 末の 
1品親王、宫の使ひと僞つて、神風 
よりも 御 威光の、 風を 吹かして 大瞻 
にも" 出 雲 守の 上屋敷へ、 仕掛けた 
仕事の 日く 窓" 家中 一統 白壁と、 思 
ひの 外の 歸り がけ" ィャ 飛んだ 所へ 
(邪魔な 所へ) 北村大 膳、 腐れ 薬を 
付けたら 知らず、 拔 きさし ならね え 
高 頰の黑 子、 星を さ、 れて 見出され 
ち や ア 、其方で 歸れと 云は うと も、 
此方で 此の儘 歸られ ねえ。 此の 玄關 
の 表向き" 俺に _ りの 名を つけて" 
若年 寄に 差 出す か。 但しは 霜り を 押 
し 陰し、 御 使 僧 役で 無難で 歸す か、 
ニつ に 一つの 返答を、 聞かね えう ち 
は宗俊も只此の儘ぢァ歸られねぇ .£: | 


は ひとえに これに か、 つてい る：：。 

盲目の 兄と 妹、 昭和 十 年 六月 有 樂座初 開場の 時の 
舞*=山本有三の 1| 案劇。かって勘顏、六代目で 
當て たものを 夏 川の ために 弟を 妹と し、 盲人を II 
肋の 扮 する 兄に 代えた。 
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らく ^ 、遊び人 手斧の 半 次が、 仲間の 通稱ら 
くだの 馬さん •がふぐ を 貪べ て 死んだ ので、 その 弔 
いを しようと、 暦 買いの 久 六を そ乂の かして、 大 
家のう ちへ 馬さん の 死骸を 運ばせ、 酒宥を 出せと 
强 要して 死骸に かん^^ のうを 踊らせる 場面。 右 
から 大象の 女房 (圃之 助)、 半 次 (幸 四郞) 、馬さん 
の 死骸 (荒 次郞} 、久六 (勘 三 郞) 。落語 種を 故 岡 鬼 
太郎 氏が 脚色して 昭和 三年 二月 本鄕座 初演 以來人 
氣の ある 狂言。 


女 書生、 といつ た 明 
治 初年の 風俗を 描い 
たいわ ゆる 散 切 もの 
の、 寫實 性は、 恐る 
べき 天才 六 世. 菊 五 
郞に ょって、 極度に 
鋭く される。 「芝 演革 
財布」 「文 七 元 結」 「眞 
景か さねが 淵」 から 
鈴 木 泉 三郞の 「生き 
ている 小 平 次」 「次郎 
吉 ざんげ」 小山 內薰 
の 「息子」 菊 池 寛の 
「茅の 屋根」 「奇蹟」 
「人れ 札」 武者 小路 
實 篤の 「龙 る ま」 な 
どで 大正 年代を かざ 
り、 昭和 年度に 至っ 
て 長 谷川 伸の 「くら 
やみの a 松」 「一本 刀 
土俵 入」 宇 野 信 夫の 
「俥 j 「巷談 宵宮 雨」 

に なお そのいき''^" 
した 現實 味は おとろ 
えな かつた。 

だが 私は、 大正 か 
ら 昭和に かけての こ 
の 推移を 決して 正し 
いものと 見て いる わ 
けでは ない。 風俗と して、 演技と しては、 
たしかに 一つの 流れを もつ ている ょぅに 
見える。 しかし、 そこには 本質的な もの 
が 缺 落して いた。 それを 知る ためには、 
大正 年代に 六 代 目が、 前に かゝ げた 戯曲 
と 前後して 山 本 有 三 作 「盲目の 兄弟」 關 
ロ 次郎作 「母親」 等 現代劇を やり、 市 川 


猿 之 助が、 菊 池 寛の 「父 歸 る」 「屋上の 狂 
人」 を 守 田勘彌 "松 本 幸四郞 、澤 村宗之 
助 等が 久米正 雄の 「三 浦 製糸 場 主」 山 本 
有 三の 「嬰兒 殺し」 などを やつた にか、 
わらず、 昭和に 至つ て、 こぅした 進歩的 
な 現代劇が、 フ ッッリ 、カブ キの 世界 か 
らす がた を 消した ことを 思い出さな けれ 
ばなら ない。 當 時、 新進 氣銳の 作家と し 
て、 時代の 思潮を それ'^ のかたち で、 
敏感に反映していたこれ等の人々の怍品 
は、 當然 その 社會 の虚僞 ゃ缺陷 に對 して 
批判的で あつた。 知的な もの、 客觀 的な 
ものが、 そこには、 はつき りと 生きて い 
たので ある。 それが —— 昭和に 入つ て、 


急に 頓 坐した。 カブ キで はもは や 現代劇 
を やらな くな り、 六 世. 菊 五郎に ょつ て 
時々 みごとに 形象化され た 世話 もの 
その 代表的な もの、 名は 前に 掲げた — 


も、 その 意識に おいて" 悲しい ほど 「古 
く、 せまく、 暗く、 不健康に 咏嘆 的に な 
つてし まつた？ 積極的な 批判 性は まつた 
く 影を ひそめて しまつた ので ある。 その 
原因は、興行主にあつたか、俳優にあつ 
たか、 作家に あつたか、 あるいは 社會變 
轉の 必然性に あつたか —— こ、 では、 そ 


のい ずれに も あつたと して おこぅ。 

さて それでは 、昭和に おいて" 現代劇 
がな かつた か？  ！ 

それは あつた。 どこに？ 小山 內 


薰 、土方 與 志の 築地 小 劇場が 分裂して 生 
れた、新協、新築地、左翼_場、藝術4 
劇場な ど、 いわゆる 「進歩的」 な 新劇 團 
體と カブ キの 若手に よつ て カブ キの 封建 
性に 反抗して 結成され た 前進 座に おいて 
である。 

勞働 者、 農民、 中小 商工業者、 知識人 


■出來 たら、 些か 上への 御 奉公、 人に 
.譽 めら れ 、座 延びる か、 悪く 云 はれ 


て 命を 捨てる か、 こ 

りよう けん 

から、 よく  了簡を つけて みろ。 


が 生死の境 だ 


手前默 つて ゐちや 解ら ねえ や」 


きわめ づきばん ずい ちよぅ Y い 

極 附幡隨 長兵衞 


みずの てい ゆどの  ば 

(水 野 邸 湯殿の 場) 

しらつ かぐみ 

水 野 r 是迄數 度の 喧嘩より、 白 柄 組の 町 


奴、 互に 敵 同樣に 意 恨に 思 ひ 居った 
る も、 水に 流して 今日ょり、 長く 懇 
意を 結ばん と、 酒宴を 他し 招きし が、 
酒興に 乘じ 柔術の 試合を 只今 望みし 
ところ、 如何に 家來が 未熟な りと て、 
眞の當 身で 殺す とは、 不屈 至極の そ 
ちが 振舞。 最早 勘辨相 成らねば、 
一旦 結びし 親友の 固み を斷ち 切り そ 
ちが 一命 今日の 土處に 致して 參れ。 j 
長兵衞「いかにも命は差上げませぅ。兄 
弟分 や 子分の 者が、 留る をき かず 只 
一人、 迎へに 應 じて 山の手へ 流れる 
水 も 逆の ぼる、 水 野の 屋敷へ 出て き 
たは、 素ょり 命は 捨てる 覺 悟、 百 ま 
で 生きる も 水兒で 死ぬ も 持って 生れ 
た その 身の 定業、 卑怯に 人手を 賴ま 
ずと、 初手から こんた が吳れ ろと 云 
やァ、名におふ天下のお旗本、八千 
石の 知行と り、 相手に 取って 不足は 
ねえ、 きれいに 命を やらぅ から、 度 
胸の すわっ たこの 胸を サア すっぱり 
突いて 來い。 」 


かごつ る Y さとの えい ざめ 

籠钓瓶 花街 醉醒 

へう ごやち いそづ  ば 

(兵 庫屋 愛想 盡か しの 場) 


次郞 「これ^^ 何を こ、 で 騷 ぐの だ。： 
..花魁、 そり や、 あんまり そでな か 

Hi  ぅき が わ 

らぅ ぜ 。夜毎に かは る 枕の 數 、浮 川 
竹の つとめの 身では、 昨日に まさる 
今日の 花と、 心變 りが した かは 知ら 
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る* 

世話 屋体 になくて ならない のは、 正面 
にある 「のれん ロ」 で、 殆ど 世話 屋体独 
特の 出入口と いえ、 その 奥は 無限の 拡が 
りをもつているょぅに融通無碍である。 
大將が 軍兵を 從え てこの 奧に 潜んで いる 
こと さえ ありぅる ところが、 いかにも 歌 
舞 伎ら しい。 

こ、 には、 白拔 きの 早 蕨 模樣や 更紗 模 
樣の 「のれん」 がか、 つてい る。 

世話 屋 体の 木 戶ロ は、 生 世話 ものの 場 
合は 全然 撤去す る ことは ない が、 丸本 出 
身のものでは時代物のょぅに不要になっ 
たと き、 随時 取拂う (例えば 忠臣蔵 六 段 


目) こと も ある。 

世話 屋 体を 飾る ときは、 戶外は 地面を 
写実化するために、「地がすり」といぅ黑 
い布を舞台に敷く、そしてこ、は時代物 
の 場合の ょぅに 戶 外にな つたり 室內に な 
つたり する 自由を 失つ て、 いつも 戶外で 
なければ ならない。 

雪降りの 場合は、 「雪 布」 といぅ 白 布を 
敷き、 時に 応じて 雪を 降らせる。 雪は 世 
話 物 も 時代物と 同じく 三角の 白紙を 舞台 
の 天井に ある 「すのこ J から 落す ので あ 
る 0 

三角の 雪は、 力学的に 見ても、 もつ と 
も 合理的な もので、 落下 効果が 一番よ い 


ょぅ だ。 

雪 ばかりでは ない、 櫻の 花の 散る 情景 
に 使ぅ 落花 も 以前は 三角 だつ たのが、 今 
では 櫻の 花弁の 形に 切拔 いた ものを 散ら 
している が、 落下 効果は あまりょ くな 
い。 もっとも 雪の 方 も 近頃は 四角い の や 
短册 形が あつて 思わし くないが、 昔の 人 
が 三角の 雪を 使つ ていたのは 決して 理由 
のない ことでは なかつ た。 


世話物の 場合、 仕掛 物は あまり 活躍し 
ない が、 「四 谷 怪談」 の お 岩の 幽霊が、 秋 
山 長 兵衞の 襟首を とつて 佛壇に 消える と 
ころに 「がんどぅ 返し」 などが 使われて 
いる。 

大道具 大 仕掛と いぅ 豪華な 道具 飾りは 
「金閣寺」 以来の 歌舞伎の 視覚 的 舞台 技 
巧の 随一に なつて いるが、 多くの場合 時 
代物に 使われて いる。 世話物では 「弁天 
小僧」 の 大詰に 使われる 極楽 寺 山門の 大 


琴 (俳優に 舞臺で 演奏させる 樂 器) 

舞 で 俳優が 樂 器を 演奏す るのは、 その 音 
樂 ょりも、 無論 視覺 的な 効果を 沮 つてい るの 
であるが、 そぅした 意國で 、三味線 や、 琴、 
鼓、胡弓、その他が小道具として登場するこ 
とは 多い。 多くは、 俳優の 腕に 覺 えの ある 場 
合で、 近頃では、 先代 仁 左 衞門ゃ 先代 秀調が 
しば {樂 器を 持 出した が、 昔は こぅした 敎 
養は 俳優 一般の 基本的 教養に 屬 していた もの 
だ。 寫眞は 「春 琴抄」 春 琴 (先代 片岡 仁左衞 
門》 佐 助 (市 川壽 海)。 

手 洗 鉢 (仕掛けの ある 小道具) 

吃 又が 形見に 手诜 鉢に 自画像を 書留め ると 
畫が 裏から 表へ 抜けて 見える。 畫くに つれて 
あぶり 出し 式に 筆の 動きに 隨 つて 現れて くる 
ものょり、下に畫いた畫をかくしている紙が 
引いて 取られる 式の 方が いかにも 歌舞伎ら し 
くて いい。 「四 谷 怪談」 で 伊右衛門が 抱いた 赤 
子の 足に 仕掛けた 栓を 引く と、 ギ リリと 音が 
して 着物が 卷 込まれ 石 地藏に なる の も韭 常に 
原始的な 科學裝 置と いえる。 寫&は 「傾城 反 
魂 香」 吃 又 {先代 松 本 幸四郞 } おとく  (先代 
片阏仁 左* 門) 


辨天 「知ら ざ あ 云って 聞かせ やせう 0」 
辨天 r 濱の眞 砂と 五右衞 門が、 歌に 殘し 
た 盗人の、 種 はっきね え 七 里 ヶ濱、 
その 白浪の 夜働き、 以前を いや あ 江 
の 島で 年季 勤めの 稚兒ヶ 淵、 百味 講 
で ちらす 蒔錢 を、 當に 小皿の 一文字、 
百が ニ 百と 赛錢 の、 くす ね錢 せえ 段 
段に、 惡事 はの ぼる 上の 宮、 岩 本院で 
講中の、 枕探し も 度 重り お 手 長講の 
札 付に、 とう'^^ 島を 追 ひだされ、 そ 
れから 若衆の 美人局、 こ、 や 彼處の 
寺 島で" 小耳に 聞いた 音羽屋の‘ 似ぬ 
聲色で 小 ゆすり 騙り、 名 さへ 由緣の 
辨天 小僧、 菊 之 助た ァ おれが こと だ」 
南鄕 「その 相ず りの 尻 押は、 富士 見の 間 
から 向う に 見る、 大磯小 磯 小 田 原 か 
け、 生れが 漁夫の 浪の 上、 沖に か、 
った 元 船へ" その 船 玉の 毒赛 を、 ほ 
んと打 込む 捨碇 、船 丁半の 側 中を 引 
さらっ てく る 利得と り、 板子 一枚 そ 
の 下は 地獄と 名に 呼ぶ 暗黑 も、 明る 
くな って 度胸が すわり、 櫓を 押しが 
り やぶった くり、 船足 重き 兇狀 に、 
昨日は 東 今日は 西、 居所 定めぬ 南鄕 
力 丸、 面ァ 見知って 貰 ひやせう。」 

その ニ 

(稻瀨 川 勢 揃の 場) 

駄右 「問 はれて 名乗る も烏滸 ましい が、 
生れは 遠 州 濱松名 、十四の 歲から 親 
に 放れ、 身の 生業 も 白浪の、 沖 も 越 
えたる 夜働き、 盗みは する が 非道は 
せず、 人に 情を 掛川か ら 、金 谷を か 
けて 宿々 で、 義賊と 噂 高札の 廻る 配 
符の盥 ごし、 危 ねえ 其 身の 境界 も、 最 
早 四十に 人間の 定めは 僅か 五十 年、 
六十 餘州に 隱れ のね え" 賊徒の 張 本 
日本 駄右衞 門。」 _ 

辨天 「扨て その 次は 江の 島の、 岩 本院の 
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大道具と い、、 小道具と いう、 必ずし 
も 容積の 問題では ない。 一口に いえば、 
俳優の手に持たれて演技に参加する場合 
の 道具を 小道具と よぶ。 しかし、 この 定 
義は 本質的な もので、 決して 現実は そう 
とば かりいえない ので ある。 

かって 大道具に 属した ものが、 いまで 
は 小道 旦ハ になつ ている もの も ある。 

歌舞伎の 小道具のう ちで、 もっとも 特 
異な 存在で ある 「馬」 の 場合を 考えて み 
上 う0 

馬の 首は 造り 物の 小道具、 胴体 も 同じ 
く 小道具で あるが、 胴体の 下部に 垂れて 
いる 布は 衣裳 方の 領分に なつて いる。 足 
はいう まで もな く 下級 俳優の 足が 衣裳の 
股引を 穿いて いる。 卽 ち、 「馬の足」 の 由 
来は こ、 にある。 

しかし 昔は T 馬の足」 は 下級 俳優の 受 
持では なく、 大道具 方 や 出方 (事務員) 
の 責任 だつ たという。 だから 「馬の足」 
の 尊称は ごく 近世の ことに 属する。 

世話物と いつて、 とり 立て、 違つ た大 
道具を 飾り、 小道具を 使う ことは ない。 
いくら 写実的な 社会 劇 だと 誇つ てみ たと 
ころで、 歌！； 伎 劇の 本質から 遊離す る こ 


とは まつた く 有りえない。 

歌舞伎は、 どこまで 行 つても 近代劇と 
近接は しても 交叉し ない 曲 3|上にある演 
劇 だ。 彼が 文学で あれば、 これは 音楽で 
ある。 

例ぇば、 舞台 構造 上から 考えても、 上 
手、 下手の：^ は嚴 重に 守られなければ 
ならない。 

この 一事から しても、 演技は おのず か 
ら 一定の 範囲を 低徊し 得る にすぎない わ 
けで ある。 

だから 時代物の 道具と い、、 世話物の 
それと いつても、 根本的には 殆ど 相異は 
ない。 た V、 前者の 樣式 的で 濃厚な のに 
較べて、 後者の 写実的、 かっ 淡白で ある 
という ことは いえよう 0 

たとえば、 ダン マリ ほどきの 重大な 鍵 
である 小道具が、 時代物では 旗 や 宝劍、 
あるいは 勘合の 印な どで あるのに、 世話 
物の 場合は ずっと 身近な 茛入れ や 簪 など 
になつ ている。 っまり 庶民 生活に 親炙し 
ている 日用品と いぅ ことが、 大道具 小道 
具 その他を 通じて、 世話物の 場合の 根本 
條件 だつ たので ある。 

無論、 歌舞伎の 機智と ュー モアは、 大 
時代な お姬樣 に、 世話 形の 手拭を 姉さん 


冠り に 冠せ て、 しみ だらけの 鼠 壁の 世話 
屋体に 登場 させたり する ので あるが (鎌 
倉 三代 記)、 それ こそ 江戸時代の 観客が、 
貴人をさぇ身近におかなければ承知しな 
かつた、 徹底した 庶民的 生活 感情を もつ 
たこと にもと ずくので ある。 

赤い 振袖の お姬樣 にも" やはり 味噌 漉 
しを 提げて 豆腐を 買いに 行つ て 貰いた か 
つたの だ。 そうする ことにょ つては じめ 
て、 自分 達と 一緒に お 姬樣を 生活させる 
ことが 出来た ので ある。 

時代物で あつても、 決して 庶民 生活を 
無視して 成立つ わけはない ことを、 昔は 
役者 も 作者 も 熟， 知して いた。 

世話物の 大道具の 中で 大切な ものは" 
庶民の 生活の 根拠で ある 「世話 屋 体」 で 
ある。 そこで、 庶民 生活の 眞 実の 描写が 
なされる ために、 世話 屋体 は、 歌舞伎の 
原則を 破壞 しない 限りに おいて、 写実 本 
.位に 作製され る。 

しかし、 経験と 傳統 から、 それは 殆ど 
歌舞伎 特有と もい うべき 一定の 型に 帰一 
してきた。 畢竟" 世話 屋体で あつても、 
写実の 上に 立脚しながら、 なおかつ 歌舞 
伎の 「約束」 という 桎梏を 脫 する ことは 
許されて いない。 花道と いう 登場 路、 ス 
ツボン (花道 七三と もい う) という 気分 
転換の場、そうした現実は、すでに世話 
屋 体の 基本を 規定す る。 

庶民の 生活を 何の 虛飾 もな く 淡々 と 物 
語る 芝居、 卽ち 世話物の 演じられる 世話 
屋体 は、 時代物の それと 異 つて、 決して 
上から 見下す ょうな 高い 二重の 上に 設け 
られる ことは なく、 つねに 観客と 同じ 高 
さから 親しく 話し^ 5けるょうに作られ 


むら ゐち £うち んた ^< みの やぶれが さ 

- (齡 规 の 場) 

長 庵 「丁度 時刻 も 寅の刻、 千里 一飛び 闇 
雲に 後を つけたる 暗まぎ れ篠つ く 雨 
に 往來 の、 ない のを 幸い ばつ さりと 
夜 網に あらぬ 殺生 も 僅か 五十に 足ら 
ねえ 金、 人の 命 も 五十 年、 長い 浮世と 
長袖の 小袖ぐ るみで 交際 も、 丸い 天 
窓を 看板に、 醫者 とい ふの が 身の 一 
德 、然し 十德を 着る 長 棒に、 所詮 出 
世の 出來 ねえのは 言は ずと 知れた 薮 
育ち" 蚊よりも ひどく 人の 血を 吸 ひ 
取る 惡 事の 配劑 は、 數年馴 れ たる 我 
匙 先、 現在 妹の 亭主 故、 いは V 義理 
ある 弟 だが、 金と きいて は 見逃され 
ず、 手荒い 療治の 也 まぶれ 仕事、 酷い 
殺し も 金 故 だ、 恨みが あるなら 金に 
言へ？ どれ そろ^-と 出かけよう か。 
あ、 つめて え、 びつ しより 濡れた、 
いや 濡れぬ 先 こそ 露を もい とえ、 此 
の 傘を すて、 置き や あ、 殺した もの 
は、 〔ト言 ひかけ、 邊へ思 入れ あつて、 
傘を ほうり 出す 0〕 

い、 智慧 だな あ。」 

その ニ 

長 庵 「丸い 頭を 看板に、 醫師と 云う のが 
身の 一徳。 併し 十德を 着る 長 棒の 所 
詮 出世の 出來 ねえのは、 言は ずと 知 
れた薮 育ち、 蚊よりも ひどく 人の 血 
を、 吸 ひ 取る 悪事の 配劑 は、 數年償 
れ たる 我が 匙 先。 現在 妹の 亭主 故、 
言は r 義理 ある 弟 だが" 金と 聞いて 
は 見の がされず、 手荒い 療治の 血 ま 
ぶれ 仕事、 むごい 殺し も 金 故 だ。 恨 
みが あるなら 金に 言へ、 どれ そろ そ 
ろと 出かけ やう か ••• •0 

弁天 痕女 男白湏 その 一 

(雪下 濱松屋 の 場) 
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く 知られて いる 「莨 入れ」 は、 昔は 日常 
の 必需品で ある ばかりでなく、 一種の 裝 
飾 品に 見られて いたので、 芝居の 小道具 
としても 煙管 同樣 見落す ことの 出来ない. 
ものであろう。 

しかし、 卷タパ コ 万能の 現在に おいて 
は 莨 入れに 対する 関心は 非常に 薄くな つ 
たと 見え、 I すしや」 で 権 太が もつ ている 
「かます 莨 入れ」 を 「紙 入」 と 劇評に 書 
いて 平然として いる 人 も あつたぐ らいで 
ある。 

こうした 現実に 直面して、 小道具 類が 
変化して ゆく こと もし ばし ば あるの だ。 
「鏡 山」 の 芝居を 見て いて 尾 上の 部屋に 
「長 かも じ」 の掛 つてい るのに 気付く 人 
は 幾人 ある ことだろう か。 その 効用は.. 


I 


: : :‘ :3 , - 


..。すでに 今の 作者 部屋の 人達は これを 
忘れて 舞台を 開けた ことがある ほど だ。 

もっと 甚だしい 出鳕 目、 無神経が あっ 
た。 かって 東 劇で、 大道具の 茶店の 暖簾 
の 文字が 全部 左橫 書に 書かれて いた こと 
が あった。 何だか 「テラ コヤ」 とか 「チ 
ュ ゥギ」 とかいぅ 芝居を 見て いるょぅ な 
気になった。 

いまに、これが当り前になるかも知れ 

ない。 

「六 段 目」 (忠臣蔵に 極って いる) の 勘 平 
の 運命は 『縞の 財布に 托されて いる。 財 
布を 見る 瞬間は 悲劇の 最高潮な ので あ 
る。 勘 平の 演技は 懷から のぞかせる 財布 
と前にぉぃた財布、さらに右に張肱して 
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どな こ 寫をこ 技 
ほ 名 こは 懷 C 演 
る 有。々 淸 るて} 
いどる 数の いし 門 
て ほ あの 園て と！® 
つぅで 具 おげ 具 左 
知ぃ 場 道、 上 道 仁 
をと せ 小は を 小 代 
} 夫 ぃ 見る 具 深 も 先 
り 太な のれ 道效織 { 
と 義く門 わ 小て 羽 園 
庚、 た 衞使の れたお 
z fi つ 左に々 まての 
!• © ま 仁} 夫 込捨屋 
想 l tt 岡 リ 、めぎ & 
行の 人 片ヮが は脫。 
• — | い 代サ るく のる 
g んな先 {あま 窬あ 
さら 園キで ぅ 身で 
火七知ぉドり1半の 
•半、 の ク通技 舅る 
.孕 はら J のる 演 、て 
翁 頃な 屋園 あるか 立 
火 今人 酒 おにべ ほ 引 
_ — の^ ~ で 眞 ののを 


盲 長！！！ 梅 尬ず寛 

(竹 町 質 見 世の 場) 

道玄「之ょり話の极なし草、嘘を誠にこ 
しらへ て 金を ゆすりに きた 道玄 「怪 
談噺を 枕に して、 百と 思つ た その 金 
も、僅か五十で '0 分六の、割の立た 
ねえ 仕事 だが、 半 札に して 歸る氣 も、 
氣 障な 文句を いわれち や あ、 高座へ 
つける隱し燭臺。此身に喑い疑ひが 
か、 つたからは 切 穴へ" 掛 煙硝 や、 
どろ^--- と 前座の お 化を みる やう 
に、 只 此の ま V にや 消えられ ねえ。 
戶板 返しを 打 返し、 後は 火 入の 祭提 
灯、 明るい 体に ならね え內は 、歸ら 
ねえから、 そう 思へ、 夫れ とも 見 世 
の 邪魔になる なら、 內 輪の 下足 同樣 
に、 一つ からげ に ふん じばり、 ゆす 
'りと いつて 突出しな せえ 0 J 

松藏 「てめ の 方から 望 むら 突出さね えで 
どうす る もの だ。 併し 行つ たら 容易 
には 出られめ えぜ。 」 

道玄 「憚りながら 百ヶ條 の、 刑條 書も視 
いて 居れば、 是を すり や 死罪と か、 
あれを すり や 遠島と、 暗い 處へ 行か 
うと も、 先の 明るい 此の 道玄 、高の 
しれた ゆすり かたり、 夫れ せえ 金 も 
とらね えから に、 五十 も 背負つ て 出 
て 來る氣 だ。」  . 

松藏 「外の 者なら 知らね えこと、 此の 松 
蔵が 突き出したら、 再び 娑婆へは 出 
られ ねえ ぜ 0 j 

まん まつりよ みやのに ぎ わい 

(仲の 町 尾 花屋の 場) 

美代吉 「もし、 新 助さん、 わけとい ふのは 
かう で ござんす。 お前に 頼んだ その 
お金は、 私が 二世 も 三世 も かけて 云 
ひ 交した 新 三さん が" なくて はなら 
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セリが、観客の眼を奪ぅに足る壯観であ 
る。 極楽 寺の 大屋 根が セリ 上って 山門 上 
に 日本 駄右衞 門を 見せ、 さらに 再び セリ 
上つ て靑 挺左衞 門が 現われる ところ、 丁 
度 「楼門 五三 桐」 の 景容と 同じで、 こ、 は 
世話物に 珍ら しい 豪華な 幕切れと なる。 

(白浪 もの 「弁天 小僧」 の 項 参照) 

晝や 夜を 象徴 化した、 「浅 黃 幕」 と 「黑 
幕」 は、 時代、 世話を 通じて 極めて 効果 
的に 使われ、 殊に 「切って 落す」 操作に 
ょつ て 場景の 急転換に 素晴らしい 効果を 
上げる ので 重用され ている。 

黑 幕を 切つ て 落す ことは、 歌舞伎の 約 
束では 夜明けな ので ある。 照明と いぅ 舞 
台技巧が演出に参加したのは極く近世に 
属する ことで、 歌舞伎の 大道具は、 無論、 
照明と いう ことを 度外視して 考案され て 
ぃるのだ。 


「伊勢 音頭」 の 二見 ヶ 浦の 幕切れに、 貢 
が 書狀を 読む とき、 昔は、 「正面の 向ぅ へ 
四 尺 余りの 紅 張りの 日の出」 を 出した の 
である。 

「玄冶 店」 で、 お 富が 灰 吹に 「煙管」 を 
ポンと あてる 音が、 お 富と 与 三郞の 再会 
の 見せ場の キ ツカ ケ に なる ので あるが、 
また 「加 賀駕 」 でも 質 店の ゆすりで 道玄 
が、 逆に 松藏 から 「空 も朧の お茶の水 」 
と 急所へ グ サリと 切 込まれて 思わず 煙管 
を 取 落す までの 間の 段 取に おいて、 菊 五 
郞の 道玄の 煙管な どは、 まるで 魂が 通つ 
て 道玄の 心中の 焦慮 苦悶を 端的に 物語つ 
て 見せた。 

煙管が、 芝居の 遣 取の 緩急 活殺に どれ 
ほどの 効果を 与える であろう かは、 殆ど 
測り 知れない ほどで ある。 


吸 付 たばこに 代表され る、 色模様の 仲 
人と なる 煙管は、 また 所を かえれば 折檻 
の 道具と もな り 得る ので ある。 

その 持ち 方 一つに も、 貧富 貴賤、 老若 
男女、 それ f の 身分 や 職業を 暗示す る 
用意 や 工夫が ロ 傅され ている。 

五代 目 菊 五郎は 訓えて いる。 

百姓と 職人とは 少しのと ころで 違う 
ので、 ほんの 一分 か 二分の 違いで 百 
姓に も なれば、 また ィナ セに もなる 
ので ございます。 というのは 煙管の 
火皿へ 右の 拇指と 食指を かけて 持ち 
ますと 百姓になります し、 火皿の 下 
のと ころを つまん て 持つ と 大層 ィナ 
セに 見える ので ございます。 云々。 

さすがに 近世 世話物の 名手、 観察と 研 
究は行 届いて いる。 

たばこ 盆 も、 また 煙管と 一心同体に な 
つて 芝居の 演技に 参加して ゆく もの だか 
ら 、俳優は、 その 形態、 色彩 その他に も 
細かい 神経を 拂 つてい る。 

煙管を 灰 吹に 当てた とき 発する ボンと 
いう快い響きは、かょうにして多くの見 
せ 場の 展開を 観客に 報ら せる、 一種の 警 
蹕 のょう な 役目を 担つ ている。 

弁天 小僧が 見顯 わしに なつて、 煙管を 
ボンと た、 くと、 約束を 心得た 観客 達は 
すかさず 、「待つ てました 」 「 音羽屋」 の 
歓声を 上げる ので ある。 先の 羽左衞 門は 
こ、 で 見物の 鎭 まるまでは 決して、 かの 
「知ら ざア 言つ て 聞かせ やしょう」 の ツ 
ラネ (大切な 長ゼ リフ) にか、 る ことは 
なかつ た。 それは、 無論 彼の 演出の 計算 
のうちに ある 間 (ま) なの だ。 

世話 ダン マリの 証 據 物件になる のでよ 


稚兒上 り、 书素着 馴れし 振袖から、 
髯も島 田に 由 井ヶ濱 、打ち込む 浪に 
しっぽり と、 女に 化けて 美人局、 油 
斷 のなら ねぇ 小娘 も、 小 袋 坂に 身の 
破れ、 悪い 浮 名 も 龍の ロ、 土の 牢へニ 
度 三度、 段々 潜る 鳥居 數 、八幡 樣の氏 
子に て、 鎌 倉 無宿と 肩書き も 島に 育 
って 其 名せ ぇ、 辨天 小僧 菊 之 助。」 

忠信 「続いて 跡に 控へ しは 月の 武藏の 江 
戶 育ち、 餓鬼の 時から 手癖が 悪く、 
拔け參 りから ぐれ 出して、 旅を 稼ぎ 
に 西國 を、 廻っ て 首尾 も吉野 山、 ま 
ぶな 仕事を 大峰に 、足を 止めた る奈 
良と 京、 基 打と 云っ て 寺々 や、 豪家 
に 入り込み、 盜ん疋 る、 金が 御獄の 
罪科は 毛 抜の 塔の 二重 三重、 重なる 
悪事に 高飛びな し、 跡を 隱せし 判官 
の お 名前 驅りの 忠信 利 平。」 

赤 星 「その また 次に 連なる は 以前は 武家 
の 中小 姓" 故主の 爲に 切り取り も、 
鈍き 双の 腰 越 や、 砥上ヶ 原に 身の 鍺 
を、 硏ぎ直 しても 拔け かねる。 盗み 
心の 深綠 、柳の 都 谷 七 鄕 、花 水 橋の 
斬り 取から、 今 牛 若と 名 も 高く、 忍 
ぶ 姿 も、 人の 目に 月影 ヶ 谷、 御輿 ヶ 
嶽 、今日 ぞ 命の 明け方に、 消 ゆる 間 
近き 星月夜、 其 名 も 赤 星 十三 郞。」 

南鄕 「さて どん尻に 控 へしは 汐風 荒き 小 
動の、 磯馴れ の 松の 曲り 成り、 人と 成 
ったる 濱 育ち" 仁義の 道 も 白 川の 夜 
舟へ 乘 込む 船 盗人、 浪に きらめく 稻 
妻の白 » で烕す人殺し、背負って立 
たれた 罪科は 其 身に 重き 虎 か 石惡事 
千里と 云 ふからは、 何ぅ で 仕舞は 木 
の 空と， 覺 悟は 豫て嗚 立澤 、しかし 
哀れは 身に 知らぬ、 念佛敏 JC な南鄕 
力 丸」 
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(彌作 の篆 腹、 五斗の 鉄砲 場、 阿古 星の 
琴責 、その他) 

「手拭のはたらきも、ほとんど万能に近 
い。その種類の選択や持ち方にも、名優 
の 累積した 経驗 から 帰訥 された ロ傳が あ 
つて、 すこしも おろそかには 出来ない。 

五代 目 菊五郞 は、 古い 汚れき つた 手拭 
でも、つねに使用後には霧を吹いて皴を 
のばし 他日の 用に 備えた といぅ ことで あ 
る。 五代 目に 限る わけでは ない、 近世の 
名優達は楱会あるごとに古道具屋や古着 
星を 訪れた といぅが、 決して 自身の 道楽 
のた め ばかりでは なかつ たよう だ。 

五代 目は 浅黃 の邊ぃ 手拭は 野暮で 水 浅 
黃のものはィナセに見せると語ってぃる 
九 代 目 団十郞 と 共演した 五代 目の 矢 間 


喜內 (太平 記 忠臣 購釈) は、 農い 浅黃の 
手拭を 使い、 淚の 拭き 方" 膝に おく 時の 
持ち 方な どの 取扱い 方 だけで、 役の 性格 
をに じみ 出させて いたそう だ。 彼は また、 
「文 七 元 結」 の 左官の 長 兵衞の ような 役 
は、 淚を 拭う とき 手拭を 丸めた ように 握 
つて 拭く と 感じが 出る といつ ている。 

手拭は また 冠る という 用途を もつ。 

冠り方のエ夫に先立って、まず役に適 
応した 種類を 選択す る 必要が ある。 役の 
性格に 合った 手拭で なければ、 冠り 方の 
工夫は 全く 無駄 ばたら きになる。 

世話物で よく 使われる のは、 「切られ 与 
三」 で 馴染みの 豆し ぼり の 手拭で ある。 

この 与 三郞の 鼻に 引 掛けた 頰冠 りは、 
天保頃の流行鼠俗を芝居に採入れたので 
あるが、 同じ 手拭で も、 弁天 小僧は、 「浜 


松屋 一の 引 込みに 女髻の シ ガを隱 す頰冠 
りに 使つ ている" 

丸本の 世話物 や 上方 世話になる と、 出 
てくる人間も"江戶のィナセな虱と違つ 
て、 「堀川 猿 廻し」 の潯 兵衞や 「梅 川忠兵 
衞 .1  ( 新 口村) の頰 冠り は、 白の 晒の 手拭 
でず つと 古風な 風 倩を 見せる。 

「黒 手 組 J の 権九郞 や、 「人形 振の お 染， I 
の 善 六の 「南瓜 冠り」 と 呼ばれる 類 冠り 
は 農夫の それを 模 したので" 滑稽な 雰囲 
気を 持ち、 メガ ネの髻 の 手代 敷の ような 
役に 限られて いる。 

三镑や 梅 川の 「吹流し J に 冠った 手拭 
の 白 さは、 黒地の 衣裳を どれほど 引 立た 
せる ことだろう か。 

羽 左 衞鬥と 菊 五郎の そばやの r 直 侍」 
は、 そばを 食べる 時 羽左衞 門は 結んだ ま 
ま 菊 五郎は 結び目を 
解いて 食べる ところ 
に 手拭を 通じて 両者 
の 芸風、 主張が 生き 
生きと 語られて いた 
芝居に 使われる 幾 
十 幾 百 種の 小道具、 
大道具の 一っ < 
は、 無言の 芸 m を わ 
れわれ に 絕えず 聞か 
せて くれる ような 気 
がする。 

芝居の 歷史 も" 古 
名優の 苦心 も、 時代 
の 移り 変り も、 これ 
ら 無心の 道具たち の 
表 倩は あます ところ 
なく 捉えて いるの 
だ C 


遺ひなぶりがい、と思つた0然しこ 
れから 兄弟な り、 又 仲間 なりわたし 
らも" 氣がお けなくな つて とんだい 
い，男は男夜_き女は女相_-2、姐 
さん これから 連れ立つ て" 核の 間 稼 
ぎに 步か うね CJ 

含 q ぇ r •た U V5 

おさよ 「一度は 俱 -2 死なう とした 程の 義 
理も 人情 も 忘れて 了って、 お前は 今 
更そんなことをノー 

伊太 八 「昔は 昔、 今は 今 だ、 手前は それ 
程義理を知つているなら、俺 €) 女を 
なぜ 逃がした 0，1 

おさよ 「蛇に 見込まれた 眭の やうで、 あ 
のおくめさんがあんま 9- 可哀相だか 
ら 、わたしが 逃して やりました C」 

伊太 八 「淹が 不斷 から 眼を つけて" 折角 
揚げて 來た 大事の 玉を、 よくも 逃が 
して 了 やが つたな、 唯は 置かね え か 
ら さう 思へ • • ： o 

おさよ 「お まへ あんまり ： ：o 

伊太 八 I 何が あんまり だ、 あんま 針ィが 
聞いて 呆れら あ，：.。」 

だ 1 どうろう 

伴甍「それぢや只今：：只今直にお韁の 
方へ取か、ることに致します-)：： 
が 其處に お出な すつ ち や、 どうも 钸 
くって 仕樣が 御座居ません。 一ト足 
お 先へ お出な すつ て 下さい まし。」 

獨吟 r 萩のう は 葉を 分けて 行く 道 も获の 
うねりに 置く 露の、 思 ひます 穗の糸 
す \ き0 

伴 蒙 「ァ  > — どうも お 早い ことで® 座 
います ここ、 れでご ざえ ますね、 へ 
え、 わけ ア ございません、 只今 直に 
剝つて 差 上げます • • • • 。 
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__ 画 _纖::;:__議: 


皿 (小道具の 消耗品 「きえ もの」) 

「皿 屋敷」 の 芝居は、 この お 菊 {中 村 芝 鶴) 
の 持っ 1 枚の 皿に 焦點が あっまって いる。 お 
菊の 割る 皿は、 毎日 新しく 用意され なければ 
ならない。 芝居では、 このように 消耗され る 
ものを 「たきす て」 とか 「きえ もの」 とよん 
でい る。. 燃される. 手紙と か、 舞嶔 で攝ら れる 
食物など、みなこれに 1 し、今は劇場辦務所 
の 買擔に なって いるが、 元來 小道具のう ちで 
ある。 お 菊 {芝 鶴} 番町 皿屋败 より 

傘(「殺し場」の小道具) 

立 廻りの 演技に なくて ならない ものは 確で 
あろう。 そのために 「殺し 場」 という 歌舞伎 
脚色 上の 大切な 構成要素は 、っねに われ< 
の 前に 現れ 得る ように 美化され る ことが 出來 
た。 立 廻りの 傘で 代表的な ものは T 鏡 山」 の 
奥庭 仕返しの 場に おける 岩 藤と お 初が 蛇の目 
を 使用しての 景容美 滿點な 立 廻りで ある。 「切 
られお 富」 の蝠蝠 安 殺し や 「法界 坊 」の殺し 
もつ ねに 見る ところ だ。 寫眞は 湯 島の おかん 
(先代 尾 上 梅 幸} 


L. 


持った 煙管のは たらき によっ て、 凝結 さ 
れ 、お 軽の 差 出す 茶に よって 段落っ けら 
れ る。 

莨 入れ や 手拭な どと 同じく、 「印籠」 (携 
帶藥 箱) も 旅行者な どの 常備 品だった V 
けによ く 脚色 上、 演出 上、 重要な 役目を 
になぅ。 

「伊賀 越」 の 沼 律の 場で、 平作の 痕ぉ米 
が 印籠を 盗む 事件が この 悲劇の 直接の 動 
機を もたらす ことから、 この 場を 「印證 
場」 と 俗称す る。 

この 印籠は、 すでに 「東 路の 段」 で 生 
爪を 剝が した 平作の 負傷を 治して やる こ 
とに よつ て、 この 芝居の 重大な キ ッヵケ 
を 捉えて いるの だ。 考えてみれば、 印籠 
一つが 芝居を 進行 させて いるので ある。 

こうした 大切な 小道具が、 芝居の 通称 
に その 名を 留めて いる 例は 外に も 多い。 


ぬ 金 故に、 お前に 無心 も 云 ふたれ ど 
その 新 三さん が、 今し がた 来な さん 
して云はしやんす夂は、浪人者故、 
見限って、 金に 目が くれ 縮屋の 襟に 
ついた といつ になく、 詞も 荒く 腹を 
立て、 取 交した 起請 迄、 こ V へ おい 
て 行かし やし たれば、 もうこの お金 
は 新 三さん へ、 上げる 事が できぬ か 
ら 、それゆえ これは 要らぬ わい な あ」 

美代吉 「陸と 違っ て 舟の 中、 いやと 云っ 
たら 手 ごめ にも、 し浓 ねぬ お前の そ 
ぶり ゆえ、 ほんの その 場の 氣休 めに 
にあ、 云つ たのは みんなう そ。 それ 
が 苦界の 手 れん 手く だり、 身の っま 
りとは 知りながら、 浮 名た つみの 中 
裏で、 噂に なった 新 三さん、 着が へ 
は 元より 看板の、 頭の ものまで 入れ 
あげても 、襟に っかぬ が 新 わら お 美 
代" 新地の 端ぢ やない けれど、 かう 
乗っ切って 云 ふからは、 これが 別れ 
の 八幡 鐘、 っき 出されぬ うち 新 助 さ 
ん 、云へ ば 云 ふ ほど お前の 恥、 早く 
歸 って 下さん せいな あ：： 0,1 

さとの もよう あざみの いろぬ い 

(雪の下 白蓮 宅の 場) 

淸吉 「まだ この おれが 極樂 寺で 役僧を し 
てゐた 時分、 覆面 頭巾に 拔身で 打 込 
み、 賴朝 公から 奉納の 祠堂 金の 三千 
兩 盗んだ 奴の 行方が 知れず、 その 疑 
ひでおれ が 縛られ、 っ ひに や 女 犯が 
露 はれて 谷 七鄕を 構への 追放、 いは 
ば 敵の その 盗人、 今日が 日まで も 知 
れ ねえ 窖だ 。定紋 附の高 張に 玄關構 
への 貸附 所、 御室の 御所の 家来 か、 帶 
刀をする苴那衆が大泥棒とは御詮議 
なさる 御 代官で も、 御存知 あるめ え j 

おさよ 「おや^-それ ぢやあ 丑 那が 三千 
兩極樂 寺で 盗んだ のかえ。 人は 見 か 
けに 寄らね えもの だ。 道理 こそ 金の 
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り、 «' 痕の「_子の袴」という顔る色気 
の ある、 若い 痕 らしい 唄を 使う。 引 込む 
時は モゥ 生意気な m タ者だ 。よつ てこれ 
は 夜更けの 時間を 考えて、 新內の 流しを 
聽かせ るので ある。 彌太 五郎 源 七、 加賀 
鳶梅吉 などが 出て くる 時は 「薩摩 アサ」 
という 小唄 だ。 いかにも 威勢が よくつ て 
粹で 、これらの 人物が 出て くるに ふさ わ 
しい。 しかし 源氏 店の 与 三郞に 蝙蝠 安と 
くると、 粹 よりも、 いやな 奴 だ、 という 
ほうを 强調 しなければ ならない。 そこで 
「さんげ < 六 根 罪障」 という 唄を 使う。 
これは神敕ろしといつて、法印の輪袈裟 
を 連想させる 哏で ある。 今の 人には わか 
らない が、 江戸時代の 人が この 唄を きく 
と、 すぐに 下品 さを 感じた ものな ので あ 
る 0 

いくら 人物には ビッ タリしても、 その 
時の 境遇に よつ て 使えない こと も ある。 

「薩 摩」 の 似合う 人物に しても、 それが 
死ぬ 覚悟で、 腕組みを して トボ< 花道 
へ 出て くると きに、 この頃を 使つ たら ブ 
チ こわしで ある。 こんな 場合は 多く その 
気持ちの ほうを 尊重して、 たとえば 駕娘 
の 「思い 重なる 胸の 闇」 など、 しんみり 
した 旋律に よるが、 下座の 独吟 だとこう 
した 時に 間違いな くピッ タリ 合う ので、 
もし 身を ^ ける 舞台が 隅 田 川なら、 「都 
鳥」 か 何 かを しずかに 唄えば、 簡に して 
舞台効果を あげられる。 

何 か 事件が あつて 向う から 人物が、 バ 
タパ タ赶け 出して こようと いうと きに、 
下座で 三味線を ゆつ くりと 彈い ていら れ 
たら、駔け出したくも、全く不可能でぁ 
る。 人物の 動作が 伴う 場合、 三味線 も 唄 
もピッ タリ その 動きに 協調し なければ な 


らない の だから むずかしい の だ。 それを 
コン ダクトす るのは、 その 一場を 受け も 
っ 立 三味線に 責任が 帰せられ るの だか 
ら、役目は重大なのだ。だから |£ け出し 
てく る 時な どは、 「早めの 合方」 と 称する 
三味線を その 足取りに 合せて 早く 彈 く。 
重要 さを 增 そうと 思つ たら 風の 音な どを 
加える。 それが 祭で、 も あつたなら、 い 
ろい ろな 祭の 太鼓を 早目に 打ち込んで、 
さらに 効果を あげる ことができる。 

「蛇の目 鯧の淸 蔵」 という 芝居で、 主人 
公が 病氣 になつ ている 所へ、 虎松と いう 
惡 党が 子分を つれて やつて 来て、 さんざ 
ん 苛なん だ 末、 花道を 帰って ゆく 場が あ 
つた。セリフが切れるとたんに俄獅子の 

「たんだ 打て や」 を 唄い、 これに 正 天の 
太鼓を 入れさせ、 花道を 悠 々引 込む とこ 
ろが 場面が 吉原で ある こと ゝい 、雰囲気 
動作と も 実にょ く 嵌つ ていたのを 忘れる 
ことができな かつた ので、 四 五 年 前、 帝 
劇で 菊五郞 劇団が 「八 犬 傅」 を やつた と 
き、 同じょうな 場面が あったから 早速 使 
つてみ たと ころが、 蛇の目 鯧の時 ほど 効 
果が あがらない。 なぜかと 思つ て 考えて 
みたが、 結局、 帝劇には 花道が なく、 唄が 
効果を あけない うち、 もう 人物が 5込ん 
でし まう からだと いう ことが わかつ た。 
劇場の 構造の ことまで 考えなければ なら 
ない の だから、 下座は まことに 厄介な 音 
楽で ある。 

演技 中の 合方 

舞台に 於る 人物の 動作、 会話は、 下座 
の 合方に よつ て 進行され る。 これ も、 そ 
の 芝居の 場面、 時候、 事件の 內容 、人物 
の 職業 性格な どを 考慮して 曲を 選んだ 末 


が、特に俳優の動き (€ テムホを合せてゆ 
くこと が、 最も 重要な 仕事な ので ある。 

弁天 小僧が 啖呵を 切る ところ。 「知ら ざ 
アい つて 聞かせ やしよう」 と 煙管を はた 
くと、 下座では 「ツ トシ ャン シャン」 と 
合方を 彈き 出す。 これは 前述 r 薩 摩さ」 
の 唄を 拔いて 、三味線 だけ 彈い ている の 
である。 唄 そのものが 威勢が い、 せい 
か" 三味線 だけ 聽かせ て も、 すこぶる 弁 
天 小僧ら しい。 考えた もの だ。 「十六夜 淸 
心」 で 淸 心が 自殺し ようとして、 「しか 
し、待てよ」と考え直す所では、端唄の 
「梅が 主なら」 という 曲の 三味線 だけを 
彈く 。これは 三味線 だけ だと、 妙に 事 あ 
りげ な 旋律に 聞え るので、 心 変り の 料簡 
などには 持つ てこい なの だ。 これは 役の 
心境に 卽 した 合方で ある。 切られ 与 三が 
「しがね え 恋の 情が 仇」 という 所には、 
新內の 流しの 三味線を 使う。 これは セリ 
フの テム ポに 巧く マッチす ると 同時に、 
夜更けの 時間を 暗示して いるので ある。 
「鞘 当」 の 留め男が r ィヽヤ のい ち や ア 
いられね え」 というと、 トチ チリ チンと 
いう 木 やり 崩しの 合方に、 神 田 丸と いう 
祭の 太鼓を かぶせる。 もちろん 鳶の 者と 
いう 職業を 表現して いるので ある。 こん 
なと き、 下座の ほう も むずかしい が、 俳 
優の ほう もまた、 下座への セリフの 「渡 
し 方」 が 巧くない と、 下座では ひけない 
ので ある。 

お 祭 佐 七、 御所の 五郎蔵、 貢、 縮屋新 
助、 などは いわゆる 「縁切り 物」 で、 女 
が 愛想ず かしを い、、 男が それを 聞きな 
がら、ジッと無念をこらぇるくだりに 
は、 合方へ 胡弓を 合奏す るの が 昔からの 
型に なつて いる。 多分 人形芝居の 技巧 か 


ら 考え出した のだろう と 思う の だが、 実 
際の 効果は ともあれ、 今では 胡弓がない 
と緣 切りら しく 思われない の だから 妙な 
もの だ。 あの 胡弓の 哀音で、 女の 切ない 
気持ち や、 男の こみあげて くる 怒りを 暗 
示す る 意図な のであろう。 この場合、 合 
方は いつも 地唄の 「ひなぶ り」 の 文句を 
拔いて 三味線を ひく ことにな つてい る。 

立 廻りな どになる と、 まず その 世話物 
の 種類に より、 人物に より、 動作に より 
千差万別 だ。 時代が かつた もので、 殺陣 
も樣式 的に かたよる ような 場合、 たとえ 
ば お孃吉 三と お坊吉 三の 大川 端では 「船 
は 出て ゆく」 という 端 唄へ、 正 天 か 何 か 
をかむせる。場面から考え出したのだ 
が、 この 唄は そう テムポ を 早める ことは 
できず、 リズム も 正しい ので、 立 廻りは 
自然、 舞踊が、 つた 動きになる。 その ほ 
うが、 この 狂言に とつて 正しい ので あ 
る。 もう 少し 写実が、 つた もの、 たとえ 
ば 「法界 坊」 の 土手 場で 甚 三との 立 廻り 
などには 「葛 西 念 佛」 の 合方と 鳴 物と を 
使う。 これは 葛 飾 あたりで 行われて いた 
特殊な 念 佛の鳴 物から 思いついて 組み 立 
てた もので、 鉦と 太鼓で あり、 合方は そ 
れに 合うよう、 二三 種 作曲され ている。 
この 合方は、 相手が 一刀 斬られてから 演 
奏する のが お定まりで ある。 もう 一層 早 
い、 直 侍と 捕手の 立 廻りな ど、 くると、 
大抵は 「早め £ロ 方 J です ませ、 例の ド 
ン ドンドンと いう 「三つ 太鼓」 をからめ 
て 捕り物 気分を 出す。 

愛想ず かしの 後、 男が 女、 その他を 殺 
す 場合は 「音頭」 を 使う ことが 定めに な 
つてい る。 音頭と いうのは 「伊勢 音頭」 
からき たもので あろう C これに 特有の、 
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世話 ものの 
下座 音樂 

渥美 淸太郞 


下座 音楽は、 特に 世話 狂言に おいて、 
舞台効果の 死命を 制する ほどの、 重大な 
責任な り 権利な りを 持っ ている。 菊 五郎 
でも 吉 右衛門で も 下座が 拙かったら どう 
する こと もで きない。 いかなる 名優で も 
下座の立三味線の指導のもとに動くので 
ある。 昔から、 その 音楽と 運営に 非常な 
苦心が 拂 われた のは 当然で ある。 但し 昔 
といつ て も、 現在の ように 一挙一動が、 
この 音楽に 支配され るよう になつ たの 
は、 默阿彌 、小団 次が 提携して 新 社会 劇 
を 開拓した 以後の ことのよう である。 

幕開き 

開幕の 音楽は ことに 重要 だ。 中で も 一 
番目が 時代物、 二番目が 世話物と いう 並 
ベ 方の 時の 序幕な どは、 見物の 気持を 一 
新させる 上に おいて、 最 重要の 役目を 持 
つ。 退屈な 活藶 などを 長々 と 見せられた 
11 番目の 幕開きに、 宮 唄へ 大 拍子な どが 


溺んで S えてく ると、 身 操い する ほど 嬉 
しい ものである。 

開幕の音楽は、まだ場景の展開されな 
い 前に、 どんな 場面で あるかを 想像 させ 
る こと、 どんな 人物が 活躍す るか、 大體 
どんな 芝居が 始まる のか、 時候は 何で あ 
るか、 夜 か晝 か、 などに ついて、 あらま 
しの暗示を見物に与えるだけの役目を持 
つて おり、 ことに 序幕では、 時代物に 対 
して 世話物で ある ことの 観念を、 はっき 
りと 植えつ ける 必要が あるの だからな か 
なか むずかしい 。「お 染の七 役」 や 「梅の 
由 兵衞」 の 柳 島 妙 見の 場 「め 組の 喧嘩」 
の 神明 社内 芝居 前な どは、 前記の 宮唄に 
大 拍子をから めて 開ける ので 非常に 派手 
だ。これは幕開きだけでなく、むろん人 
物の 出入りに 斗 使う。 宮 唄とは、 小唄で 
有名な 「どうぞ 叶えて 下さん せと、 妙 見 
様へ 願 かけて」 云々 の 唄で、 これに 大拍 
子を かぶせれば、 歌！； 技を 知らない 人た 


ちに も、 神社と いう 場面は ハッ キリす る 
し、 派手な 音楽な ので 非常に 得で ある。 
め 組の 喧嘩の 場合 「妙 見様」 では 困る の 
で 神明 樣と 文句を かえて 唄う。 天神 樣、 
八幡 樣 、観音様、 相手に よって 変' える こ 
と 自由自在 なの だから 重宝な もので あ 
る。 但し 観音様と くると お 寺 だから、 大 
拍子を よして 「双 盤」 という 鳴 物をから 
める。 鉦と 大太鼓の 打ち合せで ある。 お 
寺の 門前な どは 大てい 双 盤 だが、 谷 中の 
延命 院 などと くると、 これは 日蓮宗 だか 
ら 題目 太鼓で なければ ならない。 唄 も 
「角 兵衞 J からと った 「沖の 題目 浪にう 
かんで」 などを 選択す る。 但し その 寺が 
古寺だった り" 夜の 墓場だった りの 場合 
は、 凄味が 必要 だから、 こんな 派手な 唄 
や 鳴 物を 使う ことは できない 。もっぱら 
「禪 ット」 と 称する 三味線と 鳴 物、 又は 
「木魚 入り 合方」 などを 利用す る。 r 禪 
ット 」 とは、 禪宗の 勤めの 音楽から ヒン 
トを 得て 構成され た 鳴 物で、 銅 羅と大 太 
鼓の 組み合せで ある。 そ p 鳴 物に 合うよ 
うな 三味線、 ずな わち 合方が、 ニ 三種 作 
曲され ている。 

繁華な 市中の 商店街と いった 場合は、 
例えば 「弁天 小僧」 の 浜 松屋な ど、 幕 あ 
きは 「稽古 唄」 にき まって いる。 こうし 
た 場面では 專門家 も 困っ たらしい。 結 
局、 賑かな 市中 だから、 近所に 長唄の 師 
匠ぐ らい あるだろう とい 5 ので、 そこで 
稽古を している っもりの 唄を 使う ので あ 
る。 浜 松屋なら 越後 獅子の 「向い 小山」 
加 賀鳶の 伊勢屋なら 軒端 松の 「一筋な」、 
舞台が 上方だった ら 一人 椀久の 「深き 思 
い」 などを 使う。 それだけでは あんまり 
娠かで はない から、 市中を 角兵衞 獅子が 


步い ている つもりで 「角 兵衞 獅子」 の 太 
鼓を かむ せる ことが 多い。 

幡隨 院長 兵衞 、花 川 戶助六 「夢の 市 蔵、 
釣 舟三婦 などと いう •俠客 や 顔役の 内の 
幕 あきとく ると 不思義 で 「人に 立てられ 
男と いわれ ^ ツサ」 という 唄に きまつて 
いる。 これは 長唄 月の 卷の 「井手の 山 唄 j 
という 唄の 替え 文句で あるが、 これには 
正 天と 称する 太鼓が うまく マッチす るの 
で 合奏され る。 ところが この 正 天と いう 
のは、 祭の 馬鹿 雠 子の 一種な の だから、 
舞台が 祭で ない と 具合が 惡 いの だ。 釣 舟 
三婦 などは 「夏祭」 だから 持つ てこいだ 
が、 長 兵衞や 助 六は 別段、 祭で ある 必要 
はない。 にも か、 わらず、 いつも 門口に 
祭の 提灯が ブラ 下が c ている。 道具の ほ 
うが 鳴 物に おつき 合いを している の だ。 

吉原の 場面な どは、 吉原 雀、 二人 椀久、 
俄 獅子 あたりから 唄を 借りて きて、 これ 
にお 茶屋の 騷ぎ をき かせる 鼓 や 太鼓を 加 
えて、 全盛 さを 象徵 する。 佐 野次 郞左衞 
門な ど、 くると、 全 幕の こらず 吉原 とい 
つてもい、位だから、下座の扱い方は大 
苦しみを きわめてい る。 同じょうに なつ 
ては 困る からだ。 上方の 廊だ と、 「柳々」 
か汐 汲の 唄で、 ドン テ ケと 称する 太鼓を 
かむ せる ことが 多い。 これは 上方の 散財 
太鼓を 江戶 化した ものである。 

出入りの 唄 

重要な 人物が 出たり 引 込んだり する 時 
の 唄、 または 合方で、 これは その 人物の 
職業、 性格、 境遇、 心境まで 暗示した 上" 
更に 時候 や 時間 も 等閑には できない の だ 
から、 なおさら 大変 だ。 浜 松屋へ 弁天 小 
僧が 出て くる 時は、 花の ょうな 婿 姿 だか 
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である。 

「御所の 五郎蔵」 の 出合い、 「春雨 傘」 の 
出合い、 こうした 吉原 仲の 町の 場の 幕 
は 「船 作 切れ」 と 称する 唄に よって 切ら 
れる のが 型で ある。 「元より 薬の 酒 なれ 
ば」 「花の 数々 かぞうれば」 「弓の 影 かと 
おどろきし」 など 舞踊 長唄の 段 切れへ 太 
鼓を 加えて 賑やかに 幕を しめる。 これは 
茶屋の 二階で 芸者が お 座附 をっ けて い 
る、 唄と 太鼓が 聞え てく る 心なの だ。 だ 
から、 あんまり 巧く 演奏して はいけ ない 
という 說まで あるの だが、 そこまで 写実 
にして は 身 も 蓋 もなくなる。 

深 川の 遊里の 場面は、 古い 世話物に よ 
く 出て くるが、 これには 長唭の 「巽 八 
景」 が、 最適な ので 始終 使われる。 そし 
てその中にー幕の幕切れには、必ず段切 
れの 「浮 名 辰已の 八景と J のく だり が 使 
われる にき まつて いるが、 原作の 「その 
一節を 立 川の」 までうた うと、 あとは チ 
ヤ チヤ チャン、 チヤ ラ、 ス チヤ 1 フカ チャ 
ンと 「佃 」に してし まう。 佃は 深 川の 芸 
者が、 船で 客を 送り迎え するとき、 中で 
彈いた 三味線な ので、 佃 島の そばを 通る 
から 佃と いったの だが、 最後を この 佃に 
して パッと 派手に すると ころな ど、 実に 
うまい 工夫 だ。 

「村 井 長 庵」 とか 「権 三助 十」 とか 「鈴 
川 源 十郞」 とかいう、 最後が 白洲の お 調 
ベと いった 場面の 幕切れは r 時の. 太鼓」 
にき まつて いる。 これは 幕 あき も 同樣で 
ある。 時の 太鼓は、 江戸 城の 櫓の 上で、 
坊主が 時刻を 知らせる ために 打った 太鼓 
だ。大名でもそれ厶.\領地に帰ると、城 
の中には櫓がぁって、時の太鼓を打たせ 
た。 だから、 「丸 橋忠彌 」 の 堀端の よう 


な 城の 近所なら、 その 太鼓 も 聞え たろう 
が、 町奉行 所は 今の 数寄屋 橋に あったの 
だから、 こ、 まで 聞え て くるわけ はな 
い。 しかも わざ < 時の 太鼓を 使っ たの 
は、 いかにも 物々 しくて、 白洲ら しい 感 
じを 出す からで あるが、 もう 一っ 理由が 
ある。 それは、 町奉行なる ものは、 朝 か 
ら 千代 田 城に 勤めて、 司法 警察に 関する 
役目を 了し、 八 ッ卽ち 午後 ニ 時の 太鼓を 
きくと、 奉行所へ 帰って、 それから 罪人 
の 調べに 当った もの だ。 この A ッの 太鼓 
で 戻る という ことが、 奉行なる 職業を 暗 
示させる ので、 その 太鼓を こ、 へ 応用し 
たわけで ある。 なお 更に その 暗示が 延長 
され、 時の 太鼓すな わち 役人を 思わせる 
ようになつ た。 そこで 役人が 出張して く 
る 芝居、 つまり 「寺子屋」 の 春 藤 玄蕃と 
か r すし 屋 ，1 の梶 原と かの 出には、 この 
太鼓を 打つ ようになつ たの だ。 
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テンツンツン、トツツンツンといつた、 
のんびりした 旋律を 持った 唄の 總称で あ 
る。 本物の 伊勢 音頭で ある 「曲水」 「櫻 
澳」 をは じめ、 長唄の 「伊勢 音頭」 「枕 
獅子」 地唄の 「待っ 宵」 端 唄の 「潮 来」 
「槍 請」 「露は 尾花」 などが それ だ。 殺し 
の 場面な ど" とかく 酸鼻に ながれて 不愉 
快な 感を 与える ものであるが、 音頭に よ 
つて 仕草を すると、 その 幽婉な 唄に、 必 
ずから む 竹 笛 (伊勢 音頭では 太鼓を 加え 
る) によつ て、 さらに 惨酷な 気分は なく 
なり、 むしろ 美化され て 絵の ような 形を 
見せる の だ。 むかし 宮戶 座で 尾 上 扇十郞 
という 役者が、 女を 殺して 服役して いた 
のが 出獄して、 その 体験を 芝居に して 見 
せた ことがあつ たが、 そのと きは 花道を 
駔 け 出して くると、 いきなり 舞台へ とび 
込んで、 音楽 も 何も 使わず、 女を はじめ 
外の 者 も、 当る を 幸い 殺して しまう とい 
う、 写実な ところを 見せた ので、 実に 不 
愉快 千万 だっ た。 こんな 所になる と 歌舞 
伎の 美しい 特色が 明瞭に 発揮され る。 

御所の 五郎蔵 やお 祭 佐 七は 「待っ 宵」 
三世相の お 園が 長 庵 殺しは 「枕 獅子」 テ 
レ メンの おさんの 五 人 斬は 「槍靖 J など 
型に なつて いるが (この 二つは 女が 男を 
殺す の だが" こんな 時に も 演出は 同じで 
ある) 縮屋新 助が 美 代吉を 殺す ところに 
なると 違う。 これは 「お前の 袖」 という 
唄で、 上方 端 唄の 「愚痴」 を アレンジし 
たもの だ。 この場合、 竹 笛は 使わない。 
ザ プリと 一太 刀 あびせる と 同時に、 鉦を 
カン、 力、、、 ヽヽ 、カンと 早目に 打つ 
(打ち下ろす という) それから 「お前の 
袖と わしが 袖」 と カン 高な 唄に か、 つて 
立廻りになるのだが、その間にも鉦を時 


時 まじえる。 これは 音頭よりも、 や、 深 
刻な 気分を 出しながら、 しかも 美しく 聞 
える ので、 南北 物の 殺しな どには 大抵 こ 
れを 使って いる。 三世 杵屋正 次 郞の案 だ 
という。 (現在 使つ ている 合方には、 正 次 
郞 作曲の ものが、 おびた r しく ある) 
舞台へ 幽靈が 出現 するとな ると、 これ 
も ほとんど 型が きまつて いる。 まず 主力 
を 成す のは、 大太鼓を 物す ごく 打つ 「ド 
ロド ロ」 である。 これには 三種 あつて、 
予吿篇のように、不気味さを感じさせる 
「薄 ドロ/いよ < 幽靈の 現われる 時に 
打っ 普通の 「ドロ <」、 最高潮に 達した 
時の r 大 ドロ」 である。 「薄 ドロ」 は、 た 
とえば 女の 嫉妬で 蛇が 出る とかいう とき 
で、 それ. を 見て セリフになる 間は T 水気 
三重」 という 三味線を 使う。 「ドロく」 
は それによ つて 幽靈が あらわれる。 例え 
ば 「四 谷 怪談」 の 隱亡堀 や 蛇 山 その他で 
ある。 幽靈が 「恨めし や 伊右衛門 どの」 
とか、 「ともに 奈落へ つれ ゆかん。 来れ 
や 来れ」 てな ことを いつて いる 間は 「寢 
鳥」 という 三味線を ひいて、 ドロく は 
かすめて いる。 寢鳥 というのは 実は その 
中へ 必ず 吹く 笛の 名称であって、 三味線 
は 「幽靈 三重」 というの が 本当ら しい。 
r 大 ドロ」 というのは 、伊右衛門 その他 
の惡 党が、 花道へ 逃げ出す と、 幽霊が 舞 
台から 手を のばす。 惡 党は 襟を 押えられ 
て 逃げる ことができない。 両手を 襟へ か 
けても がきながら 弓き 戾され る、 いわ ゆ 
る 「連理 引」 という 演出の 時に 使う ので 
ある (もう 一つ、 幽霊が 出ないでも、 夢 
が 覚めて 舞台が 変る 時には 大 ドロを 打 
つ)。 この 時に 限り、 道具方 も 音楽に 一役 
買わなければ ならない。 大太鼓を 一つ ド 


ロンと 打つ と、 道具方が ツケを バタリと 
打つ。 ドロン、 パ タリ、 ドロン、 パ タリ、 
と 交互に 打つ のが 型な ので ある。 (「童 駄 
天」 と 称する、 駐け 足を 象徵 した 演出の 
時 も、 この ッケが 音楽 的な 打ち方を する) 

世話 だんまり 

世話物には、 幕切れに だんまりが 屢々 
附く 。その 元祖は r 四 谷 怪談」 の 隠亡 堀 
であるが、 これを 眞 似て 盛んに 使つ たの 
が 默阿彌 で、 ことに 怪談 物の 幽霊が 出た 
後な どには、 口直しの 意味で 必ず 利用し 
ている。 時代 だんまりに くらべる と、 動 
きに かなり 写実 味が 加わつ ている のと、 
何 か 証拠物件を 落すな り 拾うな りして 次 
の 慕への 連絡を つけ、 幕切れには その 拾 
つた 人間が、 莫 入れな り 手紙な りを、 さ 
し 上げて すかし 見る という 型が 特色で あ 
る 0 

この 時に 使う 下座の 三味線は、 恐らく 
默阿彌 以後に きまつた のだろう と 思う 
が、 今では 大抵 「淡 島」 という 長唄の 一一 上 
りの くだりを、 唄を 拔い て彈 くの が お 定 
まりで ある。 これに 「狸 雛 子」 と 称する 
太鼓、 おょび 水の 音を かむ せる のが 型で 
ある。 水辺で なければ 水の 音は むろん 使 
えない 理窟 だが、 どういう わけ か 世話 だ 
ん まりは、 十中八九 、水に 緣が あるの 
だ。 元祖の 隠亡 堀を 初めと し、 「十六夜 淸 
心」 の 百 本 杭、 「敷 島 殺し」 の洲崎 土手、 
「め組ひ喧嘩」の八ッ山下「櫻餅」の隅 
田 川、 いずれも 岸辺で ある。 これらの 中 
で、 情景 人物と もに 揃つ ている のは 「櫻 
餅」 で、 夜 櫻の 眹き 乱れた 土手に、 しの 
ぶの 惣 太と 葛 飾 十右衞 門の 両俠 客、 按摩 
の 宵 寢の丑 市、 男で ありながら 花魁の 姿 


をして いる 花 子の 四 人、 この 取合せ は 世 
話 物で ありながら、 全くの 錦絵で ある。 

なお、 この 合方へ か、 る 前に、 ゴーン 
と 鐘の音を きかせて おいて 「チ、、 ヽヽ 
チ ヽヽヽ ヽヽ」 という 三味線を ひき、 そ 
れ から 合方へ か、 る ことがある。 これは 

「忍び 三重」 といつ て、 かなり 昔から 使 
つていた 合方 だ。 「五段 目」 で 定九郞 が 
見得を したと き、 r 鈴ヶ 森」 で 長 兵衞が 
駕籠から 出る ときな どで、 歌舞伎 ファン 
には おなじみ だ。 いかにも 靜寂 とか、 妻 
味と かを 表現し 得て おもしろい が、 これ 
は 蜩の 鳴き声から 考案され た 三味線 だと 

いう。 

幕切れ 

チョンと 拆が 鳴つ て、 幕が しまる 場 
合、 歌舞伎は 見物に ことさら 印象を 濃く 
することを考ぇていたから、下座音楽に 
も かなりな 苦心が 認められる。 

「切られ 与 三」 の 幕切れ。 多左衞 門の セ 
リフ 「火の 用心を」 チョン 「気をつけな 
さいょ」 と 格子を しめる と、 新內 の前彈 
きになつて幕がひかれる。この間に扫富 
は 多左衞 門の 情に 感じて 手を 合せ、 多 左 
衞門 も不懲 だとい う 思い入れ をして 行き 
かける の だ。 下座 も、 た V 暢気に 彈いて 
いたのでは、 この 幕切れの 芝居は できな 
い。 三味線 ひき も 役者の 心持ちに とび 込 
まなければ ならない。 チン、 と 一つ ひい 
て、 チ チリ チ テ レッ テ、 と ゆつ くり 彈く 
あいだに、 役者が 仕事を する。 それが す 
んだと 思つ たら、 トッ チン チリ チ チト チ 
チリ チ チンと 漸次 早めて ゆく。 拆が きざ 
まれる、 という 風の 演奏で なければ、 世 
話 物の 興味な どは 飛んで いつて しまう の 
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women  came  to  be  called  “Akuba”  or  wicked  women， one  distinct  type  of  caracter  which 
was  first  formed  by  the  above-mentioned  great  actor  named  Iwai  Hanshiro. 


It  can  safely  be  said  that  Tsuruya  Nanboku  marked  the  extreme  point  that  Sewa- 
Kyogen  could  reach.  Still  it  was  further  refined,  however,  by  two  succeeding  prominent 
playwrights  named  Segawa  Joko  and  Kawatake  Mokuami,  who  glorified  the  last  page  of 
the  Kabuki-playwright-history  about  100  years  ago. 

The  representative  dramas  at  that  time  were  “Sakura  S6go，”  “Kirare-Yosa，”  “Nezumi- 
Koz6，”  “Sannin  Kichisa，”  “Benten-Koz6，’’  “Kamiyui  Shinza，”  etc.  They  includes  both 
Sewa-Kyogen  and  Kizewa-Kyogen.  As  to  the  actors,  there  were  Ichikawa  Kodanji  IV, 
Onoe  Kikugoro  V and  VI. 

The  story  and  characteristics  of  ^Sannin  Kichisa55  by  Mokuami,  which  is  one  of  the 
most  representative  dramas  in  Sewa-Kyogen  genre  written  in  consideration  of  Kodanji,  shall 
be  briefly  explained  here. 

This  was  first  produced  in  1860:  a long  drama  of  double  plot  including  seven  acts 一 
one  plot  about  Sannin  Kichisa  is  original  but  the  other  about  Prostitute  Hitoe  and  her 
paramour  Bunri  is  a dramatization  of  a novel. 

“Sannin  Kichisa”  means  the  three  principal  characters  in  this  drama  by  the  name 
of  Osho  Kichisa,  Obo  Kichisa  and  ojo  Kichisa,  who  had  the  same  name  “Kichisa”  by 
chance.  All  of  them  were  gambling  roeues,  thieves  and  pickpockets  at  the  same  time, 
hated  deeply  by  the  people. 

The  story  is  opened  at  the  scene  in  which  Oj〇  Kichisa  robs  a street-walker  of  a large 
sum  of  money 一 100  Ryo — . That  night  the  dutiful  street-walker  was  carrying  the  money 
which  had  been  left  behind  at  her  the  preceding  mgnt  by  young  man,  in  expectation  that 
he  would  probably  come  there  to  take  is  back.  Ojo  Kichisa,  dressed  in  a lady’s  attire， 
happened  to  pass  by  and  perceiving  the  money  in  her  bosom  robbed  her  of  it,  and  pushed 
her  down  into  a river.  Right  after  that  there  occured  a hard  quarrelling  and  crossing  swords 
between  Ojo  Kichisa  and  Obo  Kichisa  who  had  been  looking  at  the  whole  affair. 

The  quarrelling  was  soon  put  a stop  by  Osho  Kichisa  who  passed  here  by  accident. 
There  the  three  “Kichisa”  promised  to  be  brothers-in-law,  and  since  then  they  develop 
the  story  covering  each  other. 

Both  the  girl  pushed  into  the  river  and  the  youth  who  left  the  money  behind  were 
saved,  taken  to  the  house  of  Osho  Kichisa5s  father  and  became  lovers  soon.  Unfortunately, 
however,  they  were  in  fact  true  brother  and  sister  each  other  (and  to  Osho  Kichisa  too) 
who  were  deserted  soon  after  their  birth  and  brought  up  separately.  This  fatal  fact 
was  little  by  little  cleared  up. 

The  money  100  Ryo  the  two  Kichisa  quarrelled  about  was  at  last  obtained  by  Obo 
Kichisa  and  served  to  help  his  master5s  difficulty,  while  he  had  killed  Osho5s  father 
unknowingly  to  get  it. 

The  young  lovers  whose  father  was  thus  killed  asked  their  brother  Osho  Kichisa  to 
avenge  them  on  the  murderer.  In  place  of  his  brother-in-law  Obo,  Osho  killed  the  two 
young  brother  and  sister  not  only  to  settle  their  immoral  relation  but  also  to  save  Obo 
and  Ojo  who  would  have  been  arrested  as  homicides  by  substituting  heads.  But  the 
authorities  perceived  the  trick  and  captured  all  the  three  at  last. 

The  other  plot  in  this  double-plot  drama  is  a love-story  of  a prostitute  and  a merchant. 
The  former  was  called  Hitoe  and  the  latter,  JS.iya  Bunri.  He,  who  had  been  refusing  her 
proposal,  fell  into  passionate  love  with  her  to  know  her  hearty  affection  from  a slight 
matter. 

After  giving  birth  to  a baby,  she  was  taken  ill  and  wasted  day  by  day  until  she  died 
finally. 

Both  Bunri  and  his  mother  mourned  deeply  at  her  death. — This  is  a dramatization 
of  such  a romantic  and  unique  love-story. 

1 he  two  characters  of  this  plot  are  connected  with  the  youth  who  lost  the  money 
and  a prostitute  in  love  with  Obo  Kichisa.  But  only  the  former  plot  about  the  three 
“Kichisa”  has  still  been  living  on  the  stage  today.  It  is  also  interesting  that  the  money  of 
100  Ryo  gives  important  moments  for  the  dramatic  development  going  round  from  hand 
to  hand.  Anyway,  it  is  considered  to  be  the  most  representative  melodramatic  Kizewa- 
Kyogen. 

In  blief,  it  can  safely  be  said  that  Sewa-Kyogen  is  the  genre  of  Kabuki  in  which  the 
】ives  of  Edo  People  are  represented  in  realistic  depicting  and  so  presents  the  most 
lifeiiKe  human  interest  in  Kabuki  today. 
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